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第
一
話 

ク
ル
ー
ズ
の
誕
生
と
発
展 

                     

 

ク
ル
ー
ズ
を
考
え
た
企
業
家 

  

ク
ル
ー
ズ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
航
洋
汽
船
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
か

ら
あ
っ
た
。
最
初
に
考
え
た
人
物
は
、
英
国
の
北
東
に
浮
か
ぶ

シ
ェ
ト
ラ
ン
ド
島
出
身
の
企
業
家
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（Arthur 

Anderson 1792-1868

）
で
あ
る
。
一
八
三
五
年
の
こ
と
だ
。

蒸
気
機
関
だ
け
で
大
西
洋
を
横
断
で
き
る
シ
リ
ウ
ス Sirius

（
七
〇
三
ト
ン
）
と
グ
レ
ー
ト
・
ウ
エ
ス
タ
ー
ン 

Great 

Western

（
一
三
四
〇
ト
ン
）
が
現
わ
れ
た
の
は
、
そ
の
三
年
後

の
こ
と
だ
か
ら
、
た
い
へ
ん
な
先
見
の
明
で
あ
る
。 

 

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
天
性
の
楽
天
家
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
自
分

が
発
行
し
た
地
方
新
聞
『
シ
ェ
ト
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の

創
刊
号
の
う
め
ぐ
さ
と
し
て
、
汽
船
に
よ
る
ク
ル
ー
ズ
の
架
空

広
告
を
出
し
た
。
夏
季
に
シ
ェ
ト
ラ
ン
ド
を
出
航
し
、
フ
ェ
ロ

ー
諸
島
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
二
週
間
で
周
遊
す
る
北
大
西
洋
ク

ル
ー
ズ
で
あ
る
。
夢
の
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
か
ら
、
実
現
し
た
わ

け
で
は
な
い
（
注1

）
。 

 

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
英
国
の
大
海
運
会
社
Ｐ
＆
Ｏ
社

（Peninsular & Oriental Steam Navigation Co.

）
の
創

立
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
八
二
二
年
、
彼
は
ウ

ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
（Brodie McGhie Willcox 1786-1862

）
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
む
す
び
、
ロ
ン
ド
ン
に
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク

ス
＆
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
商
会
を
設
立
し
た
。
こ
れ
が
の
ち
に
Ｐ
＆

Ｏ
社
に
発
展
す
る
。
一
八
三
七
年
に
は
Ｐ
＆
Ｏ
社
の
前
身
の
ペ

ニ
ン
シ
ュ
ラ
ー
汽
船
会
社
が
英
国
海
軍
省
と
郵
便
輸
送
契
約
を

取
り
か
わ
し
、運
航
補
助
金
を
受
け
、英
国
と
イ
ベ
リ
ア
半
島
、

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
を
汽
船
で
む
す
ぶ
定
期
航
路
を
開
設
し
た
。 

 

さ
ら
に
一
八
四
〇
年
、
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
ー
汽
船
会
社
は
英
国

か
ら
地
中
海
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
い
た
る
定
期
航
路
の
郵

便
輸
送
契
約
を
海
軍
省
と
か
わ
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
の

会
社
を
解
消
し
、
東
ア
ジ
ア
へ
の
発
展
を
に
ら
ん
だ
新
会
社
Ｐ

＆
Ｏ
社
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。（
注2

） 

 

Ｐ
＆
Ｏ
社
は
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
（Cunard Steam Ship 

Co.

）
と
な
ら
ぶ
老
舗
で
あ
る
が
、
日
本
と
縁
が
深
い
の
は
Ｐ
＆

Ｏ
社
の
ほ
う
で
あ
る
。
幕
末
に
開
国
す
る
と
真
っ
先
に
定
期
航

路
（
長
崎
～
上
海
）
を
開
設
。「
彼
阿
汽
船
」
と
い
う
社
名
で
、

明
治
以
来
、
日
本
と
欧
州
を
む
す
ぶ
架
け
橋
と
し
て
貢
献
し
て

き
た
。 

  

サ
ッ
カ
レ
ー
の
地
中
海
周
遊 

  

さ
て
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
一
八
三
五
年
に
着
想
し
た
夢
の
北
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大
西
洋
ク
ル
ー
ズ
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
話
は
夢
物
語
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
九
年
後
の
一
八

四
四
年
、
Ｐ
＆
Ｏ
社
は
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
た
ク
ル
ー
ズ
商
品
を
考
え
出
し
た
。
た
だ
し
、
ク
ル

ー
ズ
海
域
は
北
大
西
洋
で
は
な
く
地
中
海
で
あ
る
。 

         
 

そ
の
内
容
は
、
英
国
～
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
航
路
と
、
そ

れ
に
接
続
す
る
地
中
海
の
支
線
を
利
用
し
て
周
遊
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
ラ
ウ
ン
ド
チ
ケ
ッ
ト
（
周
遊
券
）
が
発
行
さ
れ
た
。

定
期
客
船
を
利
用
す
る
の
で
、
こ
ん
に
ち
の
ク
ル
ー
ズ
と
は
異

な
る
が
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
船
旅
を
楽
し
む
と
い
う
点
で
は
、

い
ま
の
ク
ル
ー
ズ
と
性
格
は
同
じ
で
あ
る
。 

 

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
Ｐ
＆
Ｏ
社
か
ら
タ
ダ
で
も
ら
い
、
地
中
海

を
周
遊
し
た
英
国
人
作
家
が
い
た
。
サ
ッ
カ
レ
ー
（William 

M.Thackeray 1811-63

）
で
あ
る
。 

               

一
八
四
四
年
の
夏
、
サ
ッ
カ
レ
ー
は
レ
デ
ィ
・
メ
リ
ー
・
ウ

ッ
ド Lady Mary Wood

（
五
五
三
ト
ン
）
に
乗
っ
て
サ
ウ
サ
ン

プ
ト
ン
を
出
航
し
、
ヴ
ィ
ゴ
、
リ
ス
ボ
ン
、
カ
デ
ィ
ス
、
ジ
ブ

ラ
ル
タ
ル
ま
で
航
海
。
こ
こ
で
別
船
に
乗
り
か
え
、
マ
ル
タ
、

イ
ズ
ミ
ル
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
ま
で
行
っ
た
。
こ
の
あ
と
ヤ
ッ

フ
ァ
か
ら
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
ま
で
は
、ま
た
別
船
に
乗
っ
た
。

船
は
い
ず
れ
も
、
初
期
の
木
造
外
輪
汽
船
で
あ
る
。 

 

な
に
ぶ
ん
小
さ
な
汽
船
で
あ
る
。
英
国
を
出
航
し
て
ま
も
な

く
ビ
ス
ケ
ー
湾
で
揺
れ
、
サ
ッ
カ
レ
ー
を
ふ
く
む
全
員
が
船
酔

い
で
苦
し
ん
だ
り
し
た
が
、
周
遊
航
海
は
お
お
む
ね
楽
し
い
も

の
で
あ
っ
た
（
注3

）
。 

 

帰
国
後
、
サ
ッ
カ
レ
ー
は
旅
行
記
を
発
表
し
た
。
こ
の
旅
行

記
が
広
く
読
ま
れ
た
こ
と
で
、
汽
船
を
利
用
す
る
レ
ジ
ャ
ー
目

的
の
船
旅
が
富
裕
階
級
の
間
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

サ
ッ
カ
レ
ー
は
旅
行
記
の
な
か
で
、
航
海
中
の
食
事
メ
ニ
ュ

ー
を
書
き
の
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
そ
の
こ
ろ
の
汽

船
の
食
事
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。 

 

メ
ニ
ュ
ー 

一
八
四
四
年
一
〇
月
一
二
日 

 

カ
レ
ー
風
味
ス
ー
プ 

 
 

塩
魚
／
エ
ッ
グ
ソ
ー
ス
添
え 

  
 

マ
ト
ン
腰
肉
ロ
ー
ス
ト 

 
 

肩
肉
煮
込
み
／
オ
ニ
オ
ン
ソ
ー
ス
添
え 

 
 

ビ
ー
フ
煮
込
み 

 
 

鶏
ロ
ー
ス
ト 

 
 

鶏
ピ
ラ
フ 

 
 

ハ
ム 

 
 

マ
ト
ン
／
い
ん
げ
ん
豆
シ
チ
ュ
ー 

 
 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス 

  
 

キ
ャ
ベ
ツ 

 
 

フ
レ
ン
チ
ビ
ー
ン
ズ 

 
 

ボ
イ
ル
ド
ポ
テ
ト 

 
 

ベ
ー
ク
ド
ポ
テ
ト 

  
 

す
も
も
の
タ
ル
ト 

 
 

干
し
ぶ
ど
う
の
タ
ル
ト 

 
 

ラ
イ
ス
プ
デ
ィ
ン
グ 

 
 

干
し
ぶ
ど
う
の
フ
リ
ッ
タ
ー 

  

ス
ー
プ
、
魚
、
肉
、
野
菜
、
デ
ザ
ー
ト
の
順
に
な
ら
ん
で
い

る
。
肉
料
理
は
選
ん
で
オ
ー
ダ
ー
し
た
の
だ
ろ
う
。
と
に
か
く

た
い
へ
ん
な
品
数
だ
。 

 

た
だ
し
、
味
に
つ
い
て
は
別
問
題
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
の
汽

船
の
ギ
ャ
レ
ー
（
厨
房
）
は
野
天
の
上
甲
板
に
あ
り
、
狭
い
う

 

地中海を周遊したサッカレー  

サッカレーが乗船した外輪汽船レディ・メリー・ウッド 
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え
、
設
備
も
貧
相
で
あ
っ
た
。
上
甲
板
に
は
家
畜
も
飼
わ
れ
て

い
た
。 

 

サ
ッ
カ
レ
ー
に
よ
る
と
、
レ
デ
ィ
・
メ
リ
ー
・
ウ
ッ
ド
の
コ

ッ
ク
は
腕
に
入
れ
墨
が
あ
り
、
大
汗
を
か
き
か
き
、
シ
チ
ュ
ー

鍋
と
格
闘
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
あ
と
、
彼
の
頭
髪
の
か
た

ま
り
が
入
っ
た
ス
ー
プ
が
テ
ー
ブ
ル
に
現
わ
れ
た
と
の
こ
と
だ
。

こ
の
一
件
だ
け
で
、
料
理
の
レ
ベ
ル
が
わ
か
る
。 

  

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
地
中
海
遊
覧 

  

サ
ッ
カ
レ
ー
の
船
旅
は
定
期
客
船
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

レ
ジ
ャ
ー
が
目
的
の
航
海
と
い
う
点
で
は
、
こ
ん
に
ち
の
ク
ル

ー
ズ
に
似
て
は
い
る
が
、
形
態
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。 

 

で
は
、
本
格
的
な
ク
ル
ー
ズ
は
、
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に

し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

そ
れ
を
知
る
の
に
よ
い
史
料
が
あ
る
。
米
国
作
家
マ
ー
ク
・

ト
ウ
ェ
イ
ン
（Mark Twain 1835-1910

）
の
『
地
中
海
遊
覧

記
』(The Innocents Abroad  

注4)

で
あ
る
。
直
訳
す
れ
ば

『
赤
ゲ
ッ
ト
外
遊
記
』。赤
ゲ
ッ
ト
と
は
欧
州
の
文
化
に
飢
え
て

い
た
米
国
人
の
こ
と
だ
。
と
き
は
一
八
六
七
年
。
パ
リ
で
万
国

博
覧
会
が
あ
っ
た
年
だ
。
日
本
で
は
慶
応
三
年
。
坂
本
竜
馬
が

京
都
で
暗
殺
さ
れ
た
年
で
あ
る
。 

 

こ
の
年
、
米
国
人
牧
師
ビ
ー
チ
ャ
ー
（Henry W. Beecher

）

が
主
宰
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
リ
マ
ス
教
会
が
ス
ポ
ン
サ
ー

に
な
り
、
欧
州
を
見
物
し
、
中
近
東
の
キ
リ
ス
ト
教
聖
地
を
め

ぐ
る
ク
ル
ー
ズ
が
計
画
さ
れ
た
。
い
わ
ば
、
観
光
・
巡
礼
ク
ル

ー
ズ
で
あ
る
。
こ
の
企
画
は
、
全
米
の
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。 

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
六
月
八
日
に
出
航
。
大
西
洋
を
航
海
し
、

ア
ゾ
レ
ス
諸
島
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
、
タ
ン
ジ
ー
ル
を
へ
て
地
中

海
に
入
る
。
次
い
で
、
マ
ル
セ
ー
ユ
、
ジ
ェ
ノ
バ
、
ナ
ポ
リ
、

ア
テ
ネ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
寄
港
。
黒
海
に
入
っ
て
、
セ
バ

ス
ト
ポ
リ
、
オ
デ
ッ
サ
、
ヤ
ル
タ
。
地
中
海
に
戻
っ
て
、
イ
ズ

ミ
ル
、
ベ
イ
ル
ー
ト
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
。
そ
し
て
、
再
び

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に
寄
り
、
一
一
月
一
九
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

帰
る
と
い
う
一
六
五
日
間
の
ク
ル
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
現
代
の
世

界
一
周
ク
ル
ー
ズ
で
も
一
〇
〇
日
前
後
だ
か
ら
、
た
い
へ
ん
な

大
航
海
で
あ
る
。 

船
は
、
一
四
二
六
ト
ン
の
ク
エ
ー
カ
ー
・
シ
テ
ィ

Quaker 

City

。
一
八
五
四
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
建
造
さ
れ
た
木

造
外
輪
汽
船
で
あ
る
。 

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
は
そ
の
こ
ろ
三
二
才
。
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
。
新
聞
で
こ
の
企
画
を
知

っ
た
彼
は
、
さ
っ
そ
く
こ
れ
に
と
び
つ
き
、
参
加
を
申
し
込
ん

だ
。
参
加
費
は
一
二
五
〇
ド
ル
。
一
日
あ
た
り
だ
と
七
ド
ル
六

〇
セ
ン
ト
。
英
貨
だ
と
お
よ
そ
一
日
一
ポ
ン
ド
半
で
あ
る
。 

 

大
西
洋
横
断
に
一
〇
日
ほ
ど
か
か
っ
た
創
業
時
（
一
八
七
一

年
）
の
英
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
（White Star Line

）

の
一
等
運
賃
が
一
八
～
一
六
ポ
ン
ド
ほ
ど
だ
っ
た
か
ら
、
一
二

五
〇
ド
ル
の
参
加
費
は
、
定
期
客
船
の
一
等
運
賃
の
最
も
安
い

ラ
ン
ク
に
ほ
ぼ
見
合
っ
て
い
る
（
注5

）。 

                

ち
な
み
に
、
現
代
の
標
準
的
な
七
泊
ク
ル
ー
ズ
の
乗
船
料
金

は
、
海
側
の
安
い
客
室
で
一
日
あ
た
り
一
人
一
五
〇
ド
ル
ぐ
ら

い
で
あ
る
。一
ド
ル
の
価
値
も
、ず
い
ぶ
ん
下
が
っ
た
も
の
だ
。 

 

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
参
加
費
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
新
聞
社
『
ア
ル
タ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
』
が
出
し
て
く
れ
た
。

旅
先
か
ら
記
事
を
書
き
送
る
と
い
う
契
約
で
あ
っ
た
。つ
ま
り
、

特
派
員
と
し
て
乗
船
し
た
わ
け
だ
。
原
稿
料
は
一
篇
に
つ
き
二

〇
ド
ル
だ
っ
た
と
い
う
。
最
終
的
に
、
彼
は
五
三
篇
の
記
事
を

送
っ
た
。
そ
し
て
帰
国
す
る
と
、
連
載
記
事
を
本
に
し
た
。
こ

れ
が
『
地
中
海
遊
覧
記
』
で
あ
る
。 

 

参
加
者
は
六
五
人
。
主
宰
者
ビ
ー
チ
ャ
ー
は
乗
ら
な
か
っ
た

が
、
観
光
・
巡
礼
ク
ル
ー
ズ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
聖
職
者
が
多
数

加
わ
っ
た
。 

  

史
上
初
の
本
格
的
な
ク
ル
ー
ズ 

  

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
『
地
中
海
遊
覧
記
』
を
読
ん
で
気

が
つ
く
の
は
、
ク
エ
ー
カ
ー
・
シ
テ
ィ
の
航
海
が
、
い
ま
の
ク

ル
ー
ズ
に
驚
く
ほ
ど
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ト
ウ
ェ
イ
ン

 

マーク・トウェインが乗船したクエーカー・シティ 
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は
、『
地
中
海
遊
覧
記
』
の
冒
頭
で
こ
う
書
い
て
い
る
。 

  
 

こ
の
数
カ
月
間
、
欧
州
お
よ
び
聖
地
巡
礼
の
す
ば
ら
し
い

遊
覧
旅
行
が
、
ア
メ
リ
カ
じ
ゅ
う
の
あ
ら
ゆ
る
新
聞
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
家
庭
で
話
題
に
の

ぼ
っ
た
。
遊
覧
旅
行
と
い
う
点
で
は
、
こ
れ
は
斬
新
な
企
画

だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
こ
ん
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
か
ら
だ
。(

吉
岡
栄
一
、
錦
織
裕
之
訳
『
地
中
海
遊
覧

記
』
彩
流
社
。
以
下
同
じ) 

  

再
三
い
う
よ
う
に
、
ク
ル
ー
ズ
と
は
レ
ジ
ャ
ー
が
目
的
の
航

海
で
あ
る
。
そ
の
最
も
大
き
な
特
長
は
、
船
を
ホ
テ
ル
に
す
る

と
い
う
こ
と
だ
。
大
き
な
ト
ラ
ン
ク
を
か
か
え
、
交
通
機
関
を

乗
り
継
い
で
観
光
地
を
訪
れ
る
、
そ
う
い
う
旅
で
は
な
い
。
旅

行
者
は
船
に
泊
ま
っ
て
い
れ
ば
、
観
光
地
の
ほ
う
が
や
っ
て
く

る
。
ク
エ
ー
カ
ー
・
シ
テ
ィ
の
地
中
海
ク
ル
ー
ズ
で
も
、
そ
の

特
長
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
。 

  
 

陸
上
の
旅
行
か
ら
戻
っ
て
く
る
と
き
に
は
い
つ
も
、
わ
れ

わ
れ
の
眼
は
ま
ず
最
初
に
あ
る
も
の
を
探
す
。
そ
れ
は
船
だ
。

そ
し
て
、
船
が
錨
を
下
ろ
し
て
、
旗
を
真
っ
す
ぐ
上
に
掲
げ

て
い
る
の
を
み
る
と
、
帰
還
し
た
放
浪
者
が
わ
が
家
を
み
た

と
き
に
感
じ
る
思
い
を
味
わ
っ
た
も
の
だ
。（
中
略
）
わ
れ
わ

れ
が
い
つ
も
行
く
、
親
し
く
な
じ
ん
だ
客
室
が
あ
っ
て
、
そ

こ
で
ふ
た
た
び
安
心
し
、
く
つ
ろ
い
で
、
落
ち
着
い
た
気
分

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

「
船
が
わ
が
家
」
と
い
う
思
い
は
、
ク
ル
ー
ズ
を
経
験
し
た
人

な
ら
だ
れ
で
も
心
あ
た
り
が
あ
る
は
ず
だ
。
見
物
や
買
物
で
疲

れ
き
っ
て
船
に
帰
り
、
な
じ
ん
だ
自
分
の
客
室
に
戻
っ
た
と
き

の
「
ヤ
レ
ヤ
レ
」
と
い
う
思
い
は
、
む
か
し
も
い
ま
も
同
じ
だ
。 

 

ト
ウ
ェ
イ
ン
は
書
い
て
い
る
。「
あ
の
満
足
感
と
、
帰
っ
て
き

た
と
い
う
実
感
は
、
ど
れ
ほ
ど
高
い
金
を
は
ら
っ
て
も
買
え
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
。 

 

ま
る
で
ユ
ダ
ヤ
教
会
の
よ
う
だ
っ
た 

  

半
年
近
い
ク
ル
ー
ズ
の
あ
い
だ
、
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
ら

は
ク
エ
ー
カ
ー
・
シ
テ
ィ
の
船
内
で
ど
ん
な
生
活
を
お
く
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

ま
ず
、
客
室
で
あ
る
。
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
部
屋
は
上

甲
板
の
下
の
船
首
寄
り
、
外
輪
の
前
方
に
あ
っ
た
。
窓
つ
き
の

海
側
客
室
で
あ
る
。 

 

ク
ル
ー
ズ
だ
か
ら
ワ
ン
ク
ラ
ス
。
等
級
は
な
い
。
い
ま
の
ク

ル
ー
ズ
と
変
わ
ら
な
い
。
客
室
は
、
申
し
込
み
順
に
割
り
当
て

ら
れ
た
。 

 

ベ
ッ
ド
は
二
つ
。
二
段
ベ
ッ
ド
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
洗

面
台
や
ソ
フ
ァ
ー
も
あ
っ
た
。『
地
中
海
遊
覧
記
』
に
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。 

  
 

船
室
に
は
ま
だ
身
体
の
向
き
を
変
え
ら
れ
る
余
裕
が
あ
っ

た
が
、
少
な
く
と
も
部
屋
の
な
か
で
、
猫
を
ふ
り
ま
わ
し
て

も
平
気
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
と
も
か
く
部
屋

は
船
室
と
し
て
は
広
く
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
満
足
で
き
る
も
の

だ
っ
た
。 

  
同
室
者
と
は
、
出
航
の
日
に
初
め
て
会
っ
た
。
若
い
温
厚
な

男
で
あ
っ
た
。 

 

食
事
は
一
日
三
回
。
朝
食
は
八
時
。
昼
食
は
一
二
時
。
夕
食

は
六
時
。
場
所
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
で
あ
る
。
座
席
は
こ
れ

も
申
し
込
み
順
で
あ
っ
た
。 

 

食
事
の
時
間
は
ド
ラ
で
知
ら
せ
た
。
祈
祷
会
な
ど
の
行
事
の

と
き
も
同
じ
で
あ
る
。 

 

ド
ラ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
金
属
製
の
円
板
状
の
打
楽
器
で

あ
る
。
か
つ
て
は
、
出
帆
の
と
き
の
見
送
り
人
へ
の
合
図
に
使

わ
れ
て
い
た
。
食
事
の
合
図
に
も
用
い
ら
れ
た
。
日
本
で
も
そ

う
だ
っ
た
。 

 

日
露
戦
争
の
の
ち
、
大
陸
の
戦
跡
を
ク
ル
ー
ズ
し
た
満
韓
巡

遊
船
ろ
せ
つ
た
丸
（
朝
日
新
聞
社
主
催 

三
八
七
六
ト
ン
）
の
航

海
記
を
み
る
と
、
出
航
の
合
図
の
ほ
か
に
、
食
事
の
案
内
に
も

ド
ラ
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

満
韓
巡
遊
船
ろ
せ
つ
た
丸
は
、
戦
跡
め
ぐ
り
と
い
う
テ
ー
マ

を
持
っ
た
ク
ル
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
テ
ー
マ
ク
ル
ー
ズ

で
あ
る
。
現
代
の
ク
ル
ー
ズ
に
は
、
一
般
的
な
レ
ジ
ャ
ー
だ
け

で
な
く
、
探
検
、
天
体
観
測
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
、
ジ
ャ
ズ
、

映
画
、
チ
ェ
ス
、
ワ
イ
ン
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
ク
ル
ー
ズ
が
あ
る
。 

 

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
観
光
・
巡
礼
ク
ル
ー
ズ
も
、
い
ま

で
い
う
テ
ー
マ
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。
ク
ル
ー
ズ
の
目
玉
は
、
ヤ

ル
タ
寄
港
中
に
お
こ
な
わ
れ
た
ロ
シ
ア
皇
帝
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
二
世
）
訪
問
と
、
ベ
イ
ル
ー
ト
か
ら
陸
路
を
た
ど
っ
た
聖
地

パ
レ
ス
チ
ナ
巡
礼
で
あ
っ
た
。 

 

内
容
が
内
容
だ
け
に
、
上
流
階
級
の
年
配
者
が
多
く
、
平
均

年
齢
は
五
〇
代
。
し
た
が
っ
て
、
船
内
の
雰
囲
気
は
な
ん
と
な



 

| 5 

く
暗
か
っ
た
よ
う
だ
。 

  
 

毎
晩
の
お
祈
り
の
集
ま
り
以
外
で
は
、
話
す
こ
と
も
、
歌

う
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
遊
覧
船
は
ま

る
で
ユ
ダ
ヤ
教
会
み
た
い
な
も
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
遊
覧

の
旅
に
し
て
は
活
気
が
な
か
っ
た
。
遺
体
さ
え
あ
れ
ば
、
立

派
な
葬
式
の
団
体
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

  

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
は
、
デ
ッ
キ
ゲ
ー
ム
、
ダ
ン
ス
、
幻

灯
映
写
会
、
ト
ラ
ン
プ
、
チ
ェ
ス
な
ど
。
ダ
ン
ス
は
上
部
の
オ

ー
プ
ン
デ
ッ
キ
で
お
こ
な
い
、
メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
（
小
型
の
鍵
盤

楽
器
）
が
伴
奏
を
し
た
。
バ
ン
ド
は
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

 

興
味
深
い
の
は
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、

船
内
で
模
擬
裁
判
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
模
擬
裁
判
は
、

こ
の
時
代
の
米
国
船
で
し
ば
し
ば
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

明
治
の
初
め
に
岩
倉
使
節
団
が
乗
っ
た
米
国
船
で
も
、
船
中
で

模
擬
裁
判
が
開
か
れ
、
伊
藤
博
文
や
山
田
顕
義
が
裁
判
官
に
ふ

ん
し
た
と
い
う
。 

  

先
覚
者
ア
ル
ベ
ル
ト
・
バ
リ
ン 

  

北
欧
を
中
心
に
、
本
格
的
な
ク
ル
ー
ズ
へ
の
胎
動
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
か
な
り
た
っ
た
一
八
八
〇

年
代
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
観
光
・
巡
礼
ク
ル
ー
ズ
の
よ
う
な

ク
ル
ー
ズ
と
は
無
関
係
に
発
生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

            

ク
ル
ー
ズ
海
域
は
、
夏
季
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
や

地
中
海
方
面
、
冬
季
は
カ
ナ
リ
ア
諸
島
や
カ
リ
ブ
海
な
ど
。
英

国
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
船
会
社
が
、
定
期
客
船
を
ク
ル
ー
ズ
船
に

転
用
し
て
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
日
数
は
、
一
〇
日
間
か

ら
二
カ
月
ぐ
ら
い
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。 

豪
州
航
路
を
経
営
し
て
い
た
英
オ
リ
エ
ン
ト
・
ラ
イ
ン

（Orient Line

）
は
、
一
八
八
九
年
の
夏
、
ガ
ロ
ン
ヌGaronne

（
三
九
〇
一
ト
ン
）
を
投
入
し
、
ロ
ン
ド
ン
発
着
の
一
カ
月
間

の
西
地
中
海
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ
な
っ
た
（
注6

）。
そ
の
ブ
ロ
シ

ュ
ア
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
に
は
、
娯
楽
ク
ル
ー
ズ
（Pleasure 

Cruise

）
と
あ
る
。
ガ
ロ
ン
ヌ
は
英
国
～
豪
州
航
路
の
定
期
客

船
で
、
こ
の
年
、
ク
ル
ー
ズ
専
用
に
改
装
さ
れ
た
も
の
だ
。 

一
八
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
豪
華
な
大
西
洋
航
路
客
船
を
転

用
し
た
ク
ル
ー
ズ
が
出
現
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
た

の
は
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（WilhelmⅡ

 1859-1941

）
統
治

下
の
ド
イ
ツ
の
船
会
社
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
ア
メ
リ
カ
・
ラ
イ
ン

（Hamburg American Line
 

略
称
ハ
パ
クHapag

）
と
北
ド
イ

ツ
・
ロ
イ
ド
（North German Lloyd

）
で
あ
る
。 

な
か
で
も
ク
ル
ー
ズ
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
重
要
な
の
は
、
ハ

パ
ク
の
客
船
業
務
を
と
り
し
き
っ
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
バ
リ
ン

（Albert Ballin 1857-1918

）
が
現
れ
た
こ
と
だ
。
ハ
ン
ブ

ル
ク
生
ま
れ
の
こ
の
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
は
、
現
代
の
米
国
型

ク
ル
ー
ズ
を
創
始
し
た
ユ
ダ
ヤ
系
米
国
人
の
テ
ッ
ド
・
ア
リ
ソ

ン
（Ted Arison 1924-1999

）
と
と
も
に
、
客
船
史
の
一
ペ

ー
ジ
を
飾
る
人
物
で
あ
る
。 

         

バ
リ
ン
が
こ
の
仕
事
に
入
っ
た
の
は
一
八
七
四
年
、
一
七
才

の
と
き
で
あ
る
。
初
め
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
移
民
会
社
に
つ
と
め

て
い
た
が
、
一
八
八
六
年
に
ハ
パ
ク
に
招
か
れ
、
船
客
部
の
責

任
者
に
な
っ
た
。
弱
冠
二
九
才
。
有
能
さ
を
買
わ
れ
て
の
就
任

で
あ
る
。そ
の
辣
腕
ぶ
り
は
入
社
後
も
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、

二
年
後
に
は
早
く
も
役
員
に
抜
擢
、
客
船
経
営
全
体
の
責
任
を

持
つ
こ
と
に
な
っ
た
（
注7

）。 

 

バ
リ
ン
の
悩
み
は
、
冬
季
に
な
る
と
北
大
西
洋
航
路
の
乗
客

数
が
激
減
す
る
こ
と
だ
っ
た
。海
が
荒
れ
る
の
が
原
因
で
あ
る
。

欧
州
と
北
米
を
む
す
ぶ
こ
の
航
路
は
、
世
界
一
混
み
合
う
海
の

幹
線
ル
ー
ト
で
あ
り
、
は
げ
し
い
国
際
競
争
の
舞
台
で
も
あ
っ

た
。
ド
イ
ツ
の
二
社
は
、
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
こ
の
航
路
に
参

入
し
て
い
た
。 

 

バ
リ
ン
は
、
一
八
九
一
年
一
月
、
北
大
西
洋
航
路
客
船
ア
ウ

グ
ス
タ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
アAugusta Victoria

（
七
六
六
一
ト

1890年代のオリエント・ラインのポスター 

 

ハパグの客船経営を取り仕

切ったアルベルト・バリン 
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ン
）
を
一
等
ワ
ン
ク
ラ
ス
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
仕
立
て
、
地
中
海
・

オ
リ
エ
ン
ト
・
ク
ル
ー
ズ
を
試
験
的
に
や
っ
て
み
た
。 

ク
ッ
ク
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
か
ら
発
着
し
、
エ
ジ
プ
ト
、
パ
レ
ス

チ
ナ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、
ギ
リ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
な
ど
を

五
八
日
間
で
ま
わ
る
ク
ル
ー
ズ
で
、
寄
港
地
で
は
英
国
の
旅
行

会
社
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
と
提
携
し
、
ツ
ア
ー
を
お
こ
な
っ

た
。
バ
リ
ン
自
身
も
乗
船
し
た
（
注8

）。 

 

結
果
は
大
成
功
で
、
二
四
一
人
の
大
金
持
ち
が
参
加
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
契
機
に
ド
イ
ツ
の
二
社
は
、
定
期
客
船
を
転

用
し
、
年
間
を
と
お
し
て
ク
ル
ー
ズ
を
運
航
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ク
ル
ー
ズ
海
域
は
、
冬
季
は
地
中
海
や
カ
リ
ブ
海
、
夏
季

は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
沿
岸
や
バ
ル
ト
海
な
ど
で
あ
る
。 

                

ち
な
み
に
、
ク
ル
ー
ズ
の
発
展
に
功
績
が
あ
っ
た
ア
ウ
グ
ス

タ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
、の
ち
に
ロ
シ
ア
海
軍
に
売
却
さ
れ
た
。

日
露
戦
争
の
と
き
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
仮
装
巡
洋
艦
と
し
て
東

ア
ジ
ア
に
や
っ
て
き
た
ク
バ
ンKuban

が
そ
れ
で
あ
る
。
ク
バ

ン
は
、
日
本
海
海
戦
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
沖
縄
付
近
で
本

隊
か
ら
離
れ
、
陽
動
航
海
を
し
た
あ
と
、
サ
イ
ゴ
ン
（
現
ホ
ー

チ
ミ
ン
）
に
入
港
。
運
送
船
二
隻
を
つ
れ
て
本
国
に
帰
還
し
た
。 

  

バ
リ
ン
の
ク
ル
ー
ズ
ヨ
ッ
ト 

  

ク
ル
ー
ズ
の
成
功
に
自
信
を
得
た
バ
リ
ン
は
、
定
期
客
船
を

ク
ル
ー
ズ
船
に
転
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
専
用
の
ク
ル
ー
ズ
船

を
ド
イ
ツ
で
建
造
し
た
。
一
九
〇
一
年
に
就
航
し
た
史
上
最
初

の
新
造
ク
ル
ー
ズ
船
プ
リ
ン
ツ
ェ
シ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ル

イ
ー
ゼ Prinzessin Victoria Luise

（
四
四
〇
九
ト
ン
）

が
そ
れ
で
あ
る
。
旅
客
定
員
を
一
等
ワ
ン
ク
ラ
ス
一
八
〇
人
に

お
さ
え
た
超
豪
華
船
で
、
ク
ル
ー
ズ
ヨ
ッ
ト
あ
る
い
は
娯
楽
ヨ

ッ
ト
（Pleasure Yacht

）
と
よ
ば
れ
た
。 

バ
リ
ン
の
着
想
は
、
皇
帝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（Wilhelm

Ⅱ

）
が
愛
用
し
た
ロ
イ
ヤ
ル
ヨ
ッ
ト
の
ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
ル
レ
ル

ンHohenzollern

が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
た
。ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ

ル
レ
ル
ン
は
一
八
九
三
年
ド
イ
ツ
の
建
造
。
サ
イ
ズ
は
プ
リ
ン

ツ
ェ
シ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ル
イ
ー
ゼ
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
小

さ
い
が
、
白
い
船
体
と
二
本
煙
突
は
同
じ
で
あ
る
。
最
高
二
一
・

五
ノ
ッ
ト
（
＊
）
の
高
速
船
で
、
戦
時
に
は
通
報
艦
と
し
て
使

え
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
た
（
注9

）。 

                 

プ
リ
ン
ツ
ェ
シ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ル
イ
ー
ゼ
の
船
内
に

は
、
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
が
二
二
室
も
あ
っ
た
。
皇
帝
専
用
の
豪

勢
な
客
室
も
あ
っ
た
が
、使
わ
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

ち
な
み
に
、
同
船
の
船
名
は
、
皇
帝
の
一
人
娘
で
あ
っ
た
王
女

の
名
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。 

 

バ
リ
ン
の
ク
ル
ー
ズ
ヨ
ッ
ト
は
、
米
国
、
ド
イ
ツ
、
英
国
の

大
金
持
ち
を
お
も
な
対
象
と
し
て
い
た
。
冬
季
に
デ
ビ
ュ
ー
し

た
同
船
の
初
ク
ル
ー
ズ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
航
の
カ
リ
ブ
海

ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。そ
の
あ
と
地
中
海
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ
な
い
、

夏
季
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
外
港
ク
ッ
ク
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
を
母
港
に

北
欧
海
域
を
周
遊
し
た
。 

就
航
し
て
数
年
後
、
同
船
は
カ
リ
ブ
海
で
海
難
に
よ
り
う
し

な
わ
れ
た
。
だ
が
、
ハ
パ
ク
は
そ
の
前
年
に
就
航
し
た
ク
ル
ー

ズ
ヨ
ッ
ト
の
第
二
船
オ
セ
ア
ナ Oceana

（
七
八
五
九
ト
ン
、
改

造
船
）
を
使
い
、
超
豪
華
ク
ル
ー
ズ
の
運
航
を
つ
づ
け
た
。 

 

ノルウェー沿岸をクルーズ中のアウグスタ・ヴィクトリア 

 

史上初の新造クルーズ船プリンツェシン・ヴィクトリア・ルイーゼ 
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超
豪
華
コ
ン
セ
プ
ト
の
小
型
ク
ル
ー
ズ
船
は
、
そ
の
後
も
建

造
さ
れ
た
。
一
九
二
七
年
に
就
航
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
テ

ラ
・
ポ
ラ
リ
ス Stella Polaris

（
五
〇
五
六
ト
ン
）
も
、
こ

の
流
れ
を
継
承
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
で
あ
る
。
同
船
は
一
九
六
九

年
に
日
本
の
西
武
グ
ル
ー
プ
の
手
に
渡
り
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ

ホ
テ
ル
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
と
な
り
、
西
伊
豆
に
麗
姿
を
浮
か

べ
て
い
た
（
二
〇
〇
五
年
廃
業
）。 

                 
 

ク
ル
ー
ズ
ヨ
ッ
ト
は
現
在
も
あ
り
、
ヨ
ッ
ト
ク
ル
ー
ザ
ー

と
よ
ば
れ
て
い
る
。
だ
が
、
あ
く
ま
で
少
数
派
で
あ
る
。
ひ
と

に
ぎ
り
の
大
金
持
ち
が
対
象
だ
か
ら
、
ニ
ッ
チ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

域
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
き
お
い
、
そ
の
運
航
は
小

規
模
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
む
ろ
ん
、
現
在
、
年
間
二
二
〇

〇
万
人
以
上
の
一
般
庶
民
が
楽
し
ん
で
い
る
米
国
型
ク
ル
ー
ズ

は
、
こ
れ
と
は
ち
が
う
タ
イ
プ
の
レ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。 

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
代
の
米
国
型
ク
ル
ー
ズ

は
大
型
船
が
主
体
で
あ
り
、
定
期
客
船
時
代
の
豪
勢
な
一
等
サ

ー
ビ
ス
を
原
点
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世

紀
に
か
け
て
北
大
西
洋
航
路
で
生
ま
れ
た
。
現
代
の
ク
ル
ー
ズ

は
、
こ
の
時
代
の
遺
伝
子
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
次
の
第
二
話
か
ら
し
ば
ら
く
、
北
大
西
洋
航
路
を

中
心
に
、
豪
華
客
船
の
誕
生
と
発
展
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
書
く

こ
と
に
し
よ
う
。 

 

＊
ノ
ッ
ト
は
船
の
ス
ピ
ー
ド
の
単
位
で
、
一
ノ
ッ
ト
は
一
時
間
に

一
カ
イ
リ
（
一
・
八
五
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
進
む
ス
ピ
ー
ド
の

こ
と
。 

注 

 

（1

）David Howarth & Stephen Howarth, The Story of P 

& O, George Weidenfeld & Nicolson Ltd., London,  

1986, p.47. 

（2

）Boyd Cable, A Hundred Year History of the P. & 

  
 
O.- 1837-1937, Ivor Nicholson and Watson Ltd., 

London, 1937, pp.30-45. 

（3

）
同
前pp.94-7. 

（4

）
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
、
吉
岡
栄
一
、
飯
塚
英
一
・
錦
織
裕

之
訳
『
地
中
海
遊
覧
記
』 (

上
・
下)

、 

彩
流
社
、
一
九
九

七
年
。 

（5

）Roy Anderson, White Star, T. Stephenson & Sons 

Ltd., Lancashire, 1964, p.46. 

当
時
の
米
ド
ル
と
英
ポ
ン
ド
の
換
算
（
九
六
ド
ル
＝
一
六
ポ

ン
ド
）
に
つ
い
て
は
日
銀
資
料
に
よ
っ
た
。 

（6

）Philip 
Dawson, Cruise Ships -An Evolution in 

Design, Conway Maritime Press, London,  2000, 

p.14. 

以
後
、
ド
ー
ソ
ン
『
ク
ル
ー
ズ
船
‐
デ
ザ
イ
ン
の

発
展
』
と
記
す
。 

（7

）N. R. P. Bonsor, North Atlantic Seaway Vol.1,  

Arco Publishing Co., New York, 1975, pp.55-6. 

 
 

以
後
、
ボ
ン
サ
ー
『
北
大
西
洋
航
路
』
と
記
す
。 

（8

）ド
ー
ソ
ン『
ク
ル
ー
ズ
船
‐
デ
ザ
イ
ン
の
発
展
』一
五
頁
。 

（9

）
同
前
一
五
‐
九
頁
。 

                 

 

超豪華コンセプトの小型クルーズ船ステラ・ポラリス 



 

| 8 

                    

第
二
話 

豪
華
客
船
の
登
場 

                     

 

船
内
に
は
じ
め
て
電
灯
が
つ
い
た 

  

一
九
世
紀
の
後
半
ま
で
、
汽
船
の
船
内
は
た
い
へ
ん
暗
か
っ

た
。
と
く
に
夜
は
真
っ
暗
だ
っ
た
。 

 

北
大
西
洋
航
路
で
も
、照
明
は
ラ
ン
プ
か
ロ
ウ
ソ
ク
だ
っ
た
。

し
か
も
夜
が
ふ
け
る
と
消
灯
す
る
か
ら
、そ
れ
以
後
の
時
間
は
、

船
客
は
闇
の
な
か
を
さ
ま
よ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

ガ
ス
灯
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
船
上
で
は
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
の
定
期
客
船

が
試
し
に
装
備
し
た
と
こ
ろ
、
船
の
振
動
で
ガ
ス
管
や
継
ぎ
手

が
破
損
し
、
ガ
ス
漏
れ
が
発
生
し
た
。
試
用
は
中
止
さ
れ
、
ラ

ン
プ
照
明
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
船
客
た
ち

が
夜
の
闇
か
ら
逃
れ
る
に
は
、
電
灯
の
出
現
ま
で
待
た
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
北
大
西
洋
航
路
で
船
内
に
は
じ
め
て
電
気
照
明
を
採
用
し
た

船
は
、
英
イ
ン
マ
ン
・
ラ
イ
ン
（Inman Line

）
の
シ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ベ
ル
リ
ンCity of Berlin

（
五
四
九
一
ト
ン
）
で
あ

る
。
就
航
四
年
後
の
一
八
七
九
年
、
一
等
ダ
イ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン

に
四
灯
、
ス
テ
ィ
ア
リ
ッ
ジ
（
移
民
用
大
部
屋
）
に
二
灯
、
試

験
的
に
ア
ー
ク
灯
を
と
り
つ
け
て
み
た
（
注1

）。
マ
ー
ク
・
ト

ウ
ェ
イ
ン
の
地
中
海
遊
覧
の
一
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。 

                

ア
ー
ク
灯
は
電
球
で
は
な
い
。
ア
ー
ク
放
電
の
火
花
を
利
用

し
た
も
の
で
、
し
く
み
は
電
気
溶
接
と
同
じ
で
あ
る
。
サ
ー
チ

ラ
イ
ト
や
映
写
機
の
光
源
に
な
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
明
る
さ
は

申
し
分
な
い
が
、
と
り
扱
い
が
む
ず
か
し
い
う
え
、
大
量
の
ス

ス
が
出
る
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。 

 

こ
ん
に
ち
使
わ
れ
て
い
る
白
熱
電
球
を
エ
ジ
ソ
ン
（Thomas 

 

電気照明を採用したシティ・オブ・ベルリン 
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Edison 1847-1931

）
が
発
明
し
た
の
は
、
同
じ
一
八
七
九
年
、

日
本
の
明
治
一
二
年
で
あ
る
。
翌
年
、
エ
ジ
ソ
ン
の
指
導
で
、

米
オ
レ
ゴ
ン
鉄
道
汽
船
会
社
の
船
に
こ
れ
が
つ
け
ら
れ
た
。 

 

北
大
西
洋
航
路
で
は
、
一
八
八
一
年
に
就
航
し
た
キ
ュ
ナ
ー

ド
の
鋼
製
汽
船
セ
ル
ヴ
ィ
ア Servia

（
七
三
九
二
ト
ン
）
に
白

熱
電
球
が
導
入
さ
れ
た
。一
等
ダ
イ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
に
五
〇
灯
、

一
等
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ル
ー
ム
、
ス
モ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
に

一
八
灯
、
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
に
二
〇
灯
、
ス
ク
リ
ュ
ー
の
軸
路

に
一
〇
灯
、
合
計
九
八
灯
で
あ
る
（
注2
）。 

                

電
気
照
明
が
船
旅
に
あ
た
え
た
影
響
は
、
は
か
り
し
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
船
内
が
明
る
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
夜
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
幅
も
広
が
っ
た
。
船
旅
の
イ
メ
ー
ジ
は

一
変
し
た
。
こ
の
三
〇
年
後
に
出
現
し
た
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
に
み

ら
れ
る
華
麗
な
夜
の
世
界
は
、
電
気
照
明
が
可
能
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
タ
イ
タ
ニ

ッ
ク
の
明
か
り
は
沈
没
の
瞬
間
ま
で
消
え
な
か
っ
た
。
船
客
が

闇
の
な
か
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
機
関
士
た
ち
は

船
底
に
近
い
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
で
発
電
機
を
動
か
し
、
船
と
運

命
を
と
も
に
し
た
の
で
あ
る
。 

 

ち
な
み
に
、
日
本
で
初
め
て
電
気
照
明
を
導
入
し
た
船
は
長

門
丸
（
一
八
五
四
ト
ン
）
と
さ
れ
て
い
る
（
注3

）。
船
客
に
く

ば
っ
た
ウ
チ
ワ
に
「
電
灯
は
昼
の
如
し
」
と
あ
る
の
が
根
拠
の

よ
う
だ
。
長
門
丸
は
、
半
官
半
民
の
共
同
運
輸
会
社
が
英
国
で

新
造
し
た
一
〇
数
隻
の
う
ち
の
一
隻
で
あ
る
。
一
〇
数
隻
の
ほ

と
ん
ど
は
、
英
国
で
電
気
照
明
が
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
一
八
八

四
年
に
完
成
し
、
三
菱
会
社
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
国
内
航
路
で

活
躍
し
た
。
お
そ
ら
く
長
門
丸
だ
け
で
な
く
、
一
〇
数
隻
の
す

べ
て
に
電
灯
が
つ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。 

  

食
料
用
の
冷
凍
装
置
が
出
現
し
た 

  

電
化
は
船
旅
を
快
適
な
も
の
に
し
た
。 

 

船
客
だ
け
で
な
く
、
乗
組
員
も
船
内
作
業
が
し
や
す
く
な
っ

た
。
な
か
で
も
電
灯
の
恩
恵
を
受
け
た
の
は
、
エ
ン
ジ
ン
ル
ー

ム
で
あ
る
。
こ
こ
は
船
底
近
く
に
あ
る
か
ら
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ト

（
天
窓
）
か
ら
の
光
が
と
ど
か
な
い
。
だ
か
ら
真
っ
暗
。
電
灯

が
出
現
す
る
ま
で
は
、
機
関
士
た
ち
は
エ
ン
ジ
ン
の
運
転
状
況

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

一
八
八
〇
年
代
の
末
に
北
大
西
洋
航
路
に
登
場
し
た
イ
ン
マ

ン
・
ラ
イ
ン
の
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク City of New 

York

（
一
万
〇
四
九
九
ト
ン
）
と
姉
妹
船
の
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・

パ
リ 

City of Paris 

で
は
、
電
灯
が
船
内
全
体
に
行
き
渡

り
、
一
〇
〇
〇
灯
が
か
が
や
い
て
い
た
。
電
気
は
、
一
等
客
室

の
換
気
用
モ
ー
タ
ー
に
も
用
い
ら
れ
た
。
船
の
通
風
装
置
に
電

気
が
使
わ
れ
た
最
初
の
実
例
で
あ
る
（
注4

）。 

                

シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
級
に
は
、
も
う
一
つ
画
期

的
な
設
備
が
あ
っ
た
。
食
料
用
の
ア
ン
モ
ニ
ア
式
冷
凍
装
置
で

あ
る
。ア
ン
モ
ニ
ア
を
冷
却
媒
体
と
す
る
こ
の
装
置
の
原
理
は
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
教
授
の
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
デ

（Carl von Linde 1842-1934

）
が
開
発
し
た
も
の
で
、
陸

上
で
は
す
で
に
実
用
化
が
進
ん
で
い
た
（
注5

）。 

 

二
隻
は
、
二
〇
ノ
ッ
ト
近
い
航
海
速
力
を
持
っ
て
い
た
が
、

大
西
洋
横
断
に
は
六
日
を
要
し
た
。
船
客
定
員
は
、
一
、
二
、

三
等
合
せ
て
一
七
四
〇
人
。
乗
組
員
を
加
え
る
と
二
〇
〇
〇
人

 

北大西洋航路ではじめて白熱電球を導入したセルヴィア 

 

食料用の冷凍装置を備えたシティ・オブ・パリ 
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を
超
え
る
人
た
ち
が
洋
上
生
活
を
お
く
る
わ
け
だ
か
ら
、
大
量

の
食
料
を
積
む
必
要
が
あ
っ
た
。 

 

食
料
の
な
か
に
は
腐
り
や
す
い
も
の
も
あ
り
、
鮮
度
を
た
も

つ
の
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
う
か
と
い
っ
て
、
初
期
の
汽
船
の

よ
う
に
牛
舎
や
鶏
舎
を
備
え
る
ぐ
ら
い
で
は
、
と
て
も
対
応
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
食
料
を
冷
や
す
か
凍
ら
せ
る
か
し
て

保
存
で
き
る
冷
凍
装
置
は
、
ま
さ
に
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な

設
備
だ
っ
た
わ
け
だ
。
鮮
度
を
た
も
っ
た
食
材
、
そ
し
て
電
灯

が
と
も
っ
た
明
る
い
ギ
ャ
レ
ー
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス

の
質
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
船
内
食
と
は
格
段

の
差
が
あ
る
お
い
し
い
料
理
を
、
船
客
た
ち
は
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

欧
州
の
主
要
港
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
む
す
ぶ
北
大
西
洋
航
路

に
は
、そ
の
時
代
の
最
新
客
船
が
就
航
し
た
。一
九
世
紀
以
来
、

旧
大
陸
か
ら
新
大
陸
へ
の
移
民
で
発
展
し
た
こ
の
航
路
は
、
世

界
一
忙
し
い
海
上
ル
ー
ト
で
あ
り
、
各
社
は
最
新
鋭
の
客
船
を

投
入
し
た
の
だ
。
こ
う
し
て
北
大
西
洋
航
路
に
豪
華
客
船
の
時

代
が
や
っ
て
き
た
。 

  

ド
イ
ツ
皇
帝
の
北
大
西
洋
航
路
客
船 

  

豪
華
客
船
時
代
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
船
だ

っ
た
。
一
九
世
紀
末
。
皇
帝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
が
宰
相
ビ
ス

マ
ル
ク
（O.E.L.F.Bismarck 1815-98

）
を
解
任
し
、
重
工

業
の
発
展
を
背
景
に
軍
備
拡
張
を
は
じ
め
た
こ
ろ
で
あ
る
。
皇

帝
は
北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
と
ハ
パ
ク
に
補
助
金
を
出
し
、
画
期

的
な
定
期
客
船
を
自
国
で
建
造
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。 

ド
イ
ツ
人
移
民
最
盛
期
の
こ
の
時
代
、
北
大
西
洋
航
路
で
最

も
旅
客
数
が
多
か
っ
た
の
は
北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
で
あ
り
、
ハ

パ
ク
が
こ
れ
に
つ
づ
い
た
。
つ
い
で
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ

イ
ン
、
イ
ン
マ
ン
・
ラ
イ
ン
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
の
順
に
な
っ
て
い

た
。
だ
が
、
船
の
大
き
さ
、
速
力
、
旅
客
設
備
を
く
ら
べ
る
と
、

ド
イ
ツ
船
は
英
国
船
に
ま
っ
た
く
歯
が
た
た
な
か
っ
た
。
英
国

船
を
し
の
ぐ
船
の
登
場
が
待
望
さ
れ
た
。 

 

そ
し
て
、
世
紀
末
の
一
八
九
七
年
、
カ
イ
ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
・
デ
ア
・
グ
ロ
ー
セ Kaiser Wilhelm der Grosse

と

い
う
長
い
名
前
の
船
が
建
造
さ
れ
、
ブ
レ
ー
メ
ン
～
サ
ウ
サ
ン

プ
ト
ン
～
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
就
航
し
た
。
大
き
さ
は
一
万
四
三

四
九
ト
ン
、
航
海
速
力
二
二
ノ
ッ
ト
。
世
界
最
大
で
最
高
速
の

客
船
の
誕
生
で
あ
る
。 

 

船
内
で
は
電
気
が
広
く
使
わ
れ
た
。
客
船
の
電
化
は
ド
イ
ツ

船
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
電
灯
の
数
は
一
七
一
二
灯
。
一
六

年
前
の
セ
ル
ヴ
ィ
ア
が
九
八
灯
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
隔
世

の
感
が
あ
る
。
暖
房
、
換
気
な
ど
に
も
給
電
さ
れ
、
ス
モ
ー
キ

ン
グ
ル
ー
ム
の
ラ
イ
タ
ー
ま
で
電
熱
式
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

か
ら
徹
底
し
て
い
た
。
食
料
と
郵
便
物
を
は
こ
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
も
装
備
さ
れ
た
（
注6

）。
人
を
乗
せ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ま

だ
な
か
っ
た
。
船
客
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え
た
の
は
、
あ

と
で
述
べ
る
ハ
パ
ク
の
大
西
洋
航
路
客
船
ア
メ
リ
カ Amerika

が
最
初
で
あ
る
（
注7

）。 

                

カ
イ
ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ア
・
グ
ロ
ー
セ
の
船
客
定

員
は
、
一
等
三
三
二
人
、
二
等
三
四
三
人
、
三
等
一
〇
七
四
人
。

東
欧
か
ら
の
移
民
が
増
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
〇
〇
〇
人
を

超
え
る
三
等
客
室
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。 

 

一
等
客
室
は
一
八
〇
室
。
居
間
と
寝
室
か
ら
な
る
ス
イ
ー
ト

ル
ー
ム
が
い
く
つ
か
設
け
ら
れ
た
。
む
ろ
ん
、
ト
イ
レ
、
バ
ス

ル
ー
ム
つ
き
で
あ
る
。
ま
た
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
隣

接
し
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
四
室
あ
り
、

Ｖ
Ｉ
Ｐ
船
客
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

 

た
だ
し
、
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
を
初
め
て
設
け
た
船
は
、
同
船

で
は
な
い
。
同
船
の
四
年
前
に
北
大
西
洋
航
路
に
登
場
し
た
キ

ュ
ナ
ー
ド
の
快
速
客
船
カ
ン
パ
ニ
アCampania

（
一
万
二
九
五

〇
ト
ン
）
が
最
初
で
あ
る
（
注8

）。 

  

無
線
電
信
が
装
備
さ
れ
た 

 

カ
イ
ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ア
・
グ
ロ
ー
セ
は
、
内
装

も
す
ぐ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
最
大
の
特
長
は
ス
ピ
ー
ド
が
は
や
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い
こ
と
に
あ
っ
た
。 

 

主
機
は
三
連
成
汽
機
二
基
。
北
大
西
洋
航
路
で
は
最
初
の
四

本
煙
突
船
で
あ
る
。
デ
ビ
ュ
ー
し
た
年
の
三
回
目
の
東
航
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
～
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
を
平
均
速
力
二
二
・
三
五

ノ
ッ
ト
で
走
り
、世
界
最
高
速
の
客
船
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。 

 

乗
船
予
約
が
殺
到
し
、
北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
の
営
業
成
績
は

急
上
昇
し
た
。
翌
九
八
年
、
同
社
の
船
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
旅

し
た
船
客
は
七
万
一
〇
〇
〇
人
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
下

船
し
た
北
大
西
洋
航
路
の
全
客
数
の
ほ
ぼ
四
分
の
一
に
あ
た
る
。 

 

北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
の
高
速
船
志
向
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
も
つ
づ
い
た
。
ク
ロ
ン
プ
リ
ン
ツ
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム 

Kronprinz Wilhelm

（
一
万
四
九
〇
八
ト
ン
）、
カ
イ
ザ
ー
・

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世 Kaizer Wlhelm Ⅱ

（
一
万
九
三
六
一
ト

ン
）
が
建
造
さ
れ
た
。
と
も
に
四
本
煙
突
で
、
ス
ピ
ー
ド
記
録

を
つ
く
っ
た
快
速
船
で
あ
る
。 

 

電
化
も
さ
ら
に
進
ん
だ
。
ク
ロ
ン
プ
リ
ン
ツ
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
で
は
、
船
内
電
話
が
全
船
に
わ
た
っ
て
備
え
ら
れ
た
。
さ
ら

に
無
線
電
信
も
つ
い
て
、
陸
上
や
他
船
と
連
絡
が
と
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
無
線
電
信
は
、
イ
タ
リ
ア
の
マ
ル
コ
ー
ニ

（Guglielmo Marconi 1874-1937

）
が
一
八
九
五
年
に
発
明

し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

四
年
後
の
一
八
九
九
年
、
マ
ル
コ
ー
ニ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か

ら
米
国
客
船
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル St. Paul

（
一
万
一
六
二
九
ト

ン
）
に
乗
船
し
、
船
内
に
受
信
機
を
仮
設
。
ワ
イ
ト
島
沖
で
陸

上
無
線
局
発
の
ボ
ー
ア
戦
争
の
ニ
ュ
ー
ス
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
は
活
字
に
な
り
、
船
内
新
聞
『
ト
ラ
ン
ス
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
創
刊
号
と
し
て
一
ド
ル
で
船
内
頒
布

さ
れ
た
。
船
長
の
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
こ
れ
が
無
線

通
信
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
掲
載
し
た
デ
イ
リ
ー
（
船
内
新
聞
）

第
一
号
で
あ
る
。売
り
上
げ
は
海
員
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
た
。 

 

北
大
西
洋
航
路
客
船
で
マ
ル
コ
ー
ニ
の
商
業
用
の
無
線
電
信

機
を
装
備
し
た
の
は
、
カ
イ
ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ア
・

グ
ロ
ー
セ
が
最
初
で
あ
る
。
就
航
し
て
二
年
半
後
の
一
九
〇
〇

年
二
月
、
ブ
レ
ー
メ
ン
を
出
た
同
船
は
、
北
海
を
航
行
中
に
オ

ラ
ン
ダ
の
ボ
ル
ク
ー
ム
島
と
交
信
。
英
国
海
峡
で
は
、
ワ
イ
ト

島
と
プ
ー
ル
の
マ
ル
コ
ー
ニ
局
と
の
無
線
連
絡
に
成
功
し
た
。

ホ
テ
ル
内
に
設
け
ら
れ
た
無
線
局
ま
で
の
距
離
は
一
〇
〇
キ
ロ

ほ
ど
。
当
時
の
性
能
で
は
、
ま
だ
遠
距
離
交
信
は
む
ず
か
し
か

っ
た
（
注9

）。 

 

英
国
で
は
、
ビ
ー
バ
ー
・
ラ
イ
ン
（Beaver Line

）
の
カ
ナ

ダ
航
路
客
船
レ
ー
ク
・
シ
ャ
ン
プ
レ
イ
ン Lake Champlain

（
七
三
九
二
ト
ン
）
が
、
そ
の
翌
年
に
無
線
電
信
を
装
備
し
た
。

四
年
後
、
日
露
戦
争
の
日
本
海
海
戦
で
は
、
信
濃
丸
（
六
三
八

八
ト
ン
）
が
「
敵
艦
見
ゆ
」
を
打
電
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
に 

               

な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
が
無
線
電
信
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ち
な
み
に
、
レ
ー
ク
・
シ
ャ
ン
プ
レ
イ
ン
は
そ
の
後
、
紆
余

曲
折
の
末
、
太
平
洋
戦
争
の
は
じ
め
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
軍
港

内
で
沈
没
。
船
不
足
に
悩
む
日
本
海
軍
が
こ
れ
を
引
き
揚
げ
、

朝
嵐
丸
（
ち
ょ
う
ら
ん
ま
る
）
と
改
名
の
う
え
、
オ
イ
ル
タ
ン

カ
ー
と
し
て
復
帰
さ
せ
た
。
そ
し
て
戦
後
は
、
引
揚
船
と
し
て

活
躍
し
た
。 

  

ハ
パ
ク
を
打
ち
の
め
し
た
コ
レ
ラ
事
件 

  

さ
て
、
こ
こ
で
、
ハ
パ
ク
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
バ
リ
ン
を
再
登

場
さ
せ
た
い
。
彼
の
略
歴
に
つ
い
て
は
第
一
話
で
述
べ
た
。 

 

バ
リ
ン
が
ハ
パ
ク
の
役
員
に
昇
進
し
、
経
営
に
全
責
任
を
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
八
八
年
、
三
一
才
の
と
き
で
あ

る
。
そ
の
四
年
後
、
北
大
西
洋
航
路
を
揺
る
が
す
大
事
件
が
お

き
た
。
コ
レ
ラ
事
件
で
あ
る
。
彼
が
三
五
才
の
と
き
だ
。 

 

一
八
九
二
年
九
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い
た
複
数
の
ハ
パ

ク
客
船
の
ス
テ
ィ
ア
リ
ッ
ジ
で
多
数
の
コ
レ
ラ
患
者
が
み
つ
か

り
、
検
疫
で
何
週
間
も
足
ど
め
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し

た
。
そ
の
年
の
夏
か
ら
移
民
の
出
航
地
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
、
コ

レ
ラ
が
大
流
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

伝
染
病
の
上
陸
を
水
ぎ
わ
で
く
い
と
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
が
と
ら
れ
た
。
受
入
れ
国
の
米
国
で
は
、
欧
州
か
ら
大

量
の
移
民
を
乗
せ
て
や
っ
て
く
る
船
に
対
し
、
特
別
の
検
疫
規
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則
を
適
用
し
て
、
上
陸
阻
止
に
つ
と
め
た
。 

 

移
民
輸
送
は
休
止
状
態
と
な
っ
た
。
ハ
パ
ク
は
出
航
地
を
ハ

ン
ブ
ル
ク
か
ら
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
に
移
し
、
一
・
二
等
船
客
だ

け
を
運
ん
だ
。
ド
イ
ツ
と
東
欧
か
ら
の
移
民
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
を

避
け
、
ブ
レ
ー
メ
ン
か
ら
出
る
北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
の
船
に
乗

っ
た
（
注10

）。 

 

こ
の
事
件
は
、
ス
テ
ィ
ア
リ
ッ
ジ
、
つ
ま
り
移
民
用
三
等
の

劣
悪
な
衛
生
状
態
を
人
び
と
に
知
ら
せ
る
警
鐘
と
な
っ
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、
三
等
船
客
の
洋
上
生
活
を
改
め
る
大
き
な
き
っ

か
け
に
も
な
っ
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
ハ
パ
ク
は
、経
済
的
な
大
損
失
を
こ
う
む
っ
た
。

株
式
は
無
配
に
な
っ
た
。
北
大
西
洋
航
路
で
は
、
ラ
イ
バ
ル
の

北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
に
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
た
。
バ
リ
ン
の

三
〇
代
後
半
は
、
ハ
パ
ク
の
業
績
を
回
復
す
る
た
め
に
費
や
さ

れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

  

豪
華
さ
と
乗
り
心
地
で
勝
負
す
る 

  

ハ
パ
ク
は
、
コ
レ
ラ
事
件
で
低
下
し
た
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
着
目
し
た
の
は
、
英
ホ
ワ
イ
ト
・

ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
の
創
業
者
ト
ー
マ
ス
・
イ
ズ
メ
イ
（Thomas 

Ismay 1837-99

）
が
晩
年
に
到
達
し
た
客
船
哲
学
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
船
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
快
適
さ
と
採
算
性
を
求
め
て

い
こ
う
と
い
う
考
え
か
た
だ
。 

 

不
快
な
揺
れ
や
振
動
は
、
適
度
な
ス
ピ
ー
ド
の
大
型
船
を
造

れ
ば
緩
和
で
き
る
。
ス
ピ
ー
ド
を
二
の
次
に
し
、
客
室
の
豪
華

さ
と
乗
り
心
地
で
勝
負
し
よ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
そ
の

後
の
船
旅
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
の
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
に
も
通
じ
る
理
念
で
あ
る
。 

 

一
八
九
九
年
に
登
場
し
た
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
の

オ
セ
ア
ニ
ッ
クOceanic

（
二
代
、
一
万
七
二
七
四
ト
ン
）
は
、

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
造
ら
れ
た
最
初
の
船
で
あ
る
。
次
い
で

ビ
ッ
グ
４
と
よ
ば
れ
た
大
型
船
四
隻
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
船
セ
ル

テ
ィ
ッ
クCeltic

（
二
代
、
二
万
〇
九
〇
四
ト
ン
）
が
一
九
〇

一
年
に
就
航
。
高
速
船
志
向
の
北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
や
キ
ュ
ナ

ー
ド
の
船
に
対
抗
し
て
一
大
勢
力
を
形
成
し
た
（
注11

）。 

セ
ル
テ
ィ
ッ
ク
は
、
老
イ
ズ
メ
イ
が
発
注
し
た
最
後
の
船
と

な
っ
た
。
こ
の
船
は
大
き
さ
が
二
万
ト
ン
を
超
え
た
史
上
最
初

の
船
で
あ
り
、四
一
年
前
に
出
現
し
た
ブ
ル
ー
ネ
ル（Isambard 

Kingdom Brunel 1769-1849

）
設
計
の
巨
船
グ
レ
ー
ト
・
イ

ー
ス
タ
ンGreat Eastern

（
一
万
八
九
一
五
ト
ン
）
を
ト
ン
数

で
初
め
て
超
え
た
船
で
も
あ
る
。 

 

ス
ピ
ー
ド
は
一
六
・
五
ノ
ッ
ト
。
燃
料
炭
消
費
量
は
一
日
二

六
〇
ト
ン
。
キ
ュ
ナ
ー
ド
の
カ
ン
パ
ニ
ア
級
の
半
分
以
下
で
あ

る
。
こ
う
し
た
経
済
性
に
加
え
て
こ
の
船
は
、
三
等
船
客
を
二

三
五
〇
人
も
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
量
に
輸
送
す
れ
ば
、

大
き
な
運
賃
収
入
が
見
込
め
る
。 

                

イ
ズ
メ
イ
は
、
実
利
的
な
船
を
造
ろ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。

経
済
人
と
し
て
当
然
の
着
想
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
イ
ズ
メ
イ

は
、
セ
ル
テ
ィ
ッ
ク
の
完
成
を
見
ず
し
て
世
を
去
っ
た
が
、
就

航
後
の
ビ
ッ
グ
４
は
た
い
へ
ん
よ
く
稼
ぎ
、
彼
の
判
断
が
正
し

か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。 

  

史
上
最
初
の
豪
華
客
船
ア
メ
リ
カ 

  

バ
リ
ン
は
、
ビ
ッ
グ
４
を
建
造
し
た
ハ
ー
ラ
ン
ド
＆
ウ
ォ
ル

フ
社
（ Harland & Wolff

）
に
、
老
イ
ズ
メ
イ
の
客
船
哲
学

に
な
ら
っ
た
船
を
発
注
し
た
。
一
九
〇
五
年
に
北
大
西
洋
航
路

に
就
航
し
た
ア
メ
リ
カAmerika

が
そ
れ
で
あ
る
。
日
露
戦
争

が
終
わ
っ
て
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
が
調
印
さ
れ
た
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

大
き
さ
は
二
万
二
二
二
五
ト
ン
。
ス
ピ
ー
ド
は
快
適
か
つ
経

済
的
な
一
八
ノ
ッ
ト
。
ビ
ッ
グ
４
よ
り
大
き
く
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

な
設
備
と
サ
ー
ビ
ス
で
勝
負
す
る
客
船
に
バ
リ
ン
は
社
運
を
賭

け
た
の
だ
。 

 

バ
リ
ン
は
ア
メ
リ
カ
を
発
注
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
人
の
人

物
に
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
す
べ
て
を
ま
か
せ
た
。
シ
ャ
ル

ル
・
メ
ー
ウ
ェ
（Charles Mewes 1860-1914

）
で
あ
る
。
ユ

ダ
ヤ
系
フ
ラ
ン
ス
人
。
ア
ル
ザ
ス
の
出
身
。
パ
リ
の
ホ
テ
ル
・

リ
ッ
ツ
や
ロ
ン
ド
ン
の
カ
ー
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
の
内
装
を
手
が

 
ホワイト・スターのビッグ４の１隻、アドリアティック 
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け
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、
陸
上
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ

ト
を
初
め
て
大
型
客
船
に
導
入
し
た
人
物
で
あ
る
（
注12

）。 

                

バ
リ
ン
は
、
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か
り
よ
ん
で
い
た
。
船
の

居
住
性
が
一
定
の
水
準
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
船
客
の
関
心
は

公
室
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
の
よ
し
あ
し
が
、
集
客
に
影
響
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
の
だ
。 

          

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
が
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
、
い
ま
も
同

じ
で
あ
る
。
現
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
も
設
計
に
あ
た
っ
て
、
特
定

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
デ
ザ
イ
ン
会
社
と
契
約
し
、
内
装
を
ま
か
せ

て
い
る
。
バ
リ
ン
は
そ
れ
を
一
〇
〇
年
前
に
や
っ
た
。
の
ち
に

メ
ー
ウ
ェ
は
ハ
パ
ク
の
専
属
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
な
り
、
有
名
な
バ

リ
ン
の
三
巨
船
の
内
装
を
担
当
す
る
。 

ア
メ
リ
カ
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
旅
客
設
備
が
充
実
し
て
い

た
。
サ
ー
ビ
ス
も
よ
か
っ
た
。
現
代
に
つ
な
が
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
客
船
の
元
祖
と
い
っ
て
も
い
い
。
船
客
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
備
え
た
の
も
こ
の
船
が
最
初
で
あ
る
。
船
客
た
ち
が
喜
ん

だ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
処
女
航
海
の
と
き
、
こ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
一
八
二
五
回
も
上
下
し
た
と
い
う
。
も
の
珍
し
さ

も
あ
っ
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
係
が
か
ぞ
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン 

 

ア
メ
リ
カ
の
処
女
航
海
の
と
き
、
も
う
一
つ
船
客
を
喜
ば
せ

た
も
の
が
あ
る
。
上
部
甲
板
に
あ
る
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・

レ
ス
ト
ラ
ン
。
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
は
別
に
設
け
ら

れ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
。 

 

バ
リ
ン
は
、「
食
」
へ
の
関
心
が
ひ
と
き
わ
強
い
経
営
者
で
あ

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
発
注
交
渉
で
英
国
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
彼
は
、
た
ま
た
ま
ロ
ン
ド
ン
の
カ
ー
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
の

グ
リ
ル
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
楽
し
ん
だ
。 

 

カ
ー
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
の
調
理
を
と
り
し
き
っ
て
い
た
の
は
、

二
〇
世
紀
最
高
の
シ
ェ
フ
と
い
わ
れ
て
い
る
エ
ス
コ
フ
ィ
エ

（Auguste Escoffier 1846-1935

）
で
あ
る
。
カ
ー
ル
ト
ン
・

ホ
テ
ル
の
ほ
か
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
サ
ヴ
ォ
イ
・
ホ
テ
ル
、
パ
リ

の
ホ
テ
ル
・
リ
ッ
ツ
を
歴
任
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
で
、
フ
ラ
ン
ス

料
理
を
体
系
化
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

調
理
を
近
代
化
し
、
コ
ッ
ク
の
社
会
的
地
位
の
向
上
に
も
つ
く

し
た
名
シ
ェ
フ
で
あ
っ
た
。 

 

バ
リ
ン
は
考
え
た
。
な
ん
と
か
し
て
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
と
同
じ

レ
ベ
ル
の
料
理
を
ア
メ
リ
カ
の
船
上
で
出
せ
な
い
も
の
か
と
。

グ
ル
メ
志
向
の
一
等
船
客
た
ち
は
、
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
定
番
料
理
で
は
も
の
足
り
な
い
は
ず
で
あ
り
、
別
料
金
を

出
し
て
で
も
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
必
要

と
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
冷
凍
装
置
の
普
及
に
よ
っ
て
、
船
の
食

事
は
一
九
世
紀
中
ご
ろ
の
状
態
よ
り
改
善
さ
れ
て
は
い
た
が
、

陸
上
の
高
級
ホ
テ
ル
や
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
に
比
べ
る
と
、
か
な

り
差
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

船
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
た
た
ず
ま
い
に
つ
い
て
も
、
バ
リ
ン
は

不
満
だ
っ
た
。
窓
が
多
い
カ
ー
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
の
グ
リ
ル
の

よ
う
に
明
る
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
当
時
の
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
は
、
揺
れ
が
少
な
く
、
ギ
ャ
レ
ー
に
も
近
い
下
層
甲

板
の
中
央
部
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
け
ば
け
ば
し
い
イ
ン
テ
リ

ア
で
飾
ら
れ
て
は
い
た
が
、
窓
が
少
な
く
て
暗
か
っ
た
。
味
に

う
る
さ
い
グ
ル
メ
た
ち
が
「
食
」
を
楽
し
む
雰
囲
気
で
は
な
か

っ
た
。 

 

バ
リ
ン
は
、
カ
ー
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
と
ホ
テ
ル
・
リ
ッ
ツ
の

経
営
者
で
あ
る
セ
ザ
ー
ル
・
リ
ッ
ツ（Cezar Ritz 1850-1918

）

に
協
力
を
求
め
、
ア
メ
リ
カ
の
船
内
に
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・

レ
ス
ト
ラ
ン
を
設
け
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。 

 

バリンが構想した史上最初の豪華客船アメリカ 

 

 

アメリカの内装を設計したメーウェ 
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ホ
テ
ル
王
と
し
て
有
名
な
ス
イ
ス
人
リ
ッ
ツ
は
、
高
級
ホ
テ

ル
チ
ェ
ー
ン
の
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
の
創
始
者
で
あ
る
。
一

八
九
八
～
九
九
年
に
ホ
テ
ル
・
リ
ッ
ツ
と
カ
ー
ル
ト
ン
・
ホ
テ

ル
を
開
業
し
た
彼
は
、
ホ
テ
ル
の
名
声
は
料
理
で
決
ま
る
と
考

え
て
い
た
。
だ
か
ら
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
を
た
い
せ
つ
に
し
、
こ
の

名
シ
ェ
フ
を
生
涯
手
ば
な
さ
な
か
っ
た
。 

  

エ
ス
コ
フ
ィ
エ
が
料
理
部
門
を
指
揮 

  

バ
リ
ン
の
申
し
出
を
リ
ッ
ツ
は
快
諾
し
た
。
そ
し
て
、
エ
ス

コ
フ
ィ
エ
が
指
揮
す
る
カ
ー
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

ア
メ
リ
カ
の
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
船
上
の
出
店
で
あ
る
（
注13

）。 

 

ウ
エ
ー
タ
ー
と
コ
ッ
ク
は
、
リ
ッ
ツ
と
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
が
人

選
と
指
導
に
あ
た
っ
た
。
ち
な
み
に
リ
ッ
ツ
は
、
ホ
テ
ル
の
ベ

ル
ボ
ー
イ
か
ら
大
成
し
た
た
た
き
あ
げ
の
ホ
テ
ル
マ
ン
で
あ
る
。 

 

レ
ス
ト
ラ
ン
の
位
置
は
上
部
甲
板
の
後
部
。
三
方
向
に
大
き

な
窓
が
た
く
さ
ん
あ
り
、二
四
の
テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
て
い
た
。

ギ
ャ
レ
ー
は
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
そ
れ
と
は
別
に
設

け
ら
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
隣
接
し
て
い
た
。 

 

ギ
ャ
レ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
、エ
ス
コ
フ
ィ
エ
で
あ
る
。

船
の
ば
あ
い
、ホ
テ
ル
の
よ
う
に
ギ
ャ
レ
ー
や
パ
ン
ト
リ
ー
（
配

膳
室
）
を
広
く
と
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
で
も
彼
は
、

自
分
の
部
下
た
ち
が
働
き
や
す
い
よ
う
に
効
率
的
な
仕
事
場
を

考
案
し
た
。
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
は
、
こ
の
時
代
の
コ
ッ
ク
と
し
て

は
、
異
例
と
も
い
え
る
能
力
の
持
ち
ぬ
し
で
あ
っ
た
。 

 

食
材
は
、
母
港
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
と
三
カ
所
の
寄
港
地
で
シ
ェ

フ
が
吟
味
し
て
仕
入
れ
た
。
ド
ー
バ
ー
で
は
名
物
の
舌
平
目
を

ふ
く
む
魚
や
ラ
ム
肉
、
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
で
は
生
鮮
品
や
鳥
肉
や

フ
ル
ー
ツ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ビ
ー
フ
や
オ
イ
ス
タ
ー
と
い

う
よ
う
に
。
こ
れ
ら
は
仕
入
れ
る
と
す
ぐ
に
冷
凍
庫
で
保
存
さ

れ
た
。
ま
た
後
部
甲
板
に
は
専
用
の
温
室
が
あ
り
、
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
、
レ
タ
ス
、
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
な
ど
が
栽
培
さ
れ
た
。 

 

船
上
の
高
級
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
レ

ス
ト
ラ
ン
は
大
好
評
だ
っ
た
。
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と

ち
が
っ
て
料
理
は
有
料
だ
が
、
金
額
に
見
合
っ
た
お
い
し
さ
だ

っ
た
。
一
等
船
客
は
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
な
か
か
ら
、
好
み
の
料

理
を
選
ん
で
夕
食
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
（
注14

）。 

あ
ら
か
じ
め
料
理
を
注
文
し
た
り
、
つ
ご
う
の
い
い
時
間
に

食
事
を
と
る
こ
と
も
で
き
た
。
食
事
中
に
ジ
プ
シ
ー
バ
ン
ド
の

演
奏
も
あ
り
、
船
客
た
ち
は
洋
上
を
旅
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
、
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
監
修
の
料
理
に
舌
鼓
を
う
っ
た
。 

 

処
女
航
海
に
取
材
乗
船
し
た
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク･

ヘ
ラ
ル
ド
』

紙
の
記
者
は
、「
浮
か
ぶ
セ
ン
ト
レ
ジ
ス
」
と
書
い
て
同
船
の
豪

勢
さ
を
報
じ
た
。
前
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
オ
ー
プ
ン
し
た
超

高
級
ホ
テ
ル
に
な
ぞ
ら
え
た
の
だ
。
現
代
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船

が
、「
浮
か
ぶ
ラ
ス
ベ
ガ
ス
」
と
表
現
さ
れ
る
の
に
似
て
い
る
。 

ち
な
み
に
、
セ
ン
ト
レ
ジ
ス
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
大
富
豪

ジ
ョ
ン
・
ア
ス
タ
ー
は
、
こ
の
七
年
後
に
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
一

等
船
客
と
な
り
、
船
と
運
命
を
と
も
に
し
て
い
る
。 

 

ベ
ー
ク
ド
・
ア
ラ
ス
カ
の
元
祖 

  

リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
、
豪
勢
な
コ
ー

ス
料
理
も
あ
っ
た
。
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
が
考
案
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
た
と
え
ば
キ
ャ
プ
テ
ン
ズ
デ
ィ
ナ
ー
と
名
づ
け
ら
れ
た
一

八
ペ
ン
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
ん
な
内
容
で
あ
る
。 

  

キ
ャ
ビ
ア
、
ス
ー
プ
、
魚
、
ラ
ム
カ
ツ
レ
ツ
、
鳩
の
ロ
ー
ス

ト
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
プ
チ
フ
ー
ル
（
小
さ
な
焼
菓
子
） 

  

デ
ザ
ー
ト
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、
船
名
の
ア
メ
リ
カ
に
ち

な
ん
で
「
グ
ラ
ッ
セ
・
ア
メ
リ
カ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ

が
出
る
と
き
は
、レ
ス
ト
ラ
ン
の
電
灯
は
消
さ
れ
て
暗
く
な
る
。

そ
し
て
ギ
ャ
レ
ー
か
ら
い
っ
せ
い
に
出
て
き
た
ウ
エ
ー
タ
ー
の

一
団
が
、
頭
上
に
こ
れ
を
か
か
げ
、
バ
ン
ド
演
奏
に
あ
わ
せ
て

レ
ス
ト
ラ
ン
を
ね
り
歩
く
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
か
ら
は
火
花
が

上
が
り
、
デ
ィ
ナ
ー
は
最
高
に
盛
り
上
が
る
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
と
花
火
を
組
み
合
わ
せ
た
こ
の
遊
び
は
、
二
〇
世
紀
初
め
の

エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
時
代
に
流
行
し
た
食
卓
の
演
出
で
あ
り
、
こ

ん
に
ち
の
ベ
ー
ク
ド
・
ア
ラ
ス
カ
の
元
祖
と
い
え
る
（
注15

）。 

         

現
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
メ
レ
ン
ゲ

で
つ
つ
ん
だ
も
の
に
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
強
い
酒
を
か
け
、
火

を
つ
け
て
持
っ
て
く
る
の
が
ふ
つ
う
だ
。
航
海
の
最
後
の
デ
ィ

ナ
ー
の
と
き
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
だ
が
、
船
上
で
こ
れ
を
お
こ

 

現代クルーズ船のベークド・アラスカ 
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な
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
が
最
初
で
あ
ろ
う
。 

フ
ラ
ン
ス
料
理
に
コ
ー
ス
方
式
を
導
入
し
た
の
は
、
エ
ス
コ

フ
ィ
エ
の
一
世
代
前
の
シ
ェ
フ
、
デ
ュ
ボ
ア
（Urbain DuBois 

1818-1901

）
と
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
流
儀
を
参
考
に
し
た

も
の
で
、
時
期
は
一
八
八
〇
年
ご
ろ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
温
か
い

料
理
は
温
か
い
う
ち
に
、
冷
た
い
料
理
は
冷
た
い
う
ち
に
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、近
代
的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
誕
生
し
た
。

エ
ス
コ
フ
ィ
エ
の
自
伝
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
皇
帝
の
ウ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
二
世
が
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
晩
さ
ん
を
楽
し
ん

だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
（
注16

）。 

 

一
九
〇
六
年
六
月
、
キ
ー
ル
軍
港
の
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
帰
り

に
ク
ッ
ク
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
の
同
船
を
訪
れ
た
も
の
。
特
別
メ
ニ

ュ
ー
を
作
成
し
、
ギ
ャ
レ
ー
を
指
揮
し
た
の
は
、
む
ろ
ん
エ
ス

コ
フ
ィ
エ
で
あ
る
。
晩
さ
ん
会
の
あ
と
、
皇
帝
一
行
は
ギ
ャ
レ

ー
を
見
学
。
船
で
一
泊
し
、
翌
朝
、
朝
食
を
と
っ
た
の
ち
、
ベ

ル
リ
ン
へ
帰
っ
た
と
の
こ
と
だ
。 

                

北
大
西
洋
航
路
の
旅
客
サ
ー
ビ
ス
に
高
級
ホ
テ
ル
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
と
り
入
れ
た
の
も
、
ア
メ
リ
カ
が
最
初
で
あ
る
。
一
等
船

客
と
高
級
ホ
テ
ル
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、共
通
点
が
多
い
。

現
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
は
、
船
客
サ
ー
ビ
ス
は
船
内
組
織
と
し

て
の
ホ
テ
ル
部
門
が
担
当
し
て
お
り
、
洋
上
に
お
け
る
ホ
テ
ル

式
経
営
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
。 

 

バ
リ
ン
が
ハ
パ
ク
客
船
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
化
を
は
か
っ
た

時
期
は
ち
ょ
う
ど
、
セ
ザ
ー
ル
・
リ
ッ
ツ
が
、
安
全
で
快
適
な

新
世
代
の
ホ
テ
ル
を
新
設
し
て
い
た
時
期
と
か
さ
な
っ
て
い
る
。

と
同
時
に
、
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
近
代

化
が
な
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
に
台
頭

し
て
き
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
、
こ
う
し
た
豪
勢
な
食
文
化
を

さ
さ
え
た
の
で
あ
る
。 

 

ア
ラ
カ
ル
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
現
代
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に

も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
て
つ
く
ら
れ
た
旅
客
設
備
の
一
つ
な
の
だ
。
巨
船
ク

イ
ー
ン
・
メ
リ
ー
２ Queen Mary 2

（
略
称
Ｑ
Ｍ
２ 

一
四
万

八
五
二
八
ト
ン
）
に
あ
る
地
中
海
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ト
ッ
ド
・

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。 

 

注 

 

（1

）
デ
ニ
ス
・
グ
リ
フ
ィ
ス
、
粟
田
亨
訳
『
豪
華
客
船
ス
ピ
ー
ド

競
争
の
物
語
』
成
山
堂
書
店
、
一
九
九
八
年
、
三
八
頁
。
以

後
『
豪
華
客
船
ス
ピ
ー
ド
競
争
の
物
語
』
と
記
す
。 

（2
）
同
前
四
六
頁
。 

（3
）
山
高
五
郎
『
日
の
丸
船
隊
史
話
』
千
歳
書
房
、
一
九
四
二
年
、

一
二
八
頁
。 

（4

）『
豪
華
客
船
ス
ピ
ー
ド
競
争
の
物
語
』
六
四
頁
。 

（5

）
同
前
。 

（6

）
同
前
八
五
‐
六
頁
。 

（7

）
同
前
一
〇
五
頁
。 

（8

）Basil W. Bathe, Seven Centuries of Sea Travel

‐

From 
the 

Crusaders 
to 

the 
Cruises, 

Tudor  

Publishing Co., New York, 1973, p.194. 

（9

）
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
と
カ
イ
ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ア
・

グ
ロ
ー
セ
の
無
線
電
信
の
情
報
は 

http://markpadfield.com/marconicalling/museum

/html 

（10

）
ボ
ン
サ
ー
『
北
大
西
洋
航
路
』
第
一
巻
、
三
五
九
頁
。 

（11

）
同
前
三
七
〇
頁
お
よ
び
『
豪
華
客
船
ス
ピ
ー
ド
競
争
の
物

語
』
九
五
‐
六
頁
。 

（12

）John Maxtone-Graham, The North Atlantic Run, 

Cassell & Co., London, 1972, 
pp.84-90. 

以
後
、

マ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
グ
ラ
ハ
ム
『
北
大
西
洋
航
路
』
と
記
す
。 

（13

）
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
、 

大
木
吉
甫
訳
『
フ
ラ

ン
ス
料
理
の
完
成
者
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
の
自
伝
』
同
朋
舎
出
版
、

一
九
九
二
年
、
一
七
一
‐
二
頁
。 

（14

）
マ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
グ
ラ
ハ
ム
『
北
大
西
洋
航
路
』
八
九
‐

九
〇
頁
。 

（15

）
同
前
九
〇
頁
。 

（16

）『
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
完
成
者
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
の
自
伝
』
一
七

三
‐
六
頁
。 

 

クイーン・メリー２の地中海料理レストラン 

トッド・イングリッシュ 

 

http://markpadfield.com/
http://markpadfield.com/
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第
三
話 

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
時
代 

                     

 

北
大
西
洋
航
路
の
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン 

  

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
と
い
う
の
は
、
北
大
西
洋
航
路
を
最
も
は
や

く
走
っ
た
客
船
に
あ
た
え
ら
れ
る
称
号
で
あ
る
。そ
の
む
か
し
、

豪
州
の
羊
毛
を
英
国
へ
は
こ
ぶ
ウ
ー
ル
ク
リ
ッ
パ
ー
が
ス
ピ
ー

ド
を
競
い
、
そ
の
年
に
最
高
の
記
録
を
出
し
た
船
は
、
吹
き
流

し
の
よ
う
な
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
を
マ
ス
ト
に
掲
げ
た
。
こ
れ
が
起

源
ら
し
い
。 

 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
言
葉
が
客
船
の
世
界
で
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
列
強
が
北
大
西
洋
航
路
を
支
配
し
よ
う

と
し
た
一
九
世
紀
末
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
航
路
が
国
威
発

揚
の
場
と
化
し
た
二
〇
世
紀
前
半
、
ス
ピ
ー
ド
競
争
は
頂
点
に

達
し
た
。
そ
の
象
徴
が
ヘ
イ
ル
ズ
杯
で
あ
る
。
こ
の
ト
ロ
フ
ィ

ー
は
英
国
の
国
会
議
員
が
つ
く
っ
た
も
の
で
、
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン

の
覇
者
に
あ
た
え
ら
れ
た
（
注1

）。 

 
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
、
北
大
西
洋
航
路
を

支
配
し
た
の
は
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ア
・
グ
ロ

ー
セ
に
は
じ
ま
る
ド
イ
ツ
客
船
群
だ
っ
た
。い
ず
れ
も
五
日
台
、

平
均
速
力
二
二
～
二
三
ノ
ッ
ト
の
記
録
を
つ
く
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
高
速
船
は
、
四
隻
体
制
で
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
お
こ
な
っ
た
。
大
量
に
消
費
す
る
燃
料
石
炭
の
積
み
込
み

と
エ
ン
ジ
ン
の
保
守
時
間
を
考
え
る
と
、
ほ
ぼ
一
週
間
走
り
、

ほ
ぼ
一
週
間
停
泊
し
て
折
り
返
す
と
い
う
四
隻
体
制
は
、
ゆ
と

り
の
あ
る
運
航
方
法
で
あ
っ
た
。 

 

北
大
西
洋
航
路
の
船
会
社
は
い
ず
れ
も
、
毎
週
一
便
、
定
曜

日
の
定
時
刻
に
欧
州
の
港
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
発
着
す
る
ウ
イ

ー
ク
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
こ
だ
わ
っ
た
。
聖
書
の
む
か
し
か
ら
、

欧
米
人
の
社
会
生
活
は
、
一
週
間
を
一
サ
イ
ク
ル
と
し
て
お
こ

な
わ
れ
て
き
た
。
だ
か
ら
、
定
ま
っ
た
曜
日
に
一
航
海
と
い
う

運
航
体
制
は
、
し
ご
く
べ
ん
り
で
あ
る
し
、
集
客
Ｐ
Ｒ
の
う
え

で
も
効
率
的
で
あ
っ
た
。 

 

現
代
の
ク
ル
ー
ズ
に
お
い
て
も
、
欧
米
で
主
流
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
毎
週
決
ま
っ
た
曜
日
に
母
港
を
出
帆
す
る
七
泊
の
定

期
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。
船
会
社
に
と
っ
て
も
、
船
客
に
と
っ
て

も
、
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

申
す
ま
で
も
な
く
、
北
大
西
洋
航
路
は
商
業
航
路
で
あ
る
。

当
然
、
経
済
性
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

郵
便
補
助
金
は
も
ら
い
た
い
し
、大
量
の
移
民
も
乗
せ
た
い
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
検
討
さ
れ
た
こ
と
。
そ
れ
は
、
四
隻
体
制

を
三
隻
体
制
に
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

三
隻
体
制
に
す
れ
ば
運
航
コ
ス
ト
が
減
る
。
が
、
そ
の
た
め

に
は
、
三
隻
す
べ
て
が
、
三
週
間
ご
と
に
母
港
を
出
航
で
き
る
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ス
ピ
ー
ド
、
す
な
わ
ち
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
記
録
な
み
の
二
二
～
二

三
ノ
ッ
ト
の
航
海
速
力
を
持
つ
こ
と
が
条
件
で
あ
っ
た
。 

 

ル
シ
タ
ニ
ア
と
モ
レ
タ
ニ
ア 

  

二
〇
世
紀
の
初
め
に
登
場
し
た
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
の
ル

シ
タ
ニ
ア Lusitania

と
モ
レ
タ
ニ
ア Mauretania

は
、
三

隻
体
制
を
視
野
に
入
れ
て
建
造
さ
れ
た
史
上
最
初
の
北
大
西
洋

航
路
客
船
で
あ
る
（
注2

）。 

 

大
き
さ
は
三
万
一
五
五
〇
ト
ン
（
ル
シ
タ
ニ
ア
）、
長
さ
二
三

二
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
七
メ
ー
ト
ル
。
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に
よ
る
強

力
な
エ
ン
ジ
ン
は
、
二
六
ノ
ッ
ト
の
高
速
を
可
能
に
し
、
両
船

に
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
北
大
西
洋
を
四
日

台
で
横
断
し
た
の
は
、
こ
の
二
隻
が
最
初
で
あ
る
。 

二
隻
を
比
べ
る
と
、
モ
レ
タ
ニ
ア
の
ほ
う
が
少
し
は
や
か
っ

た
。
西
航
で
は
就
航
二
年
後
の
一
九
〇
九
年
九
月
に
記
録
し
た

四
日
一
〇
時
間
五
一
分
、
平
均
速
力
二
六
・
〇
六
ノ
ッ
ト
。
東

航
で
は
同
年
六
月
の
四
日
一
七
時
間
二
一
分
、
平
均
速
力
二

五
・
八
八
ノ
ッ
ト
。
こ
れ
が
同
船
の
最
高
で
あ
る
。
こ
の
記
録

は
、
一
九
二
九
年
に
ブ
レ
ー
メ
ン Bremen

（
五
万
一
六
五
六
ト

ン
）が
登
場
す
る
ま
で
二
〇
年
間
も
破
ら
れ
な
か
っ
た（
注3

）。 

               

ル
シ
タ
ニ
ア
級
に
は
、
補
助
金
が
湯
水
の
よ
う
に
つ
ぎ
込
ま

れ
た
。
英
国
政
府
は
キ
ュ
ナ
ー
ド
に
対
し
、
二
隻
の
建
造
費
二

六
〇
万
ポ
ン
ド
を
融
資
す
る
ほ
か
、
運
航
を
支
援
す
る
た
め
、

通
常
の
郵
便
補
助
に
加
え
、
毎
年
一
五
万
ポ
ン
ド
を
助
成
す
る

こ
と
を
約
束
し
た
（
注4

）。 

海
軍
省
の
要
望
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ

っ
た
。
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
に
よ
る
海
運
支
配
へ
の
強
い
懸
念
で
あ

る
。
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
は
、
米
国
の
金
融
資
本
家
Ｊ
・
Ｐ
・
モ
ル

ガ
ン
（John Pierpont Morgan 1837-1913

）
が
築
い
た
財

閥
で
、
銀
行
、
鉄
鋼
、
鉄
道
、
電
機
な
ど
の
諸
産
業
を
傘
下
に

お
さ
め
て
い
た
。
一
九
〇
一
年
に
は
北
大
西
洋
航
路
に
着
目
。

イ
ン
マ
ン
・
ラ
イ
ン
の
親
会
社
を
吸
収
し
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
・
マ
リ
ン
社(

Ｉ
Ｍ
Ｍ
社
）
と
改
名
。

こ
れ
を
持
株
会
社
と
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
な

ど
英
国
の
大
手
船
会
社
を
買
収
し
、
巨
大
な
海
運
ト
ラ
ス
ト
を

形
成
し
た
（
注5

）。 

 

あ
わ
て
た
の
は
英
国
海
軍
省
で
あ
る
。
こ
の
う
え
キ
ュ
ナ
ー

ド
・
ラ
イ
ン
ま
で
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
に
吸
収
さ
れ
る
と
、
国
家
有

事
の
際
に
英
国
の
シ
ー
パ
ワ
ー
に
重
大
な
支
障
が
生
じ
る
。 

 

た
ま
た
ま
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
は
こ
の
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
勢

力
に
対
抗
す
る
た
め
ル
シ
タ
ニ
ア
級
二
隻
の
新
造
を
計
画
し
て

い
た
が
、
膨
大
な
建
造
費
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
具
体
化
が
む
ず

か
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
海
軍
省
は
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
と
協
定
し
、
両
船
が
就
航

中
、
同
社
が
英
国
法
人
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
前
述
の
補
助

を
決
め
た
の
で
あ
る
。
協
定
に
は
、
北
大
西
洋
で
二
四
・
五
ノ

ッ
ト
の
ス
ピ
ー
ド
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
、
船
体
構
造
、
主
機
な

ど
の
配
置
は
海
軍
省
の
仕
様
に
よ
る
こ
と
、
有
事
の
際
に
は
す

べ
て
の
キ
ュ
ナ
ー
ド
客
船
が
海
軍
省
の
管
理
下
に
入
る
こ
と
、

な
ど
の
条
件
が
付
さ
れ
た
（
注6

）。 

  

三
隻
体
制
の
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
サ
ー
ビ
ス 

 

ル
シ
タ
ニ
ア
級
は
、
条
件
を
は
る
か
に
超
え
る
ハ
イ
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
た
。
ね
ら
い
の
三
隻
体
制
が
本
格
化
し
た
の
は
、
第

一
次
大
戦
の
直
前
に
ア
キ
タ
ニ
ア Aquitania

（
四
万
五
六
四

七
ト
ン
）
が
完
成
し
て
か
ら
だ
。
ア
キ
タ
ニ
ア
は
、
ス
ピ
ー
ド

は
劣
る
も
の
の
、経
済
性
の
面
で
は
す
ぐ
れ
た
性
能
を
示
し
た
。 

 

両
船
の
う
ち
ル
シ
タ
ニ
ア
は
、
第
一
次
大
戦
中
に
ド
イ
ツ
の

潜
水
艦
の
雷
撃
を
受
け
て
沈
没
。
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
船
客

と
乗
組
員
が
死
亡
し
た
。
犠
牲
者
に
多
く
の
米
国
人
が
ふ
く
ま

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
対
ド
イ
ツ
感
情
が
悪
化
し
、
米
国
が
参
戦

す
る
遠
因
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。 

 

大
戦
後
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
は
英
国
側
の
発
着
港
を
リ
バ
プ
ー
ル

か
ら
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
に
移
し
、
三
隻
体
制
に
よ
る
ウ
イ
ー
ク

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
再
開
し
た
。
就
航
し
た
船
は
モ
レ
タ
ニ
ア
と

ア
キ
タ
ニ
ア
、
そ
れ
に
ド
イ
ツ
か
ら
の
賠
償
船
ベ
レ
ン
ガ
リ
ア 

Berengaria

（
五
万
二
二
二
六
ト
ン
）。
ベ
レ
ン
ガ
リ
ア
の
前
身

 
20年間ブルーリボン記録を保持した快速客船モレタニア 
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は
、
後
述
す
る
バ
リ
ン
の
三
巨
船
の
一
隻
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル 

Imperator 
で
あ
る
。 

                 

ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
の
登
場 

 

ル
シ
タ
ニ
ア
級
が
登
場
し
た
こ
ろ
、
英
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ

ー
・
ラ
イ
ン
も
ま
た
、
三
隻
体
制
に
よ
る
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
サ
ー

ビ
ス
を
計
画
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
い
四

万
ト
ン
級
の
大
型
船
を
ハ
ー
ラ
ン
ド
＆
ウ
ォ
ル
フ
社
に
発
注
し

た
。
有
名
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

Olympic

、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク

Titanic

、
ブ
リ
タ
ニ
ッ
ク Britannic

（
二
代
）
の
三
姉
妹
船

で
あ
る
。
第
三
船
は
最
初
、
ジ
ャ
イ
ガ
ン
テ
ィ
ッ
クGigantic

と
い
う
船
名
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。 

 

三
隻
体
制
を
想
定
し
て
建
造
さ
れ
た
こ
と
は
ル
シ
タ
ニ
ア
級

と
同
じ
だ
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
。
す

な
わ
ち
、
あ
く
ま
で
も
経
済
性
を
重
視
し
、
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
記

録
に
は
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
三
隻
で
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
サ
ー

ビ
ス
を
お
こ
な
う
に
は
、
航
海
速
力
が
二
二
・
五
ノ
ッ
ト
あ
れ

ば
十
分
と
考
え
て
い
た
の
だ
。 

 

ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
は
、
も
と
も
と
は
帆
船
会
社

で
あ
っ
た
。
一
八
四
五
年
に
リ
バ
プ
ー
ル
の
二
人
の
若
い
海
運

人
が
設
立
し
、
北
大
西
洋
航
路
を
経
営
し
て
い
た
が
、
ゴ
ー
ル

ド
ラ
ッ
シ
ュ
を
き
っ
か
け
に
豪
州
航
路
に
転
じ
た
。
赤
地
に
白

星
の
燕
尾
社
旗
は
帆
船
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。 

 

二
〇
余
年
後
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
の
商
号
と
商

標
は
、
リ
バ
プ
ー
ル
の
海
運
企
業
家
ト
ー
マ
ス
・
イ
ズ
メ
イ

（Thomas Ismay 1837-99

）
の
手
に
渡
っ
た
（
注7

）。 

 

ト
ー
マ
ス
は
、
経
営
に
行
き
づ
ま
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー

の
ノ
レ
ン
を
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
買
い
と
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

だ
三
〇
才
の
若
さ
だ
っ
た
。
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
と
ん
だ

人
物
は
、
あ
の
沈
み
ゆ
く
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
か
ら
混
乱
に
ま
ぎ
れ

て
脱
出
し
、
世
間
に
非
難
さ
れ
た
社
長
ブ
ル
ー
ス
・
イ
ズ
メ
イ

（Joseph BruceIsmay

）
の
父
親
で
あ
る
。 

 

ト
ー
マ
ス
は
、
メ
ア
リ
ー
ポ
ー
ト
（
リ
バ
プ
ー
ル
の
北
方
）

の
造
船
屋
の
家
に
生
ま
れ
た
。
一
六
才
で
リ
バ
プ
ー
ル
に
出
て

海
運
ビ
ジ
ネ
ス
を
修
業
。
二
〇
代
で
早
く
も
帆
船
会
社
の
オ
ー

ナ
ー
と
し
て
成
功
し
た
。
帆
船
商
売
の
経
験
が
あ
る
と
い
う
点

で
は
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
の
創
業
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
キ
ュ

ナ
ー
ド（Samuel Cunard 1787-1865

）と
よ
く
似
て
い
る
が
、

こ
の
大
先
輩
と
ち
が
う
の
は
、
汽
船
に
よ
る
北
大
西
洋
航
路
の

運
航
に
も
、
す
で
に
通
じ
て
い
た
こ
と
だ
。 

          

帆
船
商
売
の
か
た
わ
ら
、
ト
ー
マ
ス
は
リ
バ
プ
ー
ル
の
汽
船

会
社
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ラ
イ
ン
（National Line
）
の
経
営
に
も

た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
会
社
は
イ
ン
マ
ン
・
ラ
イ
ン
に
な

ら
っ
て
、
英
国
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
移
民
ビ
ジ
ネ
ス
で
稼

い
で
い
た
。
イ
ズ
メ
イ
が
の
ち
に
、
豪
華
ポ
リ
シ
ー
と
大
量
輸

送
ポ
リ
シ
ー
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
新
戦
略
を
か
か
げ
て
北
大
西
洋

航
路
に
打
っ
て
出
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
彼
の
キ
ャ
リ
ア
と
無

縁
で
は
な
い
。 

 

こ
う
し
て
イ
ズ
メ
イ
は
一
八
六
九
年
、
複
数
の
資
産
家
の
支

援
を
得
て
、
リ
バ
プ
ー
ル
に
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
・
ス
チ
ー
ム
・
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
社
（Oceanic Steam Navigation Co.

）
を

設
立
し
た
。
新
会
社
は
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
の
名
で

広
告
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
ほ
う
が
一
般
的
に
な
っ
た
（
注8

）。 

 

設
立
と
同
時
に
ト
ー
マ
ス
は
、
北
大
西
洋
航
路
に
投
入
す
る

新
タ
イ
プ
の
汽
船
四
隻
を
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
の
ハ
ー
ラ
ン
ド
＆
ウ

ォ
ル
フ
社
に
発
注
し
た
。
近
代
客
船
の
原
型
と
い
わ
れ
て
い
る

オ
セ
ア
ニ
ッ
ク Oceanic(

三
七
〇
七
ト
ン)

と
、
そ
の
同
型
船

三
隻
で
あ
る
。 

そ
れ
ま
で
船
尾
部
に
設
け
ら
れ
て
い
た
一
等
客
室
と
ダ
イ

 

スピードは劣るが経済性の面で有利だったアキタニア 
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ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
を
船
体
中
央
部
に
配
置
し
た
の
は
、
こ
の
船
が

最
初
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
ス
ク
リ
ュ
ー
推
進
に
よ
る
不
快
な

振
動
が
気
に
な
ら
な
く
な
っ
た
。
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
真
水
が
出

る
洗
面
台
も
備
え
ら
れ
た
。 

                

発
注
先
は
、
イ
ズ
メ
イ
の
支
援
者
で
あ
る
グ
ス
タ
ブ
・
シ
ュ

ワ
ー
ブ
（Gustav Schwabe

）
の
意
向
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

シ
ュ
ワ
ー
ブ
の
甥
の
グ
ス
タ
ブ
・
ウ
ォ
ル
フ
（Gustav Wolff

）

が
、
こ
の
造
船
所
の
共
同
経
営
者
だ
っ
た
か
ら
だ
。
以
後
、
ホ

ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
が
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
と
合
併

す
る
ま
で
の
六
〇
余
年
間
、
同
社
の
お
も
な
客
船
は
、
ハ
ー
ラ

ン
ド
＆
ウ
ォ
ル
フ
社
で
建
造
さ
れ
た
（
注9

）。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク 

  

ス
ピ
ー
ド
を
二
の
次
に
し
、
船
の
大
き
さ
と
豪
華
さ
で
勝
負

し
よ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ト
ー
マ
ス
が
晩
年
に
到
達
し

た
客
船
哲
学
で
あ
っ
た
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
時
代
の
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ

ー
・
ラ
イ
ン
の
社
長
は
、
創
業
者
の
息
子
ブ
ル
ー
ス
・
イ
ズ
メ

イ
で
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
は
ビ
ッ
グ
４
の
第
一
船
セ
ル
テ
ィ
ッ
ク

の
発
注
を
最
後
に
他
界
し
た
が
、
そ
の
あ
と
を
継
い
だ
ブ
ル
ー

ス
は
父
親
の
遺
訓
を
忠
実
に
守
っ
た
。 

 

遺
訓
の
ほ
か
、
こ
う
い
う
船
に
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
理
由

が
、
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
政
府
の
補
助
が
見
込
め
な
か
っ

た
こ
と
だ
。 

 

ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
は
そ
の
こ
ろ
、
米
国
の
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン

の
支
配
下
に
あ
っ
た
の
で
、
建
造
や
運
航
に
対
す
る
英
国
政
府

か
ら
の
補
助
が
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
補
助
金
漬
け
で
誕
生
し

た
ル
シ
タ
ニ
ア
級
と
こ
と
な
り
、
民
間
資
金
で
船
を
建
造
し
、

運
賃
収
入
に
た
よ
っ
て
運
航
す
る
以
上
、
お
お
ぜ
い
の
船
客
を

乗
せ
、
適
度
な
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
経
済
船
に
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
の
で
あ
る
（
注10

）。 

 

第
一
船
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大
き
さ
は
四
万
五
三
二
四
ト
ン
、

全
長
二
六
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
八
メ
ー
ト
ル
。
長
さ
は
、
現
在

の
七
万
ト
ン
級
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
と
だ
い
た
い
同
じ
だ
。
二

万
ト
ン
台
の
ビ
ッ
グ
４
を
大
き
く
し
た
船
だ
が
、
煙
突
の
数
が

ち
が
う
。ビ
ッ
グ
４
の
二
本
に
対
し
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
四
本
。

最
初
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
三
本
だ
っ
た
が
、
ダ
ミ
ー
の
第
四
煙
突

を
加
え
て
四
本
に
し
た
。
ド
イ
ツ
船
や
ル
シ
タ
ニ
ア
級
の
成
功

で
、
四
本
煙
突
船
の
人
気
が
高
か
っ
た
か
ら
だ
。 

                  

建
造
を
指
揮
し
た
の
は
、
ハ
ー
ラ
ン
ド
＆
ウ
ォ
ル
フ
社
の
造

船
技
師
で
専
務
取
締
役
を
つ
と
め
て
い
た
ト
ー
マ
ス
・
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
ス
（Thomas Andrews

）
で
あ
る
（
注

11

）。
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
の
処
女
航
海
に
乗
船
し
、
船
と
運
命
を
と
も
に
し
た
不

運
な
人
物
で
あ
る
。
沈
没
の
一
〇
分
前
、
彼
は
救
命
胴
衣
を
身

に
つ
け
ず
、
一
等
ス
モ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム
に
ぼ
う
ぜ
ん
と
立
っ

て
い
た
と
い
う
（
注12

）。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
級
の
旅
客
設
備
は
、
一
等
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
二
、
三
等
が
格
段
に
向
上
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
二
等

メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ギ
ャ
レ
ー
が
一
等
と
共
通
だ
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
等
に
ち
か
い
料
理
が
期
待
で
き
た

わ
け
で
あ
る
。
二
等
エ
リ
ア
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
一
基
が
備
わ
っ
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た
の
も
、
画
期
的
な
こ
と
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
一
等
エ
リ
ア
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
三
基
で
、
大
階
段
に
隣
接
し
て
設
け
ら
れ
て

い
た
（
注13
）。 

 

三
等
客
室
は
ほ
と
ん
ど
が
二
～
六
人
部
屋
で
、
大
部
屋
は
一

区
画
だ
け
。
つ
く
り
は
簡
素
だ
っ
た
が
、
広
く
て
清
潔
な
客
室

だ
っ
た
。
三
等
船
客
専
用
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
中
央
部
に

設
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
あ
ま
あ
の
食
事
が
た
っ
ぷ
り
出
た
。 

 

第
一
船
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
船
客
定
員
は
、
一
等
七
三
五
人
、

二
等
六
七
四
人
、三
等
一
〇
二
六
人
、計
二
四
三
五
人（
注14

）。

こ
の
数
は
、
現
代
の
七
～
一
〇
万
ト
ン
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
船
客

定
員
に
ほ
ぼ
ひ
と
し
い
。
た
だ
し
、
現
代
の
船
は
全
室
が
一
等

で
あ
る
。 

                   

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
「
食
」
エ
リ
ア 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
北
大
西
洋
航
路
に
就
航
し
た
の
は
一
九

一
一
年
六
月
。
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
か
ら
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
、
ク
イ

ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
を
へ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
る
ル
ー
ト
で
あ

る
。
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
は
一
九
〇
七
年
か
ら
発
着
港
を
リ
バ

プ
ー
ル
か
ら
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
に
移
し
て
い
た
（
注15

）。 

 

第
二
船
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
処
女
航
海
は
翌
一
九
一
二
年
四
月
。

そ
し
て
、
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
出
航
四
日
後
の
四
月
一
四
日
夜
、

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
沖
で
氷
山
と
衝
突
し
て
沈
み
、
約
一

五
〇
〇
人
の
死
者
を
出
し
た
。
沈
ん
だ
時
間
は
、
正
確
に
は
翌

一
五
日
の
午
前
二
時
二
〇
分
で
あ
る
。
こ
の
有
名
な
海
難
事
件

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
史
書
が
あ
る
の
で
詳
述
は
避
け
た
い
。

そ
の
か
わ
り
こ
こ
で
は
、
史
書
が
あ
ま
り
ふ
れ
て
い
な
い
興
味

あ
る
史
実
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
し
よ
う
。 

 

ま
ず
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
「
食
」
エ
リ
ア
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 

一
等
の
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
長
さ
三
五
メ
ー
ト

ル
、
幅
二
八
メ
ー
ト
ル
、
席
数
は
五
〇
〇
席
。
む
ろ
ん
、
そ
れ

ま
で
の
客
船
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
最
大
の
広
さ
で
あ
る
。

イ
ン
テ
リ
ア
は
、
一
七
世
紀
の
英
国
ジ
ャ
コ
ビ
ア
ン
・
ス
タ
イ

ル
を
基
調
に
し
た
軽
快
な
様
式
で
ま
と
め
ら
れ
た
。 

 

メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
は
別
に
、
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ

ン
も
あ
っ
た
。
ハ
パ
ク
の
ア
メ
リ
カ
で
紹
介
し
た
ア
ラ
カ
ル
ト

レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
。
場
所
は
ボ
ー
ト
デ
ッ
キ
の
二
層
下
の
Ｂ

デ
ッ
キ
（
正
確
に
は
船
橋
デ
ッ
キ
Ｂ
）。
こ
れ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
も
あ
っ
た
が
、
サ
イ
ズ
は
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
ほ
う
が
広
い
。 

              

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
Ｂ
デ
ッ
キ
に
は
、
両
舷
に
窓
つ
き
の
長
い

遊
歩
甲
板
が
通
っ
て
い
た
が
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
は
、
こ
れ
を
つ

ぶ
し
て
一
等
エ
リ
ア
に
し
た
。
こ
の
た
め
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
ア

ラ
カ
ル
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
両
舷
の
遊
歩
甲
板
ま
で
ス
ペ
ー
ス

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
結
果
、
舷
側
よ
り
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
大
海
原
を
見
な

が
ら
食
事
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、右
舷
側
に
は
、

カ
フ
ェ
・
パ
リ
ジ
ャ
ン
と
い
う
エ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
、
フ
ラ
ン

ス
人
ウ
エ
ー
タ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
し
た
。
現
代
の
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
は
、
上
層
の
リ
ド
デ
ッ
キ
に
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
を
設
け
て
い

る
が
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
ア
ラ
カ
ル
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
そ
の

元
祖
で
あ
る
（
注16

）。 

 

 

処女航海で氷山と衝突して沈んだタイタニック 
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ロ
ン
ド
ン
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
が
経
営 

  

ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
は
、
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経

営
を
陸
上
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
に
ま
か
せ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
リ

ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
と
同
じ
や
り
か
た
だ
。 

 

経
営
し
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
人
の
ル
イ
ジ
・
ガ
ッ
テ
ィ

（Gaspare Luigi Gatti

）
で
あ
る
。
若
い
こ
ろ
英
国
に
渡
っ

た
ガ
ッ
テ
ィ
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
で
成
功
。
ロ
ン
ド
ン

に
二
つ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
持
っ
て
い
た
。
第
一
船
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
ア
ラ
カ
ル
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
彼
が
経
営
し
て
い
た
。 

 

ガ
ッ
テ
ィ
は
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
事
件
で
い
の
ち
を
落
と
し
た
。

ま
だ
三
六
才
だ
っ
た
。
遺
体
は
ハ
リ
フ
ァ
ク
ス
の
墓
地
に
埋
葬

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墓
地
に
は
、
後
述
の
ケ
ー
ブ
・
リ
ス
ト
の

サ
ロ
ン
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
、
ケ
ー
ブ
の
墓
も
あ
る
。 

 

ガ
ッ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
、
ア
ラ
カ
ル
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
の
イ
タ

リ
ア
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
従
業
員
六
七
人
も
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が

い
の
ち
を
落
と
し
た
。
助
か
っ
た
の
は
わ
ず
か
に
三
人
。
男
性

事
務
員
一
人
と
女
性
キ
ャ
ッ
シ
ャ
ー
二
人
だ
け
で
あ
る
。 

 

生
存
者
の
話
に
よ
る
と
、
船
が
沈
む
一
時
間
ほ
ど
ま
え
、
ア

ラ
カ
ル
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
明
か
り
が
こ
う
こ
う
と
と
も
さ
れ

て
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
翌
日
の
た
め

の
銀
食
器
や
陶
磁
器
が
美
し
く
そ
ろ
え
て
あ
っ
た
そ
う
だ
。 

 

ガ
ッ
テ
ィ
は
と
い
え
ば
、
取
り
乱
す
こ
と
な
く
、
一
人
端
然

と
し
て
ボ
ー
ト
デ
ッ
キ
に
立
っ
て
い
た
と
の
こ
と
だ
。
シ
ル
ク

ハ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
か
ぶ
り
、
旅
行
用
の
手
さ
げ
カ
バ
ン
と
毛

布
の
肩
掛
け
を
片
方
の
腕
に
持
っ
て
い
た
と
い
う
（
注17

）。 

  

ベ
ラ
ン
ダ
つ
き
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
が
出
現 

  

次
に
、
最
高
級
の
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
の
パ
ー
ラ
ー
ス
イ
ー
ト

に
つ
い
て
で
あ
る
。
パ
ー
ラ
ー
ス
イ
ー
ト
は
、
Ｂ
デ
ッ
キ
（
ボ

ー
ト
デ
ッ
キ
の
二
層
下
）
と
Ｃ
デ
ッ
キ
（
Ｂ
デ
ッ
キ
の
下
）
の
両

舷
に
一
区
画
ず
つ
、
計
四
区
画
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
い
ず
れ

も
、
居
間
、
寝
室
（
二
室
）、
ト
イ
レ
、
バ
ス
ル
ー
ム
の
ほ
か
に

衣
装
室
（
二
室
）
も
あ
る
と
い
う
豪
華
版
で
あ
る
。
し
か
も
、

Ｂ
デ
ッ
キ
の
パ
ー
ラ
ー
ス
イ
ー
ト
に
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
ふ
う
の
遊

歩
甲
板
も
つ
い
て
い
た
。
現
在
の
ベ
ラ
ン
ダ
つ
き
ス
イ
ー
ト
ル

ー
ム
の
元
祖
で
あ
る
。 

 

Ｂ
デ
ッ
キ
の
パ
ー
ラ
ー
ス
イ
ー
ト
の
広
さ
は
、
次
頁
の
図
面

（
注18

）
か
ら
推
測
す
る
と
、
ベ
ラ
ン
ダ
部
分
を
除
い
て
九
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。 

 

現
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
は
、
ツ
イ
ン
ベ
ー

ス
（
一
室
二
人
ベ
ー
ス
）
の
も
の
だ
と
、
最
大
で
一
三
〇
～
一
四

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
。
だ
が
、
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ス

イ
ー
ト
ル
ー
ム
を
設
け
た
船
は
、
い
ま
で
も
少
数
派
だ
。 

ベ
ラ
ン
ダ
つ
き
の
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
は
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
だ

け
に
あ
っ
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。 

                             

第
一
船
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
Ｂ
デ
ッ
キ
の
両
舷
に
は
、
窓
つ
き

の
長
い
遊
歩
甲
板
が
通
っ
て
い
た
が
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
は
こ
れ

を
つ
ぶ
し
て
一
等
エ
リ
ア
に
し
た
。こ
の
こ
と
は
前
に
書
い
た
。 

結
果
と
し
て
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
は
一
等
客
室
を
増
設
で
き
た
。

一
等
定
員
が
三
〇
〇
人
も
多
く
な
っ
た
最
大
の
理
由
は
こ
れ
で

あ
る
。
そ
し
て
、
Ｂ
デ
ッ
キ
の
パ
ー
ラ
ー
ス
イ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
こ
の
一
画
だ
け
遊
歩
甲
板
を
残
し
、
ベ
ラ
ン
ダ
つ
き
ス
イ

ー
ト
ル
ー
ム
に
し
た
の
で
あ
る
。 

 

増
設
は
、
ブ
ル
ー
ス
・
イ
ズ
メ
イ
の
指
示
に
よ
る
も
の
だ
っ

 

パーラースイートの居間 

 

パーラースイートの寝室 
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た
。
イ
ズ
メ
イ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
処
女
航
海
に
乗
船
し
、
内

装
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
後
続
船
の
参
考
に
し
た

の
だ
。
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
処
女
航
海
で
イ
ズ
メ
イ
は
、
Ｂ
デ
ッ

キ
左
舷
の
パ
ー
ラ
ー
ス
イ
ー
ト
を
利
用
し
た
。
自
分
が
着
想
し

た
ベ
ラ
ン
ダ
つ
き
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
の
居
心
地
を
試
し
た
か
っ

た
の
だ
ろ
う
（
注19

）。 

                             

パ
ー
ラ
ー
ス
イ
ー
ト
の
富
豪
た
ち 

  

と
こ
ろ
で
、も
う
一
つ
の
右
舷
の
パ
ー
ラ
ー
ス
イ
ー
ト
に
は
、

だ
れ
が
入
っ
た
の
だ
ろ
う
。
帆
船
時
代
か
ら
の
伝
統
で
、
船
で

は
右
舷
の
ほ
う
が
左
舷
よ
り
も
上
位
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
最
高
の
客
室
は
、
Ｊ
・
Ｐ
・
モ
ル
ガ
ン
が
使
う
は
ず
だ

っ
た
ら
し
い
。
が
、
体
調
が
悪
か
っ
た
の
で
、
彼
は
乗
船
を
キ

ャ
ン
セ
ル
し
た
。
ほ
ん
と
う
の
と
こ
ろ
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
愛

人
と
休
暇
を
す
ご
す
た
め
だ
っ
た
と
い
う
。
な
ん
と
幸
運
だ
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

ケ
ー
ブ
・
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
入
っ
た
の
は
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
の
資
産
家
ト
ー
マ
ス
・
カ
ル
デ
サ
（Thomas D. 

Cardeza

）と
母
シ
ャ
ー
ロ
ッ
テ
、メ
ー
ド
の
三
人
で
あ
っ
た（
ほ

か
に
従
僕
一
人
が
別
室
を
使
用
）。
運
賃
は
計
五
一
二
ポ
ン
ド
。

か
れ
ら
は
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
か
ら
乗
船
し
た
（
注

20

）。
カ
ル
デ

サ
は
、
医
療
の
世
界
で
い
ま
も
広
く
事
業
を
展
開
し
て
い
る
カ

ル
デ
サ
財
団
の
創
設
者
で
あ
る
。 

ケ
ー
ブ
・
リ
ス
ト
と
い
う
の
は
、
死
亡
し
た
サ
ロ
ン
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ケ
ー
ブ
（Herbert Cave

）
の
遺
体

か
ら
発
見
さ
れ
た
船
客
リ
ス
ト
の
こ
と
で
あ
る
（
注

21

）。
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
の
処
女
航
海
の
と
き
の
船
客
の
部
屋
割
は
、
船
が

沈
ん
だ
た
め
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
生
存
者
の
証
言
や

ケ
ー
ブ
・
リ
ス
ト
な
ど
で
知
る
し
か
方
法
が
な
い
の
だ
。 

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
沈
没
の
と
き
、
カ
ル
デ
サ
ら
は
右
舷
の
三
号

ボ
ー
ト
に
乗
り
移
り
、
脱
出
に
成
功
し
た
。
沈
没
一
時
間
二
〇

分
ま
え
の
午
前
一
時
（
一
五
日
）
に
離
船
し
た
救
命
ボ
ー
ト
で

あ
る
（
注

22

）
。
イ
ズ
メ
イ
も
そ
の
四
〇
分
後
、
お
お
ぜ
い
の

船
上
の
船
客
を
し
り
め
に
、
右
舷
の
折
り
た
た
み
式
ボ
ー
ト
で

離
船
し
た
。
事
件
後
、
か
れ
が
道
義
的
責
任
を
問
わ
れ
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

 

で
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
が
な
い
Ｃ
デ
ッ
キ
の
パ
ー
ラ
ー
ス
イ
ー
ト

に
は
、
だ
れ
が
入
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

ま
ず
、
右
舷
の
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
で
あ
る
。 

ケ
ー
ブ
・
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
こ
こ
を
使
っ
た
の
は
米
国
人

富
豪
イ
シ
ド
ア
・
ス
ト
ラ
ウ
ス
（Isidor Straus

）
と
妻
イ
ー

ダ
で
あ
る
。
運
賃
は
、
廊
下
を
へ
だ
て
た
内
側
客
室
（
窓
が
な

い
イ
ン
サ
イ
ド
キ
ャ
ビ
ン
）
の
メ
ー
ド
と
従
僕
の
分
を
ふ
く
め
、

合
計
二
二
一
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
（
注23

）。 

 

ス
ト
ラ
ウ
ス
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
百
貨
店
メ
ー
シ
ー
ズ
の
オ

ー
ナ
ー
だ
っ
た
。
メ
ー
シ
ー
ズ
は
い
ま
も
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー

ト
ビ
ル
の
近
く
に
あ
り
、「
世
界
一
大
き
い
百
貨
店
」
と
豪
語
し

て
い
る
。
退
船
の
と
き
に
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
、「
女
性
や
子
ど
も
よ

り
先
に
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
い
っ
て
左
舷
の
八
号

ボ
ー
ト
へ
の
移
乗
を
こ
と
わ
り
、
妻
イ
ー
ダ
も
「
一
緒
に
死
に

ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
て
夫
か
ら
離
れ
る
の
を
嫌
っ
た
。
結
局
、

八
号
ボ
ー
ト
に
は
メ
ー
ド
だ
け
が
乗
っ
た
。 

 

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
事
件
を
書
い
た
た
い

が
い
の
史
書
に
の
っ
て
い
る
。
な
に
し
ろ
、
一
等
船
客
で
死
亡

し
た
女
性
は
わ
ず
か
に
四
人
。
一
等
女
性
船
客
の
ほ
と
ん
ど
が

 

パーラースイートのベランダ 

 

Ｂデッキのパーラースイート平面図 
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助
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
（
救
助
率
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
）、
イ
ー

ダ
夫
人
が
目
立
つ
の
も
む
り
は
な
い
。 

 

ち
な
み
に
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
事
件
の
救
助
者
と
死
亡
者
に
つ

い
て
の
数
字
は
、
出
典
に
よ
っ
て
ち
が
う
。
も
と
も
と
正
確
な

人
数
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
だ
が
、
本
書
で
は
英
国
政
府
調
査
委

員
会
の
リ
ポ
ー
ト
を
参
考
に
し
た
（
注24

）。 

  

船
と
運
命
を
と
も
に
し
た
ホ
テ
ル
王 

  

い
っ
ぽ
う
、
左
舷
Ｃ
デ
ッ
キ
の
パ
ー
ラ
ー
ス
イ
ー
ト
を
使
っ

た
船
客
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ブ
・
リ
ス
ト
に
記
載
が
な
い
。 

 

し
か
し
、
多
く
の
英
国
史
書
は
、
米
国
の
大
富
豪
ジ
ョ
ン
・

ア
ス
タ
ー
（John Jacob Astor

）
と
そ
の
妻
マ
デ
リ
ン
が
入

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
運
賃
は
、
メ
ー
ド
と
従
僕
の
内
側
客
室

料
金
を
ふ
く
め
て
二
二
四
ポ
ン
ド
で
あ
る
（
注25

）。 

 

ア
ス
タ
ー
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー

で
あ
っ
た
。
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
全
船
客
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
の

金
持
ち
だ
っ
た
ろ
う
。
国
賓
ク
ラ
ス
が
泊
ま
る
ウ
ォ
ル
ド
ー

フ
・
ア
ス
ト
リ
ア
・
ホ
テ
ル
は
、
一
八
九
七
年
に
彼
が
設
立
し

た
ア
ス
ト
リ
ア
・
ホ
テ
ル
と
、
彼
の
い
と
こ
の
ウ
ォ
ル
ド
ー
フ

が
創
業
し
た
ウ
ォ
ル
ド
ー
フ
・
ホ
テ
ル
が
合
体
し
た
も
の
で
あ

る
。
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
事
件
の
七
年
前
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

超
高
級
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
レ
ジ
ス
・
ホ
テ
ル
も
設
立
し
て
い
る
。 

 

ア
ス
タ
ー
は
、
一
八
歳
の
マ
デ
リ
ン
と
再
婚
し
、
エ
ジ
プ
ト

と
パ
リ
で
遊
ん
だ
あ
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
退
船
の
際
、
ア
ス
タ
ー
夫
妻
は
左
舷
の
四
号
ボ
ー
ト
で
脱

出
し
よ
う
と
し
た
が
、
乗
れ
た
の
は
妻
マ
デ
リ
ン
と
メ
ー
ド
だ

け
。
ジ
ョ
ン
・
ア
ス
タ
ー
は
妻
に
別
れ
を
告
げ
、
船
と
と
も
に

沈
ん
だ
（
注26

）。 

 

四
号
ボ
ー
ト
は
、
沈
没
二
五
分
ま
え
の
午
前
一
時
五
五
分
に

発
進
し
た
救
命
ボ
ー
ト
で
あ
る
。
一
六
隻
あ
っ
た
正
規
の
救
命

ボ
ー
ト
で
最
後
に
本
船
を
離
れ
た
の
が
、
こ
の
四
号
ボ
ー
ト
だ

っ
た
。
ち
な
み
に
救
命
ボ
ー
ト
の
番
号
は
、
右
舷
側
が
奇
数
、

左
舷
側
が
偶
数
に
な
っ
て
い
た
。 

  

男
性
に
も
脱
出
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た 

 

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
は
救
命
ボ
ー
ト
の
数
が
足
り
な
か
っ
た
た

め
、
女
性
と
子
ど
も
を
優
先
し
て
乗
せ
た
。
だ
か
ら
男
性
船
客

の
救
助
率
は
き
わ
め
て
低
い
。 

一
等
が
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
等
が
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
等

は
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
（
注

27

）。
こ
の
よ
う
に
男
性
船

客
の
脱
出
は
き
わ
め
て
む
ず
か
し
か
っ
た
が
、
可
能
性
が
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
右
舷
側
で
は
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
。 

左
舷
の
ボ
ー
ト
発
進
を
指
揮
し
て
い
た
の
は
硬
骨
漢
の
二

等
航
海
士
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
イ
ト
ラ
ー
（Charles Lightoller

）

で
あ
る
。
彼
は
、「
女
性
と
子
ど
も
を
優
先
せ
よ
」
と
い
う
人
間

性
に
と
ん
だ
退
船
方
針
を
き
び
し
く
実
行
し
た
。
ジ
ョ
ン
・
ア

ス
タ
ー
の
ボ
ー
ト
移
乗
す
ら
拒
絶
し
て
い
る
。 

                      

 

こ
れ
に
対
し
て
、
右
舷
の
ボ
ー
ト
発
進
を
指
揮
し
て
い
た
一

等
航
海
士
ウ
イ
リ
ア
ム
・
マ
ー
ド
ッ
ク
（William Murdoch

） 

は
、
男
性
船
客
に
も
わ
り
と
寛
大
だ
っ
た
（
注

28

）。
多
少
は

割
り
こ
む
ス
キ
が
あ
っ
た
。
パ
ー
ラ
ー
ス
イ
ー
ト
の
男
性
だ
け

を
例
に
と
っ
て
も
、
ト
ー
マ
ス
・
カ
ル
デ
サ
と
ブ
ル
ー
ス
・
イ

ズ
メ
イ
は
、
右
舷
の
救
命
ボ
ー
ト
で
脱
出
し
て
い
る
。 

 

ど
う
か
と
思
う
の
は
、
右
舷
の
一
号
ボ
ー
ト
で
あ
る
。
救
命

ボ
ー
ト
が
足
り
な
い
と
い
う
の
に
、
た
っ
た
一
二
人
し
か
乗
せ

ず
に
発
進
し
た
。
船
客
五
人
に
乗
組
員
七
人
。
こ
の
ボ
ー
ト
は

カ
ッ
タ
ー
で
、
定
員
は
四
〇
人
。
ブ
リ
ッ
ジ
（
船
橋
）
の
す
ぐ

後
方
に
置
か
れ
て
い
て
、
人
が
海
に
落
ち
た
と
き
な
ど
に
、
緊

急
用
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

 

マ
ー
ド
ッ
ク
が
一
号
ボ
ー
ト
を
降
ろ
し
に
か
か
っ
た
と
き
、

 

タイタニックのボートデッキの略図 
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近
く
に
は
ダ
フ
・
ゴ
ー
ド
ン
卿
（Sir Cosmo Duff Gordon

）

と
そ
の
夫
人
、
メ
ー
ド
し
か
い
な
か
っ
た
。
マ
ー
ド
ッ
ク
は
こ

れ
に
、
米
国
人
の
男
性
船
客
二
人
と
乗
組
員
七
人
を
加
え
て
発

進
さ
せ
た
。
だ
か
ら
ゴ
ー
ド
ン
夫
人
は
、
自
分
の
旅
行
用
ト
ラ

ン
ク
ま
で
ボ
ー
ト
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
ゴ
ー
ド
ン
卿

夫
人
の
一
等
客
室
は
一
号
ボ
ー
ト
の
す
ぐ
下
だ
っ
た
。
こ
ん
な

幸
運
な
女
性
船
客
は
ほ
か
に
は
い
な
い
。 

 

し
か
も
こ
の
ボ
ー
ト
は
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
が
沈
ん
だ
あ
と
、

海
上
に
た
だ
よ
う
遭
難
者
の
救
助
に
向
か
わ
な
か
っ
た
。
ゴ
ー

ド
ン
卿
が
五
ポ
ン
ド
ず
つ
乗
組
員
に
礼
を
す
る
と
い
う
約
束
で

救
助
に
行
か
せ
な
か
っ
た
と
い
う
説
、
救
助
に
行
く
と
ボ
ー
ト

が
転
覆
す
る
と
夫
人
が
言
い
張
っ
た
と
い
う
説
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
あ
り
、
の
ち
に
大
問
題
に
な
っ
た
（
注29

）。 

  

救
助
さ
れ
た
日
本
人
船
客
・
細
野
正
文 

  

二
等
船
客
の
鉄
道
院
副
参
事
細
野
正
文
も
、
右
舷
に
い
た
の

で
助
か
っ
た
。
彼
は
ロ
シ
ア
に
長
期
出
張
し
た
の
ち
、
欧
州
、

米
国
を
へ
て
帰
国
す
る
途
中
、
た
ま
た
ま
こ
の
悲
劇
の
船
に
乗

り
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。 

 

退
船
の
状
況
を
細
野
は
、
博
文
館
の
雑
誌
『
冒
険
世
界
』（
一

九
一
二
年
七
月
号
）
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

事
件
直
後
の
談
話
な
の
で
、
信
用
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。 

  
 

ボ
ー
ト
は
右
舷
に
八
隻
、
左
舷
に
八
隻
し
か
な
か
っ
た
。

悉
く
卸
し
た
處
で
僅
に
一
千
人
足
ら
ず
の
人
し
か
救
は
れ

な
い
の
だ
か
ら
、
所
詮
助
か
る
ま
い
と
決
心
を
付
け
て
静
か

に
右
舷
を
歩
い
て
居
た
。（
中
略
）
ふ
と
舷
側
を
見
る
と
今
や

最
後
の
ボ
ー
ト
が
卸
ろ
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
中
に
は
四
五
十

人
の
女
子
供
が
乗
っ
て
居
た
が
、
ス
ル
ス
ル
と
一
ヤ
ー
ド
か

二
ヤ
ー
ド
程
卸
り
た
。
處
が
何
か
滑
車
に
故
障
が
あ
つ
た
と

見
え
て
ピ
タ
リ
と
止
ま
っ
た
。
ふ
と
聞
く
と
も
な
し
に
聞
く

と
「
何
に
ま
だ
ま
だ
三
人
位
ゆ
つ
く
り
乗
れ
る
ぢ
や
な
い
か
」

と
船
員
同
志
の
話
声
が
し
た
。
私
は
立
止
ま
っ
た
。 

 
 

す
る
と
、
私
の
傍
に
居
つ
た
一
人
の
船
員
が
ヒ
ラ
リ
と
ば

か
り
ボ
ー
ト
に
飛
下
り
た
。
見
る
と
ボ
ー
ト
は
元
の
儘
、
舳

の
處
が
空
い
て
誰
れ
も
居
な
い
。
之
な
ら
飛
込
ん
で
も
誰
れ

に
も
危
害
を
与
へ
ま
い
と
思
つ
た
の
で
、
卒
然
飛
下
り
た
。

更
に
運
は
奇
な
も
の
で
あ
る
。
私
が
ド
ー
ン
と
飛
下
り
る
と
、

其
儘
ボ
ー
ト
は
ス
ル
ス
ル
と
卸
り
た
。 

 

「
右
舷
を
歩
い
て
居
た
」
と
い
う
か
ら
、
彼
は
右
舷
の
最
後

の
救
命
ボ
ー
ト
に
乗
り
移
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
右
舷
か
ら
出

た
最
後
の
ボ
ー
ト
は
一
三
号
と
一
五
号
で
、
午
前
一
時
半
ご
ろ

あ
い
次
い
で
着
水
し
、
本
船
を
離
れ
た
。 

 

細
野
の
ボ
ー
ト
が
ど
ち
ら
だ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。だ
が
、

一
三
号
ボ
ー
ト
の
操
船
を
手
伝
っ
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
日
本

人
が
ボ
ー
ト
内
に
い
た
と
証
言
し
て
い
る
。
も
し
そ
う
な
ら
、

こ
の
ボ
ー
ト
に
は
『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
最
後
』(The Loss of 

the SS Titanic) 

を
書
い
た
英
国
人
教
師
ロ
レ
ン
ス
・
ビ
ー

ズ
リ
ー
（Lawrence Beesley

）
も
乗
り
込
ん
で
い
た
は
ず
だ
。

細
野
の
ボ
ー
ト
に
つ
い
て
は
一
〇
号
説
も
あ
る
が
、
偶
数
ボ
ー

ト
は
左
舷
の
も
の
な
の
で
、
右
の
談
話
内
容
と
合
わ
な
い
。 

 

細
野
は
ほ
ん
と
う
に
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
男
性
の

二
等
船
客
一
六
八
人
の
う
ち
、
救
出
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
一
四

人
し
か
い
な
い
の
だ
（
注

30

）。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
細
野

は
の
ち
に
誤
解
さ
れ
た
。
女
性
と
子
ど
も
優
先
と
い
う
の
に
、

男
の
く
せ
に
助
か
っ
た
。
ひ
き
ょ
う
で
は
な
い
か
。
こ
う
い
う

趣
旨
で
、
細
野
は
非
難
さ
れ
た
。 

  

救
命
ボ
ー
ト
の
数
が
生
死
を
わ
け
た 

 

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
事
件
で
は
、
救
命
ボ
ー
ト
の
数
が
生
死
を
わ

け
た
。
救
命
ボ
ー
ト
が
悲
劇
の
主
人
公
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。 

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
は
二
〇
隻
の
救
命
ボ
ー
ト
を
積
ん
で
い
た
。

一
四
隻
は
長
さ
九
メ
ー
ト
ル
の
標
準
型
ボ
ー
ト
、
二
隻
は
カ
ッ

タ
ー
、
四
隻
は
木
と
キ
ャ
ン
バ
ス
製
の
折
り
た
た
み
式
ボ
ー
ト

で
あ
る
。
収
容
力
は
合
計
一
一
七
八
人
（
注31
）。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
処
女
航
海
に
乗
っ
て
い
た
船
客
と
乗
組
員

は
二
二
〇
一
人
（
注

32

）。
ボ
ー
ト
定
員
い
っ
ぱ
い
乗
せ
て
も

一
〇
二
三
人
分
が
足
り
な
い
。日
本
人
船
客
の
細
野
正
文
が「
悉

く
卸
し
た
處
で
僅
に
一
千
人
足
ら
ず
の
人
し
か
救
は
れ
な
い
」

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
正
し
い
現
状
認
識
で
あ
っ
た
。 

 

当
初
、
ハ
ー
ラ
ン
ド
＆
ウ
ォ
ル
フ
社
が
提
案
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
正
規
の
救
命
ボ
ー
ト
の
数
は
二
倍
の
三
二

隻
と
な
っ
て
い
た
。そ
の
図
面
が
現
在
の
こ
っ
て
い
る（
注33

）。

こ
れ
だ
と
犠
牲
者
は
一
〇
〇
人
足
ら
ず
で
す
ん
だ
は
ず
だ
。
と

こ
ろ
が
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
は
こ
れ
を
半
分
の
一

六
隻
に
減
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
そ
う
し
た
の
か
。 

 

英
国
商
務
省
の
規
則
が
、一
万
ト
ン
以
上
の
船
は
一
六
隻
（
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
の
ば
あ
い
は
標
準
型
一
四
隻
＋
カ
ッ
タ
ー
二
隻
）
で

い
い
、
と
し
て
い
た
か
ら
だ
（
注

34

）。
こ
れ
が
最
大
の
理
由

で
あ
る
。
当
時
の
規
則
は
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
よ
う
に
三
〇
〇

〇
人
以
上
も
人
を
乗
せ
る
大
型
船
を
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
か
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っ
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
に
法
整
備
が
追
い
つ
か
な
か
っ

た
典
型
的
な
実
例
で
あ
る
。 

 

事
件
後
、
原
因
と
責
任
を
追
及
す
る
調
査
・
査
問
委
員
会
が

英
国
と
米
国
で
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
た
。
そ
し
て
、
救
命
設
備
が

貧
弱
だ
っ
た
こ
と
、
水
密
隔
壁
の
高
さ
が
低
か
っ
た
こ
と
、
流

氷
監
視
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。 

 

こ
う
し
た
指
摘
を
教
訓
に
、さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
最
大
の
成
果
は
、
海
上
に
お
け
る
人
命
安
全
、
す
な
わ
ち

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ(Safety of Life at Sea) 
に
つ
い
て
の
国
際

的
な
と
り
き
め
が
で
き
た
こ
と
だ
。
こ
の
大
悲
劇
は
、
船
旅
の

歴
史
の
う
え
で
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

現
代
に
生
き
る
大
悲
劇
の
教
訓 

  

事
故
翌
年
の
一
九
一
三
年
、
第
一
回
の
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
会
議
が

ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
、
欧
米
一
三
カ
国
が
参
加
し
た
。
そ
し

て
翌
年
、
会
議
結
果
に
も
と
づ
く
一
九
一
四
年
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条

約
が
調
印
さ
れ
た
。
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
条
約
と
よ
ば
れ
て
い
る
条

約
で
あ
る
。 

内
容
は
、
船
の
構
造
、
救
命
設
備
、
火
災
予
防
設
備
、
無
電

施
設
な
ど
に
わ
た
っ
て
い
た
。
欧
米
中
心
の
議
題
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
日
本
は
こ
れ
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。 

一
九
一
四
年
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
は
、
英
国
な
ど
五
カ
国
が
批

准
し
た
だ
け
で
、
国
際
条
約
と
し
て
発
効
し
な
い
ま
ま
第
一
次

世
界
大
戦
に
突
入
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
二
九
年
に
再

び
ロ
ン
ド
ン
で
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
会
議
が
も
た
れ
、
海
運
国
一
八
カ

国
に
よ
る
改
定
案
が
採
択
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
一
九

二
九
年
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
で
あ
る
（
注35

）。 

 

こ
の
と
き
は
日
本
も
会
議
に
参
加
し
、
条
約
に
調
印
し
た
。

当
然
、
国
際
的
な
と
り
き
め
を
具
体
化
す
る
た
め
、
国
内
法
の

整
備
を
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。こ
う
し
て
一
九
三
三
年（
昭

和
八
年
）
に
船
舶
安
全
法
が
制
定
公
布
さ
れ
た
。 

大
阪
商
船
の
南
米
移
民
船
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
（
初
代
、
一
万

二
七
五
五
ト
ン
）
は
、
こ
の
法
律
の
も
と
で
建
造
さ
れ
た
最
初

の
遠
洋
航
路
客
船
で
あ
る
。 

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
は
そ
の
後
、
何
度
も
改
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
改
定
さ
れ
る
た
び
に
、
船
旅
は
い
っ
そ
う
安
全
な
も

の
に
な
っ
た
。 

 

こ
ん
に
ち
、
外
航
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
る
と
、
乗
船
し
て
ま
も

な
く
、
ボ
ー
ト
ド
リ
ル
（
避
難
訓
練
）
が
か
な
ら
ず
お
こ
な
わ

れ
る
。
船
客
全
員
と
担
当
の
乗
組
員
が
救
命
胴
衣
を
身
に
着
け

て
、
指
定
さ
れ
た
場
所
や
救
命
ボ
ー
ト
に
集
ま
る
と
い
う
も
の

で
、
そ
の
き
び
し
さ
は
航
空
機
の
比
で
は
な
い
。
こ
の
訓
練
は

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
の
ル
ー
ル
に
よ
る
も
の
だ
。
外
国
の
ク
ル
ー
ズ
船

の
デ
イ
リ
ー
に
は
、
そ
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
の
悲
劇
の
教
訓
は
、
現
代
も
生
き
て
い
る
。 
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第
四
話 

バ
リ
ン
の
三
巨
船 

                     

 

五
万
ト
ン
を
超
え
た
史
上
初
の
客
船 

 

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
が
北
大
西
洋
で
沈
ん
だ
翌
月
、
ド
イ
ツ
の
エ

ル
ベ
川
沿
い
の
造
船
所
で
ハ
パ
ク
の
大
型
客
船
が
進
水
し
た
。

ア
ル
ベ
ル
ト
・
バ
リ
ン
が
計
画
し
た
三
隻
の
巨
船
、
い
わ
ゆ
る

バ
リ
ン
の
三
巨
船
の
第
一
船
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル 

Imperator

（
皇
帝
）
で
あ
る
。 

 

大
き
さ
は
、
史
上
初
の
五
万
ト
ン
を
超
え
る
五
万
二
一
一
七

ト
ン
。
全
長
二
七
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
〇
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
サ

イ
ズ
は
、
現
代
の
七
万
ト
ン
ク
ラ
ス
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
近

い
。
現
代
客
船
は
甲
板
数
が
多
い
の
で
、
ト
ン
数
が
大
き
い
の

で
あ
る
。 

ス
ピ
ー
ド
は
遅
か
っ
た
。
最
高
速
力
二
四
ノ
ッ
ト
。
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
と
同
ス
ピ
ー
ド
で
、
現
代
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
と
同
程

度
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
記
録
に
は
縁
が
な
か
っ

た
。
も
と
も
と
こ
の
三
隻
は
、
史
上
最
初
の
豪
華
客
船
ア
メ
リ

カ
の
超
拡
大
型
と
し
て
構
想
さ
れ
た
船
で
あ
り
、
旅
客
設
備
の

快
適
さ
と
運
航
の
採
算
性
を
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い

た
。
バ
リ
ン
自
身
、「
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
に
は
興
味
が
な
い
」
と
い

っ
て
い
る
。 

「
船
の
大
き
さ
を
二
倍
に
す
れ
ば
、
旅
客
定
員
は
二
倍
以
上
に

な
る
。
そ
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
を
同
じ
ぐ
ら
い
に
お
さ
え
れ
ば
、

燃
料
消
費
量
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
す
む
」 

 

と
も
い
っ
て
い
る
。
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た

が
、
北
大
西
洋
を
六
日
以
内
で
横
断
し
、
三
隻
体
制
で
ウ
イ
ー

ク
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
う
に
は
、
二
二
・
五
ノ
ッ
ト
ほ
ど

で
十
分
と
み
て
い
た
の
だ
（
注1

）。 

 

当
然
、
旅
客
定
員
は
多
か
っ
た
。
一
等
七
〇
〇
人
、
二
等
六

〇
〇
人
、
三
等
九
四
〇
人
、
ス
テ
ィ
ア
リ
ッ
ジ
一
七
五
〇
人
（
イ

ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
）(

注2)

。
約
四
〇
〇
〇
人
を
乗
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。
三
等
と
ス
テ
ィ
ア
リ
ッ
ジ
は
移
民
用
。
こ
れ
だ
け
で
全

体
の
約
七
割
を
占
め
る
。
三
巨
船
が
計
画
さ
れ
た
第
一
次
大
戦

前
は
、
新
大
陸
へ
の
移
民
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
時
期
で
あ
り
、

ハ
パ
ク
は
移
民
の
運
賃
収
入
に
期
待
し
た
の
で
あ
る
。 

 

乗
組
員
は
一
一
〇
〇
人
も
い
た
。だ
か
ら
満
船
の
と
き
に
は
、

約
五
〇
〇
〇
人
の
人
た
ち
が
船
上
で
生
活
し
た
わ
け
だ
。
ま
さ

に
洋
上
の
大
都
会
で
あ
る
。 

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
大
惨
事
が
ま
だ
記
憶
に
な
ま
な
ま
し
い

こ
ろ
だ
っ
た
。
バ
リ
ン
は
、
全
員
を
収
容
す
る
の
に
十
分
な
数

の
救
命
ボ
ー
ト
を
用
意
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
一
九
一
三
年
に

イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
が
処
女
航
海
に
つ
い
た
と
き
、
船
上
に
は
八

三
隻
も
の
救
命
ボ
ー
ト
が
あ
り
、
五
五
〇
〇
人
を
収
容
で
き
た
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（
注3
）。
客
船
史
上
、
救
命
ボ
ー
ト
を
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
搭

載
し
た
船
を
筆
者
は
知
ら
な
い
。 

バ
リ
ン
の
三
巨
船
と
は
、
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
に
フ
ァ
ー
タ
ー

ラ
ン
ト Vaterland
（
祖
国
）
と
ビ
ス
マ
ル
ク Bismarck

（
宰

相
名
）
を
加
え
た
三
隻
を
い
う
。
こ
の
う
ち
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、

ハ
パ
ク
客
船
と
し
て
走
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。 

                  

三
巨
船
は
、
客
船
史
家
の
あ
い
だ
で
あ
ま
り
人
気
が
な
い
。

評
価
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
、
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
に
も
縁
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、
人
気
の
な
い
理
由
の
一
つ

で
あ
ろ
う
。
北
大
西
洋
航
路
の
史
書
を
開
い
て
も
、
ル
シ
タ
ニ

ア
、
モ
レ
タ
ニ
ア
の
次
の
章
は
、
一
足
飛
び
に
ド
イ
ツ
の
高
速

客
船
ブ
レ
ー
メ
ンBremen

と
姉
妹
船
オ
イ
ロ
ー
パEuropa

に

な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。 

 

だ
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
じ
ま
る
北
大
西
洋
航
路
客
船
の

巨
大
化
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
バ
リ
ン

の
三
巨
船
で
あ
る
。そ
し
て
、そ
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

現
代
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
現
代
に
遺

伝
子
を
伝
え
た
と
い
う
意
味
で
、
三
巨
船
の
存
在
は
じ
つ
に
大

き
か
っ
た
。 

  

陸
上
建
築
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
客
船
に
導
入 

  

三
巨
船
の
内
装
を
手
が
け
た
の
は
、
む
ろ
ん
ハ
パ
ク
専
属
の

フ
ラ
ン
ス
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
シ
ャ
ル
ル
・
メ
ー
ウ
ェ
で
あ
る
。

か
れ
の
出
自
に
つ
い
て
は
第
二
話
の
ア
メ
リ
カ
の
と
こ
ろ
で
の

べ
た
。
メ
ー
ウ
ェ
は
、
陸
上
建
築
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
客
船
に
導

入
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
。
巨
船
の
出
現
で
そ
れ
が
可
能
に

な
っ
た
。
彼
は
、
高
級
ホ
テ
ル
を
つ
く
る
感
覚
で
巨
船
を
設
計

し
た
。
だ
か
ら
、
す
べ
て
が
大
き
く
て
豪
勢
だ
っ
た
。 

 

三
巨
船
の
Ｂ
デ
ッ
キ
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
一
等
公
室
エ
リ
ア

は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。 

 

メ
ー
ウ
ェ
は
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
の
一
等
公
室
を
設
計
す
る
に

あ
た
り
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ー
ト
モ
ー
ビ
ル
・
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
を
参
考
に
し
、
で
き
る
だ
け
同
じ
も
の
を
つ
く
ろ
う
と

し
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
自
動
車
好
き
の
国
王
エ
ド
ワ

ー
ド
七
世
の
支
援
を
得
て
ロ
ン
ド
ン
の
ポ
ー
ル
モ
ー
ル
に
建
て

ら
れ
た
。
設
計
者
は
メ
ー
ウ
ェ
と
、
英
国
で
の
彼
の
パ
ー
ト
ナ

ー
、
ア
ー
サ
ー
・
デ
ー
ビ
ス
（Arthur Davis

）
で
あ
る
。 

 

二
人
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
メ
ー
ウ
ェ
＆
デ
ー
ビ
ス
社
を
設
立
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
メ
ー
ウ
ェ
が
三
巨
船
に
取
り
組
ん
で
い
た

こ
ろ
、
デ
ー
ビ
ス
は
キ
ュ
ナ
ー
ド
の
新
造
船
ア
キ
タ
ニ
ア
の
イ

ン
テ
リ
ア
を
手
が
け
て
い
た
。
仲
間
同
士
の
天
才
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
、
完
成
後
は
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
英
国
と
ド
イ
ツ
の
大
型
客
船

の
内
装
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
の
Ｂ
デ
ッ
キ
の
公

室
エ
リ
ア
は
、
ま
さ
に
壮
観
だ
っ
た
。
ラ
ウ
ン
ジ
、
パ
ー
ム
コ

ー
ト
、
そ
し
て
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
、
ロ

ン
ド
ン
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
公
室
な
み
の
サ
イ
ズ
で
、
長
さ
一

五
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
つ
づ
き
、
天
井
は
上
の
Ａ
デ
ッ
キ

ま
で
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
た
（
注4

）。 

 

パ
ー
ム
コ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
鉢
植
え
の
ヤ
シ
の
木
や
籐
椅

子
な
ど
を
置
い
た
ベ
ラ
ン
ダ
風
の
ラ
ウ
ン
ジ
の
こ
と
で
、
ウ
イ

ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
と
も
い
う
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
級
に
も
こ
れ
が

あ
る
。
も
と
も
と
は
ホ
テ
ル
で
は
じ
ま
っ
た
も
の
ら
し
く
、
陸

上
で
は
一
九
二
〇
年
代
に
流
行
し
た
。 

 

だ
が
、イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
の
よ
う
な
広
大
な
公
室
エ
リ
ア
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
級
に
は
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
現
代
の
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
る
と
、
公
室
エ
リ
ア
が
甲
板
い
っ
ぱ
い
に
広

が
っ
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
る
が
、
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
は
そ
の

さ
き
が
け
で
あ
る
。 

 

し
い
て
Ｂ
デ
ッ
キ
の
泣
き
ど
こ
ろ
を
あ
げ
る
と
、
煙
突
へ
の

煙
路
が
公
室
エ
リ
ア
の
障
害
物
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
。 

そ
こ
で
メ
ー
ウ
ェ
は
、
フ
ァ
ー
タ
ー
ラ
ン
ト
と
ビ
ス
マ
ル
ク

で
は
、
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
立
ち
上
が
る
煙
路
を
両
舷
寄
り
に
左
右

に
わ
け
、
ボ
ー
ト
デ
ッ
キ
の
上
で
合
体
さ
せ
る
構
造
に
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
両
船
の
公
室
エ
リ
ア
は
、
甲
板
の
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
ゆ
っ
た
り
展
開
で
き
る
配
置
に
な
っ
た
。
こ
の

 
バリンの三巨船の第１船、インペラトール 
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方
法
は
、
の
ち
に
フ
ラ
ン
ス
巨
船
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
に
も
採
用

さ
れ
た
（
注5

）。 

  

ポ
ン
ペ
イ
風
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル 

  

Ｂ
デ
ッ
キ
の
公
室
エ
リ
ア
の
ほ
か
に
、
も
う
一
つ
船
客
の
度

肝
を
ぬ
い
た
も
の
が
あ
る
。
ポ
ン
ペ
イ
風
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル

で
あ
る
。
こ
れ
も
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ー
ト
モ
ー
ビ
ル
・
ク
ラ
ブ
の

プ
ー
ル
の
コ
ピ
ー
だ
っ
た
。 

 

プ
ー
ル
エ
リ
ア
の
つ
く
り
は
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
よ
り
小
ぶ
り

だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
高
さ
が
三
デ
ッ
キ
に
わ
た
る
壮
大
な
も

の
で
、
一
八
本
の
ポ
ン
ペ
イ
風
の
石
柱
を
は
じ
め
と
し
て
、
大

理
石
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
た
（
注6

）。
プ
ー
ル
の
サ
イ

ズ
は
長
さ
一
一
・
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
・
四
メ
ー
ト
ル
。
水
は

塩
水
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
大
理
石
ベ
ン
チ
に
は
ス
チ
ー
ム
の
ヒ

ー
タ
ー
が
つ
い
て
い
た
。 

               

プ
ー
ル
エ
リ
ア
に
は
ト
ル
コ
風
蒸
し
風
呂
、マ
ッ
サ
ー
ジ
室
、

美
容
室
、
更
衣
室
な
ど
も
あ
っ
た
。
ポ
ン
ペ
イ
風
バ
ス
と
書
い

た
史
書
が
多
い
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
ロ
ー

マ
風
呂
で
、
日
本
の
健
康
ラ
ン
ド
に
似
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
屋
内
プ
ー
ル
や
ト
ル
コ
風
蒸
し
風
呂
を
初
め
て
設

け
た
客
船
は
、
一
九
〇
七
年
に
就
航
し
た
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・

ラ
イ
ン
の
ア
ド
リ
ア
テ
ィ
ッ
ク Adritic

（
二
万
四
五
四
一
ト

ン
）
で
あ
る
。
こ
の
船
は
、
前
述
の
ビ
ッ
グ
４
と
よ
ば
れ
た
二

万
ト
ン
シ
リ
ー
ズ
の
第
四
船
で
あ
る
。 

 

屋
内
プ
ー
ル
や
ト
ル
コ
風
蒸
し
風
呂
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
級
に

も
あ
り
、
ス
イ
ミ
ン
グ
バ
ス
と
い
っ
た
。
小
さ
な
も
の
で
、
プ

ー
ル
も
せ
ま
く
、
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
の
ポ
ン
ペ
イ
風
ス
イ
ミ
ン

グ
プ
ー
ル
の
壮
大
さ
に
は
及
ば
な
い
。ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
は
、

時
間
制
に
よ
り
男
女
が
別
々
に
利
用
し
た
。
ト
ル
コ
風
蒸
し
風

呂
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

現
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
も
む
ろ
ん
、こ
う
し
た
施
設
が
あ
る
。

ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
は
二
～
三
カ
所
あ
る
の
が
ふ
つ
う
だ
。
マ

グ
ロ
ド
ー
ム
と
称
す
る
開
閉
式
ガ
ラ
ス
屋
根
を
つ
け
た
全
天
候

型
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
を
持
つ
船
も
多
い
。水
は
真
水
の
も
の
、

塩
水
の
も
の
、
兼
用
の
も
の
が
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

い
ま
は
男
女
共
用
で
あ
る
。 

 

蒸
し
風
呂
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
船
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
式

の
サ
ウ
ナ
が
一
般
的
だ
。
プ
ー
ル
と
は
反
対
に
、
男
女
別
の
サ

ウ
ナ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
、
サ
ウ
ナ
、
ジ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
い
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
施
設
は
、
い
ま
で
は
常
識
。
現
代

の
ク
ル
ー
ズ
船
で
は
、
上
方
の
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
に
設
け
ら
れ

て
お
り
、
広
さ
も
た
っ
ぷ
り
あ
る
。
大
型
船
で
は
、
温
泉
プ
ー

ル
の
よ
う
な
ス
パ
を
も
つ
船
が
ふ
え
て
き
た
。 

  

ド
イ
ツ
皇
帝
が
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
に
乗
船 

  

Ｂ
デ
ッ
キ
の
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
七

年
前
の
ア
メ
リ
カ
の
も
の
よ
り
、
さ
ら
に
規
模
が
大
き
く
な
っ

た
。
ロ
ン
ド
ン
の
カ
ー
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
が
経
営
す
る
こ
の
ア

ラ
カ
ル
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
拡
大
型
の
カ
イ
ゼ
リ

ン
・
ア
ウ
グ
ス
テ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア 

Kaiserin 
Auguste 

Victoria

（
二
万
四
五
八
一
ト
ン
）
に
も
設
け
ら
れ
た
の
で
、

イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
が
三
隻
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
料
理
部
門

を
監
修
し
た
の
は
、
む
ろ
ん
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
で
あ
る
（
注7
）。 

 

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
と
き
と
同
様
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世

が
完
成
し
て
ま
も
な
い
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
を
訪
問
し
、
こ
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た
。
一
九
一
三
年
七
月
の
こ
と
だ
。 

 

エ
ス
コ
フ
ィ
エ
の
自
伝
（
注

8

）
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
皇
帝

は
午
前
一
〇
時
、
お
お
ぜ
い
の
随
員
や
招
待
客
一
一
〇
人
と
と

も
に
ク
ッ
ク
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
の
同
船
に
乗
船
し
た
と
い
う
。
前

回
は
着
岸
中
の
船
に
一
泊
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
北

海
の
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
島
へ
の
ワ
ン
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん

だ
。
帰
港
し
た
の
は
翌
朝
八
時
だ
っ
た
。 

 

皇
帝
が
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し

た
の
は
、
昼
食
会
、
晩
さ
ん
会
、
朝
食
の
三
度
。
レ
ス
ト
ラ
ン

の
中
央
に
は
一
八
席
の
キ
ャ
プ
テ
ン
ズ
テ
ー
ブ
ル
が
あ
っ
た
か

ら
、
皇
帝
は
こ
こ
で
食
事
を
楽
し
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。 

 

翌
日
の
朝
食
後
、
パ
ー
ム
コ
ー
ト
で
く
つ
ろ
い
で
い
た
皇
帝

 

インペラトールのポンペイ風スイミングプール 
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は
、
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
を
よ
ん
で
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
エ
ス
コ
フ

ィ
エ
は
、
出
航
の
二
日
前
に
ロ
ン
ド
ン
の
カ
ー
ル
ト
ン
・
ホ
テ

ル
か
ら
か
け
つ
け
、
船
に
泊
ま
り
込
ん
で
調
理
を
指
揮
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
昼
食
会
の
メ
ニ
ュ
ー
が
、
彼
の
自
伝
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
（
注9
）。 

                  

イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
船
上
昼
食
会
の
メ
ニ
ュ
ー 

  
 

オ
ー
ド
ブ
ル
・
ロ
シ
ア
風 

 
 

マ
ス
ク
メ
ロ
ン 

  
 

冷
製
コ
ン
ソ
メ
・
マ
ド
リ
ー
ド
風 

 
 

ヴ
ル
ー
テ
ス
ー
プ
・
パ
ル
マ
ン
テ
ィ
エ
風 

  
 

伊
勢
え
び
・
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
風 

 
 

ハ
ム
の
ム
ー
ス
・
マ
デ
イ
ラ
酒
風
味 

 
 
 

ほ
う
れ
ん
そ
う
添
え 

  
 

仔
牛
肉
・
オ
ル
ロ
フ
風 

 
 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
バ
タ
ー
炒
め 

 
 

鴨
の
ド
デ
ィ
ー
ヌ
・
ゼ
リ
ー
寄
せ 

 
 

若
鶏
の
テ
リ
ー
ヌ
・
エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン
風
味 

  
 

フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ
・
日
本
風 

 
 

な
す
グ
ラ
タ
ン
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
風 

 

ス
フ
レ
・
グ
ラ
ッ
セ
、
フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
添
え 

 
 

ビ
ス
キ
ュ
イ
・
キ
ル
シ
ュ
風
味 

 
 

フ
ラ
ン
ス
菓
子 

  
 

く
だ
も
の 

 
 

コ
ー
ヒ
ー 

 
 

リ
キ
ュ
ー
ル 

  

ワ
イ
ン 

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
グ
ー
レ
・
エ
ク
ス
ト
ラ
・
ド
ラ
イ 

 
 

ヴ
ー
ヴ
・
ク
リ
コ
・
ロ
ゼ 

 
 

ツ
ェ
ル
テ
ィ
ン
ガ
ー
・
シ
ュ
ロ
ス
ベ
ル
ク 

 
 

シ
ャ
ト
ー
・
ジ
ス
ク
ー
ル
１
９
０
７ 

 

「
船
ら
し
く
な
い
船
」
で
快
適
な
船
旅 

 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
、
そ
れ
に
バ
リ
ン
の
三
巨

船
の
登
場
で
北
大
西
洋
航
路
客
船
は
一
つ
の
頂
点
に
達
し
た
。 

 

そ
し
て
、
再
三
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

セ
プ
ト
が
現
代
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
相
通
じ
て
い
る
こ
と
は
、

注
目
に
あ
た
い
す
る
。
じ
っ
さ
い
、
現
代
ク
ル
ー
ズ
船
の
大
き

な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
多
彩
な
「
食
」
エ
リ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
施
設
な
ど
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
巨
船
に
初
め

て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ

プ
ト
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
陸
上
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
を
客
船
に

導
入
し
よ
う
と
い
う
メ
ー
ウ
ェ
ら
の
理
念
で
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
や
り
か
た
に
は
反
論
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
陸
上
施

設
と
同
じ
よ
う
な
も
の
を
船
上
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
。
海
の
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
「
船
ら
し
い
船
」
を
つ
く

っ
た
ら
ど
う
か
、
と
い
っ
た
た
ぐ
い
の
反
論
で
あ
る
。 

 

メ
ー
ウ
ェ
の
相
棒
で
、
ア
キ
タ
ニ
ア
や
ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー

Queen Mary

（
八
万
〇
七
七
四
ト
ン
）
の
内
装
を
手
が
け
た
前

述
の
デ
ー
ビ
ス
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
こ
う
書
い
て
い
る
。 

  
 

私
が
船
の
設
計
の
仕
事
を
は
じ
め
た
こ
ろ
だ
が
、
船
会
社

の
重
役
た
ち
に
、「
な
ぜ
、
あ
な
た
が
た
の
会
社
は
、
船
ら

し
く
見
え
る
船
を
つ
く
ろ
う
と
し
な
い
の
か
」
と
た
ず
ね
て

み
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
ら
、
こ
う
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
た
。「
船
客
た
ち
は
海
賊
じ
ゃ
な
い
。
ホ
ー
ン
パ
イ
プ

で
踊
っ
た
り
は
し
な
い
ん
だ
。
船
客
の
半
分
は
、
シ
ー
シ
ッ

ク
（
船
酔
い
）
に
な
っ
た
米
国
人
女
性
だ
。
そ
し
て
、
彼
女

た
ち
の
唯
一
の
希
望
と
い
え
ば
、
船
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
を
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忘
れ
た
い
こ
と
な
の
だ
（
注10

）。 

  

船
上
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
、
快
適
な
船
旅
を
お
く
っ
て
も
ら

お
う
。
そ
う
い
う
船
会
社
側
の
方
向
性
が
こ
こ
に
も
は
っ
き
り

示
さ
れ
て
い
る
。「
浮
か
ぶ
高
級
ホ
テ
ル
」
と
で
も
形
容
す
る
べ

き
二
〇
世
紀
初
め
の
大
型
客
船
は
、
こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
に

よ
り
「
船
ら
し
い
船
」
で
は
な
く
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
と
は
ち
が
う
新
し
い
船
旅
が
誕
生
し
た
わ
け
だ
。 

「
浮
か
ぶ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」
の
よ
う
な
現
代
の
大
型
ク
ル
ー

ズ
船
も
、
同
じ
コ
ン
セ
プ
ト
が
原
点
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
、「
船
ら
し
く
な
い
船
」
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
「
船
ら
し
く
な
い
船
」
に
よ
っ
て
、

新
し
い
船
旅
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。 

  

大
戦
で
挫
折
し
た
三
巨
船
構
想 

  

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
が
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
を
訪
問
し
た
一
年

後
の
一
九
一
四
年
八
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
っ
た
。

戦
争
は
四
年
あ
ま
り
つ
づ
き
、
ド
イ
ツ
の
敗
戦
で
終
わ
っ
た
。 

 

戦
争
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
た
バ
リ
ン
の
三
巨
船
は
、
当
然
な
が

ら
、
数
奇
な
運
命
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
生
ま
れ
た
時
期
が

悪
か
っ
た
の
だ
。 

イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
は
開
戦
後
、
誕
生
地
の
エ
ル
ベ
川
に
係
留
。

戦
後
は
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
も
と
づ
く
賠
償
船
と
し
て
英
国
へ

引
き
渡
さ
れ
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
の
ベ
レ
ン
ガ
リ
ア Berengaria

に
な
っ
た
。 

新
船
名
は
、
中
世
の
英
国
王
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
の
王
妃
名
に

由
来
す
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
（RichardⅠ

）
は
、
第
三
回
の

十
字
軍
遠
征
で
武
勇
を
と
ど
ろ
か
せ
て
獅
子
心
王
と
よ
ば
れ
た

が
、
遠
征
の
帰
途
、
ド
イ
ツ
皇
帝
の
捕
虜
に
な
り
、
巨
額
の
身

代
金
を
は
ら
っ
て
釈
放
さ
れ
た
。
そ
の
王
妃
の
名
を
つ
け
た
の

だ
か
ら
、
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
は
さ
ぞ
や
無
念
な
こ
と
だ
っ
た

ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
が
王
室
の
貴
人
名
を
船
名
に

し
た
の
は
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
地
名
を
つ

け
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

次
に
フ
ァ
ー
タ
ー
ラ
ン
ト
で
あ
る
。
同
船
は
開
戦
時
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
停
泊
中
で
、
そ
の
ま
ま
当
地
に
い
た
が
、
米
国
の

参
戦
に
と
も
な
い
接
収
さ
れ
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン 

Leviathan

と
改
名
、
兵
員
輸
送
に
従
事
し
た
。
戦
後
は
米
国
へ
引
き
渡
さ

れ
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ス
テ
ー
ツ
・
ラ
イ
ン
（United States 

Line

）
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
に
な
っ
た
。 

 

第
三
船
の
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
大
戦
が
終
わ
っ
た
と
き
、
ハ
ン

ブ
ル
ク
の
造
船
所
で
未
完
成
の
状
態
に
あ
っ
た
。
戦
後
は
英
国

へ
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
工
事
を
続
行
。
ホ
ワ
イ
ト
・

ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ッ
ク 

Majestic

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
（
注11

）。 

                                 

こ
う
し
て
、
バ
リ
ン
が
描
い
た
構
想
は
も
ろ
く
も
く
ず
れ
、

三
巨
船
は
旧
敵
国
の
ス
タ
ー
客
船
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
大
戦
後
の
北
大
西
洋
航
路
で
は
、
こ
の
三
巨
船
に
、
キ

ュ
ナ
ー
ド
の
ア
キ
タ
ニ
ア
、
モ
レ
タ
ニ
ア
の
五
隻
が
主
役
の
時

代
が
一
〇
年
ほ
ど
つ
づ
く
の
で
あ
る
。 

 

夢
破
れ
た
バ
リ
ン
は
、
睡
眠
薬
を
あ
お
っ
て
自
殺
し
た
。
ド
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イ
ツ
降
伏
の
直
前
に
皇
帝
が
退
位
し
た
前
日
、
キ
ー
ル
軍
港
で

水
兵
の
反
乱
が
起
き
、
彼
ら
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ハ
パ
ク
本
社
ビ

ル
を
占
拠
し
た
日
の
こ
と
だ
っ
た
（
注12

）。 

バ
リ
ン
の
三
巨
船
を
最
後
に
、
商
業
運
航
を
め
ざ
す
大
型
船

の
時
代
は
終
わ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の

二
〇
年
間
は
、
国
家
主
義
に
よ
る
大
型
船
の
時
代
に
な
る
。 

 

ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
の
ビ
ッ
グ
４
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
級
、
キ

ュ
ナ
ー
ド
の
ア
キ
タ
ニ
ア
、
バ
リ
ン
の
三
巨
船
と
つ
づ
い
て
き

た
大
型
経
済
船
は
、
こ
の
あ
と
七
〇
年
間
も
現
れ
な
か
っ
た
。

バ
リ
ン
の
三
巨
船
と
同
規
模
で
、
商
業
運
航
を
前
提
と
す
る
大

型
船
が
登
場
す
る
の
は
、
現
代
の
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
時
代
に
な

っ
た
一
九
九
〇
年
代
か
ら
で
あ
る
。 

                     

注 
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）『
豪
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船
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物
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』
一
二
一
頁
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（2

）
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
の
旅
客
定
員
に
つ
い
て
は
史
書
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（4
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豪
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ス
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マ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
グ
ラ
ハ
ム
『
北
大
西
洋
航
路
』
一
〇
一
頁
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第
五
話 

世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ 

                      

 

国
家
主
義
に
よ
る
超
豪
華
客
船 

  

北
大
西
洋
航
路
は
、
旧
大
陸
か
ら
新
大
陸
へ
渡
る
大
量
の
移

民
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
き
た
。
二
〇
世
紀
の
北
大
西
洋
航

路
は
、タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
事
件
と
い
う
大
海
難
で
幕
を
開
け
た
が
、

同
船
の
三
等
に
は
多
く
の
移
民
が
乗
っ
て
い
た
。 

と
こ
ろ
が
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
こ
う
し
た
船
客
構
成
に
大

き
な
変
化
が
起
き
た
。
発
端
は
一
九
二
〇
年
代
の
米
国
の
移
民

制
限
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
三
等
の
移
民
客
が
激
減
し
た
。 

い
っ
ぽ
う
、
一
等
、
二
等
の
上
級
客
室
を
利
用
す
る
船
客
は

ふ
え
た
。
米
国
の
経
済
発
展
に
と
も
な
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
な
ど

の
往
来
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
っ
た
た
め
だ
。
二
等
と
三
等
の
中
間

に
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ス
と
い
う
等
級
が
設
け
ら
れ
た
（
注1

）。 

 

一
等
船
客
に
は
、
欧
州
を
訪
れ
る
富
裕
な
米
国
人
が
多
か
っ

た
。
新
大
陸
で
成
功
し
た
人
た
ち
は
、
カ
ネ
は
う
な
る
ほ
ど
あ

る
が
、
ス
テ
ー
タ
ス
（
社
会
的
地
位
）
が
死
ぬ
ほ
ど
ほ
し
い
。

北
大
西
洋
航
路
客
船
の
一
等
船
客
に
な
る
こ
と
は
、
ス
テ
ー
タ

ス
と
富
の
証
明
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

二
〇
世
紀
は
米
国
が
繁
栄
し
た
世
紀
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、

北
大
西
洋
航
路
の
一
等
船
客
の
八
割
は
米
国
人
だ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
（
注2

）。 

 

二
〇
世
紀
は
ま
た
、
戦
争
の
世
紀
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
世
紀

に
人
類
は
二
つ
の
世
界
大
戦
を
経
験
し
た
。
戦
争
は
昔
か
ら
あ

っ
た
が
、
地
球
規
模
で
殺
し
あ
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

二
つ
の
大
戦
を
引
き
お
こ
す
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
国
家
主

義
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
世
紀
の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る

科
学
技
術
の
発
達
が
、戦
争
を
い
っ
そ
う
悲
惨
な
も
の
に
し
た
。

戦
闘
員
で
な
い
人
間
が
、
戦
争
に
巻
き
こ
ま
れ
て
た
く
さ
ん
死

ん
だ
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
ド
イ
ツ
の
Ｕ
ボ
ー
ト
に
雷
撃
さ

れ
、一
二
〇
〇
人
近
い
死
者
を
出
し
た
ル
シ
タ
ニ
ア
の
沈
没
は
、

こ
う
し
た
二
〇
世
紀
の
戦
争
の
す
が
た
を
予
告
し
て
い
た
。 

 

豪
華
を
き
わ
め
た
北
大
西
洋
航
路
の
大
型
定
期
客
船
に
も
国

家
主
義
の
影
が
み
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
ブ
レ
ー
メ
ン Bremen

（
五
万
一
六
五
六
ト
ン
）
と
姉
妹
船
オ
イ
ロ
ー
パ Europa

、
イ

タ
リ
ア
の
レ
ッ
ク
ス Rex

（
五
万
一
〇
六
二
ト
ン
）
と
コ
ン
テ
・

デ
ィ
・
サ
ヴ
ォ
イ
ア Conte di Savoia

（
四
万
八
五
〇
二
ト

ン
）、
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー Normandie

（
七
万
九
二

八
〇
ト
ン
）、
英
国
の
ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー Queen Mary

（
八

万
〇
七
七
四
ト
ン
）
と
い
っ
た
大
型
客
船
が
あ
い
つ
い
で
就
航

し
、
ス
ピ
ー
ド
と
イ
ン
テ
リ
ア
の
華
麗
さ
を
き
そ
っ
た
。 

 

い
ず
れ
も
、
列
強
が
国
家
の
威
信
を
か
け
て
造
っ
た
「
超
」

が
つ
く
豪
華
客
船
で
あ
る
。
イ
ン
テ
リ
ア
は
、
米
国
人
好
み
の
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派
手
な
も
の
に
な
っ
た
。
ス
ピ
ー
ド
も
は
や
く
、
ブ
ル
ー
リ
ボ

ン
記
録
の
樹
立
に
関
心
が
向
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
客
船
群
が

活
躍
し
た
一
九
三
〇
年
代
は
、
国
家
主
義
に
由
来
す
る
愛
国
的

熱
気
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。 

む
ろ
ん
、
建
造
と
運
航
に
は
、
巨
額
の
助
成
金
が
投
じ
ら
れ

た
。
大
不
況
の
時
期
で
も
あ
り
、
公
的
助
成
は
、
造
船
所
や
関

連
産
業
に
お
け
る
雇
用
確
保
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。
平
成
不
況

下
の
日
本
に
お
け
る
公
共
工
事
と
似
た
よ
う
な
も
の
だ
。 

                              

戦
後
に
登
場
し
、
公
試
運
転
で
四
二
ノ
ッ
ト
を
出
し
た
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
・
ス
テ
ー
ツ United States

（
五
万
三
三
二
九
ト

ン
）
も
、
米
国
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
客

船
で
、
性
格
的
に
は
戦
前
派
に
属
す
る
。
こ
の
船
の
最
高
速
力

は
、
近
年
ま
で
軍
事
機
密
に
な
っ
て
い
た
。 

 

こ
う
し
た
国
家
主
義
に
よ
る
超
豪
華
客
船
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・

ス
タ
ー
の
ビ
ッ
グ
４
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
級
、
ア
キ
タ
ニ
ア
、
バ

リ
ン
の
三
巨
船
と
い
っ
た
大
型
経
済
船
と
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
を

ま
っ
た
く
異
に
し
て
い
る
。
い
わ
ば
突
然
変
異
で
出
て
き
た
よ

う
な
も
の
で
、
現
代
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
つ
な
が
ら
な
い
特

異
な
客
船
群
で
あ
る
と
い
え
る
。 

                

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ル
イ
ー
ゼ
の
新
工
夫 

  

第
一
次
大
戦
後
の
こ
う
し
た
客
船
界
の
変
動
の
な
か
で
、
ハ

パ
ク
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
バ
リ
ン
ら
が
一
九
世
紀
末
か
ら
は
じ
め

た
ク
ル
ー
ズ
事
業
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。 

 

ク
ル
ー
ズ
の
芽
は
着
実
に
そ
だ
っ
て
い
た
。
超
豪
華
客
船
が

出
現
し
た
と
こ
ろ
で
、
冬
季
の
北
大
西
洋
航
路
利
用
客
の
激
減

だ
け
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
ロ
ン
グ
ク
ル
ー
ズ
に
出
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
。 

 

二
〇
世
紀
初
め
に
は
、
二
万
ト
ン
近
い
サ
イ
ズ
の
専
用
ク
ル

ー
ズ
船
も
出
現
し
た
。
ハ
パ
ク
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ル
イ
ー
ゼ  

Victoria Luise

（
一
万
六
五
〇
二
ト
ン
）
が
そ
れ
。
国
家
主

義
に
よ
る
超
豪
華
客
船
と
異
な
り
、
性
格
的
に
現
代
の
ク
ル
ー

ズ
船
に
似
た
船
で
あ
る
。 

 

一
八
九
一
年
に
バ
リ
ン
が
、
大
西
洋
航
路
客
船
の
ア
ウ
グ
ス

タ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
を
ク
ル
ー
ズ
船
に
転
用
し
成
功
し
た
こ
と

は
第
一
話
で
ふ
れ
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ル
イ

ー
ゼ
に
引
き
継
が
れ
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ル
イ
ー
ゼ
の
前
身

は
、
一
九
〇
〇
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ド
イ
ッ
チ
ュ
ラ
ン
ト 

 

ドイツの北大西洋航路客船ブレーメン 

 

フランスの北大西洋航路客船ノルマンディー 

 
米国の北大西洋航路客船ユナイテッド・ステーツ 
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Deutschland

。
バ
リ
ン
が
北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
社
の
高
速
船
志

向
に
刺
激
さ
れ
て
建
造
し
た
ス
ピ
ー
ド
重
視
の
大
西
洋
航
路
客

船
で
あ
る
。 

 

四
連
成
汽
機
で
四
本
煙
突
を
持
つ
ド
イ
ッ
チ
ュ
ラ
ン
ト
は
、

北
大
西
洋
航
路
で
初
め
て
二
三
ノ
ッ
ト
を
超
え
る
高
速
で
横
断

し
た
。
む
ろ
ん
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
記
録
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

記
録
は
す
ぐ
に
北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
社
の
高
速
船
群
に
よ
っ
て

破
ら
れ
た
。
結
局
、
ハ
パ
ク
客
船
で
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
に
か
が
や

い
た
の
は
、
ド
イ
ッ
チ
ュ
ラ
ン
ト
だ
け
で
終
わ
っ
た
。 

ド
イ
ッ
チ
ュ
ラ
ン
ト
に
は
欠
陥
が
あ
っ
た
。
振
動
が
ひ
ど
か

っ
た
の
で
あ
る
。
速
力
を
上
げ
る
と
、
船
首
か
ら
船
尾
ま
で
船

全
体
が
振
動
を
お
こ
し
た
と
い
う
。
船
客
た
ち
は
、
大
西
洋
を

五
日
で
横
断
で
き
る
か
わ
り
に
、
航
海
中
ず
っ
と
振
動
に
耐
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
悪
評
は
や
が
て
、
船
客

数
に
影
響
を
あ
た
え
は
じ
め
た
（
注3

）。 

                

一
一
年
後
の
一
九
一
一
年
、
バ
リ
ン
は
つ
い
に
同
船
を
あ
き

ら
め
、
小
さ
な
エ
ン
ジ
ン
に
換
装
し
て
、
ク
ル
ー
ズ
船
に
転
用

す
る
こ
と
に
し
た
。
新
船
名
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ル
イ
ー
ゼ
。

五
年
前
に
海
難
で
う
し
な
わ
れ
た
ク
ル
ー
ズ
ヨ
ッ
ト
、
プ
リ
ン

ツ
ェ
シ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ル
イ
ー
ゼ
と
同
じ
く
、
皇
帝
の

王
女
名
か
ら
と
ら
れ
た
船
名
で
あ
る
。
船
客
定
員
は
、
ワ
ン
ク

ラ
ス
の
四
八
七
人
に
お
さ
え
ら
れ
た
。
速
力
は
一
七
・
五
ノ
ッ

ト
。
乗
り
心
地
の
よ
い
ク
ル
ー
ズ
船
が
誕
生
し
た
。
船
体
の
色

も
、
ク
ル
ー
ズ
船
ら
し
く
白
塗
装
に
な
っ
た
（
注4

）。 

 

翌
年
か
ら
第
一
次
大
戦
の
年
ま
で
、
こ
の
船
は
大
西
洋
横
断

航
海
と
ク
ル
ー
ズ
の
両
方
に
就
航
し
た
。
ク
ル
ー
ズ
海
域
は
、

カ
リ
ブ
海
、
地
中
海
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
海
域
で
、
と
く
に
冬

季
の
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
は
魅
力
商
品
と
な
っ
た
。
カ
リ
ブ
海

は
い
ま
で
は
、
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
の
中
心
で
あ
る
が
、
こ
の
海

域
の
ク
ル
ー
ズ
を
本
格
的
に
は
じ
め
た
の
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・

ル
イ
ー
ゼ
が
最
初
で
あ
る
。 

 

カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
に
は
、
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。
寄
港
す
る
島
々
の
港
湾
施
設
が
貧
弱

な
た
め
、
船
が
着
岸
で
き
な
い
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
事
情
は
、

改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
、
い
ま
も
つ
づ
い
て
い
る
。 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ル
イ
ー
ゼ
は
、
こ
れ
を
巧
妙
な
方
法
で
解

決
し
た
。
寄
港
地
の
沖
合
に
停
泊
し
、
自
前
の
ボ
ー
ト
を
使
っ

て
観
光
上
陸
す
る
方
式
を
と
っ
た
の
だ
。
新
工
夫
で
あ
る
。 

 

同
船
は
ダ
ン
プ
フ
ボ
ー
ト
（Dampfboot

）
と
い
う
小
汽
船
を

積
ん
で
い
た
。
島
に
着
く
と
、
こ
の
小
汽
船
が
船
客
を
乗
せ
た

二
～
三
隻
の
救
命
ボ
ー
ト
を
曳
航
す
る
わ
け
だ
。
こ
れ
だ
と
、

ど
ん
な
小
さ
な
島
で
も
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（
注5

）。 

 
こ
ん
に
ち
、大
型
ク
ル
ー
ズ
船
で
小
さ
な
港
に
寄
港
す
る
と
、

船
客
は
、
救
命
ボ
ー
ト
を
兼
ね
た
エ
ン
ジ
ン
つ
き
の
テ
ン
ダ
ー

ボ
ー
ト
（
は
し
け
）
で
上
陸
し
帰
船
す
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・

ル
イ
ー
ゼ
の
上
陸
方
式
は
そ
の
ル
ー
ツ
と
い
え
る
。 

  

世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
の
は
じ
ま
り 

  

現
代
の
ク
ル
ー
ズ
は
、
庶
民
対
象
の
三
～
一
〇
泊
ぐ
ら
い
の

ク
ル
ー
ズ
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
が
、
む
か
し
は
、
何
週
間
も

旅
す
る
ロ
ン
グ
ク
ル
ー
ズ
が
多
か
っ
た
。
む
ろ
ん
富
裕
層
が
対

象
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
そ
の
ロ
ン
グ
ク
ル
ー
ズ
に

新
し
い
企
画
が
登
場
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
ク
ル
ー
ズ
、
す
な
わ
ち

世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。 

 

一
九
一
四
年
に
開
通
し
た
パ
ナ
マ
運
河
が
、
き
っ
か
け
に
な

っ
た
。
運
河
開
通
に
よ
り
、
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
は
む
ず
か
し

い
企
画
で
は
な
く
な
っ
た
。
北
大
西
洋
航
路
の
有
名
客
船
が
、

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
冬
季
に
な
る
と
、
旅
行
社
に
チ
ャ
ー
タ
ー
さ

れ
て
世
界
周
遊
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
客
船
会
社
が
自
主
運

航
す
る
ク
ル
ー
ズ
も
現
れ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
欧
米
人
が
企

画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
体
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

英
国
の
史
書
に
は
、
一
八
八
〇
年
代
の
初
め
に
、
英
国
の
企
業

家
が
、
元
Ｐ
＆
Ｏ
社
の
地
中
海
航
路
客
船
セ
イ
ロ
ン

Ceylon

（
二
一
一
〇
ト
ン
）
を
改
装
し
た
ク
ル
ー
ズ
ヨ
ッ
ト
を
使
っ
て

世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ
な
っ
た
と
あ
る
（
注6

）。 

そ
の
こ
ろ
、
医
療
雑
誌
が
船
旅
の
効
用
を
説
い
た
こ
と
か
ら
、

健
康
目
的
の
ク
ル
ー
ズ
が
実
現
し
た
ら
し
い
。
ク
ル
ー
ズ
が
心

 
ヴィクトリア・ルイーゼ。ドイッチュラントの後身 
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身
の
健
康
に
よ
い
と
い
う
の
は
、
筆
者
の
体
験
か
ら
も
う
な
ず

け
る
こ
と
だ
。
当
時
は
、
パ
ナ
マ
運
河
が
な
か
っ
た
か
ら
、
南

米
の
南
端
で
は
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
を
抜
け
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

二
〇
世
紀
の
初
め
に
登
場
し
た
バ
リ
ン
の
ク
ル
ー
ズ
ヨ
ッ
ト
、

プ
リ
ン
ツ
ェ
シ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ル
イ
ー
ゼ
は
、
デ
ビ
ュ

ー
ク
ル
ー
ズ
に
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
予
定
し
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
い
た
中
国
寄
港
が
、
義
和
団
事
件
の
た
め
キ
ャ
ン
セ
ル

に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。 

                

結
局
、観
光
目
的
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
が
実
現
す
る
の
は
、

も
っ
と
あ
と
に
な
っ
た
。
ハ
パ
ク
の
大
西
洋
航
路
客
船
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド Cleveland

（
一
万
六
九
六
〇
ト
ン
）
の
ワ
ー
ル
ド

ク
ル
ー
ズ
が
最
初
で
あ
る
。
時
期
は
、
一
九
〇
九
年
の
冬
か
ら

翌
年
の
春
に
か
け
て
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
。
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
事
件

の
三
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
、
日
本
で
は
明
治
末
年
で
あ
る
。
こ

の
と
き
も
ま
だ
パ
ナ
マ
運
河
は
な
か
っ
た
。 

 

一
九
〇
九
年
一
二
月
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
は
米
国
人
観
光
客

を
乗
せ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
航
。
地
中
海
、
ス
エ
ズ
運
河
、

イ
ン
ド
洋
を
へ
て
日
本
に
も
来
航
し
、
翌
年
二
月
に
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
到
着
し
た
。
い
ま
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
と
ち
が

う
の
は
、
こ
こ
で
折
り
返
し
、
西
回
り
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
戻

っ
た
こ
と
だ
。
船
客
も
新
し
く
入
れ
替
わ
っ
た
。
同
船
は
、
こ

の
よ
う
な
変
則
的
な
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
、
第
一
次
大
戦
勃

発
ま
で
毎
年
お
こ
な
い
、
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
な
っ
た
（
注7

）。 

パ
ナ
マ
、
ス
エ
ズ
の
両
運
河
を
通
過
す
る
文
字
ど
お
り
の
世

界
一
周
ク
ル
ー
ズ
が
出
現
し
た
の
は
、
ず
っ
と
の
ち
の
一
九
二

二
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
の
冬
季
で
あ
る
。
こ
の
シ
ー
ズ
ン

に
は
い
っ
き
ょ
に
、
四
隻
も
の
客
船
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
世

界
一
周
の
大
航
海
に
出
た
。
船
が
余
っ
て
い
た
の
だ
。 

                

そ
の
背
景
に
は
、新
大
陸
に
渡
る
移
民
客
の
激
減
が
あ
っ
た
。

原
因
は
、
米
国
の
移
民
制
限
政
策
に
あ
る
。
米
国
は
そ
の
前
年

の
一
九
二
一
年
の
移
民
法
で
欧
州
か
ら
の
年
間
移
民
総
数
を
三

五
万
七
〇
〇
〇
人
と
し
、
一
九
二
四
年
の
移
民
法
で
は
、
こ
れ

を
さ
ら
に
一
五
万
人
に
へ
ら
し
た
の
だ
。 

 

船
会
社
の
台
所
は
火
の
車
に
な
っ
た
。
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ

の
よ
う
な
新
企
画
に
と
び
つ
か
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
た
わ
け
だ
。
一
般
庶
民
の
観
光
客
を
と
り
こ
む
た
め
、
キ
ュ

ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
が
新
三
等
と
で
も
い
う
べ
き
ツ
ー
リ
ス
ト
ク

ラ
ス
を
設
け
た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。 

  

ラ
コ
ニ
ア
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ 

  

さ
て
、
一
九
二
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

出
航
し
た
四
隻
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 

そ
の
第
一
船
は
、
二
二
年
一
一
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
航

し
た
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
の
ラ
コ
ニ
ア Laconia

（
一
万
九

六
八
〇
ト
ン
）
で
あ
る
。（
注8

） 

 

ル
ー
ト
は
西
回
り
で
、
旅
行
会
社
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
キ
ス
プ

レ
ス
の
チ
ャ
ー
タ
ー
に
よ
る
一
三
〇
日
間
の
大
航
海
で
あ
っ
た
。

寄
港
地
は
二
五
港
。
ハ
バ
ナ
、
コ
ロ
ン
（
パ
ナ
マ
運
河
）、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ヒ
ロ
、
ホ
ノ
ル
ル
、
横
浜
、
神
戸
、
大
連
、

天
津
、
上
海
、
基
隆
、
香
港
、
マ
ニ
ラ
、
バ
タ
ビ
ア
（
現
ジ
ャ

カ
ル
タ
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ラ
ン
グ
ー
ン
（
現
ヤ
ン
ゴ
ン
）、

 

最初の世界一周クルーズをおこなったセイロン 

 
サンフランシスコ折り返しの世界一周クルーズをおこなった

ドイツ客船クリーブランド。サンフランシスコにおける同船 
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カ
ル
カ
ッ
タ
、
コ
ロ
ン
ボ
、
ボ
ン
ベ
イ
（
現
ム
ン
バ
イ
）、
ポ
ー

ト
ス
ー
ダ
ン
、
ス
エ
ズ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
、
ナ
ポ
リ
、
モ

ン
テ
カ
ル
ロ
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
で
あ
る
。 

 

横
浜
で
は
日
光
と
鎌
倉
、
神
戸
で
は
京
都
と
奈
良
へ
の
ツ
ア

ー
が
組
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
か
つ
て
の
外
国
船
の
世
界
一
周
ク

ル
ー
ズ
は
、
日
本
寄
港
を
有
力
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
し
て

い
た
。
日
本
を
素
通
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
近
年
の
世
界

一
周
ク
ル
ー
ズ
と
は
大
ち
が
い
だ
（
注9
）。 

               

ラ
コ
ニ
ア
以
外
の
三
隻
は
、
同
じ
キ
ュ
ナ
ー
ド
の
サ
マ
リ

アSamaria

（
ラ
コ
ニ
ア
と
同
型
）、
ハ
パ
ク
の
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト 

Resolute

（
一
万
九
六
五
三
ト
ン
）、
英
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
社
（Canadian Pacific  Steamship  

略
称
Ｃ

Ｐ
社
）
の
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス 

Empress 
of 

France

（
一
万
八
四
八
五
ト
ン
）
で
あ
る
。 

 

い
ず
れ
も
旅
行
会
社
の
チ
ャ
ー
タ
ー
に
よ
る
も
の
で
、
翌
二

三
年
一
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
帆
し
て
い
る
。
寄
港
地
も
似

た
よ
う
な
も
の
。
た
だ
し
サ
マ
リ
ア
だ
け
は
、
地
中
海
か
ら
ス

エ
ズ
運
河
経
由
で
東
ア
ジ
ア
に
来
航
。
太
平
洋
を
横
断
し
て
、

パ
ナ
マ
運
河
経
由
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
帰
る
最
初
の
東
回
り
世

界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ
な
っ
た
（
注10

）。 

 

西
回
り
と
東
回
り
で
は
ど
う
ち
が
う
の
か
。 

 

筆
者
の
経
験
で
は
、西
回
り
だ
と
ト
ク
を
し
た
気
分
に
な
る
。

時
間
を
す
こ
し
ず
つ
遅
ら
せ
る
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
東
回
り
だ

と
、
一
日
が
二
三
時
間
の
日
が
出
て
く
る
の
で
、
な
ん
と
な
く

忙
し
い
。
寝
不
足
に
も
な
り
が
ち
だ
。 

 

と
も
あ
れ
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
、
ハ
パ
ク
、
Ｃ
Ｐ
社
の
定
期
客
船

を
転
用
し
た
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
は
好
評
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
ン
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
、
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
と
い
っ
た
大
手

旅
行
会
社
は
、
毎
年
、
こ
の
三
社
の
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
世

界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
定

期
客
船
は
、
二
〇
〇
〇
人
を
こ
え
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
持
っ

て
い
た
が
、
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
の
と
き
に
は
、
旅
客
定
員
を

四
〇
〇
人
ほ
ど
に
お
さ
え
た
。
三
等
客
室
を
閉
鎖
し
、
一
等
客

室
と
一
部
の
二
等
客
室
だ
け
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

ク
ル
ー
ズ
料
金
は
ど
の
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
か
。 

 

た
と
え
ば
、
ラ
コ
ニ
ア
の
最
初
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
の
ば

あ
い
、
安
い
客
室
で
一
三
五
〇
ド
ル
。
一
日
あ
た
り
に
す
る
と

一
〇
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ

の
料
金
は
こ
の
時
代
、
最
多
料
金
帯
で
二
〇
〇
〇
ド
ル
か
ら
四

〇
〇
〇
ド
ル
ま
で
の
水
準
だ
っ
た
よ
う
だ
。
一
日
あ
た
り
に
す

る
と
一
五
～
三
〇
ド
ル
で
あ
る
（
注11

）。 

 
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ン
の
来
日 

  

戦
前
、最
も
多
く
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、

何
と
い
う
船
で
あ
ろ
う
か
。 

 

私
の
知
る
か
ぎ
り
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
の
フ
ラ
ン
コ
ニ

ア Franconia

（
ラ
コ
ニ
ア
と
同
型
）
で
あ
る
。
一
九
三
八
年

ま
で
に
一
四
回
も
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

キ
ュ
ナ
ー
ド
は
、
北
大
西
洋
航
路
だ
け
で
な
く
、
世
界
一
周
ク

ル
ー
ズ
で
も
長
い
伝
統
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

フ
ラ
ン
コ
ニ
ア
は
日
本
に
も
や
っ
て
き
た
。
横
浜
み
な
と
博

物
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
港
の
検
疫
船
原
簿
に
よ
る
と
、
一
九
三

〇
年
、
三
一
年
、
三
六
年
、
三
七
年
と
四
回
寄
港
し
て
い
る
。

こ
の
原
簿
は
欠
落
年
が
あ
る
の
で
、
じ
っ
さ
い
は
そ
れ
以
上
来

航
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

第
二
次
大
戦
後
は
ど
う
か
。
戦
後
は
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ

ス
２ Queen Elizabeth 2

（
略
称
Ｑ
Ｅ
２
）
が
断
然
多
い
。 

Ｑ
Ｅ
２
も
、
日
本
に
何
度
も
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
日
本

人
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
と
と
も
に
、
日
本
の
ク

ル
ー
ズ
文
化
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
あ
た
え
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
戦
前
も
Ｑ
Ｅ
２
な
み
の
衝
撃
を
日
本
人
に
与
え

た
外
国
船
が
あ
る
。
一
九
三
一
年
に
誕
生
し
た
Ｃ
Ｐ
社
の
エ
ン

プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ン Empress of Britain

（
四
万
二

三
四
八
ト
ン
）
で
あ
る
。 

 

こ
の
船
は
、
冬
季
の
ク
ル
ー
ズ
を
予
定
し
て
新
造
さ
れ
た
最

初
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
で
あ
る
。
毎
年
、
五
月
か
ら
一
一
月

ま
で
は
北
大
西
洋
航
路
に
張
り
つ
き
、
大
西
洋
の
往
来
が
減
少

す
る
冬
季
に
は
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
に
出
た
。 

 

初の世界一周クルーズ（西回り）をおこなったラコニア 
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そ
の
た
め
の
工
夫
も
し
た
。
四
つ
の
ス
ク
リ
ュ
ー
を
持
ち
、

二
四
ノ
ッ
ト
で
航
海
し
た
が
、
ク
ル
ー
ズ
の
と
き
に
は
、
外
側

の
二
つ
を
は
ず
し
て
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
走
り
、
燃
料
コ
ス

ト
の
節
減
を
は
か
っ
た
（
注

12

）。
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
一
九

八
〇
年
に
北
大
西
洋
航
路
客
船
フ
ラ
ン
ス France

（
六
万
六
三

四
八
ト
ン
）
が
ク
ル
ー
ズ
船
ノ
ル
ウ
ェ
ー Norway

と
し
て
復

活
し
た
と
き
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。 

                

エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ン
の
初
来
日
は
一
九
三
二
年

二
月
末
。
前
年
四
月
に
英
国
で
誕
生
し
た
ば
か
り
で
、
こ
れ
が

最
初
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
で
あ
っ
た
。 

 

ち
ょ
う
ど
上
海
事
変
で
日
中
両
軍
が
衝
突
し
、
物
情
騒
然
と

し
て
い
た
こ
ろ
だ
。
新
聞
で
は
爆
弾
三
勇
士
の
偉
功
が
大
々
的

に
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
日
本
寄
港
中
の
三
月
六
日
に
は
、
三
井

合
名
理
事
長
の
団
琢
磨
が
血
盟
団
員
に
暗
殺
さ
れ
る
事
件
が
お

こ
っ
た
。
こ
う
し
た
血
な
ま
ぐ
さ
い
報
道
の
脇
に
、「
海
上
都
市

来
る
」と
い
う
見
出
し
で
初
来
航
を
伝
え
る
記
事
が
出
て
い
る
。 

  
 

三
日
午
前
八
時
西
方
の
春
を
乗
せ
て
世
界
最
大
の
観
光
船

カ
ナ
ダ
太
平
洋
鉄
道
の
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ヴ
・
ブ
リ
テ
ン
号

（
四
二
三
〇
〇
ト
ン
）
が
横
浜
へ
入
港
し
た
。
船
体
に
ぶ
ち

込
ん
だ
数
百
万
の
リ
ベ
ッ
ト
に
早
春
の
光
り
を
反
射
さ
せ

な
が
ら
。
大
桟
橋
の
繋
留
場
所
二
隻
分
を
ぶ
つ
こ
抜
い
て
長

さ
二
町
十
間
ば
か
り
の
で
か
い
図
体
が
な
が
な
が
と
寝
そ

べ
つ
た
ブ
リ
テ
ン
号
の
恰
好
は
ど
う
し
た
つ
て
汽
船
で
な

い
。
ま
づ
丸
ビ
ル
を
黄
色
に
塗
つ
て
そ
れ
に
大
煙
突
を
三
本

お
つ
立
て
て
海
に
浮
か
し
た
と
思
へ
ば
い
い
（
三
月
四
日
付

『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
） 

  

三
本
煙
突
、
純
白
塗
装
の
こ
の
船
の
大
き
さ
に
驚
い
た
新
聞

記
者
の
気
持
ち
が
率
直
に
表
れ
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。
Ｃ
Ｐ
社

の
最
大
客
船
で
あ
っ
た
同
船
は
、
戦
前
の
日
本
を
訪
れ
た
最
大

客
船
で
も
あ
っ
た
。 

  

日
光
で
一
泊
す
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー 

 

エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ン
の
最
初
の
世
界
一
周
ク
ル

ー
ズ
は
、
東
回
り
で
あ
っ
た
。 

 

一
九
三
一
年
一
二
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
航
。
フ
ン
シ
ャ

ル
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
、
ア
ル
ジ
ェ
、
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
、
ナ
ポ
リ
、

ア
テ
ネ
、
ハ
イ
フ
ァ
、
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
、
ス
エ
ズ
、
ボ
ン
ベ
イ
、

コ
ロ
ン
ボ
、
パ
ダ
ン
（
ス
マ
ト
ラ
）、
バ
タ
ビ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
バ
ン
コ
ク
、
マ
ニ
ラ
、
香
港
、
上
海
、
秦
皇
島
、
別
府
、

神
戸
、
横
浜
、
ホ
ノ
ル
ル
、
ヒ
ロ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
、
バ
ル
ボ
ア
（
パ
ナ
マ
運
河
）、
ク
リ
ス
ト
バ
ル
、

ハ
バ
ナ
の
二
九
港
を
訪
れ
、
翌
三
二
年
四
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
帰
着
し
た
。
日
数
は
一
二
八
日
間
で
あ
る
。 

 

船
客
は
、
米
国
人
と
英
国
人
を
中
心
に
三
六
〇
人
。
金
持
ち

ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
の
船
の
船
客
定
員
は
約
一
二
〇
〇
人
で
あ

る
が
、
ク
ル
ー
ズ
の
と
き
に
は
、
三
分
の
一
の
四
〇
〇
人
以
下

に
お
さ
え
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
世
界
一
周
の
ク
ル
ー
ズ
料
金

は
最
低
で
二
〇
〇
〇
ド
ル
。一
日
あ
た
り
一
五
ド
ル
半
で
あ
る
。 

 

日
本
の
寄
港
地
は
別
府
、
神
戸
、
横
浜
の
三
港
。
別
府
に
一

泊
、
神
戸
と
横
浜
に
は
各
三
泊
し
た
（
注13

）。 

 

別
府
は
沖
が
か
り
。
関
門
海
峡
の
連
絡
船
一
隻
が
チ
ャ
ー
タ

ー
さ
れ
、
テ
ン
ダ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
っ
た
。
神
戸
で
は
、
一

等
車
六
両
編
成
の
特
別
列
車
が
港
の
引
込
線
に
入
り
、
京
都
と

奈
良
へ
の
見
物
客
を
は
こ
ん
だ
。
別
府
と
神
戸
で
の
ツ
ア
ー
の

費
用
は
、
ク
ル
ー
ズ
料
金
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。 

 

横
浜
で
は
、
日
光
で
一
泊
す
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
が
企

画
さ
れ
た
。
定
員
は
一
〇
〇
人
。
費
用
は
一
人
二
五
ド
ル
。
朝

九
時
す
ぎ
に
食
堂
車
つ
き
の
特
別
列
車
で
港
を
出
発
。
午
後
三

時
に
日
光
に
着
き
（
昼
食
は
食
堂
車
）、
ホ
テ
ル
で
夕
食
を
楽
し

み
、
一
泊
し
た
。
翌
日
は
日
光
見
物
。
昼
食
を
ホ
テ
ル
で
と
っ

た
の
ち
、
午
後
三
時
ま
え
に
ホ
テ
ル
を
出
発
、
特
別
列
車
に
乗

り
、
午
後
七
時
す
ぎ
に
港
に
も
ど
る
と
い
う
豪
勢
な
ツ
ア
ー
で

あ
る
（
夕
食
は
船
内
）。 

 

現
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
は
、
朝
入
港
し
て
夜
出
航
す
る
の
が
ふ

つ
う
だ
。
し
た
が
っ
て
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
も
半
日
コ
ー

 

冬季のクルーズを予定して新造された最初の北大西洋航路客船

エンプレス・オブ・ブリテン 
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ス
、
一
日
コ
ー
ス
と
あ
り
、
日
帰
り
が
多
い
。
む
か
し
の
よ
う

に
一
泊
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と
い
う
の
は
少
な
い
。
費
用

も
、
ク
ル
ー
ズ
と
は
別
料
金
に
な
っ
て
い
る
。 

 

同
船
は
、
こ
の
年
か
ら
一
九
三
七
年
ま
で
、
毎
年
春
に
日
本

を
訪
れ
た
。
翌
三
八
年
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
で
は
、
日
中
戦

争
た
け
な
わ
の
日
本
と
中
国
を
避
け
、
Ｃ
Ｐ
社
の
客
船
と
し
て

初
め
て
豪
州
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
寄
港
し
て
い
る
。
と
も

あ
れ
、戦
前
の
日
本
人
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
と
い
う
点
で
、

こ
の
船
以
上
の
外
国
客
船
は
な
い
。 

エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ン
の
よ
う
に
、
冬
季
の
ク
ル

ー
ズ
就
航
を
視
野
に
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
そ
の
後
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
に
引
き

継
が
れ
た
。
英
国
船
で
は
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
社
が
第
二
次
大
戦
後

ま
も
な
く
建
造
し
た
カ
ロ
ニ
ア Caronia

（
二
代
、
三
万
四
一

八
三
ト
ン
）
が
、
こ
れ
を
踏
襲
し
た
。 

カ
ロ
ニ
ア
は
ク
ル
ー
ズ
船
だ
が
、
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
、

ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー
の
両
姉
妹
が
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
ド
ッ
ク

入
り
し
た
と
き
、
そ
の
代
替
船
と
し
て
北
大
西
洋
航
路
に
入
れ

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
た
。
グ
リ
ー
ン
塗
装
の
同
船
は
、
一

九
五
二
年
に
初
来
日
し
て
い
る
。 

  

豪
勢
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
世
界
一
周 

  

こ
う
し
た
戦
前
か
ら
の
ぜ
い
た
く
な
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
は
、

フ
ラ
ン
ス
が
一
九
七
〇
年
代
の
初
め
に
お
こ
な
っ
た
航
海
が
最

後
に
な
っ
た
。 

「
ド
ゴ
ー
ル
の
遺
産
」
と
い
わ
れ
た
こ
の
超
豪
華
客
船
が
、
ル

ア
ー
ブ
ル
か
ら
最
初
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
に
出
航
し
た
の
は

一
九
七
二
年
早
春
だ
っ
た
。
日
数
は
九
一
日
間
で
西
回
り
。
幅

が
約
三
四
メ
ー
ト
ル
あ
る
こ
の
巨
船
は
、
パ
ナ
マ
運
河
が
通
れ

な
い
の
で
南
米
の
南
端
か
ら
太
平
洋
に
出
た
（
注14

）。 

 

乗
船
者
は
一
一
〇
〇
人
。
金
持
ち
ば
か
り
だ
っ
た
。
荷
物
だ

け
を
置
く
た
め
に
特
別
客
室
を
確
保
し
た
船
客
が
五
二
人
も
い

た
。
航
海
の
最
大
の
売
り
物
は
な
ん
と
い
っ
て
も
フ
ラ
ン
ス
料

理
。
一
八
〇
人
の
コ
ッ
ク
が
腕
を
振
る
い
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ

ュ
に
は
同
じ
料
理
を
二
度
出
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

香
港
に
寄
港
し
た
の
は
二
月
下
旬
。
あ
の
歴
史
的
な
ニ
ク
ソ

ン
訪
中
と
同
時
だ
っ
た
。
寄
港
中
、
中
国
ツ
ア
ー
を
申
し
込
ん

だ
船
客
の
受
け
入
れ
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
中
国
側
に
拒
絶
さ

れ
て
い
る
。 

フ
ラ
ン
ス
は
、
北
大
西
洋
航
路
か
ら
撤
退
し
た
一
九
七
四
年

に
も
世
界
一
周
に
出
て
い
る
。
ル
ア
ー
ブ
ル
を
一
月
初
め
に
出

航
し
、西
回
り
に
航
海
し
た
。こ
の
と
き
は
八
五
〇
人
が
乗
船
。

そ
の
四
分
の
一
が
億
万
長
者
だ
と
い
わ
れ
た
。
香
水
王
の
コ
テ

ィ
夫
人
や
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
の
リ
グ
レ
ー
一
家
と
い
っ
た
人
た

ち
で
あ
る
。
船
客
の
多
く
は
愛
犬
同
伴
だ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
の

画
家
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
（Salvador Dali 1904-1988

）

は
、
豹
を
つ
れ
て
乗
っ
た
。「
蛇
は
こ
れ
ま
で
も
何
回
か
お
乗
せ

し
ま
し
た
が
、
豹
は
初
め
て
」
と
は
、
パ
ー
サ
ー
（
事
務
長
）

の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
（
注15

）。 

                

こ
の
年
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
船
主
フ
レ
ン
チ
・
ラ
イ
ン
へ
の

補
助
金
打
ち
切
り
を
発
表
。
膨
大
な
赤
字
を
垂
れ
流
す
フ
ラ
ン

ス
は
お
払
い
箱
に
な
っ
た
。
引
導
を
渡
し
た
の
は
当
時
の
財
務

相
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン(Valery Giscard d´

Estaing)

で
あ
る
（
注

16

）。
こ
の
時
点
で
、
同
船
が
の
ち
に
ク
ル
ー
ズ

船
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
変
身
し
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
時
代
の
パ
イ
オ

ニ
ア
に
な
る
と
は
、
だ
れ
が
予
想
し
た
だ
ろ
う
か
。 

 

ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
の
世
界
一
周 

  

こ
れ
ま
で
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
最
も
多
く
お
こ
な
っ
た
船

は
、
こ
の
本
で
た
び
た
び
登
場
す
る
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス

２
（
Ｑ
Ｅ
２
）
で
あ
る
。 

Ｑ
Ｅ
２
が
最
初
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ
な
っ
た
の

は
、
完
成
し
て
六
年
後
の
一
九
七
五
年
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
四

半
世
紀
以
上
、
毎
年
春
に
な
る
と
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
、
太
平

洋
一
周
ク
ル
ー
ズ
と
い
っ
た
ロ
ン
グ
ク
ル
ー
ズ
に
出
た
。
そ
の

途
中
た
び
た
び
日
本
に
来
航
し
て
い
る
こ
と
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
つ
う
じ
て
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

世界一周クルーズで香港に寄港したフランス 
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一
九
七
五
年
の
最
初
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
は
、
一
月
に
サ

ウ
サ
ン
プ
ト
ン
を
出
航
し
、
四
月
上
旬
に
同
港
に
帰
着
す
る
九

二
日
間
の
航
海
で
、ル
ー
ト
は
東
回
り
。神
戸
と
横
浜
に
寄
港
。

神
戸
に
は
三
月
五
日
、
横
浜
に
は
同
七
日
に
入
港
し
た
。
船
長

は
、
同
船
の
デ
ビ
ュ
ー
時
に
一
等
航
海
士
だ
っ
た
モ
ー
テ
ィ

マ
・
ヘ
ア
（Mortimer Hehir
）
で
あ
る
。 

                

船
客
数
は
約
一
四
〇
〇
人
。
そ
の
う
ち
世
界
一
周
し
た
の
は

約
一
〇
〇
〇
人
で
、
日
本
か
ら
は
京
都
の
不
動
産
業
者
の
Ｙ
氏

夫
妻
が
乗
船
し
た
。「
船
賃
や
準
備
な
ど
で
一
人
一
〇
〇
〇
万
円

ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
」
と
Ｙ
氏
は
新
聞
記
者
に
述
べ
て
い
る
。 

 

だ
が
、
じ
っ
さ
い
の
世
界
一
周
料
金
は
邦
貨
で
一
五
〇
万
円

か
ら
一
三
〇
〇
万
円
。
高
い
と
は
い
え
仰
天
す
る
ほ
ど
の
金
額

で
は
な
く
、
英
国
人
と
米
国
人
を
主
体
に
弁
護
士
、
医
師
、
実

業
家
ら
多
く
の
市
井
の
金
持
ち
が
乗
っ
て
い
た
。
前
年
の
フ
ラ

ン
ス
の
ク
ル
ー
ズ
と
は
、
そ
の
点
が
異
な
っ
て
い
た
。 

 

こ
の
Ｑ
Ｅ
２
の
航
海
を
契
機
に
、
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
企

画
す
る
客
船
会
社
は
、
集
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
富
裕
層
だ
け
で

な
く
中
流
層
ま
で
広
げ
た
。
そ
の
意
味
で
も
七
五
年
の
Ｑ
Ｅ
２

の
世
界
一
周
は
画
期
的
な
ク
ル
ー
ズ
で
あ
っ
た
。 

 

私
事
で
恐
縮
だ
が
、
筆
者
は
こ
の
記
念
す
べ
き
Ｑ
Ｅ
２
初
の

世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
に
横
浜
か
ら
ホ
ノ
ル
ル
ま
で
乗
船
し
た
。 

 

横
浜
か
ら
の
日
本
人
乗
船
者
は
九
一
人
。
作
家
の
早
乙
女
貢

氏
も
い
て
、
昼
間
か
ら
フ
ォ
ー
マ
ル
の
装
い
で
船
内
を
闊
歩
し

て
い
た
が
、
同
乗
者
の
ほ
と
ん
ど
は
私
の
よ
う
な
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
だ
っ
た
。
そ
の
一
人
で
あ
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

一
戸
恒
彦
青
年
は
、
ダ
ン
ス
大
会
で
み
ご
と
優
勝
し
た
。 

 

有
名
人
で
は
無
声
映
画
時
代
か
ら
の
名
女
優
リ
リ
ア
ン
・
ギ

ッ
シ
ュ
（Lilian Gish

）
が
乗
っ
て
い
た
。
当
時
七
八
才
。
め

っ
た
に
姿
を
現
さ
な
か
っ
た
が
、
一
戸
青
年
は
客
室
が
隣
だ
っ

た
の
で
た
び
た
び
彼
女
と
顔
を
あ
わ
せ
た
と
い
う
。
途
中
、
日

付
変
更
線
を
通
過
し
た
日
は
記
念
デ
ィ
ナ
ー
で
祝
い
、
船
長
の

署
名
入
り
の
美
し
い
通
過
証
明
書
が
船
客
全
員
に
配
ら
れ
た
。 

            

筆
者
が
い
ま
で
も
印
象
に
の
こ
っ
て
い
る
の
は
、
客
室
担
当

の
老
ル
ー
ム
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
ア
キ
タ
ニ
ア
に
も
乗
り

組
ん
だ
と
い
う
背
の
高
い
英
国
人
で
、
制
服
を
き
ち
っ
と
着
こ

な
し
、
わ
か
り
や
す
い
英
語
で
き
め
こ
ま
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
く
れ
た
。
こ
の
時
期
の
Ｑ
Ｅ
２
に
は
、
往
年
の
大
西
洋
航
路

客
船
の
伝
統
を
継
承
す
る
ク
ル
ー
が
何
人
も
乗
り
組
ん
で
い
た
。 

 

フ
ォ
ー
マ
ル
ナ
イ
ト
の
デ
ィ
ナ
ー
に
出
る
と
き
の
こ
と
だ
。

客
室
に
や
っ
て
き
た
く
だ
ん
の
老
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
私
の
よ

そ
お
い
を
た
ん
ね
ん
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
上
が
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
。
英
国
の
小
説
に
出
て
く

る
バ
ト
ラ
ー
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
。 
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史
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Ｓ
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第
六
話 

ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
（
Ｑ
Ｅ
２
） 

                     

 

日
本
で
最
も
知
名
度
が
高
い
外
国
船 

  

日
本
で
最
も
知
名
度
が
高
い
外
国
船
は
、
と
い
え
ば
、
そ
れ

は
、
本
書
で
も
た
び
た
び
登
場
し
て
い
る
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ

ン
の
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
（
Ｑ
Ｅ
２
）
で
あ
る
。 

豪
華
客
船
の
代
名
詞
と
な
っ
た
Ｑ
Ｅ
２
が
初
め
て
日
本
の

港
に
麗
姿
を
現
し
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
七
五
年
の

最
初
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
の
と
き
で
あ
る
。
大
き
さ
は
六
万

六
八
五
一
ト
ン
。
当
時
、
世
界
最
大
の
客
船
だ
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
の
神
戸
と
横
浜
の
人
出
は
い
ま
で
も
語
り
ぐ
さ
に

な
っ
て
い
る
。「
貴
婦
人
」
を
ひ
と
目
み
よ
う
と
、
二
日
間
停
泊

し
た
神
戸
で
は
二
〇
万
人
、
四
日
間
滞
在
し
た
横
浜
で
は
五
二

万
人
が
押
し
よ
せ
、
幕
末
の
開
港
以
来
の
人
出
と
な
っ
た
。 

 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
過
熱
度
も
す
ご
か
っ
た
。
新
聞
は
Ｑ
Ｅ
２

の
初
入
港
を
大
々
的
に
報
じ
、「
豪
華
」「
豪
華
」
の
大
活
字
が

紙
面
で
お
ど
っ
た
。 

                  

同
船
は
そ
の
後
、
何
回
も
来
日
し
た
。
日
本
企
業
に
チ
ャ
ー

タ
ー
さ
れ
、
横
浜
、
東
京
、
大
阪
を
拠
点
に
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ

な
い
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ホ
テ
ル
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
船

旅
文
化
人
に
よ
る
紹
介
書
、
ピ
ク
ト
リ
ア
ル
ブ
ッ
ク
も
た
く
さ

ん
刊
行
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
同
船
は
高
級
ブ
ラ
ン
ド
化
し

た
。
そ
し
て
、
日
本
人
が
最
も
よ
く
知
り
、
最
も
よ
く
乗
る
外

国
船
に
な
っ
た
。 

Ｑ
Ｅ
２
ブ
ラ
ン
ド
が
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
文
化
に
与
え
た
影

響
は
大
き
か
っ
た
。
い
い
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
船
旅
の
高

 

1975年３月、初の世界一周クルーズで横浜に初入港したＱＥ２ 
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級
志
向
、
ス
ノ
ビ
ズ
ム
化
傾
向
な
ど
が
そ
う
で
あ
ろ
う
。
日
本

で
は
近
年
、
邦
船
や
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
が

人
気
だ
が
、
こ
れ
も
同
船
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
筆
者
は
み
て

い
る
。 

  

海
路
と
空
路
の
利
用
客
数
が
逆
転 

  

第
二
次
大
戦
後
、
英
国
政
府
と
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
が
、

新
し
い
北
大
西
洋
航
路
客
船
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め
た
の
は

一
九
五
九
年
で
あ
る
。
古
く
な
っ
て
き
た
ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー

と
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス Queen Elizabeth
（
八
万
三
六

七
三
ト
ン
）
の
代
替
船
（
当
初
の
構
想
は
二
隻
）
を
造
ろ
う
と
い

う
の
が
発
端
で
あ
っ
た
。
キ
ュ
ナ
ー
ド
の
会
長
が
デ
ニ
ス
・
ベ

イ
ツ
大
佐
（Colonel Denis Bates

）
の
時
代
で
あ
る
。 

 

政
府
の
専
門
委
員
会
の
勧
告
に
よ
り
、
こ
の
構
想
は
Ｑ
３
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
集
約
さ
れ
た
。
Ｑ
３
と
は
二
隻
の
先
代
ク

イ
ー
ン
を
継
承
す
る
船
と
い
う
意
味
だ
が
、
造
る
の
は
一
隻
。

つ
ま
り
、
ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー
の
代
替
船
を
建
造
し
、
ク
イ
ー

ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
ペ
ア
を
組
ん
で
、
通
年
の
ウ
イ
ー
ク
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
お
う
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
（
注1

）。 

                 

二
隻
体
制
で
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
に
は
、

平
均
二
八
～
二
九
ノ
ッ
ト
と
い
う
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ

る
。
三
隻
体
制
の
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
時
代
に
は
、
二
二
～
二
三

ノ
ッ
ト
で
可
能
だ
っ
た
が
、
二
隻
だ
と
そ
う
は
い
か
な
い
。
こ

の
た
め
Ｑ
３
は
、
七
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
、
航
海
速
力
二
九
・
五

ノ
ッ
ト
の
大
型
高
速
船
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
ス
ク
リ
ュ
ー
は

四
本
。
先
代
ク
イ
ー
ン
姉
妹
と
同
じ
四
軸
推
進
と
さ
れ
た
。 

                

と
こ
ろ
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
、
世
界
の
旅
客
往
来
の
大

動
脈
で
あ
る
北
大
西
洋
航
路
で
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
が
お
き
て

い
た
。
大
型
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
の
登
場
に
よ
り
、
定
期
客
船
の

旅
客
数
が
航
空
機
の
旅
客
数
に
追
い
ぬ
か
れ
た
の
だ
。 

 

海
路
と
空
路
の
利
用
客
数
が
逆
転
し
た
の
は
、
一
九
五
八
年

で
あ
る
。
定
期
客
船
が
年
間
九
四
万
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
旅

客
機
は
一
一
九
万
人
を
か
ぞ
え
た
。
交
通
革
命
が
進
行
し
て
い

た
の
で
あ
る
。 

 

五
八
年
は
、
米
パ
ン
ナ
ム
社
が
北
大
西
洋
路
線
に
大
型
ジ
ェ

ッ
ト
機
の
ボ
ー
イ
ン
グ
七
〇
七
を
投
入
し
た
年
で
あ
る
。
Ｉ
Ａ

Ｔ
Ａ
（
国
際
航
空
運
送
協
会
）
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
新
設
に

よ
り
、格
安
の
運
賃
が
設
け
ら
れ
た
の
も
、こ
の
年
で
あ
っ
た
。 

 

翌
五
九
年
に
は
、
定
期
客
船
が
八
八
万
人
に
減
っ
た
の
に
対

し
、
旅
客
機
は
一
三
七
万
人
に
激
増
。
大
西
洋
渡
航
客
の
六
割

が
空
路
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
注2

）。
五
九
年
と
い
う

の
は
、
Ｑ
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
年
で
あ
り
、
ホ
ラ
ン

ド
・
ア
メ
リ
カ
・
ラ
イ
ン
（Holland America Line  

略
称

Ｈ
Ａ
Ｌ
）
の
大
西
洋
航
路
客
船
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム Rotterdam

（
三

万
八
六
四
五
ト
ン
）
が
登
場
し
た
年
で
も
あ
る
。
日
本
に
も
た

び
た
び
や
っ
て
き
た
あ
の
五
代
目
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
だ
。 

 

航
路
環
境
の
激
変
に
対
応
す
る
た
め
Ｈ
Ａ
Ｌ
は
、
ロ
ッ
テ
ル

ダ
ム
を
北
大
西
洋
航
路
と
ク
ル
ー
ズ
の
兼
用
船
と
し
て
建
造
し

た
。
大
西
洋
横
断
の
と
き
に
は
二
ク
ラ
ス
（
一
等
と
ツ
ー
リ
ス

ト
）
の
定
期
客
船
に
な
り
、
冬
季
に
は
、
ワ
ン
ク
ラ
ス
の
ク
ル

ー
ズ
船
に
早
変
わ
り
さ
せ
た
の
で
あ
る
（
注3

）。 

 

 

キュナード・ラインの北大西洋航路客船クイーン・メリー。 

ＱＥ２は最初、同船の代替船として計画された 

 

クイーン・エリザベス。ＱＥ２は当初、同船とペアを組んで

北大西洋航路に就航する計画だった 
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空
路
の
利
用
者
は
そ
の
後
も
ふ
え
つ
づ
け
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

が
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
に
出
た
六
一
年
に
は
、
渡
航
客
の
七
割

が
空
に
消
え
て
い
っ
た
。
こ
の
年
は
、
の
ち
に
Ｑ
Ｅ
２
の
ラ
イ

バ
ル
と
な
る
フ
ラ
ン
ス
が
竣
工
し
た
年
で
も
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス

の
処
女
航
海
は
、
ル
ア
ー
ブ
ル
発
着
の
カ
ナ
リ
ア
諸
島
ク
ル
ー

ズ
で
あ
っ
た
。 

                 

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
有
名
船
の
ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー
で
さ

え
、
客
足
の
落
ち
る
冬
季
の
北
大
西
洋
航
路
に
は
、
定
員
（
約

二
〇
〇
〇
人
）
の
一
割
に
も
み
た
な
い
航
海
が
つ
づ
い
た
。
わ

ず
か
五
〇
人
の
船
客
で
出
航
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
僚
船

ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
で
は
、
船
内
を
歩
い
て
五
分
、
一
〇

分
、
ま
っ
た
く
人
影
す
ら
な
い
幽
霊
船
の
よ
う
な
状
態
に
ま
で

な
っ
た
。
六
三
年
の
春
に
は
、
ク
イ
ー
ン
姉
妹
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
初
の
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
に
出
た
。
そ
し
て
結
局
、
メ

リ
ー
は
六
七
年
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
そ
の
翌
年
に
引
退
す
る
。 

  

元
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
基
本
設
計 

  

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
Ｑ
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
白
紙
に
も
ど

さ
れ
た
。
白
紙
を
決
断
し
た
の
は
、
新
任
会
長
の
ブ
ロ
ッ
ク
ル

バ
ン
ク
卿
（Sir John Brocklebank

）
で
あ
る
。
貨
物
船
部

門
の
ベ
テ
ラ
ン
で
、
執
務
中
に
急
死
し
た
ベ
イ
ツ
会
長
に
代
わ

っ
て
会
社
の
指
揮
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

新
た
に
Ｑ
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
登
場
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
ル
バ

ン
ク
卿
は
、
Ｑ
４
を
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
同
様
、
ク
ル
ー
ズ
に
も

使
え
る
北
大
西
洋
航
路
客
船
に
す
る
よ
う
、技
術
陣
に
命
じ
た
。

こ
の
Ｑ
４
が
す
な
わ
ち
Ｑ
Ｅ
２
で
あ
る
。 

 
た
だ
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
期
段
階
で
は
、
北
大
西
洋
航

路
が
「
主
」
で
、
ク
ル
ー
ズ
は
「
従
」
で
あ
っ
た
。
定
期
客
船

と
し
て
就
航
す
る
と
き
に
は
、
旅
客
設
備
も
、
一
等
、
キ
ャ
ビ

ン
、
ツ
ー
リ
ス
ト
の
三
ク
ラ
ス
制
を
想
定
し
て
い
た
。 

 

複
数
の
設
計
チ
ー
ム
が
社
内
に
編
成
さ
れ
た
。
全
体
を
指
揮

し
た
の
は
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
の
造
船
技
師
ダ
ン
・
ワ
ラ
ス
（Dan 

Wallace

）
で
あ
る
。
先
代
ク
イ
ー
ン
姉
妹
が
誕
生
し
た
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
造
船
所
の
製
図
技
師
出
身
で
、

二
姉
妹
の
建
造
に
た
ず
さ
わ
っ
た
の
ち
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
に
入
社

し
た
。
外
形
を
受
け
持
っ
た
の
は
、
英
国
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
（James Gardner

）
で
あ
る
。
Ｑ
３

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
づ
い
て
の
起
用
で
あ
っ
た
。 

 

造
船
屋
の
ワ
ラ
ス
と
異
な
り
、
ガ
ー
ド
ナ
ー
は
な
ん
と
、
元

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
。
の
ち
に
建
築
デ
ザ
イ
ン
に

転
じ
、
博
覧
会
の
よ
う
な
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
名
を
あ
げ
た
。
航
空
機
の
内
装
も
手
が
け
て
い
る
。
Ｑ
Ｅ

２
は
美
形
の
大
型
客
船
と
し
て
人
気
が
高
い
が
、
そ
れ
を
創
造

し
た
の
が
、
極
小
の
造
形
美
を
求
め
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ

ー
出
身
と
は
意
外
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
内
装
チ
ー
ム
を
ま
と

め
た
の
は
デ
ニ
ス
・
レ
ノ
ン
（Dennis Lennon

）
で
あ
る
。
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
内
装
設
計
で
知
ら
れ
る
英
国
人
デ
ザ
イ

ナ
ー
で
、
か
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
ロ
ー
マ
歌
劇
場
の
内
装
改
修

を
手
が
け
て
い
る
（
注4

）。 

 

こ
の
よ
う
に
、
客
船
の
基
本
設
計
を
陸
上
建
築
物
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
方
法
は
、
Ｑ
４
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と

で
は
な
い
。
む
か
し
か
ら
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
の
初
め
、
ハ
パ

ク
の
バ
リ
ン
が
ア
メ
リ
カ
や
三
巨
船
を
建
造
す
る
に
あ
た
り
、

 

北大西洋航路とクルーズの兼用船として建造したＨＡＬの

５代目ロッテルダム  

北大西洋航路の衰退期に登場したフランス 
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内
装
設
計
を
ホ
テ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
メ
ー
ウ
ェ
に
ま
か
せ
た
史

実
を
思
い
お
こ
し
て
ほ
し
い
。 

 

と
は
い
え
、バ
リ
ン
の
三
巨
船
と
Ｑ
４
で
は
時
代
が
ち
が
う
。

技
術
革
新
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
、
造
船
関
連
の
国
際
ル

ー
ル
も
ふ
え
た
。
そ
の
た
め
設
計
全
体
を
と
り
し
き
る
ワ
ラ
ス

は
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
造
船
所
の
次
席
専
務
（
技
術
担
当
）

に
助
力
を
も
と
め
、
ガ
ー
ド
ナ
ー
や
レ
ノ
ン
を
支
援
す
る
体
制

を
つ
く
っ
た
。 

 

か
く
し
て
一
九
六
四
年
も
お
し
つ
ま
っ
た
一
二
月
三
〇
日
、

キ
ュ
ナ
ー
ド
会
長
の
ブ
ロ
ッ
ク
ル
バ
ン
ク
卿
と
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ

ウ
ン
会
長
の
ア
バ
ー
コ
ン
ウ
エ
ー
卿
（Lord Aberconway

）
の

あ
い
だ
で
Ｑ
４
の
発
注
契
約
書
が
と
り
交
わ
さ
れ
た
。
納
期
は

一
九
六
八
年
五
月
。
船
価
は
約
二
五
四
三
万
ポ
ン
ド
と
発
表
さ

れ
た
。
キ
ュ
ナ
ー
ド
は
、
契
約
船
価
の
三
割
に
あ
た
る
七
八
〇

万
ポ
ン
ド
を
内
部
で
調
達
し
、
七
割
に
あ
た
る
一
七
六
〇
万
ポ

ン
ド
を
い
く
つ
か
の
銀
行
か
ら
借
り
た
。
た
だ
し
、
一
七
六
〇

万
ポ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
政
府
か
ら
低
利
融
資
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
（
注5

）。 

 

新
船
は
進
水
ま
で
は
Ｑ
４
と
よ
ば
れ
た
。 

 

こ
れ
は
余
談
で
あ
る
が
、
竣
工
の
六
年
後
に
筆
者
が
乗
っ
た

こ
ろ
の
Ｑ
Ｅ
２
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
に
ち
な
ん
だ
Ｑ
４
ル

ー
ム
と
い
う
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
船
長
主
催
の
少
人
数
の

カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
こ
こ
で
開
か
れ
た
。
同
船
が
八
二

年
の
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
で
出
撃
し
た
あ
と
、
こ
の
公
室
は

手
な
お
し
さ
れ
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
の
ク
ラ
ブ
・
リ
ド
に

か
わ
っ
て
い
る
。 

  

パ
ナ
マ
運
河
を
通
過
で
き
る
巨
大
客
船 

  

起
工
は
翌
六
五
年
七
月
。
ク
ラ
イ
ド
川
沿
い
に
立
地
す
る
ジ

ョ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
造
船
所
東
工
場
の
四
番
船
台
に
最
初
の
キ
ー

ル
（
竜
骨
）
が
す
え
ら
れ
た
。
か
つ
て
、
先
代
ク
イ
ー
ン
姉
妹

を
建
造
し
た
ゆ
か
り
の
船
台
で
あ
る
。
進
水
は
六
七
年
九
月
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王(ElizabethⅡ

)

を
ゴ
ッ
ド
マ
ザ
ー
（
名
づ
け

親
）
に
む
か
え
て
、
盛
大
な
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ

れ
以
後
、
Ｑ
４
は
正
式
に
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
（
略
称

Ｑ
Ｅ
２
）
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

英
国
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
ら
が
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
設
計
し
た
Ｑ
Ｅ

２
と
は
ど
ん
な
船
で
あ
ろ
う
か
。 

 

そ
の
最
大
の
特
長
は
、
先
代
ク
イ
ー
ン
姉
妹
と
異
な
り
、
パ

ナ
マ
運
河
を
通
過
で
き
る
こ
と
だ
。
北
大
西
洋
航
路
だ
け
で
な

く
、
ク
ル
ー
ズ
を
想
定
し
た
配
慮
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
船
体
の
サ
イ
ズ
は
、
長
さ
二
九
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
二
メ
ー

ト
ル
の
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
（
運
河
を
通
過
で
き
る
最
大
サ
イ
ズ
）
に

お
さ
え
ら
れ
た
。
Ｑ
Ｅ
２
が
毎
年
の
よ
う
に
世
界
一
周
ク
ル
ー

ズ
に
出
ら
れ
る
の
も
、
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
の
お
か
げ
で
あ
る
。
こ

ん
に
ち
、
世
界
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
過
半
数
は
こ
の
サ
イ
ズ

に
な
っ
た
が
、
同
船
は
そ
の
原
型
で
あ
る
。 

                  

竣
工
時
の
大
き
さ
は
六
万
五
八
六
三
ト
ン
。
航
海
速
力
は
二

八
・
五
ノ
ッ
ト
。
エ
ン
ジ
ン
は
Ｑ
３
計
画
と
同
じ
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
で
あ
る
。た
だ
し
、Ｑ
３
は
四
軸
推
進
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

Ｑ
Ｅ
２
は
二
軸
推
進
と
し
、
燃
費
の
節
約
と
機
関
室
ス
ペ
ー
ス

の
縮
小
が
は
か
ら
れ
た
。 

 

旅
客
定
員
は
約
二
〇
〇
〇
人
。
旅
客
設
備
で
は
、
客
室
の
七

五
パ
ー
セ
ン
ト
を
舷
窓
が
あ
る
海
側
客
室
と
し
た
こ
と
と
、
す

べ
て
の
客
室
に
ト
イ
レ
と
バ
ス
タ
ブ
（
ま
た
は
シ
ャ
ワ
ー
）
を

つ
け
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
も
先
代
ク
イ
ー
ン
姉
妹
と

異
な
る
点
で
あ
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
居
住
設
備
に
は
、
ホ
テ
ル

な
み
の
快
適
性
が
求
め
ら
れ
た
か
ら
だ
（
注6

）。 

 

メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
上
層
甲
板
に
設
け
た
こ
と
も

特
筆
さ
れ
る
。
新
造
時
の
Ｑ
Ｅ
２
に
は
、
グ
リ
ル
ル
ー
ム
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
の
三
つ
の

ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
上
層
の
ア
ッ
パ
ー

デ
ッ
キ
と
ク
オ
ー
タ
ー
デ
ッ
キ
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
食
事
を

楽
し
み
な
が
ら
、
大
き
な
角
窓
を
と
お
し
て
海
景
を
眺
め
よ
う

と
い
う
わ
け
だ
。 

 

竣工時のクイーン・エリザベス２（ＱＥ２） 
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そ
れ
ま
で
は
、
客
船
の
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
い
え

ば
、
下
層
甲
板
の
中
央
に
あ
る
の
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
。
揺
れ
が

少
な
い
し
、
食
材
料
の
貯
蔵
室
に
近
い
か
ら
だ
。
Ｑ
Ｅ
２
の
ば

あ
い
は
、
ギ
ャ
レ
ー
ご
と
上
に
あ
る
。
大
型
船
で
揺
れ
の
心
配

が
な
い
し
、
リ
フ
ト
な
ど
食
材
料
の
船
内
運
搬
手
段
が
整
備
さ

れ
た
た
め
で
あ
る
。 

  

建
造
中
も
設
計
変
更
が
お
こ
な
わ
れ
た 

 

Ｑ
Ｅ
２
は
、
Ｑ
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
挫
折
の
と
き
か
ら
、
設

計
が
何
回
も
変
更
さ
れ
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
設
計
変
更
は
建

造
中
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
同
船
は
難
産
で
、
竣
工
が
か
な
り
遅

れ
た
が
、
理
由
の
一
つ
は
こ
れ
に
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
建
造
中

も
設
計
変
更
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
北
大
西
洋
航

路
、
も
っ
と
い
え
ば
定
期
客
船
業
の
衰
退
が
、
造
船
、
海
運
関

係
者
の
予
想
を
は
る
か
に
こ
え
て
い
た
か
ら
だ
。 

 

加
え
て
、
こ
の
時
期
の
カ
リ
ブ
海
で
は
す
で
に
、
現
代
の
米

国
型
ク
ル
ー
ズ
へ
の
胎
動
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
一
九
六
〇
～

七
〇
年
代
は
、
世
界
の
客
船
界
が
定
期
客
船
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船

へ
移
行
し
た
時
期
で
あ
る
。
Ｑ
Ｅ
２
は
そ
の
過
渡
期
の
船
で
あ

り
、
た
び
た
び
の
仕
様
変
更
が
そ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い

る
。
試
行
錯
誤
の
時
期
で
も
あ
っ
た
の
だ
。 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
設
計
変
更
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
キ

ュ
ナ
ー
ド
の
会
長
が
ブ
ロ
ッ
ク
ル
バ
ン
ク
卿
か
ら
ス
モ
ー
ル
ピ

ー
ス
卿
（Sir Basil Smallpeice

）
に
代
わ
っ
た
こ
と
に
あ

る
。
ブ
ロ
ッ
ク
ル
バ
ン
ク
卿
が
体
調
を
く
ず
し
た
た
め
で
、
交

替
時
期
は
一
九
六
五
年
一
一
月
。
つ
ま
り
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

を
む
か
え
た
進
水
式
の
と
き
に
は
、
ス
モ
ー
ル
ピ
ー
ス
卿
が
会

長
だ
っ
た
（
注7

）。 

 

ス
モ
ー
ル
ピ
ー
ス
卿
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
み
ち
た
経
営

者
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
ク
ル
ー
ズ
の
将
来
に
大
き
な
期
待
を
か

け
て
い
た
。
彼
は
Ｑ
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

セ
プ
ト
を
否
定
し
、
Ｑ
Ｅ
２
を
ク
ル
ー
ズ
主
体
の
客
船
に
す
る

よ
う
指
示
し
た
。
数
年
前
、
新
任
の
ブ
ロ
ッ
ク
ル
バ
ン
ク
卿
が

Ｑ
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
白
紙
に
も
ど
し
た
よ
う
に
。 

Ｑ
Ｅ
２
は
別
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る
船
に
変
更
さ
れ
た
。
世
界

の
海
を
ク
ル
ー
ズ
す
る
「
浮
か
ぶ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」
に
改
め

ら
れ
た
。
ク
ル
ー
ズ
が
「
主
」
で
、
北
大
西
洋
航
路
は
「
従
」

の
兼
用
客
船
に
な
っ
た
。
一
等
、
キ
ャ
ビ
ン
、
ツ
ー
リ
ス
ト
の

三
ク
ラ
ス
制
も
否
定
さ
れ
、
基
本
的
に
は
、
ど
の
公
室
も
オ
ー

プ
ン
の
ワ
ン
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
。
ス
モ
ー
ル
ピ
ー
ス
卿
は
、
こ

う
い
っ
て
い
る
（
注8

）。 

  

旅
客
設
備
の
ク
ラ
ス
分
け
は
、古
い
階
級
社
会
の
な
ご
り
だ
。

こ
ん
な
も
の
は
時
代
遅
れ
だ
。
船
客
全
員
が
、
船
内
の
ど
こ

に
で
も
歩
い
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
。 

  

結
論
と
し
て
、
旅
客
設
備
の
ク
ラ
ス
制
は
、
北
大
西
洋
航
路

に
就
航
す
る
と
き
だ
け
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。た
だ
し
、

三
ク
ラ
ス
制
で
は
な
く
、
一
等
、
ツ
ー
リ
ス
ト
の
二
ク
ラ
ス
制

に
改
め
ら
れ
た
。こ
の
結
果
、船
内
の
公
室
エ
リ
ア
を
中
心
に
、

全
面
的
な
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
方
針
変
更
に
よ
っ
て
生

じ
た
キ
ュ
ナ
ー
ド
の
技
術
陣
と
造
船
所
の
苦
労
は
、
な
み
た
い

て
い
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
船
体
は
完
成
し
、
旅
客
設
備
の

艤
装
も
か
な
り
進
ん
で
い
た
か
ら
だ
。 

                            

た
と
え
ば
、三
ク
ラ
ス
制
を
想
定
し
た
メ
イ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
ク
オ
ー
タ
ー
デ
ッ
キ
の
一
等
用
の
ク

 

一等ラウンジとして計画されたクイーンズルーム 

 

２層吹き抜け構造の大ラウンジ、ダブルルーム 
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イ
ー
ン
ズ
ル
ー
ム
は
残
す
と
し
て
も
、
ア
ッ
パ
ー
デ
ッ
キ
と
ク

オ
ー
タ
ー
デ
ッ
キ
に
別
々
に
設
け
ら
れ
た
キ
ャ
ビ
ン
ク
ラ
ス
、

ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ス
の
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
使
え
な

い
だ
ろ
う
。
ラ
ウ
ン
ジ
だ
け
で
な
く
、
全
船
客
が
す
べ
て
の
公

室
を
使
え
る
よ
う
、
船
内
レ
イ
ア
ウ
ト
を
手
直
し
す
る
必
要
が

あ
っ
た
（
注9

）。 

 

二
つ
の
甲
板
に
別
々
に
設
け
ら
れ
て
い
た
キ
ャ
ビ
ン
ク
ラ
ス
、

ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ス
の
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
合
体
し
て
吹
き
抜
け
構

造
と
し
、二
層
を
階
段
で
む
す
ぶ
大
ラ
ウ
ン
ジ
に
改
め
ら
れ
た
。 

壮
大
な
ダ
ブ
ル
ル
ー
ム
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
困
難
な
仕
事
に

取
り
組
ん
だ
の
は
、豪
州
出
身
の
ジ
ョ
ン
・
バ
ネ
ン
バ
ー
グ（Jon 

Bannengerg 1929-2002

）
だ
。
の
ち
に
大
型
ヨ
ッ
ト
の
設
計

で
知
ら
れ
る
こ
の
有
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
代
ク
ル

ー
ズ
船
も
手
が
け
て
お
り
、
後
述
す
る
（
注10

）。 

  

デ
ビ
ュ
ー
の
前
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
訪
船 

  

か
く
し
て
一
九
六
九
年
四
月
、
Ｑ
Ｅ
２
は
最
初
の
予
定
よ
り

一
年
ち
か
く
遅
れ
て
完
成
し
た
。
船
価
は
、
最
終
的
に
は
約
二

九
〇
〇
万
ポ
ン
ド
ま
で
ふ
く
れ
上
が
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ウ

ン
造
船
所
は
こ
の
と
き
、
ア
ッ
パ
ー
・
ク
ラ
イ
ド
・
シ
ッ
プ
ビ

ル
ダ
ー
ズ
社
（
略
称
Ｕ
Ｃ
Ｓ
）
と
社
名
が
変
わ
っ
て
い
た
。 

 

Ｕ
Ｃ
Ｓ
は
、
労
働
党
政
府
の
肝
い
り
で
、
ク
ラ
イ
ド
川
沿
い

の
老
舗
造
船
所
が
整
理
統
合
し
て
で
き
た
複
合
会
社
で
あ
る
。

一
九
世
紀
前
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
世
界
を
リ
ー
ド

し
た
英
国
造
船
業
は
す
で
に
、斜
陽
劇
の
最
終
段
階
に
あ
っ
た
。

結
局
、
Ｑ
Ｅ
２
は
、
英
国
で
建
造
さ
れ
た
最
後
の
大
型
客
船
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

誕
生
の
地
か
ら
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
に
回
航
さ
れ
た
Ｑ
Ｅ
２
は
、

カ
ナ
リ
ア
諸
島
へ
の
ミ
ニ
ク
ル
ー
ズ
に
就
航
。
五
月
二
日
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
向
け
処
女
航
海
に
つ
い
た
。
航
海
の
指
揮
を
と

っ
た
の
は
、
先
代
ク
イ
ー
ン
姉
妹
の
船
長
を
つ
と
め
た
ベ
テ
ラ

ン
船
長
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
リ
ッ
ク
（William Warwick

）。

三
五
年
後
の
二
〇
〇
四
年
一
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ク
イ
ー
ン
・

メ
リ
ー
２
（
Ｑ
Ｍ
２
）
の
初
代
船
長
ロ
ナ
ル
ド
・
ウ
ォ
リ
ッ
ク

（Ronald Warwick

）
の
父
親
で
あ
る
。 

 

処
女
航
海
に
あ
た
っ
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
夫
君
エ
ジ
ン

バ
ラ
公
と
と
も
に
、
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
で
出
航
を
待
つ
Ｑ
Ｅ
２

を
訪
れ
た
。そ
し
て
ウ
ォ
リ
ッ
ク
船
長
ら
上
級
士
官
の
案
内
で
、

操
舵
室
や
公
室
エ
リ
ア
を
視
察
し
た
。 

ク
イ
ー
ン
ズ
ル
ー
ム
で
は
、
自
分
の
ブ
ロ
ン
ズ
胸
像
を
ご
覧

に
な
っ
た
。
そ
の
胸
像
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
出
身
の
彫
刻
家
オ
ス
カ

ー
・
ネ
モ
ン
（Oscar Nemon

）
の
作
品
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
女

王
ご
自
身
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
ネ
モ
ン
の
前
に
す
わ
っ
た
わ
け

だ
。
頭
部
が
な
か
な
か
自
然
の
か
た
ち
に
な
ら
ず
、
女
王
が
数

回
ポ
ー
ズ
を
か
え
ら
れ
、
結
局
、
横
向
き
の
顔
で
仕
上
げ
た
話

な
ど
も
さ
れ
た
。
ネ
モ
ン
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
や
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

ー
の
彫
像
も
制
作
し
て
い
る
。 

           

昼
食
も
船
内
で
と
ら
れ
た
。
使
わ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
ク

オ
ー
タ
ー
デ
ッ
キ
の
グ
リ
ル
ル
ー
ム
で
あ
る
。
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
は
冷
製
サ
ー
モ
ン
。
こ
れ
に
六
二
年
も
の
の
モ
ン
ラ
シ
ェ

白
ワ
イ
ン
が
供
さ
れ
た
と
英
国
の
史
書
に
あ
る
（
注11

）。 

 

新
造
時
は
、
女
王
が
食
事
を
さ
れ
た
グ
リ
ル
ル
ー
ム
が
船
内

で
最
高
級
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
七
二
年
の
改

装
の
と
き
、
ボ
ー
ト
デ
ッ
キ
の
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
を
模
様
替
え
し

て
ク
イ
ー
ン
ズ
グ
リ
ル
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
が
最
高
級
の
レ
ス

ト
ラ
ン
に
な
っ
た
。
上
層
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
ッ
キ
に
ペ
ン
ト
ハ
ウ

ス
ス
イ
ー
ト
が
増
設
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
だ
。
し
た
が
っ
て
、

七
五
年
に
初
来
日
し
た
と
き
の
Ｑ
Ｅ
２
は
、
竣
工
時
と
は
若
干

変
わ
っ
た
す
が
た
に
な
っ
て
い
た
。 

  

二
〇
年
の
延
命
工
事
を
ド
イ
ツ
で
受
け
る 

  

Ｑ
Ｅ
２
は
長
い
あ
い
だ
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ク
ル
ー

ズ
船
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
ど
き
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
事
情
や
旅
客
動
向
に
合
わ
せ
て
改
装
も
お
こ
な
っ
た
。
一

九
八
二
年
に
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
が
起
き
て
軍
隊
輸
送
船
と

し
て
出
撃
し
た
と
き
に
は
、
Ｑ
４
ル
ー
ム
後
方
の
プ
ー
ル
上
に

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
甲
板
を
仮
設
す
る
な
ど
の
手
直
し
が
さ
れ
た
。 

 

こ
ん
な
に
た
び
た
び
改
装
さ
れ
た
船
も
め
ず
ら
し
い
。だ
が
、

そ
の
わ
り
に
外
形
の
線
が
く
ず
れ
ず
、
あ
い
か
わ
ら
ず
美
形
を

た
も
っ
て
き
た
の
は
、
新
造
時
の
す
が
た
を
造
形
し
た
ガ
ー
ド

ナ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
が
す
ぐ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
ま
さ
に
、
老
い

て
も
美
し
い
貴
婦
人
で
あ
る
。 

 

クイーンズルームに置かれた 

エリザベス女王のブロンズ胸像 



 

| 48 

 

船
齢
が
二
〇
年
に
近
づ
い
た
八
六
年
か
ら
八
七
年
に
か
け
て

ド
イ
ツ
、
ブ
レ
ー
メ
ル
ハ
ー
フ
ェ
ン
の
造
船
所
ロ
イ
ド
ヴ
ェ
ル

フ
ト
（Lloydwerft

）
で
お
こ
な
わ
れ
た
大
改
装
は
、
そ
の
な

か
で
も
最
も
規
模
が
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｑ

Ｅ
２
は
二
〇
年
の
延
命
が
約
束
さ
れ
た
（
注12

）。 

 

キ
ュ
ナ
ー
ド
は
工
事
発
注
に
さ
き
だ
ち
、
二
年
半
か
け
て
フ

ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
（
可
能
性
調
査
）
を
お
こ
な
っ
た
。

調
査
の
前
提
と
し
て
、
巡
航
ス
ピ
ー
ド
は
二
八
・
五
ノ
ッ
ト
と

さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
に
改
装
さ
れ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
前
フ
ラ

ン
ス
）
の
よ
う
に
、
減
速
し
て
燃
費
節
減
を
は
か
る
選
択
肢
は

な
か
っ
た
。
カ
リ
ブ
海
専
用
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
異
な
り
、
Ｑ
Ｅ

２
は
大
西
洋
横
断
航
海
や
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
な
ど
、
広
大
な

海
域
の
ク
ル
ー
ズ
に
就
航
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

二
八
・
五
ノ
ッ
ト
は
、
大
西
洋
航
路
客
船
の
標
準
ス
ピ
ー
ド

で
あ
る
。こ
の
は
や
さ
な
ら
五
日
で
大
西
洋
を
横
断
で
き
る
し
、

同
じ
ス
ピ
ー
ド
の
僚
船
が
あ
れ
ば
、
二
隻
体
制
に
よ
る
ウ
イ
ー

ク
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
可
能
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、
Ｑ
Ｅ
２
は
デ

ビ
ュ
ー
し
た
こ
ろ
、
フ
レ
ン
チ
・
ラ
イ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
と
ジ
ョ

イ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
、
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

お
こ
な
っ
て
い
た
。 

          

こ
の
改
装
で
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
推
進
シ
ス
テ
ム
を
蒸

気
タ
ー
ビ
ン
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
気
推
進
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
）
に
か
え
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
タ
ー
ビ

ン
機
関
を
撤
去
し
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
と
推
進
用
モ
ー
タ
ー

を
搭
載
し
た
。
人
間
で
い
え
ば
臓
器
移
植
に
匹
敵
す
る
大
手
術

で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
二
八
・
五
ノ
ッ
ト
時
の
一
日
あ
た
り
の

燃
料
消
費
量
は
、
五
五
〇
ト
ン
か
ら
三
七
〇
ト
ン
に
減
っ
た
。 

 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
直
結
方
式
も
検
討
さ
れ
た
が
、
大
出
力
に
と
も

な
う
ノ
イ
ズ
と
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
心
配
だ
っ
た
。
そ
れ
に

ま
た
、
空
調
設
備
と
旅
客
施
設
の
電
力
需
要
増
を
さ
さ
え
る
必

要
が
あ
っ
た
。
た
び
た
び
の
改
装
で
、
旅
客
設
備
が
拡
充
さ
れ

て
い
た
か
ら
だ
。ぼ
う
大
な
生
活
用
電
気
量
に
対
応
す
る
に
は
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
気
推
進
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
最
も
す
ぐ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
で
は
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
ほ
と
ん

ど
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
気
推
進
で
あ
る
。
大
々
的
に
導
入
が
は
じ

ま
っ
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
で
、
Ｑ
Ｅ
２
の
主
機
換
装
は

そ
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
。 

Ｑ
Ｅ
２
の
大
手
術
が
成
功
し
た
の
は
一
九
八
七
年
。
二
〇
年

の
延
命
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
二
〇
〇
七
年
が
そ
の
期
限
に
な

る
。
そ
の
予
定
ど
お
り
、
Ｑ
Ｅ
２
は
二
〇
〇
八
年
に
引
退
。
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
企
業
に
売
却
さ
れ
、
ド
バ
イ
で
ホ
テ
ル
シ

ッ
プ
に
変
身
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
年
の
秋

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
世
界
大
不
況
の
あ
お
り

を
受
け
て
計
画
は
挫
折
。
二
〇
〇
八
年
一
一
月
に
ド
バ
イ
に
到

着
し
た
同
船
の
そ
の
後
の
消
息
は
明
ら
か
で
な
い
。 

                 

と
も
あ
れ
、
Ｑ
Ｅ
２
は
今
後
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
末
な
が

く
記
憶
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
客
船
の
世
界
が
定
期
客
船
か

ら
ク
ル
ー
ズ
船
に
な
っ
た
過
渡
期
を
代
表
す
る
船
と
し
て
、
で

あ
る
。 

  

注 

 

（1

）Neil Potter & Jack Frost, Queen Elizabeth 2, QE2

‐

The 
Authorised 

Story, 
George 

G. 
Harrap 

& 
Co. 

London, 1969, pp.17-19. 

以
後
、
ポ
ッ
タ
ー
＆
フ
ロ
ス

ト
『
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
２ 

Ｑ
Ｅ
２
』
と
記
す
。
お
よ

び
『
豪
華
客
船
ス
ピ
ー
ド
競
争
の
物
語
』
二
二
七
‐
九
頁
。 

（2

）
ポ
ッ
タ
ー
＆
フ
ロ
ス
ト
『
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
２ 

Ｑ

 

ドイツでおこなわれた改装工事 

 

改装後のＱＥ２。横浜港で撮影 
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Ｅ
２
』
一
九
頁
。 

（3

）William H. Miller, SS Rotterdam of 1959, Liner 

Books, Lisbon, 1997, p.11. 

以
後
、
ミ
ラ
ー
『
Ｓ
Ｓ
ロ

ッ
テ
ル
ダ
ム
』
と
記
す
。 

（4

）
ポ
ッ
タ
ー
＆
フ
ロ
ス
ト
『
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
２ 

Ｑ

Ｅ
２
』
八
六
‐
九
一
頁
お
よ
びRonald Warwick & William 

Flayhart, QE2, W. W. Norton & Co. New York, 1985, 

pp.49-51. 

（
以
後
、
ウ
ォ
リ
ッ
ク
＆
フ
レ
イ
ハ
ー
ト
『
Ｑ

Ｅ
２
』
と
記
す
）。
お
よ
び
ド
ー
ソ
ン
『
ク
ル
ー
ズ
船
‐
デ
ザ

イ
ン
の
発
展
』
七
四
頁
。 

（5

）
ポ
ッ
タ
ー
＆
フ
ロ
ス
ト
『
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
２ 

Ｑ

Ｅ
２
』
三
六
‐
七
頁
。 

（6

）
ポ
ッ
タ
ー
＆
フ
ロ
ス
ト
『
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
２ 
Ｑ

Ｅ
２
』
八
九
頁
お
よ
び
デ
ニ
ス
・
グ
リ
フ
ィ
ス
、
粟
田
亨
訳

『
豪
華
客
船
ス
ピ
ー
ド
競
争
の
物
語
』
二
二
九
頁
。 

（7

）
ポ
ッ
タ
ー
＆
フ
ロ
ス
ト
『
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
２ 

Ｑ

Ｅ
２
』
一
二
六
‐
七
頁
。 

（8

）
同
前
。 

（9

）
山
田
廸
生
「
Ｑ
Ｅ
２
と
は
ど
う
い
う
船
か
」（『
客
船
ク
イ
ー

ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
と
横
浜
港
の
三
〇
年
』
横
浜
マ
リ
タ
イ
ム

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
〇
六
年
九
月
）
三
〇
‐
一
頁
。 

（10

）
ポ
ッ
タ
ー
＆
フ
ロ
ス
ト
『
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
２ 

Ｑ

Ｅ
２
』
一
四
〇
‐
一
頁
。 

（11

）
ウ
ォ
リ
ッ
ク
＆
フ
レ
イ
ハ
ー
ト
『
Ｑ
Ｅ
２
』
五
九
頁
。 

（12

）
Ｑ
Ｅ
２
の
大
改
装
に
つ
い
て
は
、Lloyd Werft, The QE2 

Refit - Rebirth of a Queen, 1987. 

お
よ
び
デ
ニ
ス
・

グ
リ
フ
ィ
ス
、
粟
田
亨
訳
『
豪
華
客
船
ス
ピ
ー
ド
競
争
の
物

語
』
二
三
二
‐
五
頁
を
参
照
し
た
。 
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第
七
話 

米
国
型
ク
ル
ー
ズ
の
誕
生 

                     

 

ア
リ
ソ
ン
と
ク
ロ
ス
タ
ー
の
出
会
い 

  

Ｑ
Ｅ
２
が
英
国
で
建
造
中
の
こ
ろ
、
大
西
洋
を
へ
だ
て
た
米

フ
ロ
リ
ダ
州
の
マ
イ
ア
ミ
で
は
、
そ
れ
ま
で
と
ま
っ
た
く
ち
が

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
ク
ル
ー
ズ
が
生
ま
れ
て
い
た
。
現
代
に
つ
な

が
る
ク
ル
ー
ズ
、
す
な
わ
ち
万
人
が
楽
し
め
る
米
国
型
ク
ル
ー

ズ
の
誕
生
で
あ
る
。 

 

二
人
の
企
業
家
が
こ
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
想
し
、
共
同

で
そ
の
事
業
化
に
取
り
組
ん
だ
。
米
国
人
の
テ
ッ
ド
・
ア
リ
ソ

ン
（Ted Arison

）
と
、
の
ち
に
彼
の
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
ノ
ル

ウ
ェ
ー
人
の
ク
ヌ
ー
ト
・
ク
ロ
ス
タ
ー
（Knut kloster

）
で

あ
る
。
二
人
は
ど
ん
な
人
物
か
。 

 

ま
ず
テ
ッ
ド
・
ア
リ
ソ
ン
。
巨
大
産
業
に
成
長
し
た
現
代
の

ク
ル
ー
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
始
し
た
こ
と
か
ら
、「
現
代
ク
ル
ー
ズ

産
業
の
父
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。 

 
ユ
ダ
ヤ
系
。
一
九
二
四
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
前
の
テ
ル
ア

ビ
ブ
に
生
ま
れ
た
。
父
も
海
運
経
営
者
だ
っ
た
。
ベ
イ
ル
ー
ト

の
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
で
勉
強
し
て
い
た
と
き
に
第
二
次
大
戦
が

は
じ
ま
り
、
英
国
陸
軍
の
ユ
ダ
ヤ
人
旅
団
に
加
わ
っ
て
イ
タ
リ

ア
、
ド
イ
ツ
を
転
戦
、
淮
尉
に
ま
で
昇
進
し
た
。 

 

大
戦
後
、
家
業
の
海
運
業
に
復
帰
。
一
九
四
八
年
に
イ
ス
ラ

エ
ル
独
立
戦
争
が
起
き
る
と
ま
た
血
が
騒
ぎ
、
陸
軍
中
佐
と
し

て
英
国
と
戦
っ
た
。
建
国
後
も
家
業
に
奔
走
し
て
い
た
が
、
業

績
不
振
の
た
め
事
業
を
断
念
。
一
九
五
四
年
に
妻
子
を
ひ
き
つ

れ
て
米
国
に
移
住
し
、
航
空
貨
物
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立
ち
上
げ

て
成
功
し
た
（
注1

）。 

           

い
っ
ぽ
う
の
ク
ロ
ス
タ
ー
は
、
オ
ス
ロ
の
海
運
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
三
代
目
。
一
九
二
九
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
生
ま
れ
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
で
機
械
学
と
建
築
学
を
学
ん
だ
。
彼
が

工
学
的
な
頭
脳
の
も
ち
ぬ
し
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
現
代
ク
ル
ー

ズ
船
の
デ
ザ
イ
ン
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
あ
た
え
た
（
注2

）。 

 

い
ま
で
は
伝
説
と
な
っ
た
ア
リ
ソ
ン
と
ク
ロ
ス
タ
ー
の
出
会

米国型クルーズ産業の父 

テッド・アリソン 
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い
は
一
九
六
六
年
の
こ
と
だ
。 

 

そ
の
こ
ろ
ク
ロ
ス
タ
ー
は
、
新
造
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
、
サ

ン
ワ
ー
ド Sunward

（
八
六
六
六
ト
ン
）
の
使
い
道
が
な
く
て

困
っ
て
い
た
。
い
っ
ぽ
う
ア
リ
ソ
ン
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
使

っ
て
バ
ハ
マ
・
ク
ル
ー
ズ
を
は
じ
め
て
い
た
が
、
船
主
が
倒
産

し
て
返
船
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
、
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。 

 

集
客
好
調
の
航
路
は
あ
る
が
、
船
が
な
い
ア
リ
ソ
ン
。
新
造

船
を
持
っ
て
い
る
が
、
航
路
が
な
い
ク
ロ
ス
タ
ー
。
二
人
の
呼

吸
は
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
。 

           

一
九
六
六
年
一
一
月
、
ア
リ
ソ
ン
は
ク
ロ
ス
タ
ー
に
電
話
を

か
け
、
サ
ン
ワ
ー
ド
を
チ
ャ
ー
タ
ー
で
き
な
い
か
打
診
し
た
。

ク
ロ
ス
タ
ー
は
承
知
し
、
サ
ン
ワ
ー
ド
の
運
航
を
や
り
手
の
ア

リ
ソ
ン
に
ゆ
だ
ね
た
。
ア
リ
ソ
ン
の
こ
の
電
話
に
よ
っ
て
、
現

代
の
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
（
注3

）。 

  

ノ
ル
ウ
ェ
ー
ジ
ャ
ン
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
ラ
イ
ン 

  

こ
う
し
て
一
九
六
六
年
も
押
し
つ
ま
っ
た
一
二
月
一
九
日
、

サ
ン
ワ
ー
ド
は
バ
ハ
マ
・
ク
ル
ー
ズ
に
就
航
し
、
ア
リ
ソ
ン
と

ク
ロ
ス
タ
ー
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
が
は
じ
ま
っ
た
。
マ
イ

ア
ミ
を
金
曜
（
三
泊
）
と
月
曜
（
四
泊
）
に
出
航
し
、
バ
ハ
マ

に
寄
港
す
る
シ
ョ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。 

         

乗
船
料
金
は
五
九
ド
ル
（
三
泊
）
か
ら
。
破
格
の
値
段
だ
っ

た
。
一
泊
あ
た
り
わ
ず
か
二
〇
ド
ル
で
あ
る
。
二
人
の
事
業
は

ま
も
な
く
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ジ
ャ
ン
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
ラ
イ
ン

（Norwegian Caribbean Lines 

略
称
Ｎ
Ｃ
Ｌ)

の
事
業
と
し

て
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
注4

）。 

 

Ｎ
Ｃ
Ｌ
は
運
航
会
社
（
ク
ル
ー
ズ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）
で
あ
る
。

オ
ー
ナ
ー
で
は
な
い
。こ
ん
に
ち
で
は
、客
船
会
社
と
い
え
ば
、

こ
う
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
の
運
航
会
社
を
さ
し
て
い
る
。 

 

事
業
は
成
功
。
六
八
～
七
一
年
に
か
け
て
一
万
六
〇
〇
〇
ト

ン
型
の
新
造
船
三
隻
が
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
で
建
造
さ
れ
、
カ

リ
ブ
海
に
登
場
し
た
。
第
一
世
代
の
現
代
ク
ル
ー
ズ
船
と
し
て

有
名
な
ス
タ
ー
ワ
ー
ドStarward

、ス
カ
イ
ワ
ー
ドSkyward 

、

サ
ウ
ス
ワ
ー
ドSouthward

の
三
姉
妹
で
あ
る
。 

                

客
船
業
は
労
働
集
約
型
の
事
業
で
あ
る
。
陸
上
、
海
上
と
も

に
、
多
く
の
労
働
力
を
必
要
と
す
る
。
だ
か
ら
、
マ
イ
ア
ミ
を

本
拠
地
と
す
る
Ｎ
Ｃ
Ｌ
に
は
、
多
く
の
人
材
が
集
ま
っ
た
。 

 

彼
ら
を
指
揮
し
た
の
は
、
む
ろ
ん
テ
ッ
ド
・
ア
リ
ソ
ン
で
あ

る
。
後
年
、
彼
ら
の
な
か
か
ら
、
米
国
型
の
現
代
ク
ル
ー
ズ
産

業
を
リ
ー
ド
す
る
す
ぐ
れ
た
経
営
者
が
何
人
も
生
ま
れ
た
。
後

述
す
る
テ
ッ
ド
の
息
子
ミ
ッ
キ
ー
・
ア
リ
ソ
ン
（Mickey 

Arison

）
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
ミ
ッ
キ
ー
は
創
業
時
の
Ｎ
Ｃ

Ｌ
客
船
で
働
い
て
い
た
。
陸
上
勤
務
の
経
験
も
あ
る
。 

 

順
風
満
帆
に
思
わ
れ
た
が
、
好
事
魔
多
し
。
カ
ネ
の
配
分
問

題
で
つ
ま
ず
い
た
。
Ｎ
Ｃ
Ｌ
に
入
っ
て
く
る
予
約
金
の
処
理
方

法
で
ア
リ
ソ
ン
と
ク
ロ
ス
タ
ー
は
対
立
し
、
法
廷
で
争
っ
た
。

結
局
、二
人
の
協
力
関
係
は
七
一
年
い
っ
ぱ
い
で
解
消
さ
れ
た
。

独
立
を
決
意
し
た
ア
リ
ソ
ン
は
翌
年
、
カ
ー
ニ
バ
ル
・
ク
ル
ー

ズ
・
ラ
イ
ン
を
立
ち
上
げ
る
（
注5

）。 

 

 
ノルウェーの海運人 

クヌート・クロスター 

 

NCLの新造クルーズ船３姉妹の第１船、スターワード 

 

サンワードのブロシュア 
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新
コ
ン
セ
プ
ト
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
登
場 

  

Ｎ
Ｃ
Ｌ
が
は
じ
め
た
現
代
の
ク
ル
ー
ズ
と
、
戦
前
か
ら
の
従

来
型
ク
ル
ー
ズ
と
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
が
ち
が
う
の
か
。 

ワ
ン
ク
ラ
ス
。
定
期
ク
ル
ー
ズ
。
い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
一
般
庶
民
を
対
象

と
し
た
豪
勢
な
船
旅
、
こ
れ
が
現
代
の
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。 

ひ
と
に
ぎ
り
の
富
裕
層
対
象
か
ら
、
多
数
の
中
流
層
対
象
へ
。

何
万
人
単
位
の
ニ
ッ
チ
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
、
何
十
万
、
何
百
万

人
単
位
の
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
。
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
に
代
表

さ
れ
る
ロ
ン
グ
ク
ル
ー
ズ
か
ら
、
三
～
七
泊
の
シ
ョ
ー
ト
ク
ル

ー
ズ
へ
。
発
着
曜
日
と
発
着
港
が
航
海
ご
と
に
こ
と
な
る
不
定

期
ク
ル
ー
ズ
か
ら
、
定
曜
日
に
同
一
母
港
を
発
着
す
る
定
期
ク

ル
ー
ズ
へ
。 

こ
う
い
っ
た
ち
が
い
は
す
べ
て
、
現
代
の
ク
ル
ー
ズ
の
コ
ン

セ
プ
ト
か
ら
き
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
船
も
こ
れ
を
前
提
に
造
ら

れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｃ
Ｌ
の
ス
タ
ー
ワ
ー
ド
級
は
こ
の
新
コ
ン
セ
プ

ト
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
世
界
最
初
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
あ
る
。 

 

基
本
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
の
は
、
サ
ン
ワ
ー
ド
を
設
計
し

た
デ
ン
マ
ー
ク
の
ク
ヌ
ー
ド
・
Ｅ
・
ハ
ン
セ
ン
社
（Knud E. 

Hansen A/S

）
の
Ｔ
・
ワ
ン
ド
ボ
ル
ク
（Tage Wandborg

）
で

あ
る
。
ク
ロ
ス
タ
ー
と
親
交
が
あ
つ
く
、
の
ち
に
巨
船
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
改
装
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
（
注6

）。 

          

ス
タ
ー
ワ
ー
ド
級
は
、
船
型
が
小
さ
い
こ
と
を
除
け
ば
、
こ

ん
に
ち
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
設
備
、機
能
を
す
べ
て
備
え
て
い
た
。

後
述
す
る
ソ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
級
な
ど
と
と
も
に
、

現
代
ク
ル
ー
ズ
船
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
船
で
あ
る
。 

 

い
ま
で
は
常
識
と
な
っ
た
現
代
ク
ル
ー
ズ
船
の
特
長
を
、
以

下
、
紹
介
す
る
と
し
よ
う
。 

 

一
～
三
等
の
等
級
差
を
な
く
し
、
全
船
一
等
の
ワ
ン
ク
ラ
ス

と
し
た
こ
と
。
客
室
は
二
人
部
屋
を
基
本
と
し
、
シ
ャ
ワ
ー
（
ま

た
は
バ
ス
タ
ブ
）、
ト
イ
レ
、
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
を
つ
け
る
な
ど
居
住

性
の
向
上
を
は
か
っ
た
こ
と
。
こ
の
結
果
、
乗
船
料
金
の
ち
が

い
は
、
陸
上
の
ホ
テ
ル
と
同
様
、
客
室
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
格
差
に

よ
る
も
の
だ
け
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
客
室

は
、
サ
イ
ズ
な
ど
内
装
仕
様
の
標
準
化
が
は
か
ら
れ
た
。 

                    

客
室
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
の
料
金
差
も
小
さ
い
。
従
来
型
の
ク
ル

ー
ズ
船
は
、
等
級
差
が
あ
る
定
期
客
船
を
転
用
し
た
の
で
、
客

室
居
住
性
の
グ
レ
ー
ド
差
が
大
き
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
Ｎ
Ｃ

Ｌ
の
開
業
時
代
、
同
じ
マ
イ
ア
ミ
発
着
の
バ
ハ
マ
・
ク
ル
ー
ズ

に
就
航
し
た
ラ
イ
バ
ル
船
バ
ハ
マ
・
ス
タ
ー Bahama Star

(
七

一
一
四
ト
ン
）
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
客
室
に
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ

ー
が
な
い
う
え
、
一
室
六
～
八
人
の
内
側
客
室
が
あ
っ
た
。
居

住
性
に
す
ぐ
れ
た
新
デ
ザ
イ
ン
の
Ｎ
Ｃ
Ｌ
客
船
が
、
こ
う
し
た

従
来
型
の
ラ
イ
バ
ル
船
を
駆
逐
し
て
い
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
。 

  

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
い
っ
ぱ
い
の
リ
ド
デ
ッ
キ 

  

も
う
一
つ
大
き
な
特
長
は
、
広
大
で
多
様
な
公
室
エ
リ
ア
を

設
け
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
船
客
に
対
応
す
る
に

は
、
シ
ョ
ー
、
映
画
、
ゲ
ー
ム
、
ダ
ン
ス
、
デ
ィ
ス
コ
、
バ
ー
、

カ
ジ
ノ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
提
供
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
お
客
は
乗
っ
て
く
れ
な
い
。 

 

デンマークのデザイナー 

ワンドボルク 
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免
税
店
を
ふ
く
む
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ア
ー
ケ
ー
ド
も
必
要
で
あ

る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
好
き
の
女
性
客
に
対
応
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。
む
ろ
ん
ス
タ
ー
ワ
ー
ド
級
に
は
、
こ
れ
が
あ
っ
た
。 

 

船
体
上
部
の
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
に
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
ふ
う
の
広

い
リ
ド
デ
ッ
キ
を
配
置
し
た
の
も
、
同
じ
目
的
か
ら
で
あ
る
。

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
が
い
っ
ぱ
い
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
こ
の
エ
リ
ア
に
は
、

水
泳
プ
ー
ル
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
デ
ッ
キ
チ
ェ
ア
、
サ
ウ
ナ
、

バ
ー
な
ど
が
あ
る
。
最
近
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
は
、
カ
ジ
ュ
ア
ル

レ
ス
ト
ラ
ン
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
カ
リ
ブ
海
あ
た
り
で
は
、

船
客
の
多
く
は
、
日
が
な
一
日
を
リ
ド
デ
ッ
キ
で
す
ご
す
。 

リ
ド(Lido)

は
イ
タ
リ
ア
語
で
海
岸
と
か
島
を
さ
し
て
い

る
が
、
客
船
の
リ
ド
エ
リ
ア
や
リ
ド
デ
ッ
キ
は
、
ベ
ネ
チ
ア
の

高
級
保
養
地
リ
ド
島
か
ら
き
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
本
格
的
な

リ
ド
デ
ッ
キ
を
設
け
た
最
初
の
船
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
イ
タ

リ
ア
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
レ
ッ
ク
ス
と
コ
ン
テ
・
デ
ィ
・
サ

ボ
イ
ア
で
あ
る
（
注7

）。 

               

む
か
し
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
は
、
リ
ド
デ
ッ
キ
が
船
尾
寄

り
に
あ
り
、ス
ペ
ー
ス
が
せ
ま
か
っ
た
。中
央
機
関
型
な
の
で
、

船
体
上
部
の
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
中
央
に
煙
突
が
あ
り
、
十
分
な

リ
ド
ス
ペ
ー
ス
が
と
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。 

 

せ
ま
い
の
は
リ
ド
デ
ッ
キ
だ
け
で
は
な
い
。
煙
突
下
の
各
デ

ッ
キ
の
中
央
部
に
エ
ン
ジ
ン
ケ
ー
シ
ン
グ
（
機
関
室
囲
壁
）
が

あ
る
の
で
、
公
室
や
客
室
の
配
置
も
大
き
な
制
約
を
受
け
た
。

こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
を
船
尾
寄
り
に
置

く
船
尾
機
関
型
を
採
用
す
る
し
か
な
い
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ス
タ
ー
ワ
ー
ド
級
の
基
本
設
計
に
取

り
組
ん
だ
ワ
ン
ド
ボ
ル
ク
は
、
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
、
サ
ン
ワ

ー
ド
で
採
用
し
た
船
尾
機
関
型
を
こ
の
三
隻
に
も
導
入
し
た

（
ス
タ
ー
ワ
ー
ド
に
は
当
初
カ
ー
デ
ッ
キ
が
あ
っ
た
）。
こ
の
結

果
、
各
デ
ッ
キ
と
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
公
室
と
客
室
配
置
が
可

能
に
な
り
、
上
部
の
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
中
央
に
は
、
広
い
リ
ド

デ
ッ
キ
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

船
尾
機
関
型
の
導
入
は
、
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
の
発
展
に
つ
な

が
る
大
着
想
で
あ
っ
た
（
先
行
し
て
導
入
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
が
二
、

三
隻
あ
っ
た
が
）。
こ
れ
以
後
、
現
代
ク
ル
ー
ズ
船
の
ほ
と
ん
ど

は
こ
の
船
型
を
採
用
し
て
い
る
。
船
型
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で
、

ワ
ン
ド
ボ
ル
ク
が
は
た
し
た
役
割
は
じ
つ
に
大
き
か
っ
た
。 

  

全
船
ワ
ン
ク
ラ
ス
が
基
本
コ
ン
セ
プ
ト 

  

か
く
し
て
ス
タ
ー
ワ
ー
ド
は
一
九
六
八
年
一
二
月
、
マ
イ
ア

ミ
を
毎
週
土
曜
に
発
着
す
る
西
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
（
ジ
ャ
マ

イ
カ
方
面
）
に
就
航
し
た
。
海
の
向
こ
う
の
英
国
で
Ｑ
Ｅ
２
が

登
場
す
る
半
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

定
曜
日
に
同
一
母
港
を
発
着
す
る
通
年
の
定
期
ク
ル
ー
ズ
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
米
国
型
現
代
ク
ル
ー
ズ
の
ポ
リ
シ
ー
の
一
つ

で
あ
る
。
効
率
的
な
定
期
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
運

航
費
、
営
業
費
な
ど
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
は
か
ら
れ
、
結
果
と

し
て
、
低
廉
な
乗
船
料
金
の
設
定
が
可
能
に
な
っ
た
。 

 

第
二
船
ス
カ
イ
ワ
ー
ド
の
就
航
は
七
〇
年
一
月
。
同
じ
く
毎

週
土
曜
発
着
の
東
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
（
セ
ン
ト
ト
ー
マ
ス
方

面
）
で
あ
っ
た
。
第
三
船
サ
ウ
ス
ワ
ー
ド
の
デ
ビ
ュ
ー
は
七
一

年
の
末
。
こ
ち
ら
は
隔
週
土
曜
に
マ
イ
ア
ミ
を
発
着
し
、
南
カ

リ
ブ
海
ま
で
航
海
す
る
一
四
泊
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三

つ
の
ク
ル
ー
ズ
に
、
サ
ン
ワ
ー
ド
の
バ
ハ
マ
・
ク
ル
ー
ズ
を
加

え
た
四
つ
が
、
創
業
時
代
の
Ｎ
Ｃ
Ｌ
の
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。 

 

乗
船
料
金
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ス
タ
ー
ワ
ー
ド
の
七
泊
ク

ル
ー
ズ
（
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
）
を
例
に
と
る
と
、
最
高
料
金
の
ス

イ
ー
ト
客
室
が
七
五
〇
ド
ル
、
最
低
料
金
の
内
側
客
室
が
二
六

〇
ド
ル
。
な
ん
と
安
い
こ
と
か
。
し
か
も
、
客
室
は
均
質
化
さ

れ
、
上
下
の
料
金
差
は
三
倍
に
み
た
な
い
。 

 

航
空
機
の
よ
う
に
、
フ
ァ
ー
ス
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
エ
コ
ノ
ミ

ー
と
い
っ
た
ク
ラ
ス
わ
け
も
な
い
。
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
の
コ
ン

セ
プ
ト
の
一
つ
は
、
全
船
ワ
ン
ク
ラ
ス
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
食
事
に
も
格
差
は
な

い
。
リ
ド
デ
ッ
キ
も
公
室
も
共
用
。
船
客
は
ど
の
公
室
も
自
由

に
利
用
で
き
る
の
で
あ
る
。 

Ｑ
Ｅ
２
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
き
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
会
長
の
ス
モ

ー
ル
ピ
ー
ス
卿
が
「
船
客
全
員
が
、
船
内
の
ど
こ
に
で
も
歩
い

て
い
け
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
こ
と
を
思
い
お
こ
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し
て
ほ
し
い
。
現
代
の
船
旅
が
欧
米
で
メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
の

は
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
す
ぐ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。 

 

こ
う
し
た
公
室
と
客
室
の
変
革
に
よ
り
、
現
代
ク
ル
ー
ズ
船

の
船
内
配
置
は
き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
な
も
の
に
な
っ
た
。
む
か

し
の
よ
う
に
、
船
内
で
迷
子
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た
。

等
級
差
が
あ
る
定
期
客
船
で
は
、
船
内
は
ふ
く
ざ
つ
に
入
り
組

ん
で
お
り
、
ま
る
で
迷
宮
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

 

現
在
、
日
本
の
文
化
人
の
一
部
（
作
家
の
内
田
康
夫
氏
ほ
か
）

に
、「
航
空
機
の
よ
う
に
、ク
ル
ー
ズ
船
に
等
級
差
を
導
入
せ
よ
」、

と
い
っ
た
意
見
が
あ
る
の
は
残
念
な
こ
と
だ
。 

 

し
か
し
、
交
通
機
関
で
あ
る
定
期
客
船
や
航
空
機
の
よ
う
に

等
級
差
を
設
け
た
ら
、
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
む
人
は
減
少
す
る
に

ち
が
い
な
い
。
全
船
ワ
ン
ク
ラ
ス
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
現

代
の
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
を
一
般
庶
民
の
大
レ
ジ
ャ
ー
に
し
た
要

因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

  

フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
の
は
じ
ま
り 

  

テ
ッ
ド
・
ア
リ
ソ
ン
、
ク
ヌ
ー
ト
・
ク
ロ
ス
タ
ー
と
な
ら
ぶ

重
要
人
物
が
も
う
一
人
い
る
。 

 

ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
ク
ル
ー
ズ
・
ラ
イ
ン
（Royal 

Caribbean Cruise Line
 

略
称
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
）
の
創
業
者
エ

ド
ウ
ィ
ン
・
ス
テ
フ
ァ
ン
（Edwin Stephan

）
で
あ
る
。
一

九
九
六
年
ま
で
同
社
の
社
長
を
つ
と
め
、二
〇
〇
三
年
に
七
一

歳
で
引
退
す
る
ま
で
役
員
を
し
て
い
た
。 

 

米
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
生
ま
れ
。
朝
鮮
戦
争
に
従
軍
し
、

帰
国
後
は
フ
ロ
リ
ダ
の
ホ
テ
ル
マ
ン
と
し
て
働
い
た
。
ク
ル
ー

ズ
業
界
に
入
っ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
だ
。 

 

振
り
出
し
は
マ
イ
ア
ミ
の
ヤ
ー
マ
ス
・
ス
チ
ー
ム
シ
ッ
プ
社

（Yarmouth Steamship Co.

）
で
あ
る
。
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
バ
ハ
マ
・
ク
ル
ー
ズ
の
実
務
を
か
さ
ね
た
の
ち
、

別
会
社
に
転
じ
、
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
た
。 

 

六
五
年
に
は
、
八
八
人
が
死
亡
し
た
ヤ
ー
マ
ス
・
カ
ー
ス
ル

Yarmouth Castle(

五
〇
〇
二
ト
ン
、
一
九
二
七
年
建
造) 

の

炎
上
沈
没
に
遭
遇
し
、
老
朽
船
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
た
。
後
年

の
「
新
造
船
信
仰
」
と
で
も
い
う
べ
き
ス
テ
フ
ァ
ン
の
ポ
リ
シ

ー
は
、こ
の
大
惨
事
へ
の
反
省
が
原
点
に
な
っ
て
い
る（
注8

）。 

 

ス
テ
フ
ァ
ン
は
、
マ
イ
ア
ミ
を
母
港
と
す
る
定
期
ク
ル
ー
ズ

の
発
展
に
確
信
を
持
っ
て
い
た
。
既
存
二
社
で
の
実
務
経
験
か

ら
、
カ
リ
ブ
海
に
合
っ
た
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
客
船
を
投
入
す

れ
ば
、
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
は
北
米
全
体
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
す

る
メ
ジ
ャ
ー
産
業
に
成
長
す
る
。
そ
う
み
て
い
た
。 

 

地
方
都
市
マ
イ
ア
ミ
を
発
着
す
る
ク
ル
ー
ズ
を
全
国
的
に
展

開
す
る
に
は
、
航
空
機
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
住
民
を
主
体
に
集
客
し
て
い
た
ヤ
ー
マ
ス
社
と
は
、

わ
け
が
ち
が
う
。
だ
か
ら
彼
は
、
創
業
時
か
ら
フ
ラ
イ
＆
ク
ル

ー
ズ
に
よ
る
船
旅
パ
タ
ー
ン
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
。 

          
フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
と
は
、
航
空
機
と
ク
ル
ー
ズ
を
セ
ッ
ト

に
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
式
の
旅
行
商
品
の
こ
と
で
あ
る
。
船
客
が

最
寄
り
の
空
港
を
出
発
す
る
と
き
か
ら
、
船
に
乗
り
、
最
寄
り

空
港
に
帰
着
す
る
ま
で
、
い
っ
さ
い
の
面
倒
を
み
よ
う
と
い
う

シ
ス
テ
ム
で
、
エ
ア
／
シ
ー
と
も
い
う
。
こ
れ
を
円
滑
に
お
こ

な
う
に
は
、
航
空
・
旅
行
会
社
と
提
携
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に

な
る
。
広
大
な
北
米
大
陸
で
ク
ル
ー
ズ
レ
ジ
ャ
ー
を
定
着
さ
せ

る
に
は
、
フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
を
な
ん
と
し
て
も
導
入
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。 

 

い
っ
ぽ
う
船
客
か
ら
み
れ
ば
、
搭
乗
空
港
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

し
た
と
き
か
ら
船
旅
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
ス

ー
ツ
ケ
ー
ス
を
空
港
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
船
の
客
室
ま
で
直
送
す

る
サ
ー
ビ
ス
も
導
入
さ
れ
た
。
船
旅
は
衣
装
が
ふ
え
が
ち
だ
。

い
き
お
い
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
も
大
き
く
な
り
、
数
も
多
く
な
る
か

ら
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。 

  

ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
ク
ル
ー
ズ
・
ラ
イ
ン 

  

ス
テ
フ
ァ
ン
は
事
業
の
青
写
真
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

カ
ネ
が
な
か
っ
た
。出
資
者
も
い
な
か
っ
た
。や
む
な
く
彼
は
、

出
資
者
さ
が
し
の
旅
に
出
た
。目
的
地
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
だ
っ
た
。 

 

Ｉ
・
Ｍ
・
ス
カ
ウ
ゲ
ン
（I. M. Skaugen

）、
ア
ン
ダ
ー
ス
・

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
セ
ン
（Anders Wilhelmsen

）、
ゴ
タ
ー
ス
・

ラ
ー
セ
ン
（Gotaas Larsen

）
の
三
社
が
新
事
業
に
出
資
し
た
。

ス
カ
ウ
ゲ
ン
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
セ
ン
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
経
営
の
船

会
社
、
ラ
ー
セ
ン
は
カ
ナ
ダ
の
ガ
ス
・
電
力
会
社
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
系
列
会
社
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
ノ
ル
ウ
ェ
ー
系
の
企
業
で
あ
る
（
注9

）。 
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一
九
六
九
年
一
月
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
ク
ル
ー
ズ
・

ラ
イ
ン
が
マ
イ
ア
ミ
に
誕
生
し
た
。
老
舗
の
ス
カ
ウ
ゲ
ン
が
運

航
全
般
に
か
か
わ
り
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
セ
ン
は
会
計
を
担
当
。

ゴ
タ
ー
ス
・
ラ
ー
セ
ン
は
出
資
主
体
だ
っ
た
。「
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ

リ
ビ
ア
ン
」
の
社
名
決
定
に
は
論
議
が
あ
っ
た
。「
ロ
イ
ヤ
ル
」

が
つ
い
た
の
は
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
連
想
す
る
か
ら

で
、
ス
テ
フ
ァ
ン
の
意
見
に
よ
る
も
の
だ
（
注10

）。 

 

新
感
覚
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヴ
ァ
ル
チ
ー
ラ

造
船
所
（Wartsila, Helsinki

）
に
発
注
さ
れ
た
。
ソ
ン
グ
・

オ
ブ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー Song of Norway

、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
プ

リ
ン
ス Nordic Prince

、サ
ン
・
バ
イ
キ
ン
グ Sun Viking

。

一
万
八
〇
〇
〇
ト
ン
型
。
Ｎ
Ｃ
Ｌ
の
ス
タ
ー
ワ
ー
ド
級
と
と
も

に
、
第
一
世
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
と
し
て
有
名
な
三
姉
妹
だ
。 

                 

新
造
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
指
揮
し
た
の
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
マ

ー
テ
ィ
ン
・
ハ
レ
ン
（Martin Hallen

）
で
あ
る
。
ス
カ
ウ
ゲ

ン
か
ら
き
た
船
舶
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、
以
後
、
長
年
に
わ
た
っ
て

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
客
船
の
船
主
デ
ザ
イ
ン
の
作
成
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。 

 

ハ
レ
ン
は
、
新
造
船
の
外
形
と
旅
客
設
備
の
デ
ザ
イ
ン
を
そ

れ
ぞ
れ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ゲ
ア
・
グ
ル
ン
グ
（Geir Grung

）

と
デ
ン
マ
ー
ク
の
モ
ー
ゲ
ン
ス
・
ハ
ン
メ
ル
（Morgens Hammer

）

に
ゆ
だ
ね
た
。
そ
し
て
、
造
船
所
の
技
術
チ
ー
ム
と
も
検
討
を

か
さ
ね
、
基
本
設
計
図
を
仕
上
げ
た
（
注11

）。 

 

バ
イ
キ
ン
グ
・
ク
ラ
ウ
ン
・
ラ
ウ
ン
ジ 

  

外
形
を
担
当
し
た
グ
ル
ン
グ
の
愉
快
さ
は
、
素
人
の
ア
イ
デ

ア
を
尊
重
し
、
こ
れ
に
技
術
的
な
手
を
加
え
て
、
新
し
い
造
形

を
創
造
し
た
こ
と
だ
。
煙
突
後
部
の
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
、
バ
イ
キ

ン
グ
・
ク
ラ
ウ
ン
・
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。 

 

着
想
し
た
の
は
ス
テ
フ
ァ
ン
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
の
シ
ア

ト
ル
万
博
で
見
た
ス
ペ
ー
ス
・
ニ
ー
ド
ル
・
タ
ワ
ー
の
展
望
レ

ス
ト
ラ
ン
が
ヒ
ン
ト
だ
っ
た
。
グ
ル
ン
グ
は
こ
の
ア
イ
デ
ア
を

採
用
し
、
バ
イ
キ
ン
グ
・
ク
ラ
ウ
ン
・
ラ
ウ
ン
ジ
と
し
て
具
体

化
さ
せ
た
。
結
果
は
大
好
評
。
後
続
船
に
も
設
け
ら
れ
、
Ｒ
Ｃ

Ｃ
Ｌ
客
船
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
た
。 

 

煙
突
に
は
王
冠
と
錨
の
マ
ー
ク
が
描
か
れ
た
。
こ
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
は
、
オ
ー
ナ
ー
の
シ
ガ
ー
ド
・
ス
カ
ウ
ゲ
ン
（Sigurd 

Skaugen

）
が
ノ
ー
ト
に
描
い
た
悪
戯
描
き
を
も
と
に
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
造
形
化
し
た
も
の
だ
（
注12

）。 

            

も
う
一
つ
、
グ
ル
ン
グ
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
現
代
客
船
は

海
面
レ
ベ
ル
の
水
平
方
向
か
ら
だ
け
で
な
く
、
上
空
か
ら
見
下

ろ
し
た
す
が
た
も
美
し
く
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
デ
ザ
イ
ン
し

た
こ
と
だ
。
客
室
デ
ッ
キ
を
積
み
上
げ
た
現
代
客
船
は
、
水
平

方
向
か
ら
だ
と
異
様
に
見
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、
航
空
写
真
だ

と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
美
し
い
。
審
美
基
準
は
時
代
と
と
も
に

変
わ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
客
船
が
誕
生

し
た
。
船
籍
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
。
士
官
も
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
で
、
ク

ル
ー
は
欧
州
人
が
主
体
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
ク
ル
ー
は
中
米
・

カ
リ
ブ
系
が
多
か
っ
た
。 

 

か
く
し
て
七
〇
年
一
一
月
、
第
一
船
ソ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ノ
ル

ウ
ェ
ー
が
マ
イ
ア
ミ
を
毎
週
土
曜
に
発
着
す
る
通
年
の
カ
リ
ブ

海
ク
ル
ー
ズ
に
張
り
つ
い
た
。
寄
港
地
は
ナ
ッ
ソ
ー
、
サ
ン
フ

ア
ン
、
セ
ン
ト
ト
ー
マ
ス
。
乗
船
料
金
は
二
九
〇
～
五
六
五
ド

ル
（
七
泊
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
）
で
あ
っ
た
。
七
一
年
に
は
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
ス
、
七
二
年
に
は
サ
ン
・
バ
イ
キ
ン
グ
も

完
成
し
、
南
カ
リ
ブ
海
ま
で
南
下
す
る
一
四
泊
ク
ル
ー
ズ
に
就

航
し
た
。
い
ず
れ
も
マ
イ
ア
ミ
発
着
で
あ
る
。 

 

マイアミにおけるソング・オブ・ノルウェー級３姉妹 

 

ソング・オブ・ノルウェー級の 

バイキング・クラウン・ラウンジ 
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ス
テ
フ
ァ
ン
の
見
込
み
ど
お
り
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
ク
ル
ー
ズ
は

最
初
か
ら
好
調
だ
っ
た
。
客
室
稼
働
率
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

に
近
か
っ
た
。
積
極
的
に
導
入
し
た
フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
商
品
も
、
業
績
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 

             

一
ド
ル
か
ら
出
発
し
た
カ
ー
ニ
バ
ル
王
国 

  

一
九
七
一
年
い
っ
ぱ
い
で
ク
ヌ
ー
ト
・
ク
ロ
ス
タ
ー
と
の
協

力
関
係
を
解
消
し
た
テ
ッ
ド
・
ア
リ
ソ
ン
は
、
そ
の
後
ど
う
な

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ア
リ
ソ
ン
は
、
年
が
明
け
る
と
、
古
い
友

人
が
経
営
す
る
ボ
ス
ト
ン
の
旅
行
会
社
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
（American 

International Travel Service

）
の
支
援
を
得
て
カ
ー
ニ

バ
ル
・
ク
ル
ー
ズ
・
ラ
イ
ン
（Carnival Cruise Lines 

略

称
Ｃ
Ｃ
Ｌ
）
を
設
立
し
た
。
ア
リ
ソ
ン
が
手
塩
に
か
け
て
育
て

た
有
能
な
部
下
た
ち
が
行
動
を
と
も
に
し
た
。 

 

社
名
の
「
カ
ー
ニ
バ
ル
」
は
、
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
が
販
売
す
る
パ
ッ

ク
ツ
ア
ー
の
ト
レ
ー
ド
ネ
ー
ム
か
ら
と
ら
れ
た
。
船
の
購
入
資

金
も
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
が
持
っ
た
。
創
業
第
一
船
は
、
一
万
八
〇
〇
〇

ト
ン
の
中
古
船
マ
ル
デ
ィ
・
グ
ラ Mardi Gras

（
謝
肉
祭
の
最

終
日
）。
も
と
Ｃ
Ｐ
社
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
で
あ
る
。 

 

社
旗
と
煙
突
マ
ー
ク
は
、
ほ
と
ん
ど
Ｃ
Ｐ
社
の
コ
ピ
ー
だ
っ

た
。
マ
ル
デ
ィ
・
グ
ラ
を
受
け
と
っ
た
と
き
、
ス
タ
ッ
フ
は
同

船
を
み
て
「
ち
ょ
っ
と
変
え
れ
ば
使
え
る
」
と
思
っ
た
そ
う
だ
。

「
Ｃ
」
の
曲
線
部
分
を
広
げ
、
色
彩
を
変
え
る
と
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
意

匠
に
な
る
。
社
名
の
イ
ニ
シ
ア
ル
が
ど
ち
ら
も
「
Ｃ
」
だ
か
ら

違
和
感
は
な
か
っ
た
（
注13

）。 

 

七
二
年
三
月
十
一
日
、
マ
ル
デ
ィ
・
グ
ラ
は
マ
イ
ア
ミ
を
出

航
。
七
泊
の
東
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
に
就
い
た
。
土
曜
に
母
港

を
発
着
す
る
定
期
ク
ル
ー
ズ
が
は
じ
ま
っ
た
。
電
光
石
火
の
開

業
だ
っ
た
。
借
金
ま
み
れ
で
開
業
し
た
ア
リ
ソ
ン
と
し
て
は
、

船
を
す
ぐ
に
稼
働
さ
せ
て
現
金
収
入
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

「
ア
リ
ソ
ン
は
デ
ビ
ュ
ー
ク
ル
ー
ズ
の
船
中
で
、
ラ
ウ
ン
ジ

や
バ
ー
の
レ
ジ
か
ら
現
金
を
集
め
て
ま
わ
り
、
サ
ン
フ
ア
ン
で

支
払
う
燃
料
油
の
補
給
代
金
の
足
し
に
し
て
い
た
」。 

 

の
ち
に
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
社
長
に
な
る
ロ
バ
ー
ト
・
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ

ン
（Robert Dickinson

）
は
そ
う
語
っ
て
い
る
（
注14

）。 

                           

業
績
は
不
振
を
き
わ
め
た
。
準
備
不
足
で
経
営
戦
略
な
し
に

は
じ
め
た
の
が
悪
か
っ
た
。 

 

二
年
間
で
五
〇
〇
万
ド
ル
の
赤
字
に
な
っ
た
。
頼
み
の
Ａ
Ｉ

Ｔ
Ｓ
は
手
を
引
き
、
マ
ル
デ
ィ
・
グ
ラ
を
ア
リ
ソ
ン
に
売
却
し

た
。
船
価
は
た
っ
た
の
一
ド
ル
。
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー

ム
の
典
型
例
と
な
っ
た
カ
ー
ニ
バ
ル
王
国
は
、
こ
の
一
ド
ル
か

ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
七
四
年
の
こ
と
だ
っ
た
（
注15

）。 

 

「
フ
ァ
ン
シ
ッ
プ
」
を
掲
げ
て
大
ブ
レ
ー
ク 

  

ア
リ
ソ
ン
は
新
た
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
。

 

ソング・オブ・ノルウェー級のブロシュア 

 

CCLの創業第１船マルディ・グラ 

 

CCLの7万トン級エクスタシーの煙突 
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失
敗
は
も
う
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
船
旅
の
イ
メ
ー

ジ
を
根
底
か
ら
変
え
る
コ
ン
セ
プ
ト
が
必
要
だ
っ
た
。 

 

か
く
し
て
若
年
層
を
対
象
に
、
船
上
と
寄
港
地
で
昼
も
夜
も

徹
底
的
に
遊
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
、
フ
ァ
ン
シ

ッ
プ
（
愉
快
な
船
）
が
着
想
さ
れ
た
。
現
代
に
つ
な
が
る
カ
ジ

ュ
ア
ル
ク
ル
ー
ズ
の
誕
生
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
の
米
欧
ク
ル
ー

ズ
で
み
ら
れ
る
船
内
イ
ベ
ン
ト
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
原

型
の
多
く
は
、
こ
の
と
き
に
出
現
し
て
い
る
。 

 

さ
ま
ざ
ま
な
販
売
計
画
が
立
て
ら
れ
、
多
く
の
旅
行
会
社
が

こ
れ
を
支
援
し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
フ
ァ
ン
シ
ッ
プ
の
Ｃ
Ｍ
が
流

さ
れ
た
。
フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
も
導
入
さ
れ
、
北
米
の
マ
ス
マ

ー
ケ
ッ
ト
形
成
の
原
動
力
と
な
っ
た
（
注16

）。 

マ
ル
デ
ィ
・
グ
ラ
は
大
ブ
レ
ー
ク
し
た
。
若
者
を
中
心
に
旅

客
が
急
増
し
、
翌
七
五
年
の
消
席
率
（
一
客
室
二
人
定
員
で
計

算
）
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
。
一
客
室
を
三
～
四
人

で
利
用
す
る
船
客
が
ふ
え
た
。
業
績
向
上
を
背
景
に
、
第
二
船

カ
ー
ニ
バ
ル Carnivale

（
一
万
八
九
五
二
ト
ン
）
が
就
航
し

た
。こ
の
船
も
、前
身
は
Ｃ
Ｐ
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
で
あ
る
。

の
ち
に
こ
の
船
は
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
世

界
一
周
ク
ル
ー
ズ
船
、
ザ
・
ト
パ
ー
ズ The Topaz

と
な
る
。 

 

ち
な
み
に
、
フ
ァ
ン
シ
ッ
プ
を
掲
げ
た
の
は
Ｃ
Ｃ
Ｌ
が
最
初

で
は
な
い
。
バ
ハ
マ
・
ク
ル
ー
ズ
を
経
営
し
て
い
た
ヤ
ー
マ
ス
・

ス
チ
ー
ム
シ
ッ
プ
社
が
す
で
に
、
こ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
し
て
い
た
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
創
業
者
ス
テ
フ
ァ
ン
が
ゼ
ネ
ラ
ル

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
た
あ
の
会
社
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
前
述
の
よ
う
に
六
五
年
、
ヤ
ー
マ
ス
・
カ
ー
ス

ル
が
炎
上
沈
没
し
て
多
数
が
死
亡
。
フ
ァ
ン
シ
ッ
プ
像
は
大
き

く
傷
つ
い
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｌ
は
こ
れ
を
復
活
さ
せ
、
フ
ァ
ン
シ
ッ
プ

に
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
吹
き
込
ん
だ
の
で
あ
る
。 

 

Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
事
業
は
そ
の
後
、
テ
ッ
ド
の
息
子
ミ
ッ
キ
ー
・
ア

リ
ソ
ン
に
引
き
継
が
れ
た
。
ミ
ッ
キ
ー
は
、
父
親
に
似
て
積
極

性
と
攻
撃
性
に
み
ち
た
経
営
者
で
あ
る
。
彼
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
事

業
を
拡
大
す
る
い
っ
ぽ
う
、
欧
州
、
北
米
の
有
力
な
ク
ル
ー
ズ

船
会
社
を
買
収
し
て
勢
力
を
拡
大
、
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
業
界
を

席
巻
す
る
カ
ー
ニ
バ
ル
王
国
を
築
き
上
げ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
ま
た
あ
と
で
く
わ
し
く
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。 
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第
八
話 

老
舗
の
復
活 

                     

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
誕
生 

  

二
〇
〇
四
年
二
月
二
六
日
。
雲
一
つ
な
く
晴
れ
わ
た
っ
た
こ

の
日
、
長
崎
港
で
超
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
命
名
式
が
盛
大
に
お

こ
な
わ
れ
た
。
一
一
万
五
八
七
五
ト
ン
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ

リ
ン
セ
ス Diamond Princess

。
建
造
し
た
の
は
三
菱
重
工
業

の
長
崎
造
船
所
。日
本
で
誕
生
し
た
史
上
最
大
の
客
船
で
あ
る
。 

 

式
典
に
は
関
係
者
五
五
〇
人
を
は
じ
め
市
民
ら
が
参
加
し
た
。

発
注
し
た
英
Ｐ
＆
Ｏ
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
（Princess 

Cruises

）
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）
ピ
ー
タ
ー
・
ラ
ト

ク
リ
フ
（Peter Ratcliffe

）、
同
社
を
所
有
す
る
カ
ー
ニ
バ

ル
・
グ
ル
ー
プ
の
総
帥
ミ
ッ
キ
ー
・
ア
リ
ソ
ン
と
マ
デ
リ
ン
夫

人
も
参
列
し
た
。
筆
者
も
参
加
す
る
幸
運
を
得
た
。 

 

三
菱
重
工
長
崎
造
船
所
が
同
型
の
超
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
二
隻

を
受
注
し
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二

〇
〇
二
年
一
〇
月
、
艤
装
中
の
第
一
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ

ン
セ
ス
が
大
火
災
を
お
こ
し
た
こ
と
は
、
読
者
諸
氏
も
ご
存
じ

か
と
思
う
。
幕
末
に
創
業
し
た
長
崎
造
船
所
に
と
っ
て
、
そ
れ

ま
で
例
の
な
い
大
事
故
で
あ
っ
た
。 

                

ふ
だ
ん
は
外
国
客
船
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
な
い
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
も
、
事
故
を
大
き
く
報
じ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
姿
勢
は
、
造
船
所
の
責
任
を
き
び
し
く
問
う

も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
作
家
の
吉
村
昭
氏
が

地
元
の
『
長
崎
新
聞
』（
一
〇
月
一
九
日
付
）
に
寄
せ
た
「
悲
し

い
事
故
に
め
げ
る
な
長
崎
」
と
題
す
る
投
書
は
、
造
船
所
に
対

す
る
作
家
の
あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
救

わ
れ
る
思
い
が
し
た
。 

 

長崎で開催されたダイヤモンド・プリンセスの命名式。 

前列右からアリソン夫妻、ラトクリフＣＥＯ 
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幸
い
工
事
は
続
行
と
決
定
。
並
行
し
て
建
造
中
の
第
二
船
が

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
船
名
を
引
き
継
ぎ
、
ひ
と
あ

し
先
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
右
述
の
命
名
式
で
誕

生
し
た
巨
船
は
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
で
あ
る
。 

                               

命
名
式
を
終
え
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
は
、
横
浜

で
燃
料
油
を
補
給
し
た
の
ち
太
平
洋
を
横
断
。
プ
リ
ン
セ
ス
・

ク
ル
ー
ズ
社
の
運
航
に
よ
り
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
発
着
の
メ
キ
シ

カ
ン
・
リ
ビ
エ
ラ
・
ク
ル
ー
ズ
（
メ
キ
シ
コ
西
岸
ク
ル
ー
ズ
、
七

泊
）
に
就
い
た
。
デ
ビ
ュ
ー
ク
ル
ー
ズ
に
は
、
四
一
八
人
の
日

本
人
客
が
乗
船
し
た
と
い
う
。
五
月
か
ら
は
、
シ
ア
ト
ル
発
着

の
ア
ラ
ス
カ
・
ク
ル
ー
ズ
（
七
泊
）
に
転
じ
た
。 

 

同
じ
五
月
に
は
、
後
続
の
サ
フ
ァ
イ
ア
・
プ
リ
ン
セ
ス 

Sapphire Princess

（
旧
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
）
が

完
成
。
横
浜
大
桟
橋
ふ
頭
で
披
露
さ
れ
た
の
ち
太
平
洋
を
横
断

し
た
。
六
月
か
ら
は
第
一
船
と
と
も
に
シ
ア
ト
ル
発
着
の
ア
ラ

ス
カ
・
ク
ル
ー
ズ
（
七
泊
）
に
就
航
。
日
本
造
船
史
上
最
大
の

客
船
二
隻
が
、
ア
ラ
ス
カ
で
麗
姿
を
競
っ
た
。 

 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
は
二
〇
一
四
年
、
季
節
運
航

な
が
ら
日
本
人
を
主
対
象
と
す
る
日
本
発
着
ク
ル
ー
ズ
に
就
航
。

前
年
（
二
〇
一
三
年
）
か
ら
日
本
発
着
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ
な
っ

て
い
る
サ
ン
・
プ
リ
ン
セ
スSun princess

（
二
代 

七
万
七
四

四
一
ト
ン
）
と
と
も
に
ク
ル
ー
ズ
へ
の
関
心
を
高
め
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
両
船
を
運
航
す
る
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社

と
い
う
客
船
会
社
に
つ
い
て
で
あ
る
。
海
外
で
は
広
く
知
ら
れ

た
大
手
ク
ル
ー
ズ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
の
だ
が
、
日
本
で
は
ま
っ

た
く
耳
慣
れ
な
い
社
名
で
は
な
か
っ
た
か
。 

  
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
の
創
業 

  

プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
北
米
ウ

エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
で
誕
生
し
た
。
創
業
者
は
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の

シ
ア
ト
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
ス
タ
ン
レ
ー
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

（Stanley MacDonald
）
で
あ
る
。 

               

彼
は
一
九
六
四
年
の
秋
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

鉄
道
（Canadian Pacific Railway

略
称
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
か
ら
六

〇
〇
〇
ト
ン
の
フ
ェ
リ
ー
、
プ
リ
ン
セ
ス
・
パ
ト
リ
シ
ア 

Princess Patricia

を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
六
四
～
五
年
冬
季

に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
発
着
の
メ
キ
シ
カ
ン
リ
ビ
エ
ラ
・
ク
ル
ー

ズ
を
開
業
。
六
五
～
六
年
の
冬
季
も
、
こ
れ
を
実
施
し
た
。
ト

 

横浜に初入港したサファイア・プリンセス。向こう側は飛鳥 

 

プリンセス・クルーズ社の創業第１船 

プリンセス・パトリシア 

 

三菱長崎造船所で誕生したダイヤモンド・プリンセス 
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レ
ー
ド
ネ
ー
ム
は
船
名
に
ち
な
む
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
。

こ
れ
が
同
社
の
始
ま
り
で
あ
る
（
注1

）。 

事
業
は
成
功
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
こ
れ
を
通
年
の
ク
ル
ー
ズ

に
し
よ
う
と
し
た
が
、
冬
季
し
か
同
船
を
使
え
な
い
と
い
う
ネ

ッ
ク
が
あ
っ
た
。
夏
季
に
な
る
と
バ
ン
ク
ー
バ
ー
を
発
着
す
る

Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
ア
ラ
ス
カ
・
ク
ル
ー
ズ
に
就
航
し
て
い
た
か
ら
だ
。 

 

そ
こ
で
彼
は
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
二
隻
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
プ

リ
ン
セ
ス
・
イ
タ
リ
ア Princess Italia

（
一
万
二
二
一
九

ト
ン
）、
プ
リ
ン
セ
ス
・
カ
ル
ラ Princess Carla

（
一
万
九

九
七
五
ト
ン
）
と
改
名
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
発
着
の
通
年
の
ク
ル

ー
ズ
に
投
入
し
た
。
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
と
い
え
ば
、

長
い
髪
を
な
び
か
せ
た
女
性
の
横
顔
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
思
い
う

か
ぶ
が
、
こ
れ
を
初
め
て
煙
突
に
つ
け
た
の
は
プ
リ
ン
セ
ス
・

カ
ル
ラ
で
あ
る
（
注2

）。
ア
ラ
ス
カ
、
カ
リ
ブ
海
（
パ
ナ
マ
経

由
）
へ
の
ク
ル
ー
ズ
も
両
船
を
使
っ
て
開
設
さ
れ
た
。 

 
 
 

           

後
年
、
プ
リ
ン
セ
ス
社
の
有
力
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
な
る
ア

ラ
ス
カ
・
ク
ル
ー
ズ
は
、
六
九
年
夏
季
に
プ
リ
ン
セ
ス
・
イ
タ

リ
ア
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
（
注3

）。 

 

私
の
手
元
に
あ
る
七
一
年
の
ブ
ロ
シ
ュ
ア
に
よ
る
と
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
隔
週
木
曜
に
発
着
す
る
一
四
泊
の
ク
ル
ー
ズ

で
、
運
賃
は
五
七
五
～
一
四
七
五
ド
ル
。
一
泊
あ
た
り
四
一
～

一
〇
五
ド
ル
だ
か
ら
、
か
な
り
安
い
料
金
だ
。
庶
民
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
で
わ
か
る
。 

 

新
興
各
社
が
マ
イ
ア
ミ
を
拠
点
に
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
を
は

じ
め
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
北
米
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
で
も

現
代
の
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

  

北
米
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
を
拠
点
に
事
業
展
開 

  

一
九
七
二
年
、返
船
し
た
プ
リ
ン
セ
ス
・
カ
ル
ラ
に
代
わ
り
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
ア
イ
ラ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス 

Island 

Princess

（
一
万
九
九
〇
七
ト
ン
）
が
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
た
。

九
九
年
に
韓
国
に
売
却
さ
れ
る
ま
で
、
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

プ
リ
ン
セ
ス
社
を
さ
さ
え
た
名
船
で
あ
る
。 

 

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
事
業
は
順
調
だ
っ
た
。彼
の
成
功
を
み
て
、

老
舗
大
手
も
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
に
進
出
し
て
き
た
。
イ
タ
リ

ア
系
の
シ
ト
マ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
社
（Sitmar Cruises

）
と
英

Ｐ
＆
Ｏ
社
で
あ
る
。
シ
ト
マ
ー
は
中
古
船
を
使
っ
た
が
、
Ｐ
＆

Ｏ
は
新
船
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ロ
ン
ド
ン Spirit of London

（
一
万
七
三
七
〇
ト
ン
）
を
投
入
し
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
母
港

に
プ
リ
ン
セ
ス
と
は
げ
し
い
競
争
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。 

 

大
資
本
の
Ｐ
＆
Ｏ
社
が
相
手
で
は
、
と
う
て
い
勝
ち
目
は
な

い
。加
え
て
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
プ
リ
ン
セ
ス
社
を
直
撃
し
た
。

七
四
年
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
Ｐ
＆
Ｏ
社
の
軍
門
に
下
り
、
プ
リ

ン
セ
ス
社
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
は
Ｐ
＆
Ｏ
社
の
支
配
下
に
入
っ
た
。 

                

ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ロ
ン
ド
ン
は
プ
リ
ン
セ
ス
社
に
移
籍

し
、
初
代
サ
ン
・
プ
リ
ン
セ
ス Sun Princess

と
な
っ
た
。

チ
ャ
ー
タ
ー
中
の
ア
イ
ラ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
も
買
収
。
同
型

船
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
セ
ス Pacific Princess

も

加
わ
り
、
粒
選
り
の
三
隻
に
よ
る
運
航
体
制
が
固
ま
っ
た
。 

 

Ｐ
＆
Ｏ
社
は
賢
明
だ
っ
た
。
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
に
不
慣
れ
な

こ
の
老
舗
は
、
プ
リ
ン
セ
ス
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
す
る
戦
略
を
と

っ
た
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
引
き
つ
づ
き
プ
リ
ン

セ
ス
社
の
指
揮
を
と
り
、本
社
も
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
置
か
れ
た
。

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
体
制
は
八
〇
年
ま
で
つ
づ
い
た
（
注4

）。 

 

こ
う
し
て
、
世
界
屈
指
の
老
舗
Ｐ
＆
Ｏ
社
は
、
米
国
型
の
現

 

プリンセス・クルーズ社の煙突マーク 

 

横浜に初来航したパシフィック・プリンセス 
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代
ク
ル
ー
ズ
へ
の
同
化
に
成
功
し
た
。こ
ん
に
ち
、カ
リ
ブ
海
、

地
中
海
な
ど
と
と
も
に
世
界
有
数
の
ク
ル
ー
ズ
先
と
な
っ
た
ア

ラ
ス
カ
と
メ
キ
シ
カ
ン
・
リ
ビ
エ
ラ
海
域
は
、
Ｐ
＆
Ｏ
系
の
プ

リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
が
開
拓
し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
系
の
新

興
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、
マ
イ
ア
ミ
を
拠
点
と
す
る
カ
リ
ブ
海
ク

ル
ー
ズ
を
開
拓
し
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。 

  

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
が
北
米
の
船
旅
文
化
を
育
て
た 

  

米
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
が
毎
週
土
曜
日
の
夜
、
連
続
ド
ラ
マ
『
ラ

ブ
ボ
ー
ト
』
の
放
映
を
は
じ
め
た
の
は
一
九
七
七
年
の
秋
で
あ

る
。
舞
台
は
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
船
上
。
人
気
ゲ

ス
ト
が
毎
回
乗
船
し
、
航
海
中
に
お
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
や

人
間
模
様
を
コ
メ
デ
ィ
ー
ふ
う
に
描
い
た
六
〇
分
完
結
の
ド
ラ

マ
で
あ
る
。
ど
う
と
い
う
こ
と
の
な
い
ド
タ
バ
タ
芝
居
だ
が
、

ク
ル
ー
ズ
船
が
舞
台
と
い
う
も
の
め
ず
ら
し
さ
も
あ
っ
て
全
米

で
大
き
な
人
気
を
よ
び
、
八
六
年
ま
で
九
年
間
に
わ
た
っ
て
放

映
さ
れ
た
（
注5

）。
日
本
で
も
放
映
さ
れ
、
八
三
年
五
月
に
は

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
セ
ス
が
来
日
し
た
（
前
頁
写
真
）。 

「
こ
れ
は
ク
ル
ー
ズ
を
超
え
て
い
る
。
ラ
ブ
ボ
ー
ト
だ
」(It's 

more than a cruise, it's the Love Boat.)

と
い
う
フ

レ
ー
ズ
が
、船
長
役
を
演
じ
た
ゲ
ヴ
ィ
ン
・
マ
ク
ロ
ー
ド（Gavin 

MacLeod

）
の
写
真
と
と
も
に
、
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
の

ブ
ロ
シ
ュ
ア
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

巨
大
メ
デ
ィ
ア
の
発
信
力
は
大
き
い
。『
ラ
ブ
ボ
ー
ト
』
の
大

ヒ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
一
般
庶
民
を
対
象
と
す
る
カ
ジ
ュ
ア
ル
ク

ル
ー
ズ
の
楽
し
さ
が
全
米
に
発
信
さ
れ
、
何
百
万
人
単
位
の
巨

大
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
発
展
す
る
土
壌
が
で
き
た
。 

 

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
が
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
北
米
の
船
旅
文
化
を
育
て
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
北
米
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

そ
の
船
旅
文
化
は
、
欧
州
、
豪
州
、
南
米
、
南
ア
、
東
南
ア
ジ

ア
へ
と
広
が
り
、
ク
ル
ー
ズ
文
明
と
い
う
べ
き
普
遍
性
、
国
際

性
を
持
つ
に
い
た
っ
た
。 

 

日
本
で
も
近
年
、
世
界
標
準
と
な
っ
た
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
が

定
着
し
つ
つ
あ
る
。
Ｒ
Ｃ
Ｉ
（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
が
改
称
）
の
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
の
一
隻
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー

ズ Legend of the Seas

（
六
万
九
一
三
〇
ト
ン
）
の
日
本
発

着
ク
ル
ー
ズ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー

ズ
社
も
前
述
の
よ
う
に
、
二
〇
一
三
年
か
ら
サ
ン
・
プ
リ
ン
セ

ス Sun Princess

（
二
代
）
を
使
っ
て
日
本
発
着
ク
ル
ー
ズ
を

お
こ
な
っ
て
お
り
、
人
気
を
あ
つ
め
た
。 

 

プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
は
、
八
〇
年
代
か
ら
社
船
の
大

型
化
に
着
手
。
運
航
海
域
は
世
界
に
広
が
っ
た
。
そ
の
結
果
、

Ｐ
＆
Ｏ
プ
リ
ン
セ
ス
・
グ
ル
ー
プ
は
、
カ
ー
ニ
バ
ル
、
ロ
イ
ヤ

ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
に
次
ぐ
世
界
第
三
位
の
大
手
ク
ル
ー
ズ
集
団

に
成
長
し
た
。
こ
の
三
グ
ル
ー
プ
を
ビ
ッ
グ
３
と
い
っ
て
い
た

時
期
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
三
年
四
月
、
親
会
社
の
Ｐ

＆
Ｏ
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
が
、
ミ
ッ
キ
ー
・
ア
リ
ソ
ン

が
ひ
き
い
る
最
大
手
の
カ
ー
ニ
バ
ル
と
合
併
し
て
し
ま
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
火
災
事
故
の
こ
ろ
、

合
併
話
が
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。 

 

結
局
、
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
は
、
こ
れ
ま
で
の
プ
リ

ン
セ
ス
ブ
ラ
ン
ド
を
キ
ー
プ
す
る
方
向
で
、
世
界
最
大
の
ク
ル

ー
ズ
企
業
の
一
翼
を
に
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
命
名
式
に
ミ
ッ
キ
ー
・
ア
リ
ソ
ン
が
参
列

し
て
い
た
の
に
は
、
こ
う
い
っ
た
背
景
が
あ
る
。 

  
Ｈ
Ａ
Ｌ
も
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
へ
の
変
身
に
成
功 

  

英
Ｐ
＆
Ｏ
社
と
と
も
に
、
米
国
型
の
現
代
ク
ル
ー
ズ
へ
の
変

身
に
成
功
し
た
老
舗
が
も
う
一
社
あ
る
。
往
年
の
北
大
西
洋
航

路
の
雄
、
ホ
ラ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
・
ラ
イ
ン
（
Ｈ
Ａ
Ｌ
）
で
あ

る
。
し
か
も
、
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
と
同
様
、
米
国
型

ク
ル
ー
ズ
に
同
化
し
た
だ
け
で
な
く
、
現
在
も
勢
力
を
拡
大
さ

せ
て
い
る
と
い
う
稀
有
な
老
舗
で
あ
る
。 

                

創
業
は
一
八
七
三
年
。
日
本
の
年
号
だ
と
明
治
六
年
。
社
名

が
示
す
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
船
会
社
と
し
て
一
世
紀
に
わ
た

っ
て
北
大
西
洋
航
路
を
経
営
し
た
。
ク
ル
ー
ズ
へ
の
転
換
を
は

か
っ
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
で
、
本
拠
地
を
シ
ア
ト
ル
に
移
し

 

横浜港大桟橋に着岸する５代目ロッテルダム。1976年 
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た
八
〇
年
代
か
ら
は
、
ア
ラ
ス
カ
・
ク
ル
ー
ズ
を
独
自
の
ブ
ラ

ン
ド
に
そ
だ
て
あ
げ
た
。 

 

定
期
航
路
か
ら
ク
ル
ー
ズ
へ
の
転
換
は
、
五
代
目
ロ
ッ
テ
ル

ダ
ム
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。
第
六
話
で
ふ
れ
た
あ
の
名
船
で

あ
る
。
一
九
六
一
年
の
初
来
航
以
来
、
日
本
に
何
回
も
来
日
し

た
の
で
、
お
な
じ
み
の
船
で
も
あ
る
。 

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
は
Ｑ
Ｅ
２
と
同
様
、
北
大
西
洋
航
路
／
ク
ル

ー
ズ
の
兼
用
船
と
し
て
建
造
さ
れ
た
。
大
西
洋
横
断
の
と
き
は

二
ク
ラ
ス
（
一
等
、
ツ
ー
リ
ス
ト
）
の
定
期
客
船
に
な
り
、
冬

季
の
ク
ル
ー
ズ
の
と
き
は
ワ
ン
ク
ラ
ス
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
早
変

わ
り
し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
し
た
一
九
五
九
年
の
暮
れ
に
は
、
早
く

も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
四
九
日
間
の
南
米
一
周
ク
ル
ー
ズ
に
就

航
。
六
一
年
一
月
に
は
、
最
初
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
（
東
回

り
）
に
出
た
（
注6

）。 

 

北
大
西
洋
航
路
か
ら
撤
退
し
、
ク
ル
ー
ズ
専
用
に
な
っ
た
の

は
六
九
年
で
あ
る
。
こ
の
年
、
Ｈ
Ａ
Ｌ
は
社
船
の
ダ
イ
ニ
ン
グ

ス
タ
ッ
フ
に
初
め
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
採
用
し
、
バ
ン
ド
ン

の
職
業
学
校
に
特
別
課
目
を
設
け
て
ク
ル
ー
の
養
成
に
乗
り
出

し
た
。
訓
練
に
は
、
本
物
の
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
食
器
が
使
わ
れ
た
。
前

年
の
六
八
年
に
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
ホ
テ
ル
部
門
を
統
括
す

る
士
官
職
、
ホ
テ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
乗
り
組
ん
だ
。
Ｈ
Ａ

Ｌ
は
、
他
社
に
先
駆
け
て
ホ
テ
ル
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
客
船
に
導
入
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
（
注7

）。 

              

リ
ド
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
コ
ン
セ
プ
ト
を
採
用
し
た
の
も
、
こ
の
年

で
あ
る
。
こ
れ
も
他
社
よ
り
早
か
っ
た
。
従
来
の
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
の
ほ
か
に
、
見
晴
ら
し
の
い
い
リ
ド
デ
ッ
キ
に
カ
ジ

ュ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
（
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
）
を
配
置
す
る
方
式
は
、

い
ま
で
は
多
く
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
導
入
さ
れ
、
ア
ラ
カ
ル
ト
レ
ス

ト
ラ
ン
と
と
も
に
多
様
な
「
食
」
エ
リ
ア
の
主
役
に
な
っ
て
い
る
。 

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
本
格
的
な
リ
ド
レ

ス
ト
ラ
ン
を
設
け
た
船
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
が
世
界
最
初
で
あ

る
。
時
期
は
ク
ル
ー
ズ
専
用
と
な
っ
た
六
九
年
。
ツ
ー
リ
ス
ト

ク
ラ
ス
の
リ
ド
カ
フ
ェ
を
改
装
し
て
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ

ン
に
し
た
の
だ
（
注8

）。 

 

新
造
船
で
こ
れ
を
設
け
た
の
は
、
私
の
知
る
限
り
、
初
代
の

プ
リ
ン
セ
ン
ダ
ム Prinsendam

（
八
五
六
六
ト
ン
）
が
最
初
で

あ
る
。
創
業
一
三
〇
年
に
あ
た
る
七
三
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
こ

の
ヨ
ッ
ト
ク
ル
ー
ザ
ー
は
、
小
型
船
な
が
ら
、
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ

ン
グ
の
ほ
か
に
リ
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
を
持
っ
て
い
た
。 

  

東
南
ア
ジ
ア
の
島
嶼
民
族
を
ク
ル
ー
に
採
用 

 

プ
リ
ン
セ
ン
ダ
ム
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
発
着
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
諸
島
ク
ル
ー
ズ
用
に
建
造
さ
れ
た
。
北
米
、
欧
州
、
豪
州
か

ら
の
フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
客
を
ね
ら
っ
た
も
の
だ
が
、
日
本
に

も
代
理
店
を
置
い
て
積
極
的
に
販
売
し
た
の
で
、
多
く
の
日
本

人
船
客
が
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
だ
。 

            

そ
し
て
楽
し
む
と
同
時
に
、
船
客
は
、
船
内
サ
ー
ビ
ス
を
一

手
に
引
き
受
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ク
ル
ー
の
見
事
な
仕
事
ぶ

り
に
目
を
見
張
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
士
官
が
無
愛
想
な
の
に
く

ら
べ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
や
キ
ャ
ビ

ン
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
親
切
だ
っ
た
。 

 

Ｈ
Ａ
Ｌ
が
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
に
、
か
つ
て
植
民
地
支
配

し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
採
用
し
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
一

九
六
九
年
で
あ
る
。
翌
年
に
は
、
キ
ャ
ビ
ン
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
充
当
。
こ
れ
を
契
機
に
、
全
船
の
客
室
業

務
に
つ
い
て
も
彼
ら
に
ま
か
せ
る
こ
と
に
し
た
。八
一
年
に
は
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
訓
練
学
校
を
設
立
し
た
。
現
在
、
乗

 

初代プリンセンダムのリドレストラン 

 

初代プリンセンダムのブロシュア 
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組
員
の
過
半
数
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
こ
こ
の
卒
業
生
で
あ
る
（
注9

）。 

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
次
い
で
多
い
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で

あ
る
。七
六
年
に
甲
板
・
機
関
部
員
に
採
用
し
た
の
が
最
初
で
、

そ
の
後
、
調
理
室
、
バ
ー
、
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
の
仕
事
に
も
進
出

し
た
（
注10

）。
八
七
年
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
（
五
代
目
）
の
世
界

一
周
ク
ル
ー
ズ
に
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
六
人
が
乗
り
組
み
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
乗
組
員
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
。 

い
ま
で
は
、
フ
ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ー
ス
の
接
客
業
務
も
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
女
性
が
こ
な
し
て
い
る
。
途
上
国
の
ク
ル
ー
は
こ
の
二

カ
国
の
出
身
者
だ
け
だ
が
、
彼
ら
の
仕
事
ぶ
り
は
船
客
に
も
船

会
社
側
に
も
好
評
だ
。
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
ク
ル
ー
ズ
は
彼
ら
が
さ
さ
え

て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
。 

               

Ｈ
Ａ
Ｌ
だ
け
で
な
く
、
い
ま
や
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
多
く

は
、
こ
の
二
カ
国
の
ク
ル
ー
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
の
島
嶼
民
族
が
サ
ー
ビ
ス
業
務
に
向
い
て
い
る
こ

と
を
見
出
だ
し
た
Ｈ
Ａ
Ｌ
は
、
先
見
の
明
が
あ
っ
た
。 

 

「
脱
・
オ
ラ
ン
ダ
」「
脱
・
北
大
西
洋
航
路
」 

  

乗
組
員
を
給
料
の
高
い
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
途
上
国
の
出
身
者

に
変
え
る
に
は
、
制
度
上
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
Ｈ
Ａ
Ｌ
が
と
っ
た
戦
略
は
、
す
こ
ぶ
る
ド

ラ
ス
チ
ッ
ク
な
も
の
だ
っ
た
。
一
九
七
二
年
、
船
籍
を
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
か
ら
カ
リ
ブ
海
の
ウ
イ
レ
ム
ス
タ
ッ
ト
（
オ
ラ
ン
ダ
領

キ
ュ
ラ
ソ
ー
）
に
移
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
（
注11

）。 

 

船
体
塗
装
も
一
新
し
た
。
定
期
客
船
時
代
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ

を
払
拭
す
る
た
め
、
長
年
親
し
ん
だ
ラ
イ
ト
グ
レ
ー
か
ら
ダ
ー

ク
ブ
ル
ー
に
改
め
た
。
創
業
以
来
の
煙
突
マ
ー
ク
も
、
真
ん
中

に
社
章
を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
に
変
え
た
。 

 

北
大
西
洋
航
路
か
ら
も
撤
退
し
た
。
一
九
七
一
年
秋
の
二
代

目
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム Nieuw Amsterdam(

三
万
六
九

八
二
ト
ン
）
の
航
海
が
、
最
後
の
大
西
洋
横
断
と
な
っ
た
。 

 

本
社
も
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
出
た
。
一
九
七
一
年
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
り
、
七
八
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

か
ら
米
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
転
じ
た
。
さ
ら

に
八
三
年
に
は
シ
ア
ト
ル
に
本
社
を
移
し
た
（
注

12

）。
ま
る

で
遷
都
を
く
り
か
え
王
朝
の
よ
う
だ
が
、
現
在
は
シ
ア
ト
ル
が

本
拠
地
に
な
っ
て
い
る
。 

 

七
〇
年
代
の
Ｈ
Ａ
Ｌ
は
、
ま
さ
に
「
脱
・
オ
ラ
ン
ダ
」「
脱
・

北
大
西
洋
航
路
」
を
進
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
荒
療

治
を
し
た
か
ら
こ
そ
今
の
Ｈ
Ａ
Ｌ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 
シ
ア
ト
ル
に
本
社
を
移
し
た
八
三
年
、
Ｈ
Ａ
Ｌ
は
社
名
を
ホ

ラ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
・
ラ
イ
ン
・
ウ
エ
ス
ツ
ア
ー
ズ
社
（Holland 

America Line-Westours Inc.

）
改
め
た
。
同
市
を
拠
点
と

す
る
旅
行
社
ウ
エ
ス
ツ
ア
ー
ズ
と
合
併
し
た
か
ら
だ
。そ
し
て
、

ウ
エ
ス
ツ
ア
ー
ズ
社
の
社
長
カ
ー
ク
・
ラ
ン
タ
ー
マ
ン
（Kirk 

Lanterman

）
が
新
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
社
長
に
な
っ
た
（
注13

）。 

 

す
で
に
Ｈ
Ａ
Ｌ
は
、
北
大
西
洋
航
路
か
ら
撤
退
し
た
七
一
年

に
、
ウ
エ
ス
ツ
ア
ー
ズ
社
の
創
業
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
エ
ス
ト

（Charles West

）
か
ら
、
同
社
株
式
の
大
半
を
買
収
し
て
い

た
。
ね
ら
い
は
ア
ラ
ス
カ
・
ク
ル
ー
ズ
で
あ
っ
た
。 

  

ア
ラ
ス
カ
・
ク
ル
ー
ズ
に
社
運
を
賭
け
る 

  

第
二
次
大
戦
の
ベ
テ
ラ
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
っ
た
ウ
エ
ス
ト
が
、

フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
を
拠
点
に
ア
ラ
ス
カ
の
旅
行
・
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
を
は
じ
め
た
の
は
、
戦
後
ま
も
な
く
の
こ
と
だ
。
こ
れ
が
一

九
五
一
年
に
シ
ア
ト
ル
に
移
り
ウ
エ
ス
ツ
ア
ー
ズ
社
に
な
る
。 

ウ
エ
ス
ト
は
、
ア
ラ
ス
カ
の
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
や
観
光
バ
ス

事
業
を
進
め
る
い
っ
ぽ
う
、
陸
上
ツ
ア
ー
と
氷
河
ク
ル
ー
ズ
を

セ
ッ
ト
に
し
た
パ
ッ
ク
商
品
を
販
売
し
た
。
さ
ら
に
三
〇
〇
〇

ト
ン
級
の
小
型
ク
ル
ー
ズ
船
を
入
手
し
、
こ
れ
を
バ
ン
ク
ー
バ

ー
発
着
の
ア
ラ
ス
カ
・
ク
ル
ー
ズ
に
投
入
し
た
（
冬
季
は
南
太

平
洋
）。
だ
が
、
船
の
運
航
に
四
苦
八
苦
し
た
こ
と
か
ら
嫌
気
が

さ
し
、
結
局
、
ウ
エ
ス
ツ
ア
ー
ズ
社
を
Ｈ
Ａ
Ｌ
に
売
却
し
て
し

ま
っ
た
（
注14

）。 

買
収
は
、
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
や
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
込
み
で
あ
っ

た
。
と
な
る
と
、
本
社
も
ウ
エ
ス
ツ
ア
ー
ズ
社
の
本
拠
地
に
置

い
た
方
が
便
利
で
あ
る
。
か
く
し
て
Ｈ
Ａ
Ｌ
は
シ
ア
ト
ル
に
移

 

ＨＡＬのインドネシア人クルー 
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り
、ア
ラ
ス
カ
・
ク
ル
ー
ズ
に
社
運
を
賭
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

買
収
後
の
七
五
年
、
プ
リ
ン
セ
ン
ダ
ム
が
夏
季
の
ア
ラ
ス
カ

に
張
り
付
い
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
他
の
Ｈ
Ａ
Ｌ
客
船
も
ア

ラ
ス
カ
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
し
て
、夏
季
は
ア
ラ
ス
カ
、

冬
季
は
カ
リ
ブ
海
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
確
立
し
た
。 

 

Ｈ
Ａ
Ｌ
も
、
プ
リ
ン
セ
ス
社
と
同
様
、
世
界
最
大
の
ク
ル
ー

ズ
企
業
体
で
あ
る
カ
ー
ニ
バ
ル
の
傘
下
に
入
っ
た
。
八
〇
年
代

の
末
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
豊
富
な
資
金

力
を
背
景
に
魅
力
的
な
大
型
船
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
造
。
運
航
海

域
も
、
ア
ラ
ス
カ
と
カ
リ
ブ
海
だ
け
で
な
く
、
欧
州
、
東
ア
ジ

ア
な
ど
世
界
に
広
が
っ
た
。 

                   

注 

 

（1

）
ク
ダ
ヒ
ー
『
北
米
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
実
態
』
七
九
‐

八
一
頁
。 

（2

）
同
前
八
一
頁
。 

（3

）
同
前
。 

（4

）
同
前
八
四
‐
五
頁
。 

（5

）
同
前
八
五
頁
。 

（6

）
ミ
ラ
ー
『
Ｓ
Ｓ
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
』
四
九
‐
五
一
頁
。 

（7

）
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。 

WWW.hollandamerica.com/about/history 

（8

）
ミ
ラ
ー
『
Ｓ
Ｓ
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
』
四
〇
‐
一
頁
。 

（9

）
前
掲
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。 

（10

）
同
前
。 

（11

）
同
前
お
よ
び
ク
ダ
ヒ
ー
『
北
米
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
の

実
態
』
一
一
九
頁
。 

（12

）
同
前 

一
一
九
頁
。 

（13

）
ク
ダ
ヒ
ー
『
北
米
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
実
態
』
一
二

二
頁
お
よ
び
前
掲
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。 

（14

）
ク
ダ
ヒ
ー
『
北
米
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
実
態
』
一
二

二
頁 

                                 

 

アラスカクルーズ中の５代目ロッテルダム 
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第
九
話 

ク
ル
ー
ズ
船
の
巨
大
化 

                    

 

米
国
型
ク
ル
ー
ズ
を
育
ん
だ
カ
リ
ブ
海 

  

世
界
の
ク
ル
ー
ズ
の
中
心
海
域
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
カ
リ
ブ

海
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
北
米
で
生
ま
れ
た
米
国
型

ク
ル
ー
ズ
は
、カ
リ
ブ
海
で
育
ま
れ
、巨
大
産
業
に
成
長
し
た
。

カ
リ
ブ
海
が
な
か
っ
た
ら
、
北
米
の
ク
ル
ー
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
は
成

立
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

                          

世
界
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
は
、
年
間
で
延
べ
二
二
〇
〇
万
人
を

超
え
る
。
そ
の
大
半
は
北
米
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
船
客
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
過
半
は
カ
リ
ブ
海
を
旅
し
て
い
る
。
北
米
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
米
国
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
船
客
が
中
心
で
あ
る
が
、
今
で

は
世
界
中
か
ら
船
客
が
集
ま
っ
て
く
る
。 

 

地
図
を
み
る
と
カ
リ
ブ
海
は
、西
イ
ン
ド
諸
島
、中
米
東
岸
、

南
米
北
岸
に
か
こ
ま
れ
た
広
大
な
ト
ロ
ピ
カ
ル
海
域
で
あ
る
。

ク
ル
ー
ズ
の
世
界
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
フ
ロ
リ
ダ
の
東
に

あ
る
バ
ハ
マ
海
域
も
ふ
く
め
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。 
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大
西
洋
の
内
海
の
よ
う
な
海
域
だ
か
ら
、
海
は
わ
り
あ
い
お

だ
や
か
だ
。
た
だ
し
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
が

発
生
す
る
。
こ
れ
に
遭
遇
す
る
と
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
で
も
揺

れ
る
。
筆
者
も
い
ち
ど
、
バ
ハ
マ
沖
で
こ
れ
に
出
会
っ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
七
万
ト
ン
ク
ラ
ス
に
乗
っ
て
い
た
の
で
、
船
酔
い

は
し
な
か
っ
た
。
船
酔
い
の
苦
し
さ
を
思
え
ば
、
ク
ル
ー
ズ
船

は
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
よ
い
。 

 

ハ
リ
ケ
ー
ン
が
な
く
、
北
米
が
冷
え
込
ん
で
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

を
求
め
た
く
な
る
晩
秋
か
ら
翌
年
春
ま
で
が
、
カ
リ
ブ
海
ク
ル

ー
ズ
の
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
オ
フ
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
、
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
船
の
多
く
は
、
パ
ナ
マ
運

河
経
由
で
ア
ラ
ス
カ
海
域
に
シ
フ
ト
す
る
。
た
だ
し
、
近
年
は

船
の
巨
大
化
が
進
み
、
年
間
を
と
お
し
て
カ
リ
ブ
海
で
稼
働
す

る
船
が
ふ
え
て
き
た
。 

 

カ
リ
ブ
海
は
な
ぜ
、
ク
ル
ー
ズ
海
域
と
し
て
現
在
の
大
人
気

を
勝
ち
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も

海
と
島
が
美
し
い
こ
と
。
年
間
の
平
均
気
温
が
二
六
度
前
後
と

た
い
へ
ん
暖
か
い
こ
と
。
こ
れ
に
つ
き
る
の
で
は
な
い
か
。
マ

リ
ン
リ
ゾ
ー
ト
海
域
と
し
て
、
こ
れ
以
上
の
好
条
件
は
な
い
。 

 

大
小
の
島
じ
ま
の
自
然
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
で
変
化
に

と
ん
で
お
り
、
大
航
海
時
代
の
伝
説
に
も
こ
と
欠
か
な
い
。
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
カ
リ
ビ
ア
ン
音
楽
も
た
っ
ぷ
り
と
堪
能
で
き
る
。 

 

こ
れ
に
加
え
て
、
寄
港
す
る
島
じ
ま
が
、
遠
か
ら
ず
近
か
ら

ず
、
適
当
な
距
離
で
散
ら
ば
っ
て
い
る
こ
と
も
、
ク
ル
ー
ズ
に

は
う
っ
て
つ
け
で
あ
る
。
昼
間
は
停
泊
し
て
観
光
用
の
時
間
に

あ
て
、
船
客
た
ち
が
寝
て
い
る
夜
間
に
航
海
す
る
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
む
り
な
く
組
め
る
か
ら
だ
。 

 

要
す
る
に
、
洋
上
で
一
週
間
ほ
ど
浮
か
ん
で
い
て
も
飽
き
な

い
レ
ジ
ャ
ー
環
境
が
、
海
に
も
島
に
も
、
そ
し
て
船
に
も
と
と

の
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
が
、
カ
リ
ブ
海
を
し
て
世
界
の
ク
ル

ー
ズ
の
中
心
海
域
に
し
た
最
大
の
理
由
で
あ
る
と
い
え
る
。 

  

巨
大
化
を
先
導
し
た
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
」 

  

し
か
し
、
カ
リ
ブ
海
に
は
難
点
も
あ
る
。
寄
港
地
の
港
湾
設

備
が
貧
弱
な
こ
と
だ
。
着
岸
で
き
る
場
所
が
か
ぎ
ら
れ
、
水
深

も
浅
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
沖
が
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

船
客
が
少
な
い
小
型
船
だ
っ
た
ら
、
本
船
搭
載
の
ボ
ー
ト
を

使
え
る
が
、
大
型
船
の
ば
あ
い
、
一
〇
〇
〇
人
単
位
の
船
客
を

ど
う
や
っ
て
上
陸
さ
せ
る
の
か
。 

 

だ
か
ら
、
む
か
し
の
常
識
で
は
、
カ
リ
ブ
海
の
ク
ル
ー
ズ
船

は
、
二
万
ト
ン
、
長
さ
六
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
（
一
八
三
メ
ー
ト
ル
）、

幅
八
〇
フ
ィ
ー
ト
（
二
四
メ
ー
ト
ル
）
ぐ
ら
い
が
手
ご
ろ
と
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
小
さ
い
と
、
船
客
定
員
が
減
っ
て
ペ
イ

し
な
い
し
、
こ
れ
よ
り
大
き
い
と
、
貧
弱
な
港
湾
設
備
が
入
港

の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
常
識
を
く
つ
が
え
し
た
の
が
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
の
創
業
者
ク
ロ

ス
タ
ー
と
、
彼
を
さ
さ
え
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
造
船
技
師
ワ
ン
ド

ボ
ル
ク
で
あ
る
。
こ
の
二
人
が
現
代
の
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
の
創

始
に
あ
た
っ
て
歴
史
的
な
功
績
を
の
こ
し
た
こ
と
は
、
第
七
話

で
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
着
想
に
よ
る
巨
船
ノ
ル
ウ
ェ

ー Norway

（
七
万
〇
七
〇
二
ト
ン
）
の
カ
リ
ブ
海
投
入
が
、
そ

れ
ま
で
の
常
識
を
く
つ
が
え
し
た
の
で
あ
る
。 

                     

Ｎ
Ｃ
Ｌ
は
一
九
八
〇
年
代
の
初
め
、
ル
ア
ー
ブ
ル
に
係
船
中

の
フ
ラ
ン
ス
を
買
収
し
て
ク
ル
ー
ズ
船
に
改
装
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
新
船
名
で
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
に
転
用
し
、
こ
れ
を
蘇
生
さ

せ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
成
功
が
、
九
〇
年
代
の
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
の
新
造
ブ
ー
ム
を
う
な
が
し
、
結
果
と
し
て
北
米
の
マ
ス
マ

ー
ケ
ッ
ト
形
成
に
つ
な
が
っ
た
。 

 

北
大
西
洋
航
路
か
ら
撤
退
し
た
こ
の
巨
船
を
カ
リ
ブ
海
で
走

ら
せ
て
み
て
は
ど
う
か
。
こ
の
奇
抜
な
プ
ラ
ン
を
最
初
に
提
案

し
た
の
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
の
若
い
社
員
で
あ
っ
た
。
技
術
者
肌
の
夢

想
家
ク
ロ
ス
タ
ー
は
こ
れ
に
大
い
に
関
心
を
示
し
、
サ
ウ
ジ
ア

 

母港マイアミに憩う巨船ノルウェー（もと北大西洋航路客船フランス） 
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ラ
ビ
ア
の
資
産
家
の
手
に
渡
っ
て
い
た
同
船
を
、
わ
ず
か
一
八

〇
〇
万
ド
ル
で
購
入
し
た
。
衝
動
買
い
に
近
か
っ
た
（
注1

）。 

 

お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
（
注2

）。 

七
九
年
六
月
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
入
手
し
た
ク
ロ
ス
タ
ー
は
、

オ
ス
ロ
へ
帰
る
途
中
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
ク
ヌ
ー
ド
・
Ｅ
・

ハ
ン
セ
ン
社
を
訪
れ
、
盟
友
ワ
ン
ド
ボ
ル
ク
に
会
っ
た
。
そ
し

て
、
購
入
済
み
で
あ
る
こ
と
を
伏
せ
て
意
見
を
も
と
め
た
。
こ

ん
な
や
り
と
り
だ
っ
た
ら
し
い
。 

「
フ
ラ
ン
ス
を
買
っ
て
ク
ル
ー
ズ
船
に
し
た
い
が
、
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
だ
ろ
う
か
」 

「
や
め
た
ほ
う
が
い
い
」 

「
じ
つ
は
も
う
買
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
」 

「
わ
か
っ
た
。
心
配
し
な
い
で
い
い
。
完
ぺ
き
に
仕
上
げ
て
み

せ
る
」 

 

運
航
コ
ス
ト
面
へ
の
懸
念
か
ら
反
対
は
し
た
も
の
の
、
ク
ロ

ス
タ
ー
が
す
で
に
買
っ
て
し
ま
っ
た
と
あ
れ
ば
、
技
術
者
と
し

て
、
オ
ー
ナ
ー
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
。
筆
者

は
ワ
ン
ド
ボ
ル
ク
の
対
応
に
技
術
者
魂
を
み
る
。 

  

自
走
式
の
大
型
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
を
搭
載 

  

出
入
港
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
港
湾
設
備
の
問
題
。
ワ
ン

ド
ボ
ル
ク
は
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
ク
リ
ア
し
た
の
か
。 

            

四
〇
〇
人
乗
り
の
自
走
式
の
大
型
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
二
隻
を

本
船
に
搭
載
し
、
こ
れ
を
寄
港
地
で
使
う
こ
と
で
こ
の
難
問
を

解
決
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
だ
と
、
沖
が
か
り
が
さ
ほ
ど

苦
に
な
ら
な
い
（
注3

）。
こ
の
方
式
は
、
二
〇
世
紀
初
め
に
ハ

パ
ク
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ル
イ
ー
ゼ
が
や
っ
て
い
る
。同
船
が
、

本
船
搭
載
の
小
汽
船
で
ボ
ー
ト
を
曳
航
す
る
方
式
を
導
入
し
た

こ
と
は
、
第
五
話
で
紹
介
し
た
。 

こ
う
し
て
巨
船
フ
ラ
ン
ス
は
、
ワ
ン
ド
ボ
ル
ク
の
基
本
デ
ザ

イ
ン
に
よ
り
、
旅
客
定
員
一
八
五
〇
人
（
一
室
二
人
ベ
ー
ス
で

計
算
。
以
下
同
じ
）
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
し
て

蘇
生
し
た
。
改
装
を
手
が
け
た
の
は
ド
イ
ツ
の
造
船
所
ハ
パ
ク

ロ
イ
ド
・
ヴ
ェ
ル
フ
ト
（hapag-Lloyd Werft

）
で
あ
る
。
一

九
八
〇
年
六
月
、
同
船
は
マ
イ
ア
ミ
発
着
の
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー

ズ
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
七
泊
の
ク
ル
ー
ズ
で
、
セ
ン
ト
ト
ー
マ

ス
、
バ
ハ
マ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
寄
港
し
た
。 

 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
と
は
何
か
。
船
会
社
が
所
有
す

る
船
客
専
用
の
リ
ゾ
ー
ト
島
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
ウ
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
と
も
い
う
。
こ
れ
も
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
が
創
始
し
た
工
夫
の
一
つ

で
あ
る
（
注4

）。
い
ま
で
は
ク
ル
ー
ズ
大
手
の
多
く
が
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｃ
Ｌ
の
リ
ゾ
ー
ト

島
は
バ
ハ
マ
の
ベ
リ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
り
、
一
九
七
七
年
か

ら
ス
タ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
が
寄
港
し
て
い
た
。
バ
ハ
マ
に
は
七
〇

〇
を
超
え
る
小
島
が
散
在
し
て
お
り
、
無
人
島
が
多
い
。 

                 

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
大
成
功
だ
っ
た
。
こ
れ
を
み
て
、
各
社
も
大

型
船
の
新
造
に
向
け
動
き
出
し
た
。
む
ろ
ん
各
社
も
、
テ
ン
ダ

ー
ボ
ー
ト
に
よ
る
通
船
方
式
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を

導
入
し
た
。
Ｎ
Ｃ
Ｌ
が
現
代
の
ク
ル
ー
ズ
の
発
展
に
つ
く
し
た

貢
献
度
は
、
は
か
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
だ
が
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
成
功
が
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
に
と
っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

は
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
夢
想
家
ク
ロ
ス
タ
ー
は
そ
の

後
、
本
業
そ
っ
ち
の
け
で
、
二
五
万
ト
ン
、
五
〇
〇
〇
人
乗
り

と
い
う
夢
の
超
巨
船
プ
ラ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
に
の
め
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
だ
（
実
現
し
な
か
っ
た
）。 

 

ノルウェー搭載の大型テンダーボート 

 

セレブリティ・クルーズ社のプライベートアイランド。セントカタ

リーナ島（ドミニカ）。停泊中の船はミレニアム 
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九
〇
年
代
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
新
造
ラ
ッ
シ
ュ
に
も
乗
り

遅
れ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
執
着
し
て
改
装
を
か
さ
ね
、
大
型
船

の
新
造
を
ネ
グ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
Ｎ
Ｃ
Ｌ
が
七
万
ト
ン
ク

ラ
ス
を
造
っ
た
の
は
、
九
〇
代
末
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
現
在
、
こ
の
名
門
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
華

人
資
本
の
支
配
下
に
あ
る
。 

 

「
海
の
帝
王
」
が
カ
リ
ブ
海
に
登
場 

  

一
九
七
七
年
秋
か
ら
九
年
間
放
映
さ
れ
た
連
続
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ

『
ラ
ブ
ボ
ー
ト
』
が
、
現
代
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
ク
ル
ー
ズ
の
楽
し

さ
を
全
米
に
発
信
し
た
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
。
こ
の
効
果
も

あ
っ
て
、
七
〇
年
に
年
間
五
〇
万
人
ほ
ど
だ
っ
た
北
米
の
ク
ル

ー
ズ
人
口
は
、『
ラ
ブ
ボ
ー
ト
』
放
映
五
年
後
の
八
二
年
に
は
一

五
〇
万
人
に
達
し
た
。 

 

改
装
ク
ル
ー
ズ
船
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
登
場
し
た
八
〇
年
は
、

北
米
の
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ブ
レ
ー
ク
し
た
時
期
に
あ
た

る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
大
型
船
の
新
造
プ
ラ
ン
も
検
討
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
時
代
へ
の
胎
動
が
は

じ
ま
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
先
導
し
た
の
は
ノ
ル
ウ
ェ

ー
系
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
で
あ
っ
た
。 

          

ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
就
航
し
た
三
年
後
の
八
三
年
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
は

七
万
ト
ン
の
巨
船
を
計
画
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成

し
て
具
体
化
を
進
め
た
。
チ
ー
ム
を
指
揮
し
た
の
は
、
ゴ
タ
ー

ス
・
ラ
ー
セ
ン
出
身
の
専
務
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ェ
イ
ン（Richard 

Fain

）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
長
の
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ス
テ
フ
ァ

ン
が
全
体
を
ま
と
め
た
。 

 

基
本
デ
ザ
イ
ン
は
、
カ
イ
・
レ
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
（Kai Levander

）

が
ひ
き
い
る
ヴ
ァ
ル
チ
ー
ラ
造
船
所
の
技
術
チ
ー
ム
に
協
力
を

依
頼
し
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ハ
レ
ン
が
こ
れ
を
ま
と

め
た
。
創
業
三
姉
妹
ソ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ク
ラ
ス
を

建
造
し
た
造
船
所
の
技
術
チ
ー
ム
で
あ
る
（
注5

）。 

 

発
注
は
八
五
年
。
仏
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ー
ク
造
船
所

（Chantiers de l`Atlantique

）
が
一
億
九
〇
〇
〇
万
ド
ル

（
注

6

）
で
落
札
し
、
ヴ
ァ
ル
チ
ー
ラ
造
船
所
に
は
気
の
毒
な

結
果
に
終
わ
っ
た
。
日
本
の
造
船
所
も
応
札
し
た
。
同
じ
年
、

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
は
組
織
改
編
を
お
こ
な
い
、
本
拠
を
オ
ス
ロ
か
ら
マ

イ
ア
ミ
へ
移
し
た
。 

                  

竣
工
は
八
七
年
末
。
翌
八
八
年
一
月
、
ロ
ザ
リ
ン
・
カ
ー
タ

ー
前
米
大
統
領
夫
人
に
よ
り
ソ
ブ
リ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ  

Sovereign of the Seas

と
命
名
さ
れ
、
東
カ
リ
ブ
海
に
登

場
し
た
。
七
万
三
一
九
二
ト
ン
、
二
二
八
〇
人
乗
り
。
ノ
ル
ウ

ェ
ー
を
超
え
る
世
界
最
大
の
海
の
帝
王
の
誕
生
で
あ
る
。
マ
イ

ア
ミ
発
着
は
毎
週
土
曜
日
。
航
路
は
ソ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ノ
ル
ウ

ェ
ー
と
同
じ
だ
が
、
ナ
ッ
ソ
ー
の
代
わ
り
に
ラ
バ
デ
ィ
ー
に
寄

港
し
た
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

ソ
ブ
リ
ン
級
は
、
合
わ
せ
て
三
隻
が
建
造
さ
れ
た
。 

  

五
デ
ッ
キ
吹
き
抜
け
の
ア
ト
リ
ウ
ム
が
出
現 

 

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
パ
ナ
マ
運
河
を
通
過
で
き
な
い
が
、
海
の
帝

王
は
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
型
。
こ
れ
が
ソ
ブ
リ
ン
級
の
最
大
の
特
長

で
あ
る
。
カ
リ
ブ
海
だ
け
で
な
く
、
北
米
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト

へ
の
シ
フ
ト
も
想
定
し
て
い
た
わ
け
だ
。 

 

内
装
面
で
は
、
五
デ
ッ
キ
吹
き
抜
け
の
ア
ト
リ
ウ
ム
（
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
、
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
を
二
カ
所
に
設
置
し
た
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。 

 

プロジェクトを指揮したフェイン 

 

「海の帝王」号。ソブリン・オブ・ザ・シーズ 
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多
デ
ッ
キ
構
造
の
ア
ト
リ
ウ
ム
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
フ
ラ

ン
ス
の
大
西
洋
航
路
客
船
に
そ
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
。
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
の
は
、
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス Ile de France

（
四
万
三
一
五
三
ト
ン
）
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
で
あ
る
。

三
デ
ッ
キ
構
造
の
こ
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
の
大
ロ
ビ
ー
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
得
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。 

数
デ
ッ
キ
吹
き
抜
け
の
大
が
か
り
な
も
の
は
ソ
ブ
リ
ン
級

が
初
め
て
で
、
九
〇
年
代
以
後
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
も
、
好

ん
で
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
船
客
た
ち
は
、
船
に
入
っ

た
と
た
ん
、
そ
の
壮
大
さ
と
華
麗
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
わ
け
だ
。

い
か
に
も
米
国
人
好
み
の
大
空
間
で
あ
る
。
海
の
帝
王
の
壮
大

な
ア
ト
リ
ウ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ニ
ア

ル
・
エ
イ
デ
（Njal Eide

）。
名
船
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
（
五
代
目
）

の
公
室
を
担
当
す
る
な
ど
、
大
西
洋
航
路
客
船
の
イ
ン
テ
リ
ア

を
手
が
け
た
ベ
テ
ラ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
（
注7

）。 

                

と
こ
ろ
で
、
海
の
帝
王
が
登
場
し
た
八
八
年
の
夏
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ

Ｌ
の
存
亡
に
か
か
わ
る
大
事
件
が
発
生
し
た
。
カ
ー
ニ
バ
ル
の

ミ
ッ
キ
ー
・
ア
リ
ソ
ン
が
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
乗
っ
と
り
を
仕
か
け
た

の
だ
。
手
口
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
親
会
社
の
株
式
の
う
ち
、
ゴ
タ

ー
ス
・
ラ
ー
セ
ン
の
持
株
を
買
収
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
客
船

事
業
か
ら
の
撤
退
を
考
え
て
い
た
ラ
ー
セ
ン
が
こ
れ
に
同
意
。

さ
ら
に
、
ス
カ
ウ
ゲ
ン
も
持
株
の
売
却
を
決
め
た
こ
と
か
ら
大

事
件
に
な
っ
た
。
第
七
話
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
は
ノ

ル
ウ
ェ
ー
系
三
社
の
共
同
出
資
に
よ
り
誕
生
し
た
ク
ル
ー
ズ
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
（
注8

）。 

 

残
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
セ
ン
の
当
主
ア
ル
ネ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

セ
ン
（Arne Wilhelmsen

）
は
、
二
社
に
代
わ
る
出
資
者
を
必

死
に
探
し
た
。
そ
し
て
、
シ
カ
ゴ
の
資
産
家
プ
リ
ツ
カ
ー
三
兄

弟
の
長
男
ジ
ェ
イ
・
プ
リ
ツ
カ
ー
（Jay Pritzker

）
が
こ
れ

に
こ
た
え
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
セ
ン
と
折
半
出
資
す
る
こ
と
で
決

着
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
野
望
を
く
だ
い
た
の
で
あ
る
。
ハ
イ
ア
ッ

ト
・
ホ
テ
ル
・
チ
ェ
ー
ン
の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
プ
リ

ツ
カ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
出
自
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
ユ
ダ
ヤ
系
ロ

シ
ア
人
移
民
で
あ
る
。
一
方
の
ア
リ
ソ
ン
も
ユ
ダ
ヤ
系
だ
。 

 

創
業
以
来
の
三
社
体
制
は
終
わ
っ
た
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
経
営
陣

は
、
会
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ェ
イ
ン
と
社
長
の
エ

ド
ウ
ィ
ン
・
ス
テ
フ
ァ
ン
が
ひ
き
い
る
新
体
制
に
な
っ
た
。 

 

「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
箱
ト
リ
オ
」
が
登
場 

 

海
の
帝
王
の
登
場
を
き
っ
か
け
に
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
巨
大
化

が
は
じ
ま
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
一
〇
年
間
は
、
五
万
ト
ン

を
超
え
る
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
続
々
と
誕
生
し
た
時
代
で
あ
る
。

船
型
サ
イ
ズ
は
、
七
～
八
万
ト
ン
の
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
型
が
主
流

に
な
っ
た
。
一
〇
万
ト
ン
を
超
え
る
オ
ー
バ
ー
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス

型
（
パ
ナ
マ
運
河
を
通
過
で
き
な
い
サ
イ
ズ
）
の
巨
船
も
現
れ
た
。

こ
の
結
果
、
ク
ル
ー
ズ
の
世
界
で
は
、
七
〇
～
八
〇
年
代
の
常

識
が
ま
っ
た
く
通
用
し
な
く
な
っ
た
。 

 

二
つ
の
ク
ル
ー
ズ
船
会
社
が
九
〇
年
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
巨
大

化
を
リ
ー
ド
し
た
。
前
述
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｃ
Ｌ
、
す

な
わ
ち
カ
ー
ニ
バ
ル
・
ク
ル
ー
ズ
・
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
新
コ
ン

セ
プ
ト
、
フ
ァ
ン
シ
ッ
プ
を
掲
げ
て
大
ブ
レ
ー
ク
し
た
Ｃ
Ｃ
Ｌ

が
、
社
船
の
大
型
化
を
進
め
た
の
は
八
〇
年
代
の
前
半
。
Ｒ
Ｃ

Ｃ
Ｌ
が
海
の
帝
王
を
計
画
し
た
時
期
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

手
は
じ
め
は
四
万
六
〇
〇
〇
ト
ン
、
一
四
五
〇
人
乗
り
の
ホ

リ
デ
イHoliday 

と
、
後
続
船
ジ
ュ
ビ
リ
ーJubilee

、
セ
レ

ブ
レ
ー
シ
ョ
ンCelebration

の
ト
リ
オ
。
外
形
が
箱
型
な
の

で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
箱
ト
リ
オ
と
よ
ば
れ
た
。
第
一
船
は
デ
ン
マ
ー

ク
、
第
二
船
と
第
三
船
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
建
造
さ
れ
た
。 

 

基
本
デ
ザ
イ
ン
は
英
国
の
テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
リ
ン
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
社
（
略
称
Ｔ
Ｍ
Ｐ
）、
内
装
は
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ァ
ー
カ
ス

（Joseph Farcus

）
が
担
当
し
た
。
フ
ァ
ー
カ
ス
は
マ
イ
ア
ミ

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
創
業
時
代
か
ら
設
計
に
か
か
わ

っ
て
き
た
。
い
ま
も
カ
ー
ニ
バ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
新
造
船
計
画

に
参
画
し
て
い
る
。
彼
と
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
関
係
は
、
二
〇
世
紀
初
め

の
フ
ラ
ン
ス
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
シ
ャ
ル
ル
・
メ
ー
ウ
ェ
と
ハ
パ

ク
の
関
係
に
似
て
い
る
（
注9

）。 

 

画
期
的
な
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
。
八
〇
年
代
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
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船
の
ア
イ
デ
ア
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
ト
リ
オ
が
原
点
に
な
っ

て
い
る
。
ギ
ャ
レ
ー
を
は
さ
ん
で
船
体
中
央
部
と
後
部
に
置
か

れ
た
二
カ
所
の
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
。
リ
ド
デ
ッ
キ
の

広
大
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
カ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
。
船

首
寄
り
に
あ
る
二
層
構
造
の
シ
ア
タ
ー
な
ど
が
そ
れ
だ
。
リ
ド

デ
ッ
キ
の
設
備
は
、
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
ア
ウ
ト
ド
ア
派
が
多
い

北
米
船
客
に
こ
た
え
た
も
の
で
あ
る
。 

                 

旅
客
ス
ペ
ー
ス
を
で
き
る
だ
け
広
く
と
る
た
め
、
上
部
構
造

は
船
首
尾
い
っ
ぱ
い
に
延
ば
さ
れ
た
。
船
尾
は
、
コ
ン
テ
ナ
船

の
よ
う
な
ト
ラ
ン
サ
ム
ス
タ
ー
ン
（
角
型
船
尾
）
に
な
っ
た
。 

 

客
室
は
七
一
六
室
も
あ
り
、
サ
イ
ズ
な
ど
内
装
仕
様
は
均
一

化
さ
れ
た
。
客
室
面
積
は
一
七
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
ま

で
の
船
と
比
べ
る
と
か
な
り
広
い
う
え
、
室
数
が
多
い
の
で
い

き
お
い
客
室
甲
板
が
ふ
え
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
船
首
尾
い
っ

ぱ
い
に
延
び
て
い
る
か
ら
テ
ィ
ッ
シ
ュ
箱
み
た
い
に
な
る
。
テ

ィ
ッ
シ
ュ
箱
は
、
居
住
性
が
よ
い
こ
と
の
証
明
で
も
あ
っ
た
。 

第
一
船
の
ホ
リ
デ
イ
が
マ
イ
ア
ミ
発
着
の
カ
リ
ブ
海
ク
ル

ー
ズ
に
就
航
し
た
の
は
八
五
年
。
七
万
ト
ン
の
海
の
帝
王
が
発

注
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
を
意
識
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｌ
は
、
さ

ら
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
級
の
連
続
建
造
に
踏
み
切
っ
た
。 

  

七
万
ト
ン
ク
ラ
ス
を
量
産
し
た
Ｃ
Ｃ
Ｌ 

 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー Fantasy

級
は
、
一
九
九
〇
～
九
八
年
に
か

け
て
八
隻
も
造
ら
れ
た
。
七
万
ト
ン
、
二
〇
五
〇
人
乗
り
。
建

造
所
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ク
ヴ
ァ
ル
ネ
ル
・
マ
サ
ヤ
ー
ズ

（Kvaerner Masa Yards 

略
称
Ｋ
Ｍ
Ｙ
。
ヴ
ァ
ル
チ
ー
ラ
造
船

所
の
後
身
）
で
あ
る
。 

 

七
万
ト
ン
ク
ラ
ス
が
量
産
さ
れ
た
わ
け
だ
か
ら
、
す
ご
い
と

し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
投
じ
ら
れ
た
資
金
は
二
三
億
ド
ル
を

超
え
た
。
が
、
絶
好
調
の
米
国
の
好
景
気
と
、
壮
年
に
達
し
た

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
に
さ
さ
え
ら
れ
て
よ
く
稼
ぎ
、
Ｃ
Ｃ
Ｌ

船
隊
の
大
黒
柱
に
な
っ
た
。 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
基
本
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
は
、
八
六
年
に
は

じ
め
ら
れ
た
。
海
の
帝
王
が
完
成
し
た
年
で
あ
る
。
担
当
し
た

の
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
箱
ト
リ
オ
と
同
じ
く
英
Ｔ
Ｍ
Ｐ
と
ジ
ョ
セ

フ
・
フ
ァ
ー
カ
ス
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
指
揮
し
た
の
は
社
長
の

ミ
ッ
キ
ー
・
ア
リ
ソ
ン
で
あ
る
（
注10

）。 

                    

七
九
年
に
テ
ッ
ド
は
、
社
長
の
椅
子
を
三
〇
歳
の
息
子
ミ
ッ

キ
ー
に
譲
り
、
会
長
職
に
し
り
ぞ
い
た
。
た
だ
し
、
新
造
船
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
傘
下
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
会
社
の
経
営
な
ど
は
、

父
親
が
指
揮
を
と
っ
て
い
た
。が
、九
〇
年
に
は
会
長
も
辞
し
、

す
べ
て
を
息
子
に
託
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
帰
っ
た
。
そ
し
て
、

九
九
年
に
七
五
歳
で
世
を
去
っ
た
（
注11

）。 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
級
に
は
、
新
世
代
型
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
気
推

進
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。
発
電
機
は
六
基
で
あ
る
。
船
客

と
船
員
が
三
〇
〇
〇
人
以
上
も
乗
る
大
型
船
で
は
、
生
活
用
の

電
気
消
費
量
が
ぼ
う
大
で
あ
り
、
従
来
型
の
給
電
シ
ス
テ
ム
で

 

ティッシュ箱トリオの１隻、ジュビリー 

 

ＣＣＬの７万トンクラスの第１船ファンタジー 
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は
、
と
て
も
対
応
で
き
な
い
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
気
推
進
シ
ス
テ

ム
導
入
の
さ
き
が
け
が
、
改
装
後
の
Ｑ
Ｅ
２
で
あ
る
こ
と
は
第

六
話
で
ふ
れ
た
。
こ
の
新
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
後
、
各
社
の
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

さ
ら
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
級
の
第
七
～
八
船
に
は
、
ポ
ッ
ド
推

進
器
が
装
着
さ
れ
た
。
船
尾
の
船
外
に
、
推
進
モ
ー
タ
ー
を
格

納
し
た
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
ロ
ペ
ラ
つ
き
の
回
転
式
ポ
ッ
ド
を
装
着

す
る
方
式
で
あ
る
（
注12

）。 

 

こ
の
方
式
だ
と
、
舵
や
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト
な
ど
が
不
要
に

な
り
、
操
船
し
や
す
い
う
え
、
騒
音
・
振
動
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
。
省
エ
ネ
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
の
推
進
・
操
舵
シ
ス
テ
ム
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。 

                             

七
万
ト
ン
ク
ラ
ス
の
第
一
船
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
バ
ハ
マ
へ
の

シ
ョ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
（
三
／
四
泊
）
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
九

〇
年
の
春
。
翌
年
、
北
米
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
は
年
間
四
〇
〇
万

人
を
超
え
た
。
各
社
も
争
っ
て
船
を
大
型
化
し
た
た
め
、
新
造

ラ
ッ
シ
ュ
が
発
生
し
た
。 

九
六
年
秋
に
は
、
超
大
型
船
カ
ー
ニ
バ
ル
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー 

Carnival Destiny

（
一
〇
万
一
三
五
三
ト
ン
）
が
カ
リ
ブ
海

に
登
場
し
た
。史
上
初
の
一
〇
万
ト
ン
型
ク
ル
ー
ズ
船
で
あ
る
。

旅
客
定
員
は
二
六
四
二
人
。
オ
ー
バ
ー
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
型
な
の

で
、
通
年
の
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
に
就
航
し
た
。
建
造
所
は
伊

フ
ィ
ン
カ
ン
テ
ィ
エ
リ
社
（Fincantieri

）
の
モ
ン
フ
ァ
ル
コ

ー
ネ
工
場
。
ト
リ
エ
ス
テ
の
近
郊
に
あ
る
。
建
造
費
は
四
億
ド

ル
。
ベ
ネ
チ
ア
で
お
こ
な
わ
れ
た
命
名
式
で
は
、
テ
ッ
ド
の
妻

の
リ
ン
夫
人
が
ゴ
ッ
ド
マ
ザ
ー
役
を
つ
と
め
た
（
注13

）。 

船
名
ど
お
り
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
社
運
を
か
け
た
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
は

大
人
気
を
博
し
、
二
隻
の
同
型
船
が
誕
生
し
た
。
ま
た
、
拡
大

タ
イ
プ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
・
コ
ン
ク
ェ
ス
ト 

Carnival 

Conquest

級
も
二
〇
〇
八
年
ま
で
に
六
隻
建
造
さ
れ
た
。 

 

ボ
イ
ジ
ャ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ 

  

ラ
イ
バ
ル
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
も
、
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
巨
船
群
を
だ
ま
っ
て

み
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。 

                 

一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、フ
ェ
イ
ン
／
ス
テ
フ
ァ
ン
体
制
は
、

ヴ
ィ
ジ
ョ
ンVision

シ
リ
ー
ズ
の
具
体
化
に
着
手
し
た
。七
万

ト
ン
型
六
隻
の
新
造
と
い
う
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
世
界

は
本
格
的
な
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
時
代
に
突
入
し
て
い
た
。 

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
同
型
船
二
隻
、
三
セ
ッ
ト
か
ら
成
り
、

 

ポッド推進器 

 

史上初の10万トン型クルーズ船カーニバル・デスティニー 
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仏
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ー
ク
造
船
所
と
Ｋ
Ｍ
Ｙ
に
発
注
さ
れ
た
。
Ｒ

Ｃ
Ｃ
Ｌ
客
船
と
し
て
初
め
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
気
推
進
を
採
用
。

最
初
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズLegend of the Seas

級
二
隻
は
、
航
海
速
力
二
四
ノ
ッ
ト
と
い
う
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
を

誇
っ
た
。
高
速
船
に
し
た
の
は
、
世
界
広
海
域
で
の
稼
働
を
想

定
し
て
い
た
か
ら
だ
。
レ
ジ
ェ
ン
ド
級
は
、
ア
ラ
ス
カ
、
太
平

洋
、
欧
州
海
域
に
就
航
し
た
同
社
最
初
の
大
型
船
で
あ
る
（
注

14

）。
就
航
海
域
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
は
社
名
を
ロ

イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル(Royal 

Caribbean International 

略
称
Ｒ
Ｃ
Ｉ) 
に
改
め
た
。 

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
に
つ
づ
い
て
、
Ｒ
Ｃ
Ｉ
は
イ
ー
グ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
。
史
上
最
大
の
巨
船
を
造
ろ
う

と
い
う
計
画
だ
っ
た
。
役
員
会
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
た
の
は
九

五
年
一
一
月
。
第
一
船
ボ
イ
ジ
ャ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ 

Voyager of the Seas

が
Ｋ
Ｍ
Ｙ
に
発
注
さ
れ
た
の
は
九
七

年
一
月
で
あ
る
。
船
価
は
五
億
ド
ル
だ
っ
た
。 

                 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
指
揮
し
た
の
は
、
会
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
フ
ェ

イ
ン
。
基
本
デ
ザ
イ
ン
を
ま
と
め
た
の
は
カ
イ
・
レ
ヴ
ァ
ン
ダ

ー
。
内
装
デ
ザ
イ
ン
は
一
〇
チ
ー
ム
が
分
担
し
た
。 

 

大
き
さ
は
一
三
万
七
二
七
六
ト
ン
。
オ
ー
バ
ー
パ
ナ
マ
ッ
ク

ス
型
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
パ
ナ
マ
運
河
は
通
過
で
き
な
い
。

旅
客
定
員
は
三
一
一
〇
人
で
あ
る
（
注15

）。 

 

船
体
中
央
を
縦
に
貫
通
す
る
四
層
吹
き
抜
け
の
ホ
リ
ゾ
ン
タ

ル
ア
ト
リ
ウ
ム
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
、
三
層
構
造
の
メ

イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
い
っ
た
型
破
り
な
公
室
エ
リ
ア
や
、

ポ
ッ
ド
推
進
器
三
基
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
推
進
方
式
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
新
機
軸
が
導
入
さ
れ
た
。
ま
さ
に
新
し
い
ク
ル
ー
ズ

文
化
を
創
出
し
た
超
大
型
船
で
あ
り
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
ク
ル
ー
ズ

船
と
い
う
常
套
語
で
は
表
現
で
き
な
い
革
新
性
を
も
つ
ク
ル
ー

ズ
船
で
あ
る
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と
称
す
る
ホ
リ
ゾ

ン
タ
ル
ア
ト
リ
ウ
ム
を
採
用
し
た
の
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｉ
の
上
級
副
社

長
ハ
リ
・
ク
ロ
ヴ
ァ
ー
ラ
（Harri Kulovaara

）
で
あ
る
。
技

術
屋
の
彼
は
、
か
つ
て
バ
ル
ト
海
の
フ
ェ
リ
ー
会
社
シ
リ
ヤ･

ラ
イ
ン
（Silja Line

）
に
い
た
と
き
に
こ
の
新
機
軸
を
着
想

し
、
六
万
ト
ン
の
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
、
シ
リ
ヤ
・
セ
レ
ナ
ー

デ Silja Serenade

に
こ
れ
を
導
入
し
た
（
注16

）。 

               

ボ
イ
ジ
ャ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
は
九
九
年
一
〇
月
に
完

成
、
翌
月
か
ら
マ
イ
ア
ミ
発
着
の
西
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
に
就

航
。
後
続
船
四
隻
も
〇
三
年
一
一
月
ま
で
に
完
成
し
た
。 

二
一
世
紀
に
入
る
と
、
Ｒ
Ｃ
Ｉ
や
Ｃ
Ｃ
Ｌ
以
外
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
も
、
一
〇
万
ト
ン
を
超
え
る
巨
船
を
新
造
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
一
九
九
八
年
に
伊
フ
ィ
ン
カ
ン
テ
ィ
エ
ー
リ
社
で
誕
生

し
た
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
の
グ
ラ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス 

Grand Princess

（
一
〇
万
八
八
〇
六
ト
ン
）
は
、
そ
の
は
し

り
で
あ
る
。
こ
の
船
は
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ

が
出
現
す
る
ま
で
の
約
一
年
半
、
史
上
最
大
客
船
の
王
座
を
キ

ー
プ
し
て
い
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
同
船
が
地
中
海
で
デ
ビ

ュ
ー
し
た
こ
と
だ
。
夏
季
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
～
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

の
地
中
海
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ
な
い
、
秋
か
ら
は
カ
リ
ブ
海
に
シ

フ
ト
し
た
。
従
来
は
カ
リ
ブ
海
だ
け
だ
っ
た
超
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
の
稼
働
海
域
が
、
つ
い
に
地
中
海
に
及
ん
だ
。 

グ
ラ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
に
は
、
同
型
船
が
二
隻
あ
り
、
二

 

新しいクルーズ文化を創出したボイジャー・オブ・ザ・シーズ 
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〇
〇
一
～
二
年
に
完
成
し
た
。
第
三
船
ス
タ
ー
・
プ
リ
ン
セ
ス 

Star Princess

（
二
代
）
は
処
女
航
海
で
大
阪
に
寄
港
し
、
来

日
客
船
の
最
大
記
録
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
太
平
洋
を
横
断

し
た
最
初
の
超
一
〇
万
ト
ン
客
船
に
な
っ
た
。 

                 

こ
の
ク
ラ
ス
に
は
、
準
同
型
の
改
良
タ
イ
プ
が
六
隻
あ
る
。

長
崎
造
船
所
で
建
造
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
、

サ
フ
ァ
イ
ア
・
プ
リ
ン
セ
ス
姉
妹
は
、
そ
の
う
ち
の
二
隻
で
あ

る
。
こ
う
し
た
超
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
は
そ
の
後
、
続
々
と
誕
生

し
た
。
そ
の
代
表
格
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
次
に
述
べ
る
ク

イ
ー
ン
・
メ
リ
ー
２
で
あ
る
。 

  

巨
船
ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー
２
（
Ｑ
Ｍ
２
） 

  

二
〇
〇
四
年
一
月
八
日
、
夕
闇
に
つ
つ
ま
れ
た
サ
ウ
サ
ン
プ

ト
ン
の
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
巨
大
客
船
の
命
名
式
が
盛
大
に

と
り
お
こ
な
わ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
人
の
参
列
者
全
員
が
起
立
す

る
な
か
、
ピ
ン
ク
の
コ
ー
ト
を
召
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
夫

君
エ
ジ
ン
バ
ラ
公
と
と
も
に
着
席
。
英
ロ
イ
ヤ
ル
・
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、
参
列
者
全

員
が
英
国
国
歌
を
斉
唱
し
た
。 

 

巨
船
の
初
代
船
長
ロ
ナ
ル
ド
・
ウ
ォ
リ
ッ
ク
（Ronald 

Warwick

）、
同
船
を
運
航
す
る
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
の
女
性

社
長
パ
メ
ラ
・
コ
ノ
ー
バ
ー
（Pamela Conover

）、
そ
し
て
キ

ュ
ナ
ー
ド
な
ど
何
社
も
の
ク
ル
ー
ズ
船
会
社
を
所
有
す
る
カ
ー

ニ
バ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
総
帥
ミ
ッ
キ
ー
・
ア
リ
ソ
ン
が
女
王
に

し
た
が
い
、
壇
上
に
立
っ
た
。
静
か
な
足
ど
り
で
ス
テ
ー
ジ
中

央
に
進
ん
だ
女
王
は
お
ご
そ
か
に
、
巨
大
客
船
を
ク
イ
ー
ン
・

メ
リ
ー
２ Queen Mary 2 

（
略
称
Ｑ
Ｍ
２
）
と
命
名
し
た
。

シ
ャ
ン
パ
ン
ボ
ト
ル
が
船
首
に
あ
た
っ
て
砕
け
た
。 

 

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
交
響
曲
の
大
合
唱
で
セ
レ
モ
ニ
ー
は

終
わ
っ
た
。
Ｑ
Ｍ
２
の
後
方
で
は
、
大
輪
の
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
キ
ュ
ナ
ー
ド
客
船
の
ゴ
ッ
ド
マ

ザ
ー
（
名
付
け
親
）
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
七
年
九
月
の
Ｑ

Ｅ
２
の
進
水
式
以
来
、
じ
つ
に
三
六
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

ち
な
み
に
、
Ｑ
Ｅ
２
の
初
代
船
長
は
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ウ
ォ
リ

ッ
ク
の
父
親
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
リ
ッ
ク
（William Warwick

）

だ
っ
た
。
父
親
と
息
子
が
、
客
船
史
に
の
こ
る
有
名
船
二
隻
の

初
代
船
長
を
つ
と
め
る
の
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
だ
（
注17

）。 

                   

Ｑ
Ｍ
２
の
建
造
所
は
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ー
ク
造
船
所
。
大
き

さ
は
一
四
万
八
五
二
八
ト
ン
。
こ
の
時
点
で
史
上
最
大
の
客
船

で
あ
る
と
同
時
に
、
最
も
長
く
（
三
四
五
メ
ー
ト
ル
）、
最
も
幅

が
広
く
（
水
線
部
で
四
一
メ
ー
ト
ル
）、
最
も
背
が
高
い
（
水
面

か
ら
煙
突
頂
部
ま
で
六
二
メ
ー
ト
ル
）
客
船
で
あ
っ
た
。 

 

む
ろ
ん
、
客
船
は
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
い
い
と
い
う
も

の
で
も
な
い
が
、
超
大
型
船
に
は
そ
れ
な
り
の
メ
リ
ッ
ト
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
だ
か
ら
巨
大
化
し
た
の
で
あ
る
。 

命
名
式
の
四
日
後
の
一
月
一
二
日
、
Ｑ
Ｍ
２
は
サ
ウ
サ
ン
プ

ト
ン
か
ら
処
女
航
海
に
つ
い
た
。
同
船
最
初
の
北
大
西
洋
横
断

で
、行
く
先
は
米
フ
ロ
リ
ダ
州
の
フ
ォ
ー
ト
ロ
ー
ダ
ー
デ
ー
ル
。

 

南カリブ海セントルシア島沖のクイーン・メリー２ 
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カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
港
で
あ
る
。 

 

同
港
到
着
は
一
月
二
六
日
。
こ
の
あ
と
、
南
米
、
カ
リ
ブ
海

を
巡
航
。
四
月
か
ら
北
大
西
洋
横
断
と
欧
州
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ

な
い
、
一
一
月
か
ら
カ
リ
ブ
海
に
移
っ
た
。 

               

オ
ア
シ
ス
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ 

  

キ
ュ
ナ
ー
ド
は
現
在
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
傘
下
に
あ
る
。
世
界

ク
ル
ー
ズ
業
界
の
一
方
の
雄
の
Ｒ
Ｃ
Ｉ
と
し
て
は
、
好
ま
し
い

展
開
で
は
な
い
。
そ
こ
で
Ｒ
Ｃ
Ｉ
は
、
Ｑ
Ｍ
２
を
超
え
る
フ
リ

ー
ダ
ム Freedom

級
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ア
ー
ケ
ル
・
ヤ
ー
ズ

（Aker Yards 

Ｋ
Ｍ
Ｙ
の
後
身
）
に
発
注
し
た
。
フ
リ
ー
ダ

ム
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ Freedom of the Seas

が
そ
の
第

一
船
で
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に
マ
イ
ア
ミ
発
着
の
カ
リ
ブ
海
ク

ル
ー
ズ
（
七
泊
）
で
デ
ビ
ュ
ー
。
後
続
船
二
隻
も
建
造
さ
れ
た
。

一
五
万
四
四
〇
〇
ト
ン
。
三
六
三
〇
人
乗
り
で
あ
る
。 

Ｒ
Ｃ
Ｉ
は
さ
ら
に
こ
の
年
、
こ
れ
を
超
え
る
二
二
万
九
〇
〇

〇
ト
ン
、
五
四
〇
〇
人
乗
り
の
巨
船
オ
ア
シ
ス
・
オ
ブ
・
ザ
・

シ
ー
ズ Oasis of the Seas

を
ア
ー
ケ
ル
・
ヤ
ー
ズ
（
現
Ｓ

Ｔ
Ｘ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
造
船
）
に
発
注
し
た
。
竣
工
は
二
〇
〇
九
年
。

船
価
は
九
億
ユ
ー
ロ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
翌
年
、
第
二
船
ア

リ
ュ
ー
ル
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ Allure of the Seas

も

誕
生
し
た
。
フ
リ
ー
ダ
ム
級
も
オ
ア
シ
ス
級
も
、
煙
突
の
基
部

に
は
Ｒ
Ｃ
Ｉ
の
創
業
者
ス
テ
フ
ァ
ン
が
着
想
し
た
バ
イ
キ
ン

グ
・
ク
ラ
ウ
ン
・
ラ
ウ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
一

四
年
就
航
の
ク
ァ
ン
タ
ムQuantum

級
（
一
六
万
八
〇
〇
〇
ト

ン
）
か
ら
、
残
念
な
が
ら
な
く
な
っ
た
。 

米
国
型
ク
ル
ー
ズ
の
創
始
者
ク
ロ
ス
タ
ー
が
か
つ
て
、
巨
大

船
プ
ラ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
に
熱
中
し
た
こ

と
は
第
九
話
で
述
べ
た
。
夢
想
家
ク
ロ
ス
タ
ー
が
構
想
し
た
巨

大
船
は
、
二
五
万
ト
ン
、
五
〇
〇
〇
人
乗
り
で
あ
っ
た
。
当
時

は
、
こ
ん
な
巨
大
船
は
夢
物
語
と
思
わ
れ
た
。
だ
が
、
Ｒ
Ｃ
Ｉ

の
オ
ア
シ
ス
級
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
ク
ロ
ス
タ
ー
の
夢
は
現
実

の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

                                 

パ
ナ
マ
運
河
の
拡
張 

  

最
後
に
巨
大
ク
ル
ー
ズ
船
と
関
係
が
あ
る
パ
ナ
マ
運
河
の
拡

張
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。 

 

パ
ナ
マ
運
河
の
拡
張
は
、
こ
れ
ま
で
の
二
レ
ー
ン
の
ロ
ッ
ク

 

クイーン・メリー２の客室甲板 

 

ＲＣＩのフリーダム・オブ・ザ・シーズ。15万4000トン 

 

ＲＣＩのオアシス・オブ・ザ・シーズ。22万5000トン 
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（
閘
門
）
と
は
別
に
、
第
三
の
レ
ー
ン
と
し
て
大
型
の
ロ
ッ
ク

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
水
路
の
浚
渫
な
ど
を
お
こ
な
い
、
一

万
二
〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
二
〇
フ
ィ
ー
ト
型
コ
ン
テ
ナ
に
換
算
し
た

積
載
量
）
級
の
巨
大
コ
ン
テ
ナ
船
が
通
航
で
き
る
よ
う
に
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
通
航
可
能
な
最
大
船

型
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

全
長 

二
九
四
・
一
メ
ー
ト
ル 
→ 

三
六
六
メ
ー
ト
ル 

 

全
幅 

三
二
・
二
メ
ー
ト
ル 

 

→ 
四
九
メ
ー
ト
ル 

 

深
さ 

一
二
メ
ー
ト
ル 

 
 
 

→ 

一
五
メ
ー
ト
ル 

  

完
工
は
、
当
初
予
定
で
は
二
〇
一
四
年
末
～
一
五
年
こ
ろ
と

さ
れ
て
い
た
が
、
工
事
の
追
加
コ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
工
事
主
体

の
パ
ナ
マ
運
河
庁
（
Ａ
Ｐ
Ｃ
）
と
建
設
会
社
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
Ｇ
Ｕ
Ｐ
Ｃ
）
と
の
あ
い
だ
で
交
渉
が
難
航
し
、
工
事
が
遅

延
。
完
工
は
二
〇
一
五
年
末
。
翌
年
一
六
年
初
め
の
予
定
、
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
（
二
〇
一
四
年
八
月
現
在
）。 

 

と
も
あ
れ
、
運
河
の
拡
張
は
、
巨
大
ク
ル
ー
ズ
船
の
運
航
に

好
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
北
米
海
域
で
は
、
太
平

洋
側
と
大
西
洋
・
カ
リ
ブ
海
側
と
の
あ
い
だ
の
運
航
海
域
の
変

更
が
や
り
や
す
く
な
る
（
高
い
通
航
料
金
が
必
要
だ
が
）。
将
来

的
に
は
、
パ
ナ
マ
運
河
を
経
由
す
る
巨
大
ク
ル
ー
ズ
船
の
世
界

一
周
ク
ル
ー
ズ
も
企
画
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

既
存
船
で
は
、
Ｑ
Ｍ
２
（
全
長
三
四
五
メ
ー
ト
ル
、
型
幅
四
一

メ
ー
ト
ル
）
や
ボ
イ
ジ
ャ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
（
全
長
三

一
一
・
一
メ
ー
ト
ル
、
型
幅
三
八
・
六
メ
ー
ト
ル
）
は
通
航
で
き

る
し
、
オ
ア
シ
ス
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
（
全
長
三
六
一
メ
ー

ト
ル
、
型
幅
四
六
・
九
メ
ー
ト
ル
）
も
ぎ
り
ぎ
り
で
通
過
で
き
そ

う
だ
。
従
来
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
船
体
サ
イ
ズ
が
パ
ナ
マ
運

河
通
航
の
限
界
値
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
に
左
右
さ
れ
た
よ
う
に
、
今

後
建
造
さ
れ
る
超
巨
大
船
の
船
体
サ
イ
ズ
は
、
新
し
い
通
航
限

界
値
に
見
合
っ
た
数
字
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 
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第
一
〇
話 

な
ぜ
巨
大
化
し
た
の
か 

                    

 

ク
ル
ー
ズ
船
は
な
ぜ
巨
大
化
し
た
の
か 

  

メ
ジ
ャ
ー
産
業
に
な
っ
た
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
。
だ
が
、
日
本

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
ま
で
、
こ
う
し
た
動
向
を
伝
え
て
こ

な
か
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
の
秋
に
長
崎
で
艤
装
中
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
が
炎
上
し
た
と
き
、
な
ぜ
こ
ん
な
大
き
な

客
船
が
海
外
で
走
っ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
に
は
、
そ
の
背
景

が
わ
か
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
と

い
う
社
名
も
、
耳
慣
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
巨
船
の
船
旅
を
楽
し
む
船
客
が
一
般
庶

民
で
あ
る
こ
と
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
ひ
と
に
ぎ
り
の
金
持
ち

の
レ
ジ
ャ
ー
だ
と
、
い
ま
だ
に
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
。 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
現
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
は
な
ぜ
巨
大
化
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、

運
航
コ
ス
ト
。
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
船
客
定
員
は
二
〇
〇
〇
～

三
〇
〇
〇
人
台
と
、
ひ
じ
ょ
う
に
多
い
。
つ
ま
り
、
大
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ー
の
巨
船
を
定
曜
日
発
着
、
同
一
ル
ー
ト
の
定
期
ク
ル

ー
ズ
に
張
り
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
販
売
と
運
航
コ
ス
ト
の

低
減
を
は
か
り
、
収
益
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
だ
。 

 

大
型
化
す
る
こ
と
で
採
算
性
を
求
め
て
い
こ
う
と
い
う
ポ
リ

シ
ー
は
、
い
ま
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
ホ
ワ
イ
ト
・

ス
タ
ー
の
イ
ズ
メ
イ
や
ハ
パ
ク
の
バ
リ
ン
の
客
船
哲
学
が
そ
う

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
み
て
き
た
と
お
り
。
現
代
の
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
は
、
二
〇
世
紀
初
め
の
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
や
バ
リ
ン

の
三
巨
船
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
継
承
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。 

 

同
時
に
こ
の
や
り
か
た
は
、
大
衆
的
な
乗
船
料
金
の
実
現
に

も
つ
な
が
っ
た
。
標
準
的
な
七
泊
ク
ル
ー
ズ
で
一
〇
〇
〇
ド
ル

台
の
料
金
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
需
要
を
よ
ぶ
と
い

う
図
式
が
定
着
し
た
。
こ
う
書
く
と
、
な
に
や
ら
薄
利
多
売
の

量
販
店
商
法
に
似
て
い
な
く
も
な
い
。
だ
が
、
量
販
店
と
ち
が

う
の
は
、
船
が
巨
大
化
し
て
も
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
性
が
う
し
な

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。逆
に
、向
上
し
て
い
る
面
す
ら
あ
る
。

つ
ま
り
高
級
店
で
あ
る
こ
と
。
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
で
の
べ

た
よ
う
に
「
安
く
て
豪
華
」
な
の
で
あ
る
。 

北
米
が
主
導
す
る
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
は
、
こ
う
し
て
メ
ジ
ャ

ー
産
業
に
成
長
し
た
。大
型
船
が
量
産
さ
れ
た
一
九
九
〇
年
代
、

ク
ル
ー
ズ
を
運
航
す
る
大
手
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
軒
並
み
、
記
録

的
な
高
収
益
を
の
こ
し
て
い
る
。 

 

「
浮
か
ぶ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」
に
な
っ
た 

  

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
船
自
体
の
リ
ゾ
ー
ト
化
に
よ
る
も
の
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で
あ
る
。
こ
れ
は
と
く
に
、
カ
リ
ブ
海
で
い
ち
じ
る
し
い
。 

 

ク
ル
ー
ズ
人
口
が
年
間
一
〇
〇
〇
万
人
を
こ
え
る
大
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
北
米
で
は
、
老
若
男
女
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
船
客
が
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

た
と
え
ば
、「
食
」
へ
の
思
い
入
れ
も
各
人
各
様
だ
。
腹
い

っ
ぱ
い
食
べ
た
い
人
、
美
食
家
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の
人
、
闘
病

中
の
人
。
い
ろ
い
ろ
だ
。
だ
か
ら
船
側
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
食
」
エ
リ
ア
も
こ

れ
ま
で
の
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
ル
ー
ム
だ
け
で
は
不
十
分
。
ア
ラ

カ
ル
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
も
欲
し
い
。

食
事
時
間
帯
や
食
卓
も
自
由
で
あ
り
た
い
。 

 

結
局
、
多
様
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
船
客
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
多
様
な
設
備
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
し
な
い

と
何
千
人
単
位
の
集
客
は
む
ず
か
し
い
。
結
果
と
し
て
、
ク
ル

ー
ズ
船
は
「
浮
か
ぶ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」
に
な
っ
た
。 

               

さ
ま
ざ
ま
な
「
食
」
ス
ペ
ー
ス
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
シ
ア
タ

ー
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
い
っ
た
多
彩
な
公
室
エ
リ
ア
な
ど
が
船

上
に
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｑ
Ｍ
２
に
は
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
ま
で
あ
る
。
こ
う
し
た
施
設
は
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
を
占
め

る
の
で
、
い
き
お
い
船
は
大
き
く
な
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
巨
大

化
。
そ
れ
は
米
欧
の
船
旅
文
化
に
由
来
し
て
い
る
。 

も
う
一
つ
。
客
室
数
の
増
加
と
客
室
居
住
性
の
向
上
、
こ
れ

も
船
型
が
巨
大
化
し
た
原
因
で
あ
る
。
船
客
定
員
が
二
〇
〇
〇

～
三
〇
〇
〇
人
と
い
う
の
は
、
ツ
イ
ン
ベ
ー
ス
（
一
室
二
人
）
の

数
字
だ
か
ら
、
一
〇
〇
〇
～
一
五
〇
〇
室
の
客
室
が
船
上
に
あ

る
こ
と
に
な
る
。陸
上
で
も
、こ
れ
だ
け
の
規
模
の
ホ
テ
ル
は
、

そ
う
ざ
ら
に
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

客
室
に
は
、
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
（
ま
た
は
バ
ス
ル

ー
ム
）
が
必
ず
あ
る
。
客
室
面
積
も
大
き
い
。
陸
上
の
ホ
テ
ル

な
み
に
し
な
い
と
、
客
は
乗
っ
て
く
れ
な
い
。
一
九
七
〇
～
八

〇
年
代
の
客
室
の
面
積
は
、
標
準
サ
イ
ズ
で
一
〇
～
一
五
平
方

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
だ
っ
た
が
、
最
近
は
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の
が
ふ
え
て
き
た
。 

 

客
室
が
多
く
、
各
室
の
面
積
が
広
い
か
ら
、
当
然
、
ト
ー
タ

ル
の
面
積
も
大
き
く
な
る
。
結
果
と
し
て
客
室
甲
板
の
数
も
ふ

え
る
。
Ｑ
Ｍ
２
の
ば
あ
い
、
一
三
〇
〇
の
客
室
を
配
置
す
る
の

に
、
八
層
も
の
甲
板
が
必
要
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
、
公
室

エ
リ
ア
に
は
三
層
の
甲
板
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
最
近
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
つ
き
の
客
室
が
一
般
的
に
な
っ

た
。
当
然
、
海
側
客
室
で
あ
る
。
舷
窓
が
な
い
内
側
客
室
は
、

い
ま
で
は
少
な
く
な
っ
た
。 

 
Ａ
Ｏ
Ｃ
コ
ン
セ
プ
ト
の
客
船
と
は 

  

全
客
室
を
海
側
客
室
に
し
た
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
も
、
い
ま
で

は
め
ず
ら
し
く
な
い
。
そ
の
さ
き
が
け
は
一
九
八
四
年
に
登
場

し
た
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス 

Royal Princess

（
初
代 
四
万
四
三
四
八
ト
ン
）
で
あ
る
。 

 

ダ
イ
ア
ナ
妃(Princess Diana)

が
ゴ
ッ
ド
マ
ザ
ー
に
な
っ

た
ロ
イ
ヤ
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス
は
、
ヴ
ァ
ル
チ
ー
ラ
造
船
所
が
創

案
し
た
Ａ
Ｏ
Ｃ
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
り
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
最
初
の

大
型
船
で
あ
る
。
Ａ
Ｏ
Ｃ
と
は
オ
ー
ル
・
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
・
キ

ャ
ビ
ン
（All Outside Cabin

）
の
略
で
、
大
型
船
に
あ
り
が

ち
な
内
側
客
室
を
な
く
し
、
全
客
室
を
ベ
ラ
ン
ダ
ま
た
は
舷
窓

つ
き
の
海
側
客
室
と
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
の
こ
と
だ
（
注1
）。 

 

全
室
が
ベ
ラ
ン
ダ
つ
き
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
と
い
う
豪
華
船
も

現
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
に
就
航
し
た
セ
ブ
ン
・
シ
ー
ズ
・
マ
リ

ナ
ー Seven Seas Mariner

（
四
万
八
〇
七
五
ト
ン
）
が
そ
れ
。

航
洋
客
船
に
ベ
ラ
ン
ダ
つ
き
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
が
登
場
し
た
の

は
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
パ
ー
ラ
ー
ス
イ
ー
ト
が
最
初
で
あ
る
こ

と
は
、
ま
え
に
述
べ
た
。
す
べ
て
の
客
室
が
超
高
級
仕
様
に
な

る
ま
で
、
ほ
ぼ
一
世
紀
を
要
し
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

た
く
さ
ん
の
客
室
を
海
側
に
配
置
す
る
に
は
、
客
室
平
面
を

「
ウ
ナ
ギ
の
寝
床
」
状
に
細
長
く
し
、
そ
れ
ら
を
櫛
状
に
な
ら

べ
る
し
か
な
い
。
内
側
客
室
が
な
い
の
で
、
幅
の
せ
ま
い
客
室

甲
板
に
な
る
。
そ
れ
を
何
層
も
積
み
上
げ
る
の
で
あ
る
。
異
様

に
背
が
高
い
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
。 

 

だ
か
ら
、現
代
ク
ル
ー
ズ
船
の
外
形
は
ス
マ
ー
ト
で
は
な
い
。

見
ば
え
が
し
な
い
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
箱
と
い
わ
れ
る
の
も
、
む
り
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か
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
。
だ
が
、
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、

ク
ル
ー
ズ
船
は
乗
っ
て
楽
し
む
船
で
あ
り
、
見
て
楽
し
む
船
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。 

                                

こ
う
し
た
視
覚
上
の
異
様
感
覚
は
、
二
〇
世
紀
初
め
の
客
船

大
型
化
の
時
代
に
も
あ
っ
た
。
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
を
見
た
と
き
、

古
い
汽
船
や
帆
船
を
見
慣
れ
た
当
時
の
人
た
ち
は
、
異
様
な
印

象
を
受
け
た
。
変
革
期
に
は
つ
き
も
の
の
現
象
で
あ
る
。 

  

世
界
に
広
が
る
ク
ル
ー
ズ
船
巨
大
化
の
波 

  

一
九
九
〇
年
代
に
北
米
で
発
達
し
た
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
は
、

世
界
の
海
に
広
が
っ
た
。 

 

欧
州
海
域
で
は
九
〇
年
代
後
半
に
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
時
代

に
入
っ
た
。
そ
の
さ
き
が
け
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｉ
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
級
の

ス
プ
レ
ン
ダ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ Splendour of the Seas

（
六
万
九
一
三
〇
ト
ン
）
で
、
九
六
年
の
夏
、
地
中
海
と
北
欧

海
域
の
ク
ル
ー
ズ
を
お
こ
な
っ
た
。
同
船
は
こ
の
年
の
三
月
、

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ー
ク
造
船
所
で
誕
生
し
た
高
速
船
で
あ
る
。 

二
〇
〇
〇
年
の
夏
に
は
、
同
じ
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ー
ク
造
船
所

で
完
成
し
た
ミ
レ
ニ
ア
ム Millennium

（
九
万
〇
二
二
八
ト
ン
） 

も
、
欧
州
海
域
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
一
〇
万
ト
ン
ク
ラ

ス
で
は
、
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
の
グ
ラ
ン
ド
・
プ
リ
ン

セ
ス
が
九
八
年
の
夏
、
地
中
海
ク
ル
ー
ズ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の

が
最
初
で
あ
る
。
大
手
各
社
も
こ
れ
に
な
ら
い
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
を
欧
州
海
域
に
投
入
し
た
。 

                 

ク
ル
ー
ズ
人
口
は
激
増
し
た
。
米
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ａ
統
計
（Cruise 

Lines International Association

）
に
よ
る
と
、
二
〇
一

〇
年
代
に
入
り
、
世
界
の
年
間
ク
ル
ー
ズ
人
口
は
二
〇
〇
〇
万

人
を
こ
え
た
。
こ
の
う
ち
半
数
以
上
の
約
一
二
〇
〇
万
人
は
ク

ル
ー
ズ
大
国
の
米
国
で
あ
る
。
北
米
・
南
米
で
は
、
米
国
は
別

格
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
カ
ナ
ダ
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
が
そ
れ
ぞ

れ
一
〇
〇
万
人
の
大
台
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
欧
州
の
年
間
ク

ル
ー
ズ
人
口
も
六
〇
〇
万
人
を
こ
え
、
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
人
口

の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
英
国
、
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
は
一
〇
〇
万
人
を
こ
え
た
。 

 

東
ア
ジ
ア
で
は
九
八
年
に
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
時
代
に
入
っ

た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
ス
タ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
社
（Star Cruises

）

 
ＡＯＣコンセプトの最初の大型船ロイヤル・プリンセス 
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が
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
・
レ
オ SuperStar Leo

（
七
万
五
三
三

八
ト
ン
）
を
ド
イ
ツ
で
建
造
し
、
同
年
一
一
月
か
ら
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
発
着
の
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
ク
ル
ー
ズ
（
二
／
三
泊
）
に
投
入
し

た
の
が
最
初
。
翌
年
に
は
第
二
船
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
・
ヴ
ァ

ー
ゴ Super Star Virgo
も
登
場
し
た
。 

                

レ
オ
級
の
内
装
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ロ
バ
ー
ト
・
テ
ィ
ル

バ
ー
グ
（Robert Tillberg

）
が
担
当
。
中
国
古
来
の
「
風
水
」

術
も
導
入
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
。
本
格
的
な
カ
ジ
ノ
、
多
彩

な
「
食
」
エ
リ
ア
の
設
置
な
ど
華
人
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
が
つ
よ

く
反
映
さ
れ
た
設
計
に
な
っ
て
い
る
が
、
総
体
的
に
は
北
米
の

大
型
船
と
同
コ
ン
セ
プ
ト
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
船
で
あ
る
（
注2

）。 

 

ス
タ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
社
の
創
業
は
一
九
九
三
年
。
創
業
者
は

マ
レ
ー
シ
ア
の
華
人
実
業
家
リ
ム
・
ゴ
ー
ト
ン（Lim Goh Tong

）

で
あ
る
。
中
国
福
建
省
の
出
身
。
一
九
歳
で
マ
レ
ー
シ
ア
に
移

住
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
で
リ
ゾ
ー
ト
事
業
や
パ
ー
ム
オ
イ
ル
業

な
ど
を
手
が
け
る
ゲ
ン
テ
ィ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
創
始
者
で
あ
り
、

ゲ
ン
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
北
方
）
の
カ

ジ
ノ
の
オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
っ
た
。
現
在
は
、
息
子
の
リ
ム
・
コ

ク
タ
イ
（Lim Kok Thay

）
が
グ
ル
ー
プ
の
指
揮
を
と
っ
て
い

る
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
土
木
工
学
を
専
攻
。
七
六
年
に
ゲ
ン
テ

ィ
ン
社
に
入
社
し
、
父
親
を
助
け
て
き
た
。 

 

ス
タ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
社
の
運
航
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
北
米
ク
ル

ー
ズ
業
界
の
覇
者
カ
ー
ニ
バ
ル
に
範
を
と
り
、
こ
れ
を
東
ア
ジ

ア
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
通
年
の
定
期
ク
ル
ー
ズ
、
一
～
三
泊
の
シ
ョ
ー
ト
ク
ル

ー
ズ
、
中
流
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
主
対
象
と
し
た
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
乗
船
料
金
、
こ
の
三
つ
を
柱
と
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
台
湾
な
ど
の
華
人
文
化
圏
を
中
心
に
船

客
数
を
の
ば
し
て
き
た
。 

 

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
を
創
始
し
た
Ｎ
Ｃ
Ｌ

を
Ｔ
Ｏ
Ｂ
で
買
収
し
、
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
業
界
を
驚
か
せ
た
。

一
〇
億
ド
ル
を
超
え
る
巨
費
を
投
じ
、
八
億
ド
ル
の
負
債
を
引

き
受
け
る
と
い
う
大
買
収
劇
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
タ

ー
／
Ｎ
Ｃ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
い
ま
や
、カ
ー
ニ
バ
ル
・
グ
ル
ー
プ
、

Ｒ
Ｃ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
に
次
ぐ
世
界
第
三
位
の
ク
ル
ー
ズ
企
業
集
団

に
成
長
し
て
い
る
。ち
な
み
に
、ア
ジ
ア
・
ク
ル
ー
ズ
協
会（Asia 

Cruise Association, Singapore

）
の
統
計
に
よ
る
と
、
日

本
を
ふ
く
む
東
ア
ジ
ア
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
は
、
す
で
に
約
一
五

〇
万
人
に
達
し
て
い
る
（
二
〇
一
三
年
）。
そ
の
う
ち
の
四
割
は

中
国
（
香
港
を
ふ
く
む
）
で
あ
る
。 

  

注 

 

（1

）
ド
ー
ソ
ン
『
ク
ル
ー
ズ
船
―
デ
ザ
イ
ン
の
発
展
』
一
五
五
‐

一
六
四
頁
。 

（2

）William H. Miller, SuperStar Leo, Star Cruises, 

1998, pp.62-4. 
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第
一
一
話 

日
本
の
ク
ル
ー
ズ 

                     

日
本
型
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
の
誕
生 

  

日
本
に
は
七
万
ト
ン
以
上
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
は
な
い
。
五

万
ト
ン
の
飛
鳥Ⅱ

が
最
大
で
あ
る
。 

な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
情

が
あ
る
。
国
土
交
通
省
海
事
局
の
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
ク

ル
ー
ズ
人
口
は
、
二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
、
や
っ
と
年
間
二

〇
万
人
を
こ
え
た
。
し
か
も
、
そ
の
半
数
は
外
国
船
に
乗
っ
て

い
る
人
た
ち
で
、
実
質
的
に
は
一
〇
万
人
を
こ
え
る
程
度
。
こ

れ
で
は
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
出
番
は
な
い
。 

 

な
ぜ
、
こ
ん
な
小
さ
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
。
そ
れ
を
知
る
に
は
、
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
の
成
り
立
ち
か
ら

み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
は
、
団
体
対
象
の

チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
で
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
の
発
端
は
、
一

九
六
八
年
の
総
理
府
の
第
一
回
青
年
の
船
で
あ
る
。
明
治
百
年

記
念
事
業
と
し
て
国
が
主
催
し
た
こ
の
国
際
交
流
航
海
に
は
、

見
本
市
船
さ
く
ら
丸
（
一
万
二
六
二
八
ト
ン
）
が
使
わ
れ
た
。 

                

カ
リ
ブ
海
で
は
同
じ
年
、
米
国
型
の
現
代
ク
ル
ー
ズ
船
の
新

造
第
一
船
ス
タ
ー
ワ
ー
ド
が
、北
米
の
レ
ジ
ャ
ー
客
を
対
象
に
、

マ
イ
ア
ミ
発
着
の
定
期
ク
ル
ー
ズ
に
就
航
し
た
。
い
ま
で
は
一

二
〇
〇
万
人
を
こ
え
る
北
米
の
年
間
ク
ル
ー
ズ
人
口
も
、
こ
の

こ
ろ
は
ま
だ
五
〇
万
人
だ
っ
た
。
特
定
団
体
が
対
象
の
チ
ャ
ー

タ
ー
ク
ル
ー
ズ
と
、
個
人
客
が
対
象
の
レ
ジ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
。

日
米
の
ク
ル
ー
ズ
事
業
は
同
時
期
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
戦
略

は
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
っ
た
。 

 

総
理
府
の
青
年
の
船
は
、
当
初
は
さ
く
ら
丸
、
の
ち
に
に
っ

ぽ
ん
丸
（
初
代 

一
万
〇
七
六
九
ト
ン
、
元
二
代
目
あ
る
ぜ
ん
ち
な

 
総理府の青年の船に使われた見本市船さくら丸 
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丸
）
が
使
わ
れ
た
。
に
っ
ぽ
ん
丸
の
船
名
は
、
第
五
回
の
Ｏ
Ｂ

た
ち
が
名
付
け
た
も
の
だ
。 

                                       

総
理
府
の
事
業
は
話
題
を
よ
び
、
自
治
体
や
民
間
団
体
も
こ

れ
を
見
習
っ
た
。
青
年
の
船
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。
日
数
は
二

週
間
前
後
。
海
域
は
東
南
ア
ジ
ア
が
中
心
だ
っ
た
。
青
年
の
船

に
乗
っ
た
若
者
が
エ
リ
ー
ト
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
時
代
の

船
旅
で
あ
る
。
こ
の
間
、
一
九
七
〇
年
に
商
船
三
井
客
船
会
社

が
誕
生
し
た
。
大
阪
商
船
と
三
井
船
舶
の
系
統
だ
が
、
三
井
は

貨
物
主
体
だ
か
ら
、
日
本
郵
船
と
と
も
に
客
船
界
を
二
分
し
た

大
阪
商
船
の
子
孫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。大
阪
万
博
が
開
か
れ
、

街
で
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
が
流
行
っ
て
い
た
こ
ろ
だ
。 

 

一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
以
後
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に

加
え
て
、
中
国
が
有
力
な
訪
問
先
に
な
っ
た
。
翌
年
に
は
兵
庫

県
主
催
の
コ
ー
ラ
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス Coral Princess

（
九
六

九
六
ト
ン
）
と
三
重
県
主
催
の
ぶ
ら
じ
る
丸
（
二
代 

一
〇
一
〇

一
ト
ン
）
が
相
次
い
で
天
津
・
上
海
に
寄
港
し
、
自
由
主
義
陣

営
か
ら
新
中
国
を
訪
れ
た
最
初
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
な
っ
た
。 

                

好
調
な
日
本
経
済
を
背
景
に
、
大
企
業
も
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル

ー
ズ
の
効
用
を
評
価
し
、
営
業
活
動
や
社
員
教
育
に
ク
ル
ー
ズ

を
利
用
し
た
。
運
航
を
担
っ
た
の
は
、
商
船
三
井
客
船
と
英
ス

ワ
イ
ヤ
・
グ
ル
ー
プ
（Swire group

）
で
あ
る
。 

商
船
三
井
客
船
の
に
っ
ぽ
ん
丸(

二
代 

九
七
七
三
ト
ン
、
元
ブ

ラ
ジ
ル
船) 

と
新
さ
く
ら
丸
（
一
万
六
四
三
一
ト
ン) 

、
一
九
七

一
年
日
本
海
域
に
就
航
し
た
ス
ワ
イ
ヤ
の
コ
ー
ラ
ル
・
プ
リ
ン

セ
ス
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。
一
九
七
九
年
に
は
関
西
汽

船
も
参
入
。
翌
年
に
は
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
の
Ｓ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ

も
加
わ
り
、
日
本
ク
ル
ー
ズ
船
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
い
だ
。 

 

チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
の
ピ
ー
ク
は
、
八
〇
年
代
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
は
、
七
隻
の
外
航
客
船
が
日
本
発
着
の
ク
ル
ー
ズ

に
就
航
し
て
い
た
。
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
の
合
い
間
に
レ
ジ
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ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
家
族
連
れ
で
気
楽
に
乗
れ

る
ク
ル
ー
ズ
だ
っ
た
。
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の

船
客
が
い
て
、
活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
外
国
船
も
ひ
ん
ぱ
ん

に
来
日
し
、
船
旅
の
選
択
肢
は
多
か
っ
た
。 

 

「
ク
ル
ー
ズ
元
年
」 

  

一
九
八
九
年
に
待
望
の
新
造
ク
ル
ー
ズ
船
が
登
場
し
た
。
商

船
三
井
客
船
の
ふ
じ
丸
（
二
万
三
三
四
〇
ト
ン
）
と
昭
和
海
運

の
お
せ
あ
に
っ
く
ぐ
れ
い
す
（
五
二
一
八
ト
ン
）
で
あ
る
。
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
は
平
成
元
年
の
こ
の
年
を
「
ク
ル
ー
ズ
元
年
」
と

は
や
し
た
て
た
。 

              

両
船
の
う
ち
、
ふ
じ
丸
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
後
の
日
本
の

ク
ル
ー
ズ
の
姿
を
方
向
づ
け
た
船
だ
か
ら
だ
。
二
万
ト
ン
、
全

長
一
六
七
メ
ー
ト
ル
、
旅
客
定
員
（
最
大
）
六
〇
〇
人
。
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
は
団
体
チ
ャ
ー
タ
ー
に
も
個
人
レ
ジ
ャ
ー
に
も
対

応
で
き
る
ク
ル
ー
ズ
船
。
つ
ま
り
多
目
的
客
船
で
あ
る
。 

前
述
の
よ
う
に
日
本
に
は
、
長
い
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
の

時
代
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
日
本
と
北
米
と
異
な
る
点
で
あ
る
。

多
目
的
客
船
は
日
本
の
実
態
に
即
し
た
選
択
だ
っ
た
。
商
船
三

井
客
船
が
社
内
に
委
員
会
を
設
け
、
ふ
じ
丸
建
造
の
検
討
を
は

じ
め
た
の
は
八
〇
年
代
半
ば
。同
社
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
分
析
し
、

チ
ャ
ー
タ
ー
に
は
こ
の
規
模
が
適
当
と
判
断
し
た
の
だ
。 

 

船
型
は
小
さ
い
。
日
本
海
域
の
き
び
し
い
気
象
・
海
象
条
件

を
考
え
る
と
辛
い
選
択
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
に
も
事
情
が
あ
っ

た
。
一
つ
は
寄
港
地
の
港
湾
事
情
。
筆
者
は
、
同
船
の
生
み
の

親
で
あ
る
元
商
船
三
井
客
船
社
長
の
故
大
西
宣
彦
氏
か
ら
次
の

よ
う
に
聞
い
て
い
る
。 

「
チ
ャ
ー
タ
ー
で
寄
港
す
る
東
ア
ジ
ア
の
港
湾
事
情
を
考
え
る

と
、
全
長
は
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
が
限
界
。
う
ち
の
新
さ
く
ら
丸

は
一
七
六
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
の
で
運
航
に
苦
労
し
ま
し
た
」。 

                

旅
客
定
員
の
六
〇
〇
人
も
団
体
チ
ャ
ー
タ
ー
と
レ
ジ
ャ
ー
ク

ル
ー
ズ
の
市
場
規
模
に
よ
る
も
の
だ
。
こ
れ
以
上
だ
と
集
客
は

難
し
い
。
む
ろ
ん
、
定
員
が
少
な
い
と
、
乗
船
料
金
は
高
く
な

る
。
大
西
氏
は
こ
う
も
言
っ
た
。 

「
六
〇
〇
人
で
コ
ス
ト
計
算
を
す
る
と
、
一
泊
あ
た
り
の
料
金

は
六
～
七
万
円
に
な
り
ま
す
」。 

 

海
の
向
こ
う
で
Ｒ
Ｃ
Ｉ
の
ソ
ブ
リ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ

が
フ
ラ
ン
ス
に
発
注
さ
れ
た
こ
ろ
で
あ
る
。
七
万
三
一
九
二
ト

ン
、
旅
客
定
員
二
二
八
〇
人
。
日
本
の
造
船
五
社
も
こ
れ
に
応

札
し
た
。
造
船
業
界
は
世
界
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
が
、
商
船

三
井
客
船
の
市
場
分
析
は
甘
く
は
な
か
っ
た
。 

 

か
く
し
て
一
九
八
九
年
四
月
、
ふ
じ
丸
は
三
越
主
催
の
香

港
・
基
隆
ク
ル
ー
ズ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
料
金
は
一
〇
泊
で
約

六
三
万
円
（
一
泊
約
六
万
円
）
か
ら
。
大
西
氏
の
コ
ス
ト
計
算

ど
お
り
の
金
額
で
あ
る
。
か
な
り
高
い
が
、
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期

で
も
あ
り
、
完
売
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
富
裕
シ
ル
バ
ー
層

を
対
象
と
す
る
日
本
型
ク
ル
ー
ズ
が
誕
生
し
た
。
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
は
豪
華
、
非
日
常
、
ダ
ン
ス
、
グ
ル
メ
で
あ
り
、
カ
ジ

ュ
ア
ル
感
覚
は
と
ぼ
し
い
。
船
旅
と
い
う
と
、
イ
ブ
ニ
ン
グ
、

タ
キ
シ
ー
ド
を
連
想
す
る
セ
レ
ブ
の
世
界
に
な
っ
た
。
逆
に
い

え
ば
、
料
金
が
高
い
の
で
、
豪
華
客
船
ブ
ラ
ン
ド
で
売
る
し
か

な
い
。
船
旅
の
敷
居
が
高
く
な
っ
た
。 

 

市
場
拡
大
化
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
進
め
た
北
米
。
市
場
の
現

状
を
直
視
し
た
日
本
。
一
九
八
〇
年
代
に
構
想
し
た
基
本
戦
略

の
相
違
が
、
後
年
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
の
大
差
と
、
日
本
独
特
の
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船
旅
文
化
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。 

ち
な
み
に
「
ク
ル
ー
ズ
元
年
」
時
点
の
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
人

口
は
年
間
約
一
五
万
人
（
国
土
交
通
省
統
計
）、
北
米
（
米
国
＋

カ
ナ
ダ
）
は
年
間
三
三
〇
万
人
（
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ａ
統
計
）
で
あ
る
。

こ
う
し
て
日
本
の
新
造
ク
ル
ー
ズ
船
は
、
二
万
ト
ン
、
六
〇
〇

～
七
〇
〇
人
乗
り
を
標
準
タ
イ
プ
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

 

飛
鳥
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着 

  

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
状
況
は
変
わ
っ
た
。
深
刻
な
平
成

不
況
が
自
治
体
や
企
業
を
顧
客
と
す
る
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ

を
直
撃
し
、
需
要
が
激
減
し
た
の
だ
。
邦
船
各
社
は
チ
ャ
ー
タ

ー
ク
ル
ー
ズ
か
ら
レ
ジ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
に
シ
フ
ト
し
、
懸
命
の

生
き
残
り
を
は
か
っ
た
。 

               

一
九
九
〇
年
に
郵
船
ク
ル
ー
ズ
会
社
が
発
足
。
翌
九
一
年
に

飛
鳥
（
二
万
八
七
一
七
ト
ン
）
が
登
場
し
た
。
土
地
バ
ブ
ル
が

崩
壊
し
た
年
だ
。
同
じ
年
、
米
国
で
は
史
上
最
長
の
好
景
気
が

始
ま
っ
た
。
九
〇
年
代
の
北
米
の
巨
大
客
船
ブ
ー
ム
は
こ
の
好

景
気
に
支
え
ら
れ
た
が
、
日
本
で
は
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
に

入
っ
た
。
し
か
し
、
順
風
も
吹
い
て
い
た
。
平
成
不
況
は
企
業

や
自
治
体
な
ど
を
顧
客
と
す
る
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
を
直
撃

し
た
が
、
個
人
の
レ
ジ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
は
健
在
だ
っ
た
。
不
況

下
で
も
富
裕
層
は
生
活
の
質
を
落
と
さ
な
か
っ
た
。
か
く
し
て

バ
ブ
ル
崩
壊
を
境
に
、
日
本
は
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
か
ら
レ

ジ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。 

飛
鳥
の
時
代
に
な
っ
た
。
レ
ジ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
向
き
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
た
し
、
な
に
よ
り
も
明
治
以
来
の
郵
船
ブ
ラ
ン

ド
が
も
の
を
い
っ
た
。
浅
間
丸
、
龍
田
丸
が
残
し
た
無
形
遺
産

は
大
き
か
っ
た
。
往
年
の
オ
ー
シ
ャ
ン
ラ
イ
ナ
ー
へ
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア
が
強
い
文
化
人
た
ち
も
、こ
ぞ
っ
て
飛
鳥
を
応
援
し
た
。 

                             

相
前
後
し
て
三
代
目
に
っ
ぽ
ん
丸
（
二
万
一
九
〇
三
ト
ン
、

商
船
三
井
客
船
）、
お
り
え
ん
と
び
い
な
す
（
二
万
一
九
〇
六
ト

ン
、
日
本
ク
ル
ー
ズ
客
船
）、
遅
れ
て
、
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な

す
（
二
万
六
五
九
四
ト
ン
、
同
）
が
新
造
さ
れ
た
。
ふ
じ
丸
と
同

規
模
、
同
性
格
の
船
で
あ
っ
た
。 

最
初
は
飛
鳥
も
苦
戦
し
た
。
黒
字
化
し
た
の
は
一
九
九
七
年

か
ら
。
前
年
の
九
六
年
の
初
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
の
成
功
が

転
機
に
な
っ
た
。
富
裕
な
熟
年
カ
ッ
プ
ル
が
殺
到
し
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
が
出
た
。
飛
鳥
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
は
、
翌
年
以

降
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
に
っ
ぽ
ん
丸
（
三
代
）、
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
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び
い
な
す
が
こ
れ
に
続
き
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
も
、
外

国
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
を
始
め
た
。 

 

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
は
、
一
九
九
四
年
か

ら
シ
リ
ー
ズ
化
。
大
衆
的
な
料
金
設
定
に
よ
り
、
毎
年
一
〇
〇

〇
人
を
こ
え
る
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
客
を
集
め
て
い
る
。 

 

と
も
あ
れ
、
飛
鳥
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
で
日
本
型
ク
ル
ー
ズ
は

完
成
し
た
。
そ
の
独
特
の
船
旅
文
化
は
、
海
外
と
は
か
な
り
性

格
を
異
に
し
て
い
る
。こ
の
構
図
は
当
分
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
の
船
旅
文
化
は
、
日
本
人
の
文
化
・
歴
史
、
も
っ
と
言
え

ば
国
民
性
に
根
ざ
し
て
い
る
か
ら
だ
。 

                            

画
一
性
か
多
様
性
か 

  

日
本
型
ク
ル
ー
ズ
は
画
一
的
だ
。
日
本
人
だ
け
が
乗
り
、
同

じ
よ
う
な
一
日
を
過
ご
す
。
外
国
船
に
乗
る
と
き
も
、
修
学
旅

行
に
似
た
団
体
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
を
選
ぶ
。 

 

い
っ
ぽ
う
、
外
国
船
に
は
い
ろ
い
ろ
な
客
が
乗
っ
て
い
る
。

富
裕
層
か
ら
中
流
層
。
肌
の
色
も
違
う
。
言
語
も
さ
ま
ざ
ま
。

欧
州
海
域
で
は
ク
ル
ー
ズ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
五
か
国
語
で
客
を

接
待
す
る
。
年
齢
層
も
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ル
バ
ー
ま
で
幅
が
あ

る
。
Ｒ
Ｃ
Ｉ
の
船
に
は
年
齢
別
の
子
供
用
デ
イ
リ
ー
が
あ
る
。

生
活
ス
タ
イ
ル
も
さ
ま
ざ
ま
。
夜
型
、
朝
型
。
ア
ウ
ト
ド
ア
派
、

読
書
派
。
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
が
メ
シ
よ
り
好
き
な
人
が
い
る
か

と
思
え
ば
、
昼
寝
好
き
も
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
ス
タ
イ
ル

を
持
つ
船
客
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
多
様
な
設
備
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
当
然
、
船
は
大
き
く
な
る
。 

                

船
の
巨
大
化
は
、
ふ
じ
丸
と
同
時
期
に
誕
生
し
た
ソ
ブ
リ

ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
を
皮
切
り
に
世
界
中
で
起
き
た
。
定

着
し
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
。
今
で
は
一
〇
万
ト
ン

超
の
巨
船
が
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
を
主
導
し
、
ク
ル
ー
ズ
人
口
の

過
半
を
吸
収
し
て
い
る
。
郵
船
ク
ル
ー
ズ
が
飛
鳥
に
代
え
て
五

万
ト
ン
ク
ラ
ス
の
飛
鳥Ⅱ

（
元
ク
リ
ス
タ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
）
を

投
入
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
動
向
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。 

 

こ
の
章
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
が
、
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
は

二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
、や
っ
と
年
間
二
〇
万
人
を
こ
え
た
。

「
ク
ル
ー
ズ
元
年
」
の
一
九
八
九
年
（
約
一
五
万
人
）
か
ら
数

万
人
し
か
ふ
え
て
い
な
い
。
就
航
船
は
大
き
い
順
に
飛
鳥Ⅱ

、

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
、
に
っ
ぽ
ん
丸
（
三
代
）
の
三
隻
。

平
均
船
齢
も
二
〇
年
を
こ
え
た
。
常
連
客
だ
け
で
な
く
、
船
自

体
も
老
境
に
入
っ
た
。 

 

日
本
の
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
自
体
に
変
化
の
兆
し
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
米
欧
の
大
手
運
航
会
社
が
大
型
ク
ル
ー
ズ
船

 
飛鳥Ⅱ。元クリスタル・ハーモニー 
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を
投
入
し
て
日
本
発
着
の
ク
ル
ー
ズ
を
企
画
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
だ
。
日
本
の
旅
行
会
社
が
外
国
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
を

チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
企
画
も
ふ
え
て
き
た
。 

 

発
端
は
二
〇
一
〇
年
五
月
の
Ｒ
Ｃ
Ｉ
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
オ

ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
に
よ
る
横
浜
発
着
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。
万
博

に
沸
く
上
海
と
韓
国
（
二
港
）
を
ま
わ
る
航
海
だ
っ
た
。
二
〇

一
三
年
五
月
に
は
Ｒ
Ｃ
Ｉ
の
巨
船
ボ
イ
ジ
ャ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・

シ
ー
ズ
が
日
本
発
着
ク
ル
ー
ズ
を
実
施
。
一
日
一
万
円
台
か
ら

の
ク
ル
ー
ズ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
う
や
く
日
本
で
も
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

こ
の
年
（
二
〇
一
三
年
）
に
は
、
最
大
手
の
カ
ー
ニ
バ
ル
も

日
本
法
人
を
設
立
し
て
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
入
。

サ
ン
・
プ
リ
ン
セ
ス
を
投
入
し
、
四
～
七
月
に
か
け
て
日
本
発

着
ク
ル
ー
ズ
を
九
本
実
施
。
カ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
規
制
（
自
国
内
の

貨
客
輸
送
は
自
国
船
が
お
こ
な
う
と
い
う
国
際
原
則
）
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
、
海
外
港
に
寄
港
し
た
が
、
す
べ
て
の
ク
ル
ー
ズ
で

日
本
文
化
が
残
る
魅
力
的
な
港
町
を
め
ぐ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
二
〇
一
四
年
は
、
サ
ン
・
プ
リ
ン
セ
ス
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
二
隻
体
制
で
、
四
～
一
〇
月
に
か
け
て

約
四
〇
航
海
を
実
施
。
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
た
っ

た
二
隻
の
外
国
の
大
型
船
に
圧
倒
さ
れ
た
。 

 

と
も
あ
れ
、
飛
鳥
文
化
に
染
ま
っ
て
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
た
日

本
の
ク
ル
ー
ズ
の
世
界
に
も
、
よ
う
や
く
世
界
標
準
の
船
旅
が

根
付
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
（
注
）。 

  

注 

  

日
本
の
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
よ
る
「
日
本
の
ク
ル

ー
ズ
三
〇
年
の
歩
み
」（『
世
界
の
艦
船
』
二
〇
〇
二
年
二
月
号
）、

「
ど
う
な
る
！
二
一
世
紀
の
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
」（『
世
界
の
艦
船
』

二
〇
〇
二
年
四
月
号
、「
ク
ル
ー
ズ
こ
の
一
八
年- 

ク
ル
ー
ズ
元
年

か
ら
今
日
ま
で
」（『
ラ
メ
ー
ル
』
二
〇
〇
七
年
一
・
二
月
号
）、「
日

本
の
ク
ル
ー
ズ
の
歩
み
と
現
状
‐
日
本
型
ク
ル
ー
ズ
は
如
何
に
し

て
形
成
さ
れ
た
か
」（「
憧
れ
の
ク
ル
ー
ズ
」
横
浜
み
な
と
博
物
館

企
画
展
図
録
所
収
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）
等
の
論
考
が
あ
る
。 
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第
一
二
話 

米
国
型
ク
ル
ー
ズ
の
課
題 

                     

 

寡
占
化
が
進
む
ク
ル
ー
ズ
産
業 

  

人
類
は
こ
れ
ま
で
、
客
船
巨
大
化
の
時
代
を
二
度
経
験
し
て

き
た
。
最
初
は
二
〇
世
紀
初
頭
。
モ
レ
タ
ニ
ア
級
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
級
、
バ
リ
ン
の
三
巨
船
が
登
場
し
た
時
代
で
あ
る
。
そ
し

て
、
巨
大
化
の
動
機
と
し
て
、
経
済
効
率
の
論
理
が
は
た
ら
い

て
い
た
こ
と
を
み
て
き
た
。 

 

経
済
効
率
の
ほ
か
、
も
う
一
つ
見
落
と
し
て
は
い
け
な
い
観

点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
船
体
の
巨
大
化
を
可
能
に
し
た
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
、
製
鉄
技
術
の
発
達
で

あ
る
。
強
く
て
安
価
な
鋼
が
出
現
し
た
の
は
、
一
九
世
紀
末
で

あ
る
。
鋼
の
登
場
は
造
船
技
術
を
一
変
さ
せ
た
。
大
型
船
が
建

造
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

大
型
船
を
走
ら
せ
る
に
は
、
強
力
な
エ
ン
ジ
ン
が
必
要
に
な

る
。
そ
れ
に
は
、
出
力
の
大
き
い
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
が
導
入
さ
れ

た
。
こ
の
時
代
に
開
発
さ
れ
た
新
技
術
で
あ
る
。
ボ
イ
ラ
ー
に

は
、
高
圧
力
に
耐
え
る
鋼
が
使
わ
れ
た
。
本
書
は
技
術
史
書
で

は
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
の
詳
述
は
避
け
る
。
が
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
か
ら
の
観
点
が
重
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

 

二
度
目
の
客
船
巨
大
化
の
時
代
、
そ
れ
は
現
代
で
あ
る
。
く

わ
し
く
い
う
と
、
そ
れ
は
ク
ル
ー
ズ
船
の
巨
大
化
で
あ
り
、
一

九
九
〇
年
代
か
ら
本
格
化
し
た
も
の
だ
。
そ
の
技
術
面
の
ベ
ー

ス
に
な
っ
た
の
は
、
前
述
の
二
〇
世
紀
初
頭
の
大
型
船
と
、
そ

れ
を
継
承
し
た
北
大
西
洋
航
路
の
巨
船
群
で
あ
っ
た
。 

 

二
〇
一
〇
年
代
に
入
り
、
世
界
の
海
で
稼
働
す
る
一
〇
万
ト

ン
超
の
巨
大
ク
ル
ー
ズ
船
の
数
は
五
〇
隻
を
こ
え
た
。
合
計
の

旅
客
定
員
（
一
室
二
人
ベ
ー
ス
）
は
約
一
七
万
人
。
こ
れ
ら
の

巨
大
ク
ル
ー
ズ
船
が
標
準
的
な
七
泊
ク
ル
ー
ズ
を
一
年
間
（
五

二
週
）
お
こ
な
っ
た
と
す
る
と
、
年
間
の
乗
船
者
数
は
約
九
〇

〇
万
人
に
な
る
。
巨
大
ク
ル
ー
ズ
船
だ
け
で
、
世
界
全
体
の
ク

ル
ー
ズ
人
口
の
四
割
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
現
代
が
大
型
ク
ル

ー
ズ
船
の
時
代
で
あ
る
こ
と
が
、
数
字
に
も
表
れ
て
い
る
。 

 

注
目
す
べ
き
点
は
、
船
の
巨
大
化
が
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
業
界

の
す
が
た
を
変
え
た
こ
と
だ
。
ク
ル
ー
ズ
船
会
社
の
統
合
と
系

列
化
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
隻
数
億
ド
ル
（
巨
船
オ
ア
シ
ス
・
オ

ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
の
船
価
は
一
五
億
ド
ル
と
伝
え
ら
れ
る
）
と
い

う
巨
額
の
資
金
を
要
す
る
大
型
船
新
造
ラ
ッ
シ
ュ
の
な
か
で
、

資
金
調
達
力
の
な
い
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
脱
落
し
、
大
資
本
に
吸

収
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
寡

占
化
が
起
き
た
。
船
の
巨
大
化
に
と
も
な
い
、
ク
ル
ー
ズ
産
業

が
覇
権
型
産
業
に
変
質
し
た
と
も
い
え
る
。 

 

五
〇
隻
を
超
え
た
一
〇
万
ト
ン
超
の
巨
大
ク
ル
ー
ズ
船
の
オ
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ペ
レ
ー
タ
ー
を
み
れ
ば
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
だ
。
隻
数
の
約

六
割
は
カ
ー
ニ
バ
ル
・
グ
ル
ー
プ
、
約
三
割
は
Ｒ
Ｃ
Ｉ
グ
ル
ー

プ
の
船
で
あ
る
。
な
か
で
も
カ
ー
ニ
バ
ル
勢
力
は
突
出
し
て
い

る
。
長
崎
製
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
サ
フ
ァ
イ
ア
姉
妹
も
、
カ
ー

ニ
バ
ル
傘
下
の
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
の
船
で
あ
る
。
現

状
は
ま
さ
に
カ
ー
ニ
バ
ル
の
一
人
勝
ち
と
い
っ
て
も
い
い
。 

 

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
市
場
に
お
け
る
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の

例
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
現
代
で
は
規
模
の
大
き
い
こ
と
が

勝
者
の
条
件
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
経
済
学
で
は
こ
う
い
う
現
象

を
「
自
然
独
占
」
と
い
う
ら
し
い
が
、
ク
ル
ー
ズ
に
お
け
る
「
カ

ー
ニ
バ
ル
の
一
人
勝
ち
」
も
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。 

 

だ
が
、「
自
然
独
占
」
が
進
む
と
、
自
由
競
争
が
な
く
な
り
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
硬
直
化
す
る
。
カ
ー
ニ
バ
ル
・
グ
ル
ー
プ
が
大

幅
な
高
収
益
を
記
録
す
る
い
っ
ぽ
う
で
、
乗
船
料
金
は
し
だ
い

に
上
昇
し
、
逆
に
、
船
内
に
お
け
る
旅
客
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

て
い
る
の
は
、
硬
直
化
現
象
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。 

  

客
船
界
の
頂
点
に
立
つ
ミ
ッ
キ
ー
・
ア
リ
ソ
ン 

  

カ
ー
ニ
バ
ル
の
支
配
下
に
あ
る
ク
ル
ー
ズ
船
会
社
は
、
本
家

の
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
ほ
か
に
、
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
、
Ｐ
＆
Ｏ

ク
ル
ー
ズ
社
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
、
Ｈ
Ａ
Ｌ
、
コ
ス
タ
・

ク
ル
ー
ズ
社
、
ア
イ
ー
ダ
・
ク
ル
ー
ズ
社
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
を
運
航
し
て
い
る
。 

 

グ
ル
ー
プ
を
ひ
き
い
る
の
は
、
ミ
ッ
キ
ー
・
ア
リ
ソ
ン
で
あ

る
。
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
の
創
始
者
の
一
人
テ
ッ
ド
・
ア
リ
ソ
ン

の
息
子
で
あ
り
、
一
九
七
九
年
に
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
社
長
の
椅
子
に
つ

い
た
。
Ｑ
Ｍ
２
の
命
名
式
の
と
き
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
と
と
も

に
壇
上
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
世
界
の
客
船
界
に
君
臨
す
る

ミ
ッ
キ
ー
・
ア
リ
ソ
ン
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
物
か
。 

 

一
九
四
九
年
イ
ス
ラ
エ
ル
の
生
ま
れ
。
五
歳
の
と
き
、
両
親

と
と
も
に
米
国
に
移
住
し
た
。
経
営
者
に
な
っ
て
か
ら
は
、
一

日
二
四
時
間
働
け
る
と
豪
語
し
た
ミ
ッ
キ
ー
だ
が
、
学
生
時
代

に
は
父
親
に
反
逆
す
る
若
者
だ
っ
た
。
長
髪
を
な
び
か
せ
て
ベ

ト
ナ
ム
反
戦
デ
モ
に
も
参
加
し
た
。
父
親
の
ク
ル
ー
ズ
ビ
ジ
ネ

ス
に
は
ま
っ
た
く
関
心
が
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
彼
を
変
え
た
の

は
船
上
勤
務
だ
っ
た
。
創
業
時
の
Ｎ
Ｃ
Ｌ
客
船
で
働
い
て
い
る

う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
仕
事
が
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
た
。 

 

「
親
父
が
下
船
し
ろ
と
い
わ
な
か
っ
た
ら
、
い
ま
も
船
で
は

た
ら
い
て
い
た
だ
ろ
う
」。
の
ち
に
そ
う
語
っ
て
い
る
。
下
船
し

た
彼
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
の
さ
ま
ざ
ま
な
陸
上
業
務
を
こ
な
し
た
。
Ｃ

Ｃ
Ｌ
に
入
社
し
た
の
は
七
三
年
、
Ｃ
Ｃ
Ｌ
が
苦
し
か
っ
た
と
き

だ
。
息
子
の
縁
故
入
社
に
難
色
を
示
す
父
親
テ
ッ
ド
を
説
得
し

た
の
は
テ
ッ
ド
の
片
腕
ロ
バ
ー
ト
・
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
で
あ
る
。

「
ミ
ッ
キ
ー
は
頭
が
い
い
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
明
る
い
。
Ｃ
Ｃ
Ｌ

は
彼
の
才
能
を
必
要
と
し
て
い
た
」
と
、
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
は

当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て
い
る
。
功
労
者
の
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
に

対
し
て
、
ミ
ッ
キ
ー
は
の
ち
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｌ
社
長
の
椅
子
と
年
俸

三
〇
〇
万
ド
ル
の
高
給
で
報
い
た
。 

              

父
親
譲
り
の
ミ
ッ
キ
ー
の
強
気
な
性
格
は
、
ク
ル
ー
ズ
経
営

に
向
い
て
い
た
。
彼
は
社
船
の
大
型
化
を
進
め
る
い
っ
ぽ
う
、

カ
ー
ニ
バ
ル
勢
力
の
拡
大
に
つ
と
め
た
。
八
八
年
に
Ｈ
Ａ
Ｌ
を

買
収
。
九
一
年
に
シ
ー
ボ
ー
ン
・
ク
ル
ー
ズ
・
ラ
イ
ン
、
九
七

年
に
コ
ス
タ
・
ク
ル
ー
ズ
社
を
支
配
。
九
八
年
に
は
キ
ュ
ナ
ー

ド
を
買
収
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
Ｐ
＆
Ｏ
／
プ
リ
ン
セ
ス
を

傘
下
に
加
え
て
、
カ
ー
ニ
バ
ル
王
国
は
完
成
し
た
。
ミ
ッ
キ
ー

は
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
業
界
の
頂
点
に
立
っ
た
（
注1

）。 

 

厳
格
な
シ
オ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
父
親
と
異
な
り
、
ミ
ッ
キ
ー
は

国
際
人
で
あ
る
。「
ユ
ダ
ヤ
系
米
国
人
に
み
ら
れ
る
イ
ス
ラ
エ
ル

へ
の
思
い
入
れ
は
自
分
に
は
な
い
」、
そ
う
語
っ
て
い
る
。
米
国

と
同
様
に
好
き
な
の
は
フ
ラ
ン
ス
。英
国
人
の
妻
マ
デ
リ
ン
も
、

フ
ラ
ン
ス
語
が
で
き
る
国
際
人
で
あ
る
。 

  

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
と
地
球
環
境
問
題 

  

米
国
型
ク
ル
ー
ズ
の
課
題
は
、
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
寡

占
化
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
じ
つ
は
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
深
刻

な
問
題
が
お
き
て
い
る
。
地
球
環
境
問
題
の
発
生
で
あ
る
。
大

型
ク
ル
ー
ズ
船
の
激
増
に
よ
り
、
大
気
汚
染
、
海
洋
汚
染
な
ど

自
然
環
境
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

ク
ル
ー
ズ
の
存
続
に
か
か
わ
る
大
問
題
で
あ
る
。 

 

ミッキー・アリソンとマデリン夫人。長崎で開催さ

れたダイアモンド・プリンセスの命名式で 



 

| 88 

 

話
は
急
に
か
わ
る
が
、長
崎
で
建
造
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、

サ
フ
ァ
イ
ア
姉
妹
の
煙
突
上
部
の
両
側
に
、
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機

の
エ
ン
ジ
ン
に
似
た
筒
状
の
造
型
物
が
つ
い
て
い
る
。 

            

こ
の
造
型
物
は
、
船
の
エ
ン
ジ
ン
が
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
く
わ
し
く
い
う
と
、
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
併
用
し
て
発
電
し
、
推
進
モ
ー
タ
ー
を

駆
動
す
る
推
進
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
Ｑ
Ｍ
２
も
同
じ
推
進
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。 

 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
は
小
さ
い
の
で
、
煙
突
の
基
部
に
置
か
れ
て

い
る
。
船
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
汽
船
の
出
現
こ
の
か
た
、
船
体
下

部
に
あ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
か
ら
、
ま
さ
に
画
期
的
な
着

想
で
あ
る
。
こ
の
両
船
だ
け
で
な
く
、
近
年
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

を
搭
載
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
が
ふ
え
て
き
た
。 

 

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
最
大
の
動

機
は
環
境
問
題
へ
の
対
応
で
あ
る
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
都
市

の
お
も
な
大
気
汚
染
源
で
あ
る
自
動
車
に
は
す
で
に
き
び
し
い

規
制
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、
船
の
排
ガ
ス
に
対
す
る
ル
ー

ル
づ
く
り
は
遅
れ
て
い
た
。
よ
う
や
く
一
九
九
七
年
に
な
り
、

Ｉ
Ｍ
Ｏ
（
国
際
海
事
機
関
）
が
「
船
舶
か
ら
の
大
気
汚
染
防
止

に
関
す
る
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
条
約
新
付
属
書
」
を
採
択
し
、
公
害

の
原
因
と
な
る
Ｎ
Ｏ
ｘ(

窒
素
酸
化
物)

と
Ｓ
Ｏ
ｘ(

硫
黄
酸
化
物
、

と
く
に
亜
硫
酸
ガ
ス
）
へ
の
規
制
が
決
ま
っ
た
。 

 

国
際
的
な
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク

ル
ー
ズ
船
の
排
ガ
ス
対
策
が
先
行
し
て
い
る
の
は
、
環
境
保
護

に
敏
感
な
海
域
で
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
か
ら
出
る
排
ガ
ス
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
と
く
に
こ
れ
が
深
刻
な
の
は
、
太

古
の
大
自
然
を
の
こ
す
ア
ラ
ス
カ
海
域
で
あ
る
。 

 

ア
ラ
ス
カ
海
域
に
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
が
ス
タ
ー
・
プ
リ
ン
セ
ス

Star Princess

（
初
代 

六
万
三
五
二
四
ト
ン
）
を
投
入
し
た

八
九
年
の
シ
ー
ズ
ン
（
五
～
九
月
）
か
ら
で
あ
る
。
以
来
、
ア

ラ
ス
カ
海
域
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
は
し
だ
い
に
ふ
え
、
シ
ー
ズ

ン
中
、
一
〇
隻
以
上
が
張
り
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
、
サ
フ
ァ
イ
ア
姉
妹
も
、
デ
ビ
ュ
ー
当
時
は
ア
ラ
ス
カ
・

ク
ル
ー
ズ
に
就
航
し
て
い
た
。 

  

ア
ラ
ス
カ
海
域
に
お
け
る
排
ガ
ス
問
題 

  

二
〇
〇
〇
人
以
上
を
乗
せ
る
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
就
航
は
、

そ
れ
ま
で
割
高
で
あ
っ
た
ア
ラ
ス
カ
・
ク
ル
ー
ズ
の
料
金
を
下

げ
、
手
つ
か
ず
の
大
自
然
を
身
近
な
も
の
に
し
た
。
一
九
九
〇

年
代
に
入
る
と
、ア
ラ
ス
カ
・
ク
ル
ー
ズ
の
船
客
は
急
増
し
た
。 

 

反
面
、
問
題
も
出
て
き
た
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
排
ガ
ス
に
ふ
く

ま
れ
て
い
る
有
害
成
分
や
、
騒
音
、
汚
水
な
ど
に
よ
る
自
然
環

境
へ
の
悪
影
響
で
あ
る
。 

 
ア
ラ
ス
カ
海
域
は
多
く
の
島
じ
ま
に
よ
っ
て
外
洋
か
ら
隔
て

ら
れ
て
い
る
の
で
、
問
題
が
お
こ
り
や
す
い
の
で
あ
る
。
加
え

て
、
狭
く
て
曲
り
く
ね
っ
た
イ
ン
サ
イ
ド
・
パ
ッ
セ
ー
ジ
（
カ

ナ
ダ
東
岸
、
ア
ラ
ス
カ
海
域
の
島
と
大
陸
に
は
さ
ま
れ
た
航
路
）

を
低
速
で
航
行
す
る
た
め
、
通
常
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
で
は
、
有
害

成
分
を
多
く
排
出
す
る
傾
向
が
あ
る
。 

               

陸
上
の
地
形
も
独
特
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ア
ラ
ス
カ
の
州
都

ジ
ュ
ノ
ー
の
ば
あ
い
、
高
い
峰
々
が
せ
ま
っ
た
凹
凸
の
多
い
地

形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、ク
ル
ー
ズ
船
の
排
煙
が
上
空
に
滞
留
し
、

有
害
成
分
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
夏
季
の
貴
重
な
太
陽
光
線
を

遮
断
す
る
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い
る
。
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル

ー
ズ
社
が
二
〇
〇
一
年
か
ら
ジ
ュ
ノ
ー
に
停
泊
す
る
社
船
の
発

電
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
停
止
し
、
陸
上
の
電
力
を
使
う
よ
う
に
切

 
ダイヤモンド・プリンセス煙突上部の筒

状の造形物 

 

アラスカの州都ジュノーに着岸したクルーズ船 
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り
替
え
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
深
刻
な
実
態
が
あ
っ
た
。 

 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
き
び
し
い
規
制
が
と
ら
れ

て
き
た
。
米
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
米
国
環
境
保
護
局
）、
ア
ラ
ス
カ
州
、
そ

れ
に
民
間
の
環
境
保
護
団
体
も
、
排
ガ
ス
に
は
神
経
質
に
な
っ

て
い
る
。
ル
ー
ル
違
反
に
は
罰
金
が
課
せ
ら
れ
て
き
た
。
九
九

年
に
は
Ｈ
Ａ
Ｌ
、
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
な
ど
六
社
、
十

三
隻
が
排
煙
基
準
を
超
え
た
か
ど
で
Ｅ
Ｐ
Ａ
か
ら
警
告
を
受
け
、

プ
リ
ン
セ
ス
社
と
Ｎ
Ｃ
Ｌ
は
五
万
五
〇
〇
〇
～
一
〇
万
ド
ル
を

支
払
っ
た
。 

い
っ
ぽ
う
、
海
洋
汚
染
に
対
す
る
規
制
は
、
排
ガ
ス
規
制
に

先
行
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
発
端
は
、
大
型
オ
イ
ル

タ
ン
カ
ー
の
海
難
に
と
も
な
う
油
流
出
事
故
の
続
発
で
あ
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
海
洋
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
の
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｏ

Ｌ
七
三
／
七
八
条
約
」
が
採
択
さ
れ
、
す
で
に
発
効
。
そ
の
後

も
改
正
が
つ
づ
き
、
整
備
が
進
ん
で
い
る
。 

  

地
球
環
境
と
ど
う
折
り
合
っ
て
い
く
か 

  

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
は
、
大
気
汚
染
問
題
へ
の
解
答
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
く
ら
べ
、
排

ガ
ス
中
の
Ｎ
Ｏ
ｘ
を
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
、
Ｓ
Ｏ
ｘ
を
九
八

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
を
装
備
し
た
史
上
初
の
新
造
ク
ル
ー
ズ
船
は
、
セ
レ
ブ
リ

テ
ィ
・
ク
ル
ー
ズ
社
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
に

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ー
ク
造
船
所
で
誕
生
し
た
同
船
は
、
地
球
環
境

を
配
慮
し
て
造
ら
れ
た
最
初
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
で
あ
っ
た
。 

ミ
レ
ニ
ア
ム
の
外
形
は
、
シ
ャ
ー
プ
で
強
い
ラ
イ
ン
を
多
用

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
だ
。
こ
れ
を
造
形
し
た
人
物
は
、
バ
ネ

ン
バ
ー
グ
で
あ
る
。本
職
は
大
型
ヨ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
が
、

Ｑ
Ｅ
２
の
内
装
も
手
が
け
た
こ
と
は
、
第
六
話
で
紹
介
し
た
。

彼
は
二
〇
〇
二
年
に
没
し
た
の
で
、
大
型
船
で
は
こ
れ
が
最
後

の
仕
事
に
な
っ
た
。 

ミ
レ
ニ
ア
ム
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
当
初
計
画
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル

電
気
推
進
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
代
え
て
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
採
用

を
Ｒ
Ｃ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
の
は
一
九
九
八
年
五
月
。
ち

ょ
う
ど
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
環
境
汚
染
が
問
題
に
な
り
は

じ
め
た
時
期
だ
っ
た
。
同
じ
こ
ろ
大
手
各
社
も
、
新
世
代
シ
リ

ー
ズ
に
環
境
対
応
型
の
推
進
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
に
は
、（
１
）
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
＋
蒸
気
タ

ー
ビ
ン
方
式
、（
２
）デ
ィ
ー
ゼ
ル
＋
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
方
式
、（
３
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
方
式
、
の
三
タ
イ
プ
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
電
気
推

進
で
あ
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
級
は
（
１
）
の
方
式 

、
Ｑ
Ｍ
２
や
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
、
サ
フ
ァ
イ
ア
姉
妹
は
（
２
）
の
方
式
で
あ
る
。 

三
タ
イ
プ
の
推
進
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、
将
来
的
に
ど
れ
が
主

流
に
な
る
か
、
そ
の
予
測
は
む
ず
か
し
い
。
原
油
市
況
も
影
響

す
る
で
あ
ろ
う
（
注2

）。
地
球
温
暖
化
の
点
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
（
二

酸
化
炭
素
）
を
大
量
に
出
す
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
は
問
題
だ
。 

                

二
〇
世
紀
は
大
量
生
産
と
大
量
消
費
、
そ
し
て
大
量
廃
棄
の

時
代
で
あ
っ
た
。
二
一
世
紀
も
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
そ
の
傾
向

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
船
客
と
船
員
が
三
〇
〇
〇
～
四
〇
〇
〇

人
以
上
も
乗
る
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
は
、そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
導
入
し
な
い
か
ぎ
り
、
ク

ル
ー
ズ
船
は
こ
れ
か
ら
生
き
残
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

              

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
た
て
る
波
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
。 

 

地
中
海
ク
ル
ー
ズ
の
有
力
な
寄
港
地
で
あ
り
発
着
港
で
も
あ 

 

ガスタービン主機を装備したミレニアム 
 

ベネチアのジュデッカ運河を通る大型クルーズ船 
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る
イ
タ
リ
ア
の
海
都
ベ
ネ
チ
ア
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ク
ル
ー
ズ

船
は
、
海
都
を
一
望
で
き
る
潟
内
の
ジ
ュ
デ
ッ
カ
運
河
を
通
っ

て
出
入
港
し
て
き
た
。と
こ
ろ
が
、二
〇
一
四
年
一
一
月
以
後
、

九
万
六
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
の
客
船
は
こ
の
運
河
を
通
れ
な
く
な

っ
た
（
新
水
路
が
で
き
る
ま
で
実
施
は
延
期
さ
れ
た
）。
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
が
た
て
る
波
に
よ
っ
て
歴
史
的
建
造
物
が
傷
つ
く
お

そ
れ
が
で
て
き
た
か
ら
だ
。
ジ
ュ
デ
ッ
カ
運
河
の
通
航
は
ベ
ネ

チ
ア
出
入
港
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
だ
っ
た
が
、
歴
史
的
遺
産
の
ほ
う

が
そ
れ
よ
り
大
切
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

 

今
後
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
は
地
球
環
境
と
ど
う
折
り
合
っ
て

い
く
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
情
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
問
題

の
ほ
う
が
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
レ
ジ
ャ
ー
を
持
続
可
能

に
す
る
た
め
の
重
要
課
題
に
な
っ
て
き
た
。 

 

「
九
・
一
一
」
が
ク
ル
ー
ズ
産
業
を
直
撃 

  

現
代
の
ク
ル
ー
ズ
が
か
か
え
る
課
題
は
、
地
球
環
境
問
題
と

ク
ル
ー
ズ
産
業
の
寡
占
化
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
も
っ
と
根
源

的
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
戦
争
と
テ
ロ
に
と
も
な
う
リ
ス
ク

で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
旅
行
と
い
う
レ
ジ
ャ
ー
は
平

和
を
前
提
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
地
域
や
、
船
が
航
海
す
る
海
域
で
戦
争
か
テ
ロ
で

も
起
き
れ
ば
、
ク
ル
ー
ズ
産
業
は
そ
の
存
立
基
盤
を
失
う
。 

 

二
〇
〇
一
年
九
月
、
世
界
最
大
の
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
北
米
で
そ
れ
が
起
き
た
。
同
時
テ
ロ
、
い
わ
ゆ
る
「
九
・

一
一
」で
あ
る
。テ
ロ
に
大
型
旅
客
機
が
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

北
米
で
は
一
時
期
、
空
の
旅
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
発
展
の
原
動
力

と
な
っ
た
フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。

北
米
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
集
客
し
て
い
た
ク
ル
ー
ズ
船
会
社
は
船
客

が
激
減
し
、
倒
産
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
出
た
。 

 

フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
は
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
船
旅

パ
タ
ー
ン
の
再
検
討
で
あ
る
。
空
路
が
敬
遠
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
船
客
が
乗
用
車
や
バ
ス
や
鉄
道
で
行
け
る
港
か
ら
ク
ル
ー

ズ
船
を
出
せ
ば
い
い
わ
け
だ
。
フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
で
は
な
く

「
ド
ラ
イ
ブ
＆
ク
ル
ー
ズ
」
で
あ
る
。「
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
・
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
」
と
も
い
わ
れ
る
。 

 

そ
れ
に
は
、
発
着
港
を
散
在
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
定

番
母
港
の
マ
イ
ア
ミ
、
フ
ォ
ー
ト
ロ
ー
ダ
ー
デ
ー
ル
、
サ
ン
フ

ア
ン
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
集
中
す
る
の
は
よ

く
な
い
。
そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
、
タ
ン

パ
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
シ
ア
ト
ル
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
な
ど
が
新

た
な
発
着
港
と
し
て
加
え
ら
れ
た
。 

 

か
つ
て
北
大
西
洋
航
路
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
港
と
し
て
繁
栄
し
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
、
こ
れ
で
息
を
ふ
き
か
え
し
た
。
大
き
な
ク

ル
ー
ズ
人
口
を
持
つ
大
都
会
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ル

ー
ズ
時
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
は
客
船
の
出
入
り
が
少
な
く
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
の
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
閑
古
鳥
が
鳴
い
て

い
た
の
で
あ
る
。「
九
・
一
一
」
以
後
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
出
入
港

が
ふ
え
、
古
く
て
手
狭
な
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
。
カ
ー
ニ
バ
ル
は
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
に
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
。
Ｑ
Ｍ
２
も
旧
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
移
っ
た
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
も

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
ケ
ー
プ
リ
バ
テ
ィ
ー
が
誕
生
。
Ｒ
Ｃ
Ｉ
グ
ル

ー
プ
の
船
が
こ
こ
か
ら
発
着
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
に
加
え
、
ド
ラ
イ
ブ
＆
ク

ル
ー
ズ
が
定
着
し
た
こ
と
で
、
北
米
の
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
「
九
・
一
一
」
の
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
九
・
一
一
」
が
起
き
た
二
〇
〇
一
年
の
北
米
の
ク
ル
ー
ズ
人

口
は
、
前
年
を
上
ま
わ
る
七
二
〇
万
人
に
達
し
て
お
り
、
翌
二

〇
〇
二
年
に
は
七
六
〇
万
人
を
記
録
し
て
い
る
。 

 

日
本
周
辺
海
域
の
ク
ル
ー
ズ
で
は
、日
中
・
日
韓
関
係
な
ど
、

緊
張
す
る
北
東
ア
ジ
ア
情
勢
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
最
近
は

と
く
に
、
東
ア
ジ
ア
の
大
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
中
国

と
の
あ
い
だ
で
、
尖
閣
問
題
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
途
絶
え
が

ち
で
あ
る
。
中
国
発
着
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
日
本
寄
港
を
避

け
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
た
。 

 

感
染
症
リ
ス
ク
に
そ
な
え
る
大
型
ク
ル
ー
ズ
船 

  

戦
争
と
テ
ロ
の
ほ
か
に
、
旅
行
ビ
ジ
ネ
ス
は
も
う
ひ
と
つ
大

き
な
リ
ス
ク
を
か
か
え
て
い
る
。
感
染
症
の
流
行
と
い
う
リ
ス

ク
で
あ
る
。
そ
れ
を
如
実
に
示
し
た
の
は
、
二
〇
〇
三
年
の
前

半
に
東
ア
ジ
ア
を
襲
っ
た
新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
で
あ
る
。
こ
の

と
き
は
、
ク
ル
ー
ズ
産
業
を
ふ
く
む
東
ア
ジ
ア
の
旅
行
業
全
体

が
大
打
撃
を
受
け
た
。 

 

客
船
会
社
で
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
は
、
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
流
行
地
と
営
業
地
域
が
重
な
っ
た
ス
タ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
社

で
あ
る
。
乗
船
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
予
約
も
急
減
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
本
拠
を
置
く
こ
の
会
社
の
こ
と
は
、
第
九
話
の

「
ク
ル
ー
ズ
船
の
巨
大
化
」
で
紹
介
し
た
。 

 

ス
タ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
社
の
二
大
看
板
で
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー
ス

タ
ー
・
レ
オ
と
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
・
ヴ
ァ
ー
ゴ
は
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
と
香
港
を
そ
れ
ぞ
れ
母
港
と
し
て
い
た
た
め
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
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禍
を
も
ろ
に
受
け
た
。
同
社
は
両
船
を
豪
州
へ
移
し
、
感
染
被

害
が
お
さ
ま
る
ま
で
、
レ
オ
は
シ
ド
ニ
ー
、
ヴ
ァ
ー
ゴ
は
フ
リ

ー
マ
ン
ト
ル
を
発
着
す
る
ク
ル
ー
ズ
に
張
り
つ
け
て
急
場
を
し

の
い
だ
。 

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
禍
が
北
上
し
て
台
湾
が
流
行
地
に
な
る
と
、
基
隆

発
着
の
沖
縄
ク
ル
ー
ズ
に
就
航
し
て
い
た
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
・

ジ
ェ
ミ
ナ
イSuperStar Gemini
（
一
万
九
〇
八
九
ト
ン
）
は
、

石
垣
島
と
那
覇
へ
の
寄
港
を
と
り
や
め
た
。
日
本
側
が
入
港
自

粛
を
要
請
し
、
同
社
が
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

ス
タ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
社
は
た
い
へ
ん
な
目
に
あ
っ
た
が
、
世

界
的
に
み
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
禍
の
影
響
は
軽
微
で
あ
っ
た
。
ク
ル

ー
ズ
産
業
が
ブ
レ
ー
ク
し
て
い
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
を
の

ぞ
け
ば
、
こ
の
時
期
、
東
ア
ジ
ア
は
ま
だ
ク
ル
ー
ズ
後
進
地
域

だ
っ
た
か
ら
だ
。
米
欧
の
ク
ル
ー
ズ
船
会
社
は
、
数
航
海
の
ア

ジ
ア
・
ク
ル
ー
ズ
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
地
か
ら

や
っ
て
く
る
フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
船
客
を
警
戒
す
る
だ
け
で
よ

か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

米
欧
の
大
手
ク
ル
ー
ズ
船
会
社
は
こ
の
年
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行

地
か
ら
の
予
約
客
の
乗
船
を
断
わ
り
、
運
賃
の
全
額
を
返
済
す

る
と
い
う
措
置
を
と
っ
た
。
出
航
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
一
四

日
以
内
に
流
行
地
を
通
過
し
た
予
約
客
も
、
乗
船
を
拒
否
す
る

と
い
う
厳
格
さ
で
あ
っ
た
。
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
大
手
各
社

は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
感
染
を
警
戒
し
た
の
で
あ
る
。 

 

ク
ル
ー
ズ
船
の
ば
あ
い
、
保
健
衛
生
の
規
制
が
ホ
テ
ル
や
レ

ス
ト
ラ
ン
以
上
に
き
び
し
い
。
何
千
人
も
の
船
客
と
乗
組
員
が

起
居
し
、
国
際
航
海
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
然
と
い
え
ば

当
然
で
あ
る
。 

 

続
発
す
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
集
団
感
染 

  

最
近
で
は
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス(Norovirus)

の
集
団
感
染
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界
の
海
域
で
起
き
て
い
る
。 

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
一
九
六
八
年
に
米
オ
ハ
イ
オ
州
ノ
ー
ウ

ォ
ー
ク
で
集
団
発
生
し
た
急
性
胃
腸
炎
の
患
者
か
ら
発
見
さ
れ

た
。
患
者
と
の
接
触
や
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
し
た
食
品
な
ど
を
介

し
て
経
口
感
染
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
集
団
感
染
は
そ
の
後
、
日

本
を
含
む
世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
る
。 

 

感
染
す
る
と
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
の
食
中
毒
症
状
を

呈
す
る
が
、
通
常
は
一
～
二
日
で
治
癒
し
、
生
命
に
か
か
わ
る

重
篤
な
例
は
稀
で
あ
る
。
た
だ
し
感
染
力
が
強
く
、
い
ま
の
と

こ
ろ
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
存
在
し
な
い
。
十
分
な
手
洗
い

ぐ
ら
い
し
か
、
予
防
法
が
な
い
の
が
現
状
だ
。 

 

生
活
空
間
が
密
集
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
で
は
、
感
染
の
機
会
が

多
い
し
、
新
た
な
船
客
が
乗
る
た
び
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
む

可
能
性
が
あ
る
。
集
団
感
染
の
危
険
性
は
陸
上
よ
り
も
高
い
と

い
え
よ
う
。
む
ろ
ん
、
公
衆
衛
生
当
局
は
こ
の
問
題
を
傍
観
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。 

世
界
最
大
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
を
持
つ
米
国
で
は
、
同
国
を
訪

れ
る
ク
ル
ー
ズ
船
に
対
し
、
船
客
・
船
員
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
が
嘔
吐
、
下
痢
を
起
こ
し
た
場
合
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（Centers for 

Disease Control and Prevention

、
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
）

に
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
こ
れ
を
も
と
に

研
究
調
査
を
行
な
い
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
ア
ト
ラ
ン
タ
に

本
拠
を
置
く
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
米
国
厚
生
省(The Department of 

Health and Human Service

）
の
実
施
機
関
の
一
つ
で
あ
る
。 

さ
ら
に
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｈ
（The U.S.Public Health Service 

米

国
公
衆
衛
生
局
）
の
船
舶
衛
生
検
査
が
あ
る
。
こ
の
検
査
は
、

厳
格
で
あ
る
こ
と
と
、
検
査
結
果
が
す
べ
て
公
開
さ
れ
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。ワ
シ
ン
ト
ン
に
本
拠
を
置
く
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｈ
は
、

米
国
の
港
に
寄
港
す
る
客
船
の
衛
生
検
査
を
実
施
す
る
権
限
を

持
っ
て
い
る
。
検
査
は
無
通
告
で
年
二
回
、
所
定
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
食
材
・
飲
料
水
の

管
理
、
調
理
作
業
と
設
備
、
病
害
虫
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
か
な
り
き
び
し
い
。
一
〇
〇
点
満
点
で
八
六
点
に
達

し
な
い
と
、
勧
告
に
そ
っ
た
改
善
を
行
な
い
、
再
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
〇
三
年1
月
に
Ｑ
Ｅ
２
が
八
五
点

で
失
格
し
再
検
査
を
受
け
た
こ
と
は
、
ク
ル
ー
ズ
業
界
で
は
ニ

ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。 

 

Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
ク
ル
ー
ズ
船
に
お
け

る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
集
団
感
染
は
一
九
九
四
年
か
ら
報
告
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
集
団
感
染

発
生
が
年
一
〇
隻
を
こ
え
た
二
〇
〇
二
年
か
ら
だ
。 

同
年
七
月
に
ア
ラ
ス
カ
海
域
の
ラ
イ
ン
ダ
ムRyndam

（
三
代

五
万
五
四
五
一
ト
ン
）
で
三
八
八
人
、
一
一
月
に
カ
リ
ブ
海
の

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ムAmsterdam

（
六
万
〇
八
七
四
ト
ン
）
で
五
〇

〇
人
以
上
（
四
ク
ル
ー
ズ
の
合
計
）
が
発
症
。
運
航
会
社
の
Ｈ

Ａ
Ｌ
は
、
両
船
の
後
続
ク
ル
ー
ズ
を
中
止
し
、
船
内
を
徹
底
的

に
消
毒
し
た
。
消
毒
対
象
は
、
カ
ジ
ノ
で
使
う
ト
ラ
ン
プ
や
ル

ー
レ
ッ
ト
の
チ
ッ
プ
に
ま
で
及
ん
だ
。 

 

集
団
感
染
は
そ
の
後
も
続
発
し
て
い
る
。
発
生
時
期
は
冬
季

が
中
心
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
一
〇
～
一
一
月
に
は
、
サ
ウ
サ

ン
プ
ト
ン
発
着
の
オ
ー
ロ
ラ

Aurora

（
七
万
六
一
五
二
ト
ン 

英
Ｐ
＆
Ｏ
ク
ル
ー
ズ
）
の
一
七
泊
地
中
海
ク
ル
ー
ズ
で
、
船
客

一
八
〇
〇
人
の
約
三
割
に
あ
た
る
五
〇
〇
人
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
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に
感
染
。
ピ
レ
ウ
ス
で
入
港
を
拒
否
さ
れ
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
で

は
隣
接
す
る
ス
ペ
イ
ン
が
国
境
を
閉
鎖
す
る
と
い
う
騒
ぎ
に
な

っ
た
。
ふ
だ
ん
は
海
外
ク
ル
ー
ズ
情
報
を
あ
ま
り
伝
え
な
い
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
も
こ
の
事
件
を
報
じ
た
。 

Ｃ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
と
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
集
団
感
染
は
、
そ
の
後

も
年
一
〇
件
以
上
の
ペ
ー
ス
で
発
生
し
て
い
る
。
最
多
は
二
〇

〇
六
年
の
三
二
件
で
あ
る
。 

最
近
で
は
二
〇
一
四
年
一
月
、
カ
リ
ブ
海
を
周
遊
中
の
Ｒ
Ｃ

Ｉ
の
巨
大
ク
ル
ー
ズ
船
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ

ー
ズExplorer of the Seas

（
一
三
万
七
三
〇
八
ト
ン
）
で

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
た
。
乗
客
・
乗
組
員
四
二
一
五
人
の

う
ち
六
四
五
人
が
発
症
し
た
た
め
。
船
は
予
定
を
二
日
繰
り
上

げ
て
、
発
着
港
の
ケ
ー
プ
リ
バ
テ
ィ
ー
に
帰
港
し
て
い
る
。 

 

船
長
が
握
手
を
し
な
く
な
っ
た 

  

船
側
の
防
疫
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

近
年
は
、
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
「
食
」
エ
リ
ア

の
入
口
に
ハ
ン
ド
サ
ニ
タ
イ
ザ
ー(

手
の
消
毒
器
）
を
置
く
と
と

も
に
、
船
長
が
船
内
放
送
で
「
手
を
洗
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
注

意
す
る
船
が
多
く
な
っ
た
。 

                

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
多
発
し
た
二
〇
〇
六
年
四
月
、
筆
者
は
妻

と
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
ヴ
ィ
ー
ン
ダ
ムVeendam

（
五
万
五
四
五
一
ト
ン
）

の
カ
リ
ブ
海
ク
ル
ー
ズ
に
乗
船
、
そ
の
一
端
に
触
れ
た
。 

ま
ず
驚
い
た
の
は
、ハ
ン
ド
サ
ニ
タ
イ
ザ
ー
の
多
い
こ
と
で
あ

る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
「
食
」
エ
リ
ア
の
入
口
は
む
ろ
ん
の
こ

と
、
図
書
室
、
フ
ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
船
内
の
至
る
所
に
置

か
れ
て
い
た
。
ま
る
で
病
院
で
あ
る
。
乗
船
口
に
も
あ
っ
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
る
船
客
が
使
用
を
怠
る
と
、
ク
ル
ー
が
携
帯

消
毒
器
で
液
体
を
か
け
て
く
れ
る
。 

出
帆
翌
日
の
正
午
に
は
、

船
長
が
船
内
放
送
で
手
洗
い
の
励
行
を
呼
び
か
け
た
。「
み
だ
り

に
握
手
を
し
な
い
よ
う
に
！
」
と
も
い
っ
て
い
た
。
そ
の
日
夕

方
の
船
長
主
催
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
意
識
し
て
の
放
送

だ
と
気
が
つ
い
た
。 

                       

案
の
定
、
そ
の
時
間
が
来
る
と
、
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
入
口
に

立
つ
船
長
は
、
に
こ
や
か
に
船
客
を
迎
え
る
だ
け
で
、
多
く
の

船
客
が
期
待
す
る
握
手
を
し
な
か
っ
た
。
感
染
症
に
対
す
る
船

側
の
危
機
意
識
は
、
こ
こ
ま
で
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
調
理
・
供
食
な
ど
の
「
食
」
設
備
と

業
務
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｈ
検
査
の
関
連
も
あ
り
、
か
な
り

厳
格
で
あ
る
。
調
理
員
は
専
用
の
透
明
手
袋
を
着
用
。
手
洗
い

は
必
須
の
義
務
で
あ
り
、厨
房
に
は
方
法
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
。 

 

専
用
の
手
洗
場
を
使
う
こ
と
。
肘
ま
で
お
湯
で
二
〇
秒
以
上 

洗
う
こ
と
。
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
使
い
、
蛇
口
も
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
で
閉
め
る
こ
と
、
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
ク
ル
ー
の
ほ

 

グランドケイマン沖に停泊するＨＡＬのヴィーンダム 

 

レストラン入口両側にハンドサニタイザー 

 

 

厨房で手を洗うインドネシア人調理員 
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と
ん
ど
は
衛
生
意
識
の
低
い
途
上
国
出
身
者
だ
か
ら
、
注
意
は

厳
格
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
で
ち
ょ
う
ど
い
い
の
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に

Ｈ
Ａ
Ｌ
の
ク
ル
ー
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
多
い
（
注3

）。 

 

そ
れ
で
も
ふ
え
る
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
人
口 

  

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
米
国
型
の
現
代
ク
ル
ー
ズ
が
北
米
で

誕
生
し
て
か
ら
半
世
紀
以
上
が
た
ち
、
ク
ル
ー
ズ
は
一
般
庶
民

が
楽
し
め
る
新
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
大
発
展
し
て
き
た
。
前
述
の

よ
う
に
、
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
は
年
間
で
二
一
〇
〇
万
人
を

こ
え
た
。
だ
が
、「
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
の
発
展
」
と
い
う
側

面
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

ク
ル
ー
ズ
産
業
の
寡
占
化
問
題
、
地
球
環
境
問
題
、
戦
争
と

テ
ロ
、
感
染
症
に
と
も
な
う
リ
ス
ク
と
、
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
が

か
か
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
し
て

ま
た
、
こ
れ
に
向
け
て
の
ク
ル
ー
ズ
船
会
社
の
対
応
策
な
ど
に

つ
い
て
も
み
て
き
た
。
じ
っ
さ
い
、「
た
い
へ
ん
な
時
代
に
な
っ

た
」
と
い
う
の
が
筆
者
の
実
感
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
時
代
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
の
年
間
ク

ル
ー
ズ
人
口
は
ふ
え
つ
づ
け
て
い
る
。 

 

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
ふ
え
る
の
だ
ろ
う
。
米
国
型
ク
ル
ー
ズ
の

性
格
か
ら
き
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。 

一
般
庶
民
を
対
象
と
す
る
「
万
人
が
楽
し
め
る
ク
ル
ー
ズ
」。

そ
れ
が
世
界
中
の
人
た
ち
を
船
旅
に
い
ざ
な
う
動
機
と
な
っ
て

い
る
。
筆
者
は
そ
う
考
え
て
い
る
。 

  

注 

 

（1

）
カ
ー
ニ
バ
ル
に
よ
る
市
場
支
配
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
カ
ー

ニ
バ
ル
・
ク
ル
ー
ズ
・
ラ
イ
ン
」（『
世
界
の
艦
船
』
二
〇
〇

三
年
六
月
号
）
で
詳
述
。 

（2

）
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
「
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

グ
リ
ー
ン
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
‐
メ
ガ
シ
ッ
プ
は
環
境
問

題
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
」（『
世
界
の
艦
船
』
二
〇
〇
一

年
九
月
号
）
で
詳
述
。 

（3

）
ク
ル
ー
ズ
船
に
お
け
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
集
団
感
染
問
題
に

つ
い
て
は
、
筆
者
の
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
ク
ル
ー
ズ
船
を
襲

う
！
」（『
世
界
の
艦
船
』
二
〇
〇
七
年
二
月
号
）
で
詳
述
。 
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お
わ
り
に 

 

こ
の
書
で
は
、
ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
、

ブ
レ
ー
メ
ン
と
い
っ
た
有
名
客
船
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
ふ
れ

な
か
っ
た
。
客
船
の
全
盛
時
代
と
さ
れ
る
一
九
二
〇
～
三
〇
年

代
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
な
い
客
船
史

書
は
、
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

む
ろ
ん
、
筆
者
は
こ
の
時
代
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
に
関
心

が
あ
る
し
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
も
あ
る
。
海
事
雑
誌
等
に
も
、
こ

れ
ま
で
た
び
た
び
書
い
て
き
た
。 

 

だ
が
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
客
船
の
全
盛
時
代
は
現

代
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
と
き
、
客
船
史
の

本
流
な
る
も
の
が
み
え
て
き
た
。 

 

本
書
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
現
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
は
、
運
賃

収
入
を
も
と
に
運
航
さ
れ
て
い
る
。
国
家
な
ど
の
公
的
助
成
を

あ
て
に
し
て
い
な
い
。
結
果
と
し
て
、
船
は
巨
大
化
し
た
の
で

あ
る
。 

 

そ
の
ル
ー
ツ
が
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
北

大
西
洋
航
路
客
船
の
運
航
哲
学
と
、
そ
れ
を
具
体
化
し
た
大
型

客
船
に
あ
る
こ
と
は
、
本
書
の
な
か
で
述
べ
て
き
た
。
現
代
の

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
は
、
そ
の
遺
伝
子
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
客
船
史
の
本
流
に
あ
る
。 

 

北
米
で
は
、
年
収
三
万
ド
ル
台
の
一
般
庶
民
も
ク
ル
ー
ズ
を

楽
し
ん
で
い
る
。
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
そ
れ
を
可
能
に
し
た
。

わ
れ
わ
れ
が
温
泉
に
行
く
よ
う
な
気
軽
さ
で
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗

っ
て
い
る
。
欧
州
、
豪
州
、
南
米
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
も
同

様
で
あ
る
。 

 

実
例
と
し
て
適
切
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
フ
リ
カ
系

船
客
も
い
る
。か
つ
て
定
期
客
船
全
盛
時
代
の
英
国
客
船
に
は
、

ア
フ
リ
カ
系
は
一
等
や
キ
ャ
ビ
ン
ク
ラ
ス
に
乗
る
の
が
は
ば
か

ら
れ
た
。
だ
が
、
い
ま
は
ち
が
う
。 

 

だ
か
ら
、
船
上
の
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
見
る

と
、
筆
者
は
感
動
す
る
。
と
く
に
、
子
ど
も
を
み
る
の
は
楽
し

い
。子
ど
も
は
、豪
勢
な
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
っ
た
う
れ
し
さ
を
、

か
ら
だ
全
体
で
表
現
す
る
。 

 

「
い
い
時
代
に
な
っ
た
な
」。
筆
者
は
そ
う
思
う
。 

 

し
か
し
、
日
本
で
こ
の
話
を
す
る
と
、「
エ
ッ
、
黒
人
も
乗
っ

て
い
る
の
！
」
と
、
不
快
感
を
示
す
人
が
い
る
。 

 

日
本
の
ク
ル
ー
ズ
文
化
の
根
底
に
は
、
ス
ノ
ビ
ズ
ム
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
に
参
加
で
き
る
、
と
い
う

実
態
を
嫌
う
文
化
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

ク
ル
ー
ズ
船
が
、
ひ
と
に
ぎ
り
の
富
裕
層
の
特
権
的
な
レ
ジ

ャ
ー
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
万
人
が
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
筆

者
は
そ
う
念
じ
て
、
こ
れ
を
書
い
た
。
こ
の
書
は
、
そ
れ
に
向

け
て
の
歴
史
物
語
で
あ
る
。
研
究
書
で
は
な
い
。 

 

二
〇
一
五
年 

 

月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
田 

廸
生 

   


